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明治・大正期のヘーゲル

は
じ
め
に

一
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
発
見
者

　
西 

周

一
　
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
講
義
者

　
フ
ェ
ノ
ロ
サ

一
　
明
治
・
大
正
期
の
文
献
資
料
に
現
わ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル

一
　
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
関
連
文
献
一
覧
表

一
　
ヘ
ー
ゲ
ル
略
年
譜

む
す
び

　
　
　
概
観

　
日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
と
ヘ
ー
ゲ
ル
受
容

は
じ
め
に

わ
が
国
に
西
洋
哲
学
が
輸
入
さ
れ
て
約
四
百
三
十
年
に
な
る
。
こ
こ
で
い
う
西
洋
哲
学
（
思
想
）
と
は
、
ス
コ
ラ
哲
学
（
教
会
付
属
の
学
校
で
お
こ
な
わ
れ
た
哲
学
）
の

こ
と
で
あ
る
。
豊
後
の
府ふ

内な
い

（
現
・
大
分
市
）
に
お
い
て
、
天
正
八
年
十
一
月
（
一
五
八
〇
・
一
二
）
ご
ろ
「
聖
パ
ウ
ロ
学
院
」（C

ollegio de S. P
aulo

）
が
つ
く
ら
れ
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
神
学
生
ら
に

―
日
本
語
、
日
本
古
典
文
学
、
論
理
学
、
教
理
神
学
、
秘
蹟
な
ど
を
教
え
た
。

ま
た
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
は
、
天
草
の
学コ

レ
ジ
オ院

に
お
い
て
、
日
本
人
神
学
生
は
、
西
洋
の
神
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
キ
リ
ス
ト
教
神
学
や
倫
理
神
学
（
良
心
問
題
）
な

ど
を
学
習
し
た
。

宮

永

　

孝

明
治
・
大
正
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
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キ
リ
ス
ト
教
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
室
町
（
戦
国
）
時
代
末
の
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
の
こ
と

で
あ
る
が
、
宣
教
師
は
信
徒
の
教
育
と
公
衆
を
お
し
え
み
ち
び
く
布
教
師
を
養
成
す
る
た
め
に
、
神
学
や
そ

の
補
助
学
科
と
し
て Philosopho, Philosophar, Philosophia, logica

（
当
時
は
ま
だ
「
哲
学
者
」「
哲

学
」「
論
理
学
」
の
訳
語
は
な
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
ラ
テ
ン
語
を
そ
の
ま
ゝ
使
っ
て
い
た
）
な
ど
を
教
え

た
。
し
か
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
こ
う
い
っ
た
教
育
機
関
は
、
秀
吉
や
家
康
が
発
し
た
禁
教
令
に
よ
っ
て
や
が

て
潰
え
、
消
滅
す
る
の
で
あ
る
。

近
年
、
筆
者
は
本
邦
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
受
容
史
に
関
心
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
略
史
を
紀

要
（『
社
会
志
林
』）
に
発
表
し
た
が
、
い
ま
は
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
物
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
や
ス
ピ
ノ
ザ
の
日
本
移
植
史
に
興
味
が
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

日
本
に
か
ぎ
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
い
て
愛
好
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
の
論
文
や
著
書
や
訳
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
著
名
の
士
と
も
な
れ
ば
、
当
然
研
究
の
対

象
と
な
り
や
す
く
、
書
誌
が
編
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
が
、
日
本
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
書
誌
的
研
究
は
、
昭
和
か
ら
平
成
期
ま
で
の
も
の
が
あ
っ
て
も
、
明
治
・
大
正
期

の
も
の
は
ま
だ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
の
研
究
は
、
そ
の
間か

ん

隙げ
き

を
ぬ
う
も
の
で
あ
る
が
、
膨
大
な
文
献
資
料
の
す
べ
て
に
目
を
通
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
れ
こ
ぼ
れ
た

部
分
も
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
な
も
の
に
は
ふ
れ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
雑
誌
ひ
と
つ
を
例
に
と
っ
て
も
、
明
治
か
ら
平
成
の
こ
ん
に
ち
ま
で
の
間
に
刊

行
さ
れ
た
も
の
は
数
千
種
を
か
ぞ
え
る
よ
う
だ
…
…
。

本
稿
は
、
主
と
し
て
明
治
・
大
正
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
紹
介
の
跡
を
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
く
わ
し
い
書
誌
的
研
究
が
生
れ
る
ま
で
の
足
場
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。一

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
発
見
者

　
　
西 

周

日
本
に
も
神
代
か
ら
固
有
の
哲
学
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
包
容
同
化
さ
れ
た
儒
教
・
道
家
（
老
子
や
荘
子
の
学
説
を
奉
ず
る
学
派
）・
仏
教
哲
学
な
ど
が
あ
っ
た
が（

1
）、

近
代
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
輸
入
は
、
明
治
維
新
後
の
こ
と
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
西
洋
哲
学
の
発
見
者
、
輸
入
者
、
紹
介
者
と
し
て
の
栄
誉
を
に
な
っ
た
の
は
、
西

　
周

あ
ま
ね

（
一
八
二
九
〜
一
八
九
八
、
明
治
期
の
啓
蒙
的
官
僚
学
者
）
で

ヘーゲルの肖像
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あ
る
。
西
は
幕
命
を
奉
じ
て
オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
途
に
あ
が
る
ま
え

―
蕃
書
調
所
の
手
伝
並
の
こ
ろ
、
西
洋
哲
学
に
関
心
を
よ
せ
、
英
書
に
よ
っ
て
西
洋
哲
学
を
ま
な
ん
で

い
た
。
留
学
先
の
ラ
イ
デ
ン
（
ハ
ー
グ
の
北
東
に
あ
る
大
学
町
）
で
は
、
法
律
・
政
治
・
経
済
学
な
ど
を
ま
な
ぶ
の
が
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
い
っ
た
政
法
の
学

を
修
め
る
に
し
て
も
、
そ
の
根
本
原
理
で
あ
る
と
こ
ろ
の
“
ウ
ィ
ス
ベ
ヘ
ー
ル
テ
”W

ysbegeerte

（
蘭
・
哲
学
の
意
）
を
究
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

西
の
学
問
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
ま
ず
儒
学
で
あ
り
、
つ
い
で
実
証
哲
学
（
現
象
を
基
礎
と
し
て
現
実
を
解
釈
す
る
。
科
学
的
に
実
証
で
き
る
も
の
だ
け
が
正
し
い
と

す
る
立
場
）
の
洗
礼
を
う
け
た
。
ま
た
そ
の
哲
学
は
多
少
唯
物
論
（
精
神
は
物
質
に
規
定
さ
れ
る
）
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た（

2
）。

西
は
津
田
真
道
と
と
も
に
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
帰
国
す
る
と
、
い
っ
た
ん
開
成
所
の
教
授
と
な
っ
た
。
が
、
間
も
な
く
騒
乱
の
京
都
に
召
さ
れ
、
公
務
の
か
た

わ
ら
私
塾
を
ひ
ら
き
、
維
新
後
は
沼
津
兵
学
校
の
頭
取
を
へ
て
、
東
京
に
お
い
て
新
政
府
の
役
人
と
な
り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
十
月
よ
り
、
浅
草
鳥
越
町
に
私
塾

「
育
英
舎
」
を
ひ
ら
き
、「
イ
ン
サ
イ
コ
ロ
ヘ
シ
ア
」（
お
そ
ら
く
英
書
に
よ
るencyclopaediá

［
百
科
事
典
］

―
書
名
、
版
元
、
刊
行
年
に
つ
い
て
は
未
詳
）
に
よ
り（

3
）、

学
術
・
技
芸
な
ど
百
般
に
つ
い
て
講
義
し
た
。
こ
の
私
塾
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ご
ろ
ま
で
つ
づ
い
た
。

西
は
英
語
のPhilosophy

を
「
理
学
」「
窮
理
学
」「
哲
学
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
塾
生
に
む
か
っ
て
哲
学
の
語
源
、
定
義
、
倫
理
学
、
法
哲
学
、
哲
学
小
史
（
古
代
か
ら

近
代
ま
で
）
を
口
授
し
た
。

と
く
に
近
世
に
お
け
る
西
洋
哲
学
者
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
英
・
仏
・
独
・
蘭
の
著
名
な
哲
学
者
十
六
名
の
名
に
ふ
れ
、
簡
単
に
そ
の
学
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン 

（
一
五
六
一
〜
一
六
二
六
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
、
古
典
経
験
論
の
祖
）

ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト 

（
一
五
九
六
〜
一
六
五
〇
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
数
学
者
、
物
理
学
者
）

バ
ル
ー
ク
・
ス
ピ
ノ
ザ 
（
一
六
三
二
〜
七
七
、
オ
ラ
ン
ダ
の
哲
学
者
、
汎
神
論
［
万
物
は
神
の
現
わ
れ
、
と
す
る
説
］
の

代
表
的
思
想
家
）

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ 

（
一
六
四
六
〜
一
七
一
六
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）

ト
ー
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ 

（
一
五
八
八
〜
一
六
七
九
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
）

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク 

（
一
六
三
二
〜
一
七
〇
四
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
）

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム 

（
一
七
一
一
〜
七
六
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
哲
学
者
・
歴
史
家
・
政
治
家
）　

シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ス
コ
ン
ダ
・
ド
・
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー 

（
一
六
八
九
〜
一
七
五
五
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
哲
学
者
・
啓
蒙
思
想
家
）
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ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー 

（
一
七
一
二
〜
七
八
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
・
文
学
者
）

イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト 

（
一
七
二
四
〜
一
八
〇
四
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）

ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
・
フ
ィ
ヒ
テ 

（
一
七
六
二
〜
一
八
一
四
、
ド
イ
ツ
観
念
論
［
外
界
は
実
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
認
識
主
体
が

そ
う
思
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
説
］
の
代
表
的
哲
学
者
）

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ェ
リ
ン
グ 

（
一
七
七
五
〜
一
八
五
四
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
哲
学
者
）

ゲ
オ
ル
グ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ー
ゲ
ル 

（
一
七
七
〇
〜
一
八
三
一
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
イ
シ
ド
ー
ル
・
マ
リ
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ザ
ビ
エ
ル
・
コ
ン
ト
（
一
七
九
八
〜
一
八
三
七
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
数
学
者
・
社
会
学
の
創
始
者
）

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ュ
エ
ル 

（
一
七
九
四
〜
一
八
六
六
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
・
数
学
者
）

ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル 

（
一
八
〇
六
〜
七
三
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
・
経
済
学
者
）

注
・
こ
れ
ら
の
哲
学
者
名
は
、
西
の
も
と
塾
生
・
永
見
裕ゆ

た
かの

筆
録
本
（「
百
学
連
環
」）
か
ら
、
ひ
ろ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
西
先
生
口
授

第
二
編

　
第
二
号

百
学
連
環

　
　
第
二
編

　
稿
中

な（

永

見

）

か
み
の
饒ゆ

た

香か

」
よ
り
。

こ
れ
は
『
西

　
周
全
集

　
第
一
巻
』（
日
本
評
論
社
、
昭
和
20
・
2
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
永
見
裕
（
一
八
三
九
〜
一
九
〇
二
）
は
、
元
福
井
藩
士
。

西
の
「
育
英
舎
」
で
ま
な
ん
だ
の
ち
、
陸
軍
省
に
出
仕
し
た
が
、
職
を
辞
し
、
宮
城
縣
属
に
転
じ
、
か
た
わ
ら
私
塾
を
ひ
ら
き
、
子
弟
を
養
っ
た
。

西
の
哲
学
へ
の
貢
献
は
、
明
治
十
年
前
後
を
も
っ
て
お
わ
り
、
そ
の
あ
と
ド
イ
ツ
哲
学
を
わ
が
国
に
伝
え
た
の
は
、
お
雇
い
外
国
人
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
一
八
五
三
〜
一
九

〇
八
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
家
。
日
本
美
術
研
究
家
）
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
八
月
に
来
日
し
、
同
十
九
年
（
一
八
八
六
）
ま
で
八
ヵ
年
東

京
大
学
に
お
い
て
、
哲
学
史
・
政
治
学
・
理
財
学
（
経
済
学
）・
社
会
学
・
倫
理
学
な
ど
を
講
義
し
た
。

と
く
に
本
稿
の
主
人
役
で
あ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
移
植
の
出
発
点（

4
）は

、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
来
日
し
、
東
京
大
学
で
ド
イ
ツ
観
念
論
の
講
義
を

開
始
し
た
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
と
す
る
言
説
が
み
ら
れ
る
が
、
日
本
人
の
塾
生
に
む
か
っ
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
よ
り
も
早
く
、
は
じ
め
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
と
そ
の
学
説
の
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片
り
ん
を
語
っ
た
の
は
、
西 

周
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
は
、
明
治
三
年
十
月
（
一
八
七
〇
・
一
一
）
以
降
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

西
は
講
義
（「
百
学
連
環

　
第
二
編

　
稿
中
」）
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
形
而
上
学
学
派
に
つ
い
て
ふ
れ
た
の
ち
、
フ
ィ
ヒ
テ
や
シ
ェ
リ
ン
グ
の
学
説
に
言
及
し
、
つ
い
で

ヘ
ー
ゲ
ル
の
現
象
学
（
物
の
本
体
は
認
識
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
あ
た
え
ら
れ
た
現
象
を
実
在
と
み
と
め
る
立
場
）
の
到
達
点
で
あ
る
“
絶
対
値
”（a

ア
プ
ゾ
ル
ー
テ
ス

bsolutes 

W

ヴ
ィ
ッ
セ
ン

issen

）

―
絶
対
精
神
（
じ
ぶ
ん
の
知
識
と
絶
対
者
で
あ
る
神
の
知
識
と
が
重
な
る
と
き
、
知
識
の
最
高
段
階
に
現
わ
れ
る
哲
学
的
知
識
）
に
ふ
れ
て
い
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
說
は a

極

bsolute 

に
て
、
此
彼
の
二
ツ
を
兼
ね
て
、
天
地
万
物
は
皆み

な

神
の
な
す
と
こ
ろ
に
し
て
一
体
な
ら
さ
る
は
な
し

ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
当
時
ド
イ
ツ
哲
学
の
中
心
地
で
あ
っ
た
イ
エ
ナ
（
ド
イ
ツ
南
西
部
、
ベ
ル
リ
ン
の
南
西
二
六
一
キ
ロ
）
の
大
学
に
私
講
師
と
し
て
赴
任
し
、
四
名
の
学
生

（
5
）を

相
手
に
講
義
を
は
じ
め
た
が
、
聴
講
料
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
生
活
は
苦
し
か
っ
た
。
一
八
〇
五
年
に
助
教
授
に
昇
格
し
た
が
、
生
活
は
い
っ
こ
う
に
よ
く
な
ら
な
か
っ

た
。
翌
一
八
〇
六
年
十
月

―
イ
エ
ナ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
。

折
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
は
主
著
『
精
神
の
現
象
学
』（
一
八
〇
七
年
刊
）
を
執
筆
ち
ゅ
う
で
あ
っ
た
。
と
き
に
ヘ
ー
ゲ
ル
三
十
六
歳
。
西
は
そ
の
と
き
の
様
子
を
つ
ぎ
の
よ
う

に
語
っ
た
。

一
千
八
百
六
年 Jena 

な
る
処
の
学
校
の
敎
授
な
り
し
か
、
此
時
仏
の
兵
乱

み
だ
り

入い

り
来
り
け
る
ゆ
え
、
そ
の
著
ハ
す
と
こ
ろ
の
書
を
携

た
ず
さ

へ
て
避
け
け
り
。
そ
の
仏
兵
を
食
ひ
留
め
し

は
全

ま
っ
た

く
此
ヘ
ー
ゲ
ル
の
力
な
り
。

と
こ
ろ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
国
家
観
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
『
西
洋
哲
学
史
』（
岩
波
文
庫
）
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
古
代
的

な
国
家
全
能
の
考
え
（
国
家
は
何
で
も
で
き
る
）
を
堅
持
し
た
も
の
で
、
近
代
的
な
自
由
主
義
に
反
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
い
ち
ば
ん
よ
い
政
体
（
国
家
の

主
権
が
運
用
さ
れ
る
形
式
、
政
治
の
形
態
）
と
考
え
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
流
の
君
主
制

―
世
襲
的
君
主
制
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
君
主
や
首
相
の
一
定
て
い
ど
の
専せ

ん

行こ
う

（
ひ

と
り
で
決
め
て
、
か
っ
て
に
お
こ
な
う
）
を
み
と
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

西
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
説
く
と
こ
ろ
の
為
政
者
の
専せ

ん

恣し

（
か
っ
て
な
ふ
る
ま
い
）
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
た
。
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ヘ
ー
ゲ
ル
は O

耳

目

ヲ

具

ス

ル

rganization 

の
説
を
建
て
、
天
地
万
物
皆
一
体
な
る
も
の
に
て
、
人
体
も
亦ま

た

然し
か

り
、
耳
目
鼻
口
手
足
を
具
し
て
人
と
な
す
も
の
な
る
か
故
に

　
そ
の
区
別
な
か

る
へ
か
ら
す
、
一
国
に
於
て
も
君
あ
り
、
宰
相
あ
り
、
人
民
あ
る
も
の
に
て
、
そ
の
区
別
あ
る
は
天
の
道
理
な
り
。
ロ（

ル

ソ

ー

）

ウ
ソ
ー
の
説
の
如
き
人
民
区
別
な
し
と
す
へ
き
も
の
に
あ
ら

す
、
君
た
る
も
の
あ
る
と
き
は
そ
の
威
権
を
以
て
人
民
を
苦
し
ま
む
等
の
如
き
は

　
甚
だ
悪
し
き
と
こ
ろ
な
れ
と
も
、
君
は
君
た
る
こ
と
を
為
し
、
宰
相
た
る
こ
と
を
な
す
と
き
は
、

他
に
天
理
に
戻
る
こ
と
な
し
と
てC

有

　

onstitutional M

　立
君
政
治

　

onarchy

の
説
を
主
張
せ
り
。

古こ

 せ
き昔

（
む
か
し
）
は
西
洋
一
般
に
君
主
専せ

ん
せ
ん擅

な
り
し
を
（
ほ
し
い
ま
ゝ
に
す
る
）
ロ
ウ
ソ
ー
の
説
に
て
破
れ
し
を
、
又
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
に
て
首
、
体
、
足
の
区
別
あ
り
と
言
ひ
し

よ
り
一
変
し
て
、
方
今
の
西
洋
は
皆
此
政
体
に
依
る
と
こ
ろ
な
り
。

英
国
は
独ひ

と

り
仏
国
の
乱
を
受
け
す
、
其
以
前
に
国
内
一
揆
等
の
乱
あ
り
て
既
に
君
主
に
権け

ん

（
権
力
）
を
擅

ほ
し
い
ま
ゝに

せ
さ
る
に
至
れ
り
。
其
制
度
及
び
論
す
る
所
も
ヘ
ー
ゲ
ル
と
符
合

し
同
し
き
か
故
に
、
西
洋
一
般
に
之
に
倣な

ら

ふ
て
（
ま
ね
て
）
変
革
す
る
に
及
へ
り
。

西
に
は
講
話
の
も
と
に
な
っ
た
「
草
稿
」（
百
学
連
環
覚
書
」—

『
西 

周
全
集

　
一
巻
』
所
収
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
の
メ
モ
が
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち

―
、

Hegel †1770−1831

　　　　　　　absolute

organization　　idealisme

　　　　 pantheism

*Utilitianism　　1806

Bentham

ヘイゲル　Jena, professor

トナル時　Napoleonノ 兵
へい

 孛
ふ

ヲ

伐
うち

テ　jenaヲ圍
かこ

ム　ヘイゲル其
その

著

書ヲ携
たずさ

ヘテ逃
のが

ル云
い

フ□
不明

以テ

此
このらん

乱ヲ止
と

ムヘシニ
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注
・
＊
は
西
の
誤
字
。
正
し
く
は U

tilitarianism

（
功
利
主
義
の
意
）。

　
　
孛ふ

は
プ
ロ
シ
ア
軍
の
意
。

と
こ
ろ
で
西
が
私
塾
「
育
英
舎
」
に
お
い
て
、
塾
生
に
該
博
な
知
識
を
さ
ず
け
る
と
き
に
用
い
た
種
本
に
つ
い

て
は
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
哲
学
に
つ
い
て
の
講
話
の
粉
本
と
な
っ
た
も
の
は
、
英
米
の

encyclopaedia

の
一
種
で
あ
ろ
う
が
、
書
名
・
出
版
社
・
刊
行
年
に
関
し
て
は
か
い
も
く
わ
か
ら
な
い
。
哲
学

史
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ェ
グ
ラ
ー
の
英
訳
『
簡か

ん

約や
く

哲
学
史
』（
一
八

五
七
年
）
や
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
ニ
ス
ン
・
モ
ー
リ
ス
師
の
『
近
代
哲
学
す
な
わ
ち
十
四
世
紀
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革

命
ま
で
の
倫
理
学
お
よ
び
形
而
上
学
論
。
十
九
世
紀
も
瞥
見
』（
一
八
六
二
年
）
を
参
考
に
し
た
も
の
か
。

A
 history of philosophy in epitom

e, by D
r. A

lbert Schw
egler, translated from

 the original G
erm

an, 

by Julius H
. Seelye. second ed. D

. A
pplefon and C

o., London, N
ew

 York, 1856

注
・
シ
ュ
ベ
グ
ラ
ー
の
同
書
は
、
三
六
五
頁
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
部
分
は
、
三
四
三
〜
三
六
五
頁
ま
で
。

M
odern philosophy; or a treatise of m

oral and m
etaphysical philosophy from

 the 14
th century to 

the French R
evolution w

ith a glim
pse into the 19

th century. by the R
ev. Frederick D

enison M
aurice, 

M
. A

., G
riffin, B

ohn, and C
o., London, 1862

注
・
同
書
は
開
成
所
や
静
岡
学
校
が
架
蔵
し
て
い
た
。
た
だ
し
開
成
所
所
蔵
の
も
の
は
、
ア
ン
カ
ッ
ト
本
。
六
七

六
頁
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
部
分
は
、
六
五
六
〜
六
五
八
頁
。

西
に
よ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
の
最
初
の
講
話
の
な
か
に
、「
…
…
天
地
万
物
は
皆
神
の
な
す
と
こ
ろ
に
し
て

西 周

西のヘーゲルに関するメモ
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一
体
な
ら
さ
る
は
な
し
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
の
は
、G

eorge
H

enry
L

ル

イ

ス

ew
es 

著
『
列
伝
哲
学
史
』（A

 B
iographical H

istory of 

Philosophy

―
筆
者
が
所
蔵
す
る
も
の
は
、
一
八
九
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
の G

eorge R
outledge &

 Sons 

か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
。
西
は
一
八
五
七
年
版
を
も
っ
て
い

た
）
に
み
ら
れ
る
、
つ
ぎ
の
文
章
で
あ
る
。

N
ature is m

ade one w
ith G

od, and G
od one w

ith N
ature, p.627

（
自
然
は
神
と
一
体
と
な
り
、
そ
し
て
神
も
ま
た
自
然
と
一
体
と
な
っ
た
）

ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
精
神
の
現
象
学
』Phänom

enologie des G
eistes 

を
か
き
お
え
た
の
は
、
イ
エ
ナ
の
城
壁
の
下
で
大
砲
が
咆ほ

う
こ
う哮

し
て
い
る
最
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
れ

は
著
述
に
没
頭
す
る
あ
ま
り
、
戦
い
の
こ
と
は
ま
る
で
念
頭
に
な
か
っ
た
。
翌
朝
、
か
き
お
え
た
原
稿
を
手
に
し
て
出
版
社
へ
む
か
う
と
き（

6
）、

か
れ
は
フ
ラ
ン
ス
兵
の
誰す

い

何か

を
う
け
た
。
フ
ラ
ン
ス
兵
に
し
て
み
れ
ば
、
町
が
危
急
の
秋と

き

原
稿
ど
こ
ろ
の
話
で
も
な
か
っ
た
。
…
…

西
は
か
た
る

―
、

一
千
八
百
六
年 Jena 

な
る
処

と
こ
ろ

の
学
校
の
教
授
な
り
し
か
、
此こ

の

時と
き

仏
の
兵
乱

み
だ
り

入
り
来き

た

り
け
る
ゆ
え
、
そ
の
著
ハ
す
と
こ
ろ
の
書
（
原
稿
の
意
―
引
用
者
）
を
携

た
ず
さ

へ
て
避さ

け
け
り
。

そ
の
仏
兵
を
食
ひ
留
め
し
は
（
侵
入
を
そ
れ
以
上
に
お
よ
ぶ
こ
と
を
防
ぎ
と
め
る
）
全
く
此
ヘ
ー
ゲ
ル
の
力
な
り
。

こ
の
一
節
の
出で

所ど
こ
ろは

、
ル
イ
ス
の
『
列
伝
哲
学
史
』
の
記
述
の
ほ
か
、
シ
ュ
ヴ
ェ
グ
ラ
ー
の
英
訳
『
簡
約
哲
学
史
』（
三
四
四
頁
）
に
み
ら
れ
る
、
つ
ぎ
の
章
節
を
参
考

に
し
た
よ
う
に
お
も
え
る
。

Yet in 1806 he becam
e professor in the university though the political catastrophe in w

hich the country. w
as soon afterw

ards involved, deprived him
 

again of the place. A
m

id the cannons thunder of the battle of Jena, he finished 

“the phenom
enology of the M

ind

” his first great and independent w
ork, the 

crow
n of his Jena labors.
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（
し
か
し
、
一
八
〇
六
年
ヘ
ー
ゲ
ル
は
イ
エ
ナ
大
学
の
教
授
に
な
っ
た
が
、
こ
の
国
が
そ
の
後
間
も
な
く
巻
き
こ
ま
れ
る
政
治
的
不
幸
の
た
め
に
、
ふ
た
た
び
そ
の
地
位
を
う
ば

わ
れ
た
。
イ
エ
ナ
の
戦
い
に
お
い
て
、
大
砲
が
咆
哮
し
て
い
る
さ
な
か
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
精
神
の
現
象
学
』
を
書
き
お
え
た
。
同
書
は
か
れ
の
最
初
の
偉
大
に
し
て
独
自
の
著
作
で

あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
か
れ
の
イ
エ
ナ
時
代
の
努
力
の
結
晶
で
も
あ
る
）。

そ
し
て
先
に
引
用
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
国
家
観
」
や
「
政
体
論
」
に
関
す
る
よ
う
な
記
述
の
財
源
は
、
お
そ
ら
く
英
米
の
百
科
事
典
に
あ
る
記
事
を
参
考
に
し
た
も
の
か

も
し
れ
な
い
。

一
　
明
治
・
大
正
期
の
文
献
資
料
に
現
わ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル

日
本
人
に
む
か
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
を
は
じ
め
て
発
し
た
の
は
、
西 

周
だ
と
す
る
と
、
そ
の
名
が
本
邦
に
お
い
て
活
字
と
な
っ
て
一
般
読
者
の
目
に
ふ
れ
た
の
は
い
つ

の
こ
と
か
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
の
誌
上
紹
介
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
六
月
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
西
に
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
ご
ろ
起
筆
し
、
同
六
年
（
一
八
七
三
）
六
月
に
脱
稿
し
た
「
生せ

い

性せ
い

発は
つ

蘊う
ん

」
と
い
う
稿
本
が
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
散
見
す
る
。

　
韓カ

ン
ト図

ノ
後
、
踵つ

い

デ
興お

こ

レ
ル
日
ノ
哲て

つ

家か

（
ド
イ
ツ
の
哲
学
者

―
引
用
者
）
ハ
、
非ヒ

布フ

垤テ

、
酒シ

エ
ル
リ
ン
グ

兒
林
、
俾ヘ

イ
ゲ
ル

歇
兒
ト
ス
、
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

之こ
れ

ヲ
万パ

ン

テ

イ

ズ

ム

有
皆
神
学
ト
云
フ
、
而さ

て

俾ヘ
イ
ゲ
ル

歇
兒
以
上
、
総す

べ

テ
斯

か
ゝ
る

学
派
ヲ
指
シ
テ
、
超メ

タ
フ
ヒ
シ
ツ
ク

理
学
派
ト
云
ヒ
、
所い

わ
ゆ謂

ル
形
而
上
ノ
理
ヲ
論
ジ
、
…
…

注
・『
明
治
哲
学
思
想
集—

明
治
文
学
全
集
80
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
49
・
6
）
よ
り
。

「
明
六
社
」（
明
治
六
年
［
一
八
七
三
］
創
設
の
思
想
団
体
）
の
機
関
誌
『
明
六
雑
誌
』（
第
三
十
八
号
、
明
治
8
・
6
）
の
「
人
世
三
宝
説

　
一
」
の
な
か
に
、
カ
ン
ト

や
フ
ィ
ヒ
テ
や
シ
ェ
リ
ン
グ
の
名
と
い
っ
し
ょ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
（
俾
歇
兒
）
の
名
が
み
ら
れ
る
。
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欧
州
哲
学
上

　
　
道

フ
ィ
ロ
ソ
フ
イ
ー
モ
ラ
ー
ル

徳
ノ
論
ハ
、
古こ

昔せ
き

ヨ
リ
種
々
ノ
変
化
ヲ
歴ヘ

テ
今こ

ん

日に
ち

ニ
至い

た

り
、
終
始
同
一い

っ

轍て
つ

（
お
な

じ
き
ま
り
）
ニ
帰キ

ス
ル
ヿこ

と

莫な

シ
、
中な

か

ニ
モ
嚢の

う

時じ

（
む
か
し

―
引
用
者
）
ノ
説
［
王ク

イ
ニ
グ
ス
ベ
ル
ク

山
ノ
哲
学
派
、
韓カ

ン

図ト

ノ
絶ト

ラ
ン
ス妙
純セ

ン
デ
ン
タ
ル
ラ
イ
子
ン
フ
エ
ル

然
霊
知
ノ
説
、
非

ニ
コ
ン
フ
ト

　フ
ィ
フ
ト

布
垤
、
酒シ

ル
リ
ン
ク

兒
林
、
俾ヘ

イ
ゲ
ル

歇
兒
ノ
観
念
学
等
ナ
リ
］。

注
・
ル
ビ
の
一
部
、
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。

一
　
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
講
義
者

　
フ
ェ
ノ
ロ
サ

こ
の
記
事
を
書
い
た
の
は
、
西 

周
で
あ
っ
た
。
西
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
を
発
し
た
第
一
号
と
す
れ
ば
、

第
二
声
を
発
し
た
者
は
、
東
京
大
学
文
学
部
の
“
政
治
学
教
授
”
と
し
て
招
か
れ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
一
八
五
三
〜
一
九
〇
八
、
お
雇
い
外
国
人
・
美
術
研
究
家
）
で
あ
っ
た
。
フ

ェ
ノ
ロ
サ
は
、
政
治
学
の
ほ
か
哲
学
や
経
済
学
、
社
会
学
な
ど
を
教
え
た
。
か
れ
は
担
当
し
た
科
目
を
器
用
に
こ
な
し
た
が
、
み
ず
か
ら
学
び
な
が
ら
教
え
る
と
い
っ
た
風

だ
っ
た
。

哲
学
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
書
を
原
文
で
精
密
に
研
究
し
た
と
い
う
よ
り
、
英
訳
本
な
ど
を
通
じ
て
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
は
け
っ
し
て
哲
学
の
専
門

学
者
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
学
生
は
、
に
わ
か
勉
強
し
た
教
師
か
ら
、
受
け
売
り
的
な
講
義
を
う
け
た
よ
う
だ
。

東
京
大
学
文
学
部
で
教
鞭
を
と
っ
た
―
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
か
ら
同
十
九
年
（
一
八
八
六
）
ま
で
の
―
八
ヵ
年
間
の
担
当
科
目
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
な
る
。

 

［
第
一
年
級
］ 

［
第
二
年
級
］ 

［
第
三
年
級
］ 

［
第
四
年
級
］

明
治
11
・
9
・
11
〜
翌
12
・
7
・
10
…
…
論
理
学
・
心
理
学
（
大
意
） 

哲
学
史
・
心
理
学 

哲
学
（
道
義
学
） 

哲
学

 

理
財
学
（
経
済
学
） 

政
学
（
政
治
学
） 

理
財
学
（
経
済
学
） 

政
学
（
政
治
学
）

 
 

 
欧
米
史
学
ま
た
は
哲
学 

欧
米
史
学
ま
た
は
哲
学

明
治
12
・
9
・
11
〜 

 

哲
学
史 

理
財
学
・
政
治
学

明
治
13
・
9
・
11
〜 

 

哲
学
史 

理
財
学
・
政
治
学

フェノロサ
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明
治
14
・
9
・
11
〜 

論
理
学 

世
態
学
（
社
会
学
） 

哲
学
・
理
財
学 

哲
学
・
理
財
学

明
治
15
・
9
・
11
〜 

論
理
学 

哲
学 

哲
学
・
理
財
学 

哲
学
・
理
財
学

明
治
16
・
9
・
11
〜 

論
理
学 

西
洋
哲
学
（
哲
学
史
） 

西
洋
哲
学
（
近
世
哲
学
） 

西
洋
哲
学
（
道
徳
学
、
審
美
学
）

 
 

世
態
学
（
社
会
学
） 

理
財
学
（
通
貨
お
よ
び
銀
行
論
） 

理
財
学
（
労
力
、
租
税
、
公
債
論
）

明
治
17
・
9
・
11
〜 

論
理
学 

哲
学
史
・
理
財
学 

社
会
学
・
近
世
哲
学

明
治
18
、
19
・
7
〜 

論
理
学
・
西
洋
哲
学 

理
財
学 

理
財
学
（
通
貨
お
よ
び
銀
行
論
）

明
治
19
・
8 

（
文
部
省
に
雇

や
と
い

替が
え

―
政
治
学
、
理
財
学
な
ど
を
講
じ
た
が
、
資
料
に
欠
け
る
）

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
来
日
し
た
最
初
の
年
（
明
治
十
一
年
）
の
第
二
年
級
の
「
哲
学
史
」
の
講
義
に
お
い
て
、
デ
カ
ル
ト
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
い
た
る
近
代
哲

学
史
の
大
意
を
さ
ず
け
た
。
学
生
に
要
点
を
講
述
し
た
り
、
暗
記
ま
た
は
筆
記
の
テ
ス
ト
を
課
し
た
。
か
れ
の
哲
学
史
の
講
義
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ボ
ウ
ェ
ン
（
一
八
一
一

〜
九
〇
、
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
）
の
『
近
代
哲
学
』（
一
八
七
七
）
に
よ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
つ
ぎ
に
記
す
書
が
そ
れ
で
あ
る
。

Modern Philosophy,

from

Decartes to Schopenhauer

and

Hartmann.

By

Francis Bown, A. M.,

London:

Sampson Low, Marston,

and Rivington,

Crown building, 188 Fleet Street.

注
・
23.5

　cm
×
15

　cm
。
厚
さ
3.5

　cm
、
全
四
八
四
頁
。
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翌
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
の
第
二
年
級
の
「
哲
学
史
」
の
ク
ラ
ス
で
は
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
英
訳
『
簡
約
哲
学
史
』（
お
そ
ら
くJulius H

. 

Seelye
が
訳
し
た A

 H
istory of Philosophy in E

pitom
e, 1856

）
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
イ
ス
の
『
列
伝
哲
学
史
』（T

he B
iographical H

istory of 

Philosophy, 1846

）
を
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
参
考
書
に
指
定
し
た
。

坪
内
勇
蔵
（
逍
遥
、
一
八
五
九
〜
一
九
三
五
、
明
治
か
ら
大
正
期
の
評
論
家
・
劇
作
家
）
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
来
日
し
た
当
初

―
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
九
月
か

ら
、
第
二
年
級
に
お
い
て
「
哲
学
史
」
を
受
講
し
た
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
成
立
を
の
べ
た
部
分
の
講
述
を
ノ
ー
ト
に
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、
い
た
る
と
こ

ろ
に
穴
や
欠
落
、
誤
字
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

　
　

　
H

egel:　
his philosophy.

H
egel set o

マ
マ ut in the criticism

 of Schelling and his pl …
…

 entirely absolute.

　
　

　
D

ecartes started out w
ith neum

erical …
…

duality, that is, he Cマ
マ onsidered  m

ind &
 M

atter and G
od as equally neumマ

マ ereal.

　
　

　
K

ant had tw
o dualities.

　
　

　
R

eal +
 Ideal R

eality, w
hich preceeding

Philosophers had only one reality.

　
　

　
Schel, …

…
,,…

…
,,…

…
,,…

…
,,

H
egel …

…
 real unity of particular ex …

…

注
・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
が
所
蔵
す
る
逍
遥
の
学
生
時
代
の
ノ
ー
ト
よ
り
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
主
に
説
い
た
と
こ
ろ
は
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
学

0

0

0

0

0

0

」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
井
上
哲
次
郎
談
「
日
本
の
哲
学
教
師
」『
太
陽
』
明
治
36
・
11
）。

と
も
あ
れ
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
哲
学
の
講
義
に
お
い
て
、
学
問
的
に
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ヘ
ー
ゲ
ル
の
論ロ

ジ
ッ
ク理

ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
（
否
定
が
否
定
に
、
ま
た
否
定
さ
れ
る
と
い
っ
た
理
く
つ
）

な
ど
、
ド
イ
ツ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
思
想
を
説
い
た
先
駆
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
フ
ェ
ノ
ロ
サ
こ
そ
、
明
治
十
年
代
に
ド
イ
ツ
哲
学
の
タ
ネ
を
ま
い
た
最
初
の
ひ
と
と

も
い
え
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
は
じ
め
て
活
字
に
な
っ
た
の
が
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
六
月
だ
と
す
る
と
、
二
度
目
は
六
年
後
の
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）
の
こ
と
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
井
上
哲
次
郎
・
和
田
垣
謙
三
・
国
府
寺
新
作
・
有
賀
長
雄
ら
が
編
ん
だ
『
哲
学
字
彙
』（
東
京
大
学
三
学
部
か
ら
刊
行
、
再
版
は
明
治
十
七
年
［
一
八
八

四
］
五
月
、
東
洋
館
書
店
刊
）
に
、
欧
文
で
「
ヘ
ー
ゲ
ル
」（H

egel

）
の
名
と
「
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
」（H

egelism

）
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
ご
ろ
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
第
三
年
級
に
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
（
一
七
一
一
〜
七
六
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
哲
学
者
、
歴
史
家
・
政

治
家
）
の
『
人
性
論
』
や
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
つ
い
て
講
述
し
、
第
四
年
級
に
は
お
な
じ
く
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
お
よ
び
ワ
レ
ー
ス
訳
に
よ
る
ヘ
ー

ゲ
ル
の
『
論
理
学
』
を
講
義
し
た
（『
東
京
大
学
第
二
年
報
』）。

『哲学字彙』（東京大学三学部、明治14）より。
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三
度
目
は
、
こ
れ
よ
り
二
年
後
の
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
年
）
三
月
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
哲
学
に
も

と
ず
い
て
“
道
徳
ノ
説
”（
倫
理
、
道
義
）
を
と
い
た
西
洋
の
哲
学
者

―
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ベ

ー
コ
ン
、
ロ
ッ
ク
、
カ
ン
ト
ら
に
つ
づ
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
（
希
傑
爾
）
の
名
が
出
て
く
る
（『
東
京
学
士
会
院
雑

誌
　
第
四
編

自
　
明
治
十
五
年
十
一
月

至
仝

　
　
　
　
　
十
二
月
』
明
治
16
・
3
）

其
四

　
西さ

い
ご
く国

ノ
理
学
（
哲
学
）
ニ
基も

と

ヅ
ク
者

　
理
学
ニ
基
キ
テ
道
德
ノ
説
ヲ
立
ツ
ル
者
ハ
、
上
古
希
臘
ノ
布
拉
多

プ
ラ

ト
ー
　
亞
立
欺
度
徳

ア
リ
ス
ト

ー
ト
ル

　
ヲ
初
ト
シ
テ
、
近
代
英
国
ノ
倍

根
ベ
ー

コ
ン
　
駱
克

ロ
ッ

キ

　
德
国
ノ
坎
徳

カ
ン

ト

　
希
傑
爾

ヘ
ー

ゲ
ル
　
法
国
ノ
特
加
爾
多

デ
カ

ル
ト
　
坤
篤

コ
ン

ト

　
等
ノ
名
賢
大
儒
輩
出
シ
テ
說
ク
所
ニ
シ
テ
（
七
五
頁
）

四
度
目
は
、
そ
の
一
ヵ
月
後
の
明
治
十
六
年
四
月
の
こ
と
か
。
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
五
〜
一
九
四
四
、
明
治
・
大
正
期
の
哲
学
者
。
明
治
十
七
年
〜
同
二
十
三
年
［
一

八
八
四
〜
一
八
九
〇
］
ま
で
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
を
研
究
）
は
、『
西
洋
哲
学
講
義

　
巻
之
一
』（
発
兌
人

　
阪
上
半
七
、
明
治
16
・
4
）
の
第
一
節
に

お
い
て
、
哲
学
と
は
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
説
き
、
そ
の
な
か
で
ヘ
ー
ゲ
ル
に
言
及
し
た
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
ハ

　
之こ

れ

ヲ
弁
証
式
ニ
由よ

リ
テ 

絶
対
（
ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー
ト
）
ヲ
論
究
ス
ル
ノ
学
ト
シ
、
ヌ
自

み
ず
か

ラ
覚か

く

知ち

ス
ル
（
知
覚
ス
ル
）
理
性
ノ
学
ト
ス
…
…

独
逸
ノ
カ
ン
ト

　
フ
ィ
ヒ
テ

　
セ
リ
ン
グ

　
ヘ
ー
ゲ
ル
等
ノ
諸
氏
ハ

　
皆
デ
カ
ル
ト
氏
ノ
学
風
ヲ
伝
フ
、
即

す
な
わ

ち
形
而
上
学
派
ノ
人
ナ
リ

お
な
じ
井
上
に
よ
る
『
倫
理
新
説
』（
出
版
人

　
酒
井
清
造
、
明
治
16
・
4
）
は
、『
西
洋
哲
学
講
義

　
巻
之
一
』
と
お
な
じ
時
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
十
四
年

（
一
八
八
一
）
東
大
に
お
け
る
倫
理
の
大
本
に
関
す
る
講
義
を
編
ん
だ
も
の
の
よ
う
だ
（「
緒
言
」）。

井
上
に
よ
る
と
、
洋
の
東
西
を
と
わ
ず
、
思
想
家
は
性
格
が
か
た
よ
り
、
ね
じ
け
て
お
り
、
偏
狭
で
あ
り
、
ひ
と
を
ば
と
う
し
て
は
ば
か
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

東
洋
西
洋
、
論
議
一ひ

と
つナ

ラ
ズ
、
大た

い

儒じ
ゅ

（
大
学
者
）
小
儒
、
各
分
派
ヲ
為な

シ
、
師
父
ヲ
誹ひ

謗ぼ
う

シ
、
朋
友
ヲ
罵ば

詈り

シ
、
孔
丘
（
こ
う
き
ゅ
う
、
孔
子
）
ノ
聖
ニ
シ
テ
異い

端た
ん

ヲ
排は

い

シ
、

井上哲次郎
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歇ヘ
ー
ゲ
ル

傑
濔
ノ
賢
ニ
シ
テ

　
牛

ニ
ュ
ー
ト
ン董
ヲ
嗤わ

ら

フ
ヲ
以
テ
、
其そ

の

余あ
ま
りハ

　
益ま

す
ま
す〻

偏
曲
ニ
陥
リ
、
詭き

弁べ
ん

蜂
起
シ
、
遁と

ん

辞じ

百
ひ
ゃ
く

出し
ゅ
つス

（
三
頁
）

五
度
目
は
、
翌
月
五
月
の
こ
と
か
。
西
村
茂
樹
（
一
八
二
八
〜
一
九
〇
二
、
明
治
期
の
啓
蒙
的
官
僚
学
者
）
は
、「
心
学
畧

り
ゃ
く

伝で
ん

」
の
な
か
で
、“
心
ノ
学
”（
形
而
上
学
、

心
理
学
）
に
ふ
れ
た
の
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
哲
学
の
沿
革
に
言
及
し
た
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
（
夏
傑
爾
）
の
名
が
出
て
く
る
。

歐
洲
ノ
フ

ヒ
ロ
ソ
フ

ヒ
イ
ハ
希ギ

リ
シ
ャ臘

ニ
起
リ
、
羅ロ

ー
マ馬

ニ
伝
ハ
リ
、
西
羅
馬
ノ
滅
亡
ト
共
ニ
消
滅
シ
、
夫そ

れ

ヨ
リ
文
学
晦か

い

昧じ
ゅ
うノ

世
ト
ナ
リ
シ
ガ
、
耶ヤ

蘇ソ

生セ
イ

後ゴ

一
千
五
百
年
ノ
頃
ヨ
リ
此
学

再
興
シ 

以も
っ

テ
今
日
ニ
至
リ
テ 
益ま

す
ま
す〻

其
精
微
ヲ
極き

わ

メ
タ
リ
、
希
臘
ノ
フ

ヒ
ロ
ソ
フ

ヒ
イ
ニ
テ
初
メ
テ
記
ス
ベ
キ
ハ 

大タ
ー
レ
ス

列
士
ニ
シ
テ 

夫そ
れ

ヨ
リ
瑣ソ

ク
ラ
テ
ス

克
拉
底
、
布プ

ラ
ト
ー

拉
多
、
亞ア

リ
ス
ト
ー
ト
ル

立
斯
度
徳

熱ゼ

ノ那
ノ
諸
大た

い

賢け
ん

ア
リ
、
羅
馬
ニ
ハ
路リ

ユ
ク
レ
チ
ユ
ー
ス

克
勒
周
、
塞セ

子

カ

丙
加
、
西シ

セ

ロ

塞
魯
ノ
諸
大
家
ア
リ
、
文
学
ノ
新
紀
元
以
来
ニ
ハ

　
倍ベ

ー
コ
ン根

、
徳デ

カ

ル

ト

加
爾
多
、
士ス

ピ

ノ

ザ

畢
諾
撒
、
駱ロ

ツ
ク克

、
休ヒ

ユ
ー
ム模

、
萊ラ

イ
ブ
ニ
ツ
ツ

伯
尼
子 

覇パ
ー
ケ
レ
イ

結
黎
、
窩ウ

オ
ル
フ

爾
仏
、
坎カ

ン
ト徳

、
些シ

エ
ル
リ
ン
グ

爾
林
、
夏ヘ

ー
ゲ
ル

傑
爾
、
坤コ

ン
ト篤

、
士ス

テ
ワ
ー
ト

低

多
、

徳
リ
ー
ド

等
ノ
諸
名
家
ア
リ
、
是
等
ノ
諸
賢
ノ
人
心
ヲ
論
ズ
ル
ハ
、
皆
全ま

っ
たク

心
こ
こ
ろ

ノ
学
ヲ
以
テ
一
個
独
立
ノ
学
ト

ナ
シ
テ
、
之こ

れ

ヲ
研
究
ス
ル
者
ナ
リ

加
藤
弘
之
の
「
自
由
史

　
草
稿
第
四
」（『
加
藤
弘
之
文
書

　
第
一
巻
』
所
収
、
同
朋
舎
出
版
、
平
成
2
・
8
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
、
天
賦
の

自
由
権
に
つ
い
て
論
じ
た
く
だ
り
に
、

―

其そ
の

他た

フ
ィ
ヒ
テ
氏
併な

ら
びニ

ヘ
ー
ゲ
ル
氏

0

0

0

0

0

ノ
如
キ
ハ

　
性
法
学
派
テ
ハ
ア
ラ
ネ
ト
モ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

0

亦0

同
シ
ク
天
賦
ノ
自
由

権
ヲ
主
張
シ
…
…

［
四
条
］

と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
ほ
か
、

―

晩年の西村茂樹
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ヘ
ー
ゲ
ル
氏
ハ

　
吾ご

人じ
ん

〻じ
ん

類る
い

社
会
ノ
目
的
ハ

　
吾
人
ノ
自
由
ヲ
増
大
ス
ル
ニ
ア
リ
ト
説

と
な
え

テ
…
…

［
第
十
九
条
］

と
い
っ
た
一
文
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
四
月
ご
ろ
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
一
月
に
現
わ
れ
る
、
徳
島
県
士
族
・
和
田
瀧
次
郎
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
イ
ス
の
『
列
伝
哲
学
史
』

―
題
し
て
『
哲
学
通

鑑
』（
石
川
書
房
）
の
「
第
九
紀

―
第
三
章
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
伝
・
ヘ
ー
ゲ
ル
の
推
理
法
・
純
全
唯
心
論
・
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
法
・
天
理
・
歴
史
・
宗
教
お
よ
び
哲
学
に

お
け
る
該
推
理
法
の
適
用
な
ど
に
つ
い
て
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
未
見
。

西 

周
は
「
人
世
三
宝
説

　
一
」（『
明
六
雑
誌
』
明
治
8
・
6
）
に
お
い
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
を
ひ
い
て
か
ら
、
し
ば
ら
く
黙
し
て
い
た
が
、「
論
理
新
説
」（『
東
京
学
士
会

院
雑
誌
』
所
収
、
明
治
17
・
5
）
に
お
い
て
、
西
洋
の
論
理
学
（
正
し
い
認
識
を
う
る
た
め
に
、
思
考
の
基
準
と
な
る
方
法
や
形
式
な
ど
を
研
究
す
る
学
問
）
の
沿
革
に
つ

い
て
の
べ
た
中
に
、
カ
ン
ト
や
ヘ
ー
ゲ
ル
（
俾
歇
兒
）
の
名
が
み
ら
れ
る
。

然し
か

レ
ト
モ

　
古こ

ら
い
つ
た

来
伝
ハ
ル
所

と
こ
ろ

ノ
論
理
法
ス
ラ

　
韓カ

ン

図ト

俾ヘ
ー
ゲ
ル

歇
兒
等

　
多
少
ノ
論
説
モ
有
リ
…
…

（
十
九
頁
）

植
村
正ま

さ
ひ
さ久

（
一
八
五
八
〜
一
九
二
五
、
明
治
・
大
正
期
の
キ
リ
ス
ト
教
の
指
導
者
、
の
ち
『
六
合
雑
誌
』
を
創
刊
）
の
『
真
理
一い

っ
は
ん斑

』（
警
醒
社
、
明
治
17
・
10
）
は
、

新
移
入
の
思
想—

唯
物
論
・
進
化
論
・
不
可
知
論
と
対
決
し
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
同
書
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
不
可
知
論
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

蓋け
だ
し

不ふ

可か

識し
き

論ろ
ん

ハ
　
知
識
ニ
関
シ
タ
ル
一
種
ノ
解
説
ナ
リ

　
ヘ
ゲ
ル
曰い

わ

ク
　
人ひ

と

若も

シ
之こ

れ

ヲ
超
越
ス
ル
ニ
非

あ
ら
ざ

レ
バ

　
欠
点
若も

し

ク
ハ
制
限
ヲ
モ
覚お

ぼ

エ
ザ
ル
ナ
リ
ト

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
十
一
月
、
有
賀
長
雄
（
一
八
六
〇
〜
一
九
二
一
、
明
治
・
大
正
期
の
国
際
法
学
者
、
東
大
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
を
き
い
た
）
は
、
フ
ラ
ン

シ
ス
・
ボ
ウ
ェ
ン
の
哲
学
書
（
底
本
は M

odern Philosophy from
 D

escartes to Schopenhauer and H
artm

ann, 1877

か
）
を
訳
し
、
刊
行
し
た
。
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哲
学
教
授

　
ぼ
う
え
ん

　
原
著

哲
学
専
修

　
有
賀
長
雄

　
訳
解

訳解
　
　
近
世
哲
学

　
　

巻一

　
　
　
　
　
　
　
　
有
賀
氏

　
蔵
版

　
　
　
　
　
　
　
　
弘
道
書
院
発
兌

同
書
の
「
序
」
に
よ
る
と
、
余
の
師
フ
ェ
ロ
ノ
サ
氏
は
、
ボ
ウ
ェ
ン
の
高
弟
で
あ
っ
た
と
い
う
。
講
義
の
と
き
、
ボ
ウ
ェ
ン
に
ふ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
講
話
を
聞
く

と
、
あ
た
か
も
国
を
へ
だ
て
て
暮
ら
す
父
祖
の
こ
と
を
思
う
よ
う
な
気
が
し
た
と
い
う
。
訳
者
は
追
慕
の
念
か
ら
訳
業
を
と
る
に
至
っ
た
よ
う
だ
。

同
書
は
二
十
四
章
ま
で
あ
る
が
、
十
九
章
と
二
十
章
が
「
へ
ぃ
げ
る
」
の
哲
学
（
第
一
部
、
第
二
部
）」
と
な
っ
て
い
る
。
未
見
。

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
の
晩
秋

―
ド
イ
ツ
哲
学
の
一
般
の
関
心
を
高
め
た
好
著（

7
）―

竹
越
与よ

三さ
ぶ

郎ろ
う

著
『

独逸
　
哲
学
英
華

　
完
』（
報
告
堂
、
明
治
17
・
11
）
が
刊

行
さ
れ
た
。
同
書
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
（
外
界
は
実
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
認
識
主
体
が
そ
う
見
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
説
）
の
体
系
を
説
い
た
文
章

の
な
か
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
（
歇
傑
兌
）
が
登
場
す
る
。

観
念
学
家
タ
ル
非レ

ツ

テ
低
子

　
哲
学
進
行
ノ
主
観
的
ノ
道
ヲ
求
メ 

天
地
上
帝
説
ヲ
保
持
セ
ル
勢セ

ー

麗リ
ン

子ヒ

　
其そ

の

客
観
的
ノ
路み

ち

ヲ
執と

リ
　

雲
大お

お
いニ

哲
学
界
ニ
起
ツ
テ

　
英
雄
頻し

き

り
ニ
講
理

境
ニ
際さ

い

会か
い

シ
　
邪ジ

ャ

呼コ

尾ビ

　
包ハ

ル
バ
ル
ト

瀑
円

　
須シ

ユ

エ

ク

レ

ル

意
虞
礼
兌
ノ
徒

　
其
ノ
間
ニ
馳ち

駆く

シ
（
走
り
ま
わ
る
）、
遂
に
万
有
霊
智
ノ
賢け

ん

（
知
者
）　
歇ヘ

ー
ゲ
ル

傑
兌
ニ
至
リ

　
一
個
広こ

う

延え
ん

ノ
方
式
中
ニ

　
天
下

各
派
ノ
哲
学
ヲ
包ほ

う

容よ
う

ス
ル
ノ
法ほ

う

ヲ
樹た

ツ
ル
ニ
及
ビ

　
此
ノ
哲
学
其そ

ノ
大
成
ノ
功こ

う

ヲ
竣お

え

ル
ヲ
告つ

ゲ
シ
ナ
リ
…
…

著
者
の
竹
越
与
三
郎
（
一
八
六
五
〜
一
九
五
〇
、
同
人
社
、
慶
応
義
塾
に
ま
な
ぶ
。『
基
督
教
新
聞
』『
国
民
新
聞
』『
世
界
之
日
本
』
な
ど
の
記
者
を
へ
て
、
衆
院
議
員
、

枢
密
顧
問
官
と
な
る
）
は
、
在
野
の
学
者
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
凡
例
」
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
四
書
を
参
考
に
し
て
執
筆
し
た
。

・
ド
イ
ツ
国
キ
ー
ル
大
学
校
哲
学
博
士
ナ
ヤ
ー
リ
ボ
ー
ス
氏
著
『
想
考
哲
学
相
伝
史
』（
不
詳
）
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・
ヘ
ツ
ジ
氏
著
『
日ド

イ

ツ
耳
曼
芸
文
誌
』（
不
詳
）

・
テ
ン
子
マ
ン
子
著
『
哲
学
史
総
要
』（
不
詳
）

・
レ
ウ
井
ス
氏
著
『
哲
学
紀
伝
史
』

注
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
イ
ス
の
『
列
伝
哲
学
史
』
の
こ
と
。

東
京
大

学
編
纂
『
学
芸
志
林
』（
第
一
六
巻
、
明
治
18
・
5
）
に
、
東
京
大
学
総
理
加
藤
弘
之
の
講
演

筆
記
「
何
ヲ
カ
学
問
ト
云
フ
」
が
の
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
“
道
徳

学
”
の
研
究
方
法
に
ふ
れ
て
い
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
出
て
く
る
。

先ま

ツ
索さ

く
せ
き蹟

（
か
く
れ
た
事
実
を
さ
が
し
出
す
）
ノ
方
法
に
就つ

い

テ
　
道
徳
学
ノ
一
例
ヲ
挙
ク
レ
ハ

　
欧
州
ニ
於
テ
ハ

　
古
来
希ギ

リ
シ
ャ臘

ノ
大
学
士
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
、
プ
ラ
ト
ー
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
等
ノ
説と

キ
タ
ル
道
徳
学
ノ
理り

（
学
理
）
ヲ
首は

じ

メ
ト
シ
テ

　
羅ロ

ー
マ馬

諸
学
者
ノ
論
シ
タ
ル
モ
ノ
ヨ
リ

　
中
古
近
世
ニ
降お

り

テ
ベ
ー
コ
ン
、
デ
カ
ー
ド
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
ノ
道

徳
学
理
ニ
至い

た

ル
マ
テ
能よ

ク
穿せ

ん
さ
く鑿

シ
テ

　
其
沿
革
ヲ
知
リ
…
…

末
広
鉄て

つ

腸ち
ょ
う（

一
八
四
九
〜
九
六
、
本
名
・
重し

げ

恭や
す

、
明
治
期
の
政
治
家
・
小
説
家
。）
が
著
わ
し
た
『
二
十
三
年
未
来
記
』（
発
兌
人

　
髙
橋
平
三
郎
、
明
治
19
・
6
）
の
下

篇
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
帝
国
議
会
に
立
た
ん
と
す
る
者
は
、
し
ご
と
を
放
き
し
、
い
た
ず
ら
に
高
尚
な
る

学
問
に
む
か
い
、
心
理
学
、
社
会
の
原
理
、
天
賦
人
権
説
、
最
大
幸
福
、
優
勝
劣
敗
な
ど
が
ど
う
の
こ
う
だ
と
い
っ
て
い
る
、
と
い
う
。

此こ
の

ノ
人ひ

と

ヤ
　
ヘ
ー
ゲ
ル
、
カ
ン
ト
ノ
門
人
ト
ナ
リ

　
ダ
ウ
イ
ン
、
ス
ペ
ン
サ
ア
ノ
徒
弟
ト
ナ
ラ
ン
ヿこ

と

ヲ
希
望
シ

　
而

し
こ
う

シ
テ
天
晴
レ

　
哲
学
上
ノ
議
論
ニ
因よ

リ
テ

　
政
治
上
ノ
改
良

を
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

ス
ベ
シ
ト
確
信
セ
ラ
ル
。（
五
十
二
頁
）

中
江
兆
民
（
一
八
四
七
〜
一
九
〇
一
、
明
治
期
の
自
由
民
権
思
想
家
）
の
『
理
学
鉤こ

う

玄げ
ん（
8
）　

全
』（
集
成
社
、
明
治
19
・
6
）
は
、
一
種
の
哲
学
概
論
で
あ
る
が
、
第
一
巻

竹越与三郎著『独
逸　哲学英華　完』

（明治17・11）
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第
九
章
の
「
論
理
」
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

論
理
ノ
学が

く

ハ
　
終つ

い

ニ
之こ

れ

ヲ
理
学
（
哲
学
の
意
。
引
用
者
）
科
中
ニ
列れ

っ

セ
サ
ル
ヲ
得え

ス
シ
テ

　
ア（

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）

リ
ス
ト
ッ
ト
ノ
垂す

い

示し

セ
シ
（
お
し
え
し
め
す
）
所

と
こ
ろ

　
確か

っ

乎こ

ト
シ
テ
易

か
わ
ろ

フ
可べ

か

ラ
ス

　

是こ
れ

ヲ
以も

テ
後こ

う

世せ
い

日ド

耳イ

曼ツ

ノ
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
ノ
徒と

モ
亦ま

た

皆み
な

之こ
れ

ヲ
論
道
セ
リ
（
七
〇
頁
）

『
中
央
学
術
雑
誌
』（
第
三
二
巻
・
第
三
三
号
、
明
治
19
・
7
）
の
「
翻
訳
」（「
哲
学
の
定
義
」

ハ
ル
バ
ア
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ア
原
著

英
学
科
得
業
生

　
佐
竹
時
之
助
訳
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
出
て
く
る
。

近
代
ニ
行
ハ
ル
、
哲
学
ノ
概
念
ヲ
相あ

い

比ひ

較か
く

ス
ル
モ

　
其そ

ノ
依よ

ツ
テ
得う

ル
所

と
こ
ろ

ノ
結
果

　
敢あ

え

テ
上
ニ
異こ

と

ナ
ル
所
ナ
キ
ヲ
看み

ル
　
彼か

ノ
シ
エ
リ
ン
グ
、
フ

井
ヒ
テ
等
ノ
徒と

ハ
　
ヘ
ー
ゲ
ル

ノ
徒と

ト
与ト

モ

ニ
　
英
国
学
者
ノ
所い

わ
ゆ
る謂

哲
学
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
見

　
卑ひ

浅せ
ん

ナ
ル
ヲ
（
考
え
が
あ
さ
は
か
）
譏き

笑し
ょ
うス

（
そ
し
り
あ
ざ
け
り
笑
う
）

井
上
円え

ん

了り
ょ
う（

一
八
五
八
〜
一
九
一
九
、
明
治
期
の
仏
教
哲
学
者
。
哲
学
館
［
現
・
東
洋
大
学
］
の
創
立
者
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
念
論
哲
学
を
利
用
し
て
、
仏
教
に
哲
学
的

基
礎
を
あ
た
え
よ
う
と
し
た
）
の
『
哲
学
要
領

　
前編

』（
哲
学
書
院
、
明
治
19
・
9
）
は
、
著
者
が
東
京
大
学
在
学
ち
ゅ
う
に
、『
令
知
会
雑
誌
』
に
毎
回
寄
稿
し
た
も
の
を

訂
正
増
補
し
て
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

明治26年［1893］ごろの加藤弘之

中江篤介著『理学鉤玄　全』
（集成社、明19・６）。［筆者蔵］
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巻
頭
の
「
哲
学
者
年
表
」（
一
九
頁
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
略
伝
が
出
て
い
る
。

　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
（H

egel

）
ハ
一
千
七
百
七
十
年
ニ
生
レ

　
一
千
八
百
三
十
一
年
ニ
死

ス
　
氏
ハ
チ
ュ
ビ
ゲ
ン

エ
（
イ
エ
ー
ナ
）
ナ
大
学
ニ
学
ヒ

　
一
千
八
百
六
年
エ
ナ
大
学
ノ
教
授
ト
ナ

リ
　
一
千
八
百
十
八
年
伯

（
ベ
ル
リ
ン
）

林
大
学
ノ
教
授
ト
ナ
ル

　
氏
ノ
哲
学
全
集
ハ
十
八
冊
ヨ
リ
成

リ
　
一
千
八
百
三
十
二
年
以
後
続ぞ

く
ぞ
く々

世
ニ
著あ

ら

ハ
ル

同
書
は
、
緒
論
・
東
洋
哲
学
総
論
・
中
国
哲
学
・
イ
ン
ド
哲
学
・
西
洋
哲
学
総
論
・
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
（
第
一
、
第
二
）・
近
世
哲
学
（
第
一
、
第
二
、
第
三
）・
結
論
な
ど

か
ら
成
る
の
だ
が
、「
近
世
哲
学
」（
第
三
）
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。

第
五
十
八
節

　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
ノ
哲
学
ハ

　
実じ

つ

ニ
独ド

イ
ツ国

哲
学
ヲ
一い

っ

統と
う

ス
（
一
つ
に
ま
と
め
る

―
引
用
者
）
ト
云い

フ
カ
如ご

と

キ
勢

い
き
お
いア

リ
ト
雖

い
え
ど

モ
　
其そ

の

論ろ
ん

猶な

ホ
一
点
ノ
間か

ん

然ぜ
ん

ス
ル
（
欠

点
を
指
摘
し
て
非
難
す
る
）
所
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
（
一
一
〇
〜
一
一
一
頁
）

　
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
ハ

　
カ
ン
ト
氏
ノ
哲
学
ヲ
承う

ケ
テ
（
迎
え
て
）　
之こ

れ

ヲ
智
力
ノ
上
ニ
大
成
シ

　
シ
ヨ
ッ
ペ
ン
ハ
ウ
ェ
ル
氏
ハ
之
ヲ
意
志
ノ
上
ニ
大
成
ス
ル
ノ
別べ

つ

ア
リ
（
ち
が
い
が
あ

る
）（
一
一
〇
〜
一
一
一
頁
）

井
上
円
了
著
『
哲
学
要
領

　
前
編
』（
四
聖
堂
蔵
版
、
明
治
19
・
9
）
は
、
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。“
要
領
”
と
は
、
か
ん
じ
ん
な
所
の
意
で
あ
る
。
本
書
の
特
色
は
、
西

洋
の
近
世
哲
学
と
東
洋
哲
学
に
も
ふ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
古
今
東
西
の
哲
学
を
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
哲
学
ぜ
ん
た
い
の
大
要
を
つ
た
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

本
書
の
「
第
五
段
（
章
）　
西
洋
哲
学
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

歇ヘ
ー
ゲ
ル

傑
爾
氏
ノ
哲
学
ハ

　
非フ

イ
フ
テ
ー

布
底
、
舎セ

ー
リ
ン
グ

倫
両
氏
ヲ
統
合
シ
テ
起
リ
…
…
（
七
五
頁
）

井上円了の胸像
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次
ニ
歇ヘ

ー
ゲ
ル

傑
爾
氏
ハ

　
舎セ

ー
リ
ン
グ

倫
両
氏
ノ
説
ノ
短
所
ヲ
補
フ
テ

　
一
層
ノ
完
全
ヲ
与
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
九
九
頁
）

此
論
法
（
三
段
論
法

―
引
用
者
）
ハ 

韓カ
ン

図ト

氏
ニ
始
マ
リ

　
非フ

イ

布フ

底テ
ー

、
舎セ

ー
リ
ン
グ

倫
両
諸
氏
相
伝
ヘ
テ

　
歇ヘ

ー
ゲ
ル

傑
爾
氏
ニ
至
リ
テ
大
成
ス 

歇ヘ
ー
ゲ
ル

傑
爾
氏
ノ
哲
学
ハ

　
終
始
皆み

な

此
論
法
ヲ
以よ

テ

組そ

成せ
い

セ
リ
（
一
〇
〇
頁
）

『
中
央
学
術
雑
誌
』（
第
四
一
号
、
明
治
19
・
11
）
の
「
近
世
哲
学
（
接
前
号
）」
に
お
い
て
、
三
宅
雄
二
郎
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
を
ひ
い
て
い
る
。

第
十
七
世
紀
の
英
国
に
於お

い

て
は
、
浅
薄
の
論
説
も
時
あ
り
て
は

　
学
問
上
に
非
常
の
影
響
を
及
ぼ
す
を
得
た
る
な
る
へ
し

　
へ
ー
げ
る
言
へ
ら
く

　
べ
ー
こ
ん
は
英
人
の

い
わ
ゆ
る
哲
学
な
る
物
を
大

お
お
い

に
隆
盛
な
ら
し
め
た
る
功
あ
り
（
二
八
頁
）

浮
田
和か

ず
た
み民

（
一
八
五
九
〜
一
九
四
五
、
明
治
・
大
正
期
の
政
治
学
者
。
雑
誌
『
太
陽
』
の
主
幹
、
の
ち
東
京
高
師
教
授
を
へ
て
早
大
教
授
）
の
「
英
雄
崇
拝
論
」（『
国
民

之
友
』
第
六
号
、
明
治
20
・
7
）
に
、
悪あ

く

党と
う

論
が
あ
り
、
こ
の
な
か
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
を
ひ
い
て
い
る
。

独
逸
ノ
哲
学
家
ヘ
ー
ゲ
ル
ノ
説
ヲ
聞
ク
ニ
、
世
ニ
悪
人
ノ
存
ス
ル
ハ

　
其
ノ
悪
ナ
ル
ガ
故
ニ
非
ズ
、
悪
人
ト
雖

い
え
ど

モ
幾
分
カ
善ぜ

ん

ナ
ル
所

と
こ
ろ

ア
ル
ニ
因よ

レ
リ
…
…

『
哲
学
汎は

ん

論ろ
ん

』（
哲
学
書
房
、
明
治
20
・
10
）
は
、
帝
国
大
学
文
科
長
・
外
山
正
一
、
前
大
学
総
理
・
加
藤
弘
之
、
お
よ
び
大
学
卒
業
者

―
井
上
円
了
、
坪
井
九
馬
三
、

三
宅
雄
次
郎
、
嘉
納
治
五
郎
、
徳
永
満ま

ん

之し

、
日
高
貫
二
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
書
は
、
総
論
・
心
理
哲
学
・
倫
理
哲
学
・
宗
教
哲
学
・
教
育
哲
学
・
西
洋
哲
学
小
史
・
哲
学
道
中
記
な
ど
に
つ
い
て
説
か
れ
て
お
り
、
一
種
の
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。

「
序
」
に
よ
る
と
、
英
語
の philosophy 

は
「
理
学
」
ま
た
は
「
経
学
」
と
訳
す
べ
き
も
の
と
い
う
。
哲
学
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
一
般
の
原
理
を
考
究
す
る
も
の
、
宇

宙
万
物
の
成
立
す
る
原
理
を
思
想
す
る
学
問
と
い
う
。
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「
哲
学
定
義
」
を
執
筆
し
た
徳
永
満
之
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

（
第
十
九
） 

ヘ
ー
ゲ
ル
氏 

哲
学
は
均き

ん

同ど
う

及
お
よ
ひ

不
同
の
均
同
な
り

 
 

哲
学
は
絶
対
の
弁
証
的
化か

醇じ
ゅ
ん（

雑
多
な
も
の
を
整
理
し
て
組
織
的
に
す
る
意
か

―
引
用
者
）
を
研
究
す
る
学
な
り

 
 

哲
学
は
自
己
容よ

う

包ほ
う

的
理
性
の
学
な
り

『
哲
学
会
雑
誌
』（
第
一
三
号
、
明
治
21
・
2
）
の
「
雑
録

―
西
洋
哲
学
小
史
（
接
前
）」
に
、
三
学
派
（
メ
ガ
ラ
学
派
、
シ
リ
ン
学
派
、
シ
ニ
ッ
ク
学
派
）
の
か
た
よ

っ
た
説
を
非
難
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

三
学
派
ノ
偏へ

ん

弁べ
ん

ヲ
咎と

が

ム
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
ス
ラ 
猶な

ホ
且か

つ

怨え
ん

言げ
ん

（
う
ら
み
の
こ
と
ば
）
譏き

語ご

（
そ
し
る
こ
と
ば
）
ナ
キ
ヲ
免
レ
ズ
…
…
（
四
七
頁
）

『
日
本
大
家
論
集
』（
第
九
編
、
明
治
21
・
2
）
に
、
西 
周
が
執
筆
し
た
「
論
理
新
説
」
が
の
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

然
レ
ト
モ 

古
来
伝
ハ
ル
所
ノ
論
理
法
ス
ラ 

韓
図 

俾（
ヘ
ー
ゲ
ル
）

歇
兒
等
多
少
の
論
説
モ
有
リ

嵯さ

が峨
の
や
お
む
ろ
（
一
八
六
三
〜
一
九
四
七
、
本
名
・
矢
崎
鎮し

ん

四し

郎ろ
う

、
小
説
家
・
詩
人
。
転
変
辛し

ん

酸さ
ん

の
人
生
を
あ
ゆ
ん
だ
）
の
『
無む

味み

気け

　
全
』（
駸し

ん

々し
ん

堂
本
店
、
明
治

21
・
4
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

在
校
中
余よ

の
最
も
好
ん
で
読
み
し
書し

よ

籍じ
や
くは

　
遠
き
は
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
よ
り

　
近
き
は
「
ヘ
ー
ゲ
ル
」
に
至
る
古
今
の
哲
学
な
り
…
…
（
一
〇
四
頁
）

『
日
本
人
』（
第
七
号
、
明
治
21
・
7
）
に
、
志
賀
重し

げ

昂た
か

は
「
大
和
民
族
の
潜
勢
力
」
の
一
文
を
よ
せ
た
。
こ
の
な
か
で
寄
稿
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
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の
諸
国
が
ロ
ー
マ
の
威
勢
に
圧
倒
さ
れ
、
自
国
を
軽
視
し
、
そ
の
国
粋
を
す
て
、
開
化
を
輸
入
し
、
ロ
ー
マ
に
な
ら
お
う
と
し
て
い
る
、
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
あ

た
り
、
か
っ
て
野や

猪ち
ょ
う（

い
の
し
し
）
を
追
っ
た
、

彼
の
北ほ

く
て
き狄

（
北
方
の
蛮
族
）
日ド

イ

ツ
耳
曼
民
族
中
に
苟

い
い
か
げん

に
　
他
日
の
ギ
ュ
エ
テ
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ビ
ス
マ
ル
ク
等
を
産
出
す
る
を
所し

ょ

期き

せ
し
（
き
た
い
す
る
）
者
お
ら
ん
や
、

…
…

と
い
う
。

『
日
本
人
』（
第
八
号
、
明
治
21
・
8
）
の
「
雑
報
」
に
、「
理り

学が
く

宗し
ゅ
うの

駁ば
く

撃げ
き

」（
お
も
な
哲
学
者
の
意
見
を
非
難
す
る
意
）
と
い
っ
た
文
章
が
あ
り
、
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ

ル
が
出
て
く
る
。

●
理
學
宗
の
駁
擊

　
頃け

い
じ
つ日

（
ち
か
ご
ろ
）
独
逸
人
ド
ク
ト
ル
、
ヘ
ー
リ
ン
グ
氏
な
る
者
は 

社
友
杉
浦
重
剛
氏

な
ら
びび

に
社
員
菊
池
が
唱
道
す
る
処
の
所い

わ

謂ゆ
る

「
理
学
宗
」
な
る
者
の
哲
理
を
駁
擊
し
た
り
、

氏
は
末
段
に
到
り
て
曰い

わ

く
「
蓋け

だ

し
新

あ
ら
た

に
一
派
の
敎
系
を
造
り
出
す
は
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如ご

と

き
大
家
に
し
て
初
め
て
彼
の
ス
ピ
ノ
ザ
、
プ
ラ
ト
の
糟そ

う
こ
う糠

を
甞な

め
ず
、

一
派
の
論
を
唱
へ
得
る
と
雖

い
え
ど

も
、
他
の
尋

じ
ゅ
ん
じ
ょ
う
い
ち
よ
う

常
一
様
の
学
者
に
在あ

り

て
は
、
世
人
は
之
れ
に
自
己
の
意
見
を
述
ぶ
る
を
許
さ
ず
」
と
、
咄と

つ
と
つ々

（
い
や
は
や
）
奇
怪
な
る
言
辞
な
る
哉か

な

、

『
日
本
大
家
論
集
』（
第
一
五
編
、
明
治
21
・
8
）
の
な
か
に
、
独
逸
国
大
学
博
士
・
リ
ヨ
ー
ス
レ
ル
述
の
「
独
逸
学
方
針
」
と
い
っ
た
小
論
が
あ
る
。
執
筆
者
に
よ
る
と
、

ち
か
ご
ろ
日
本
に
お
い
て
は
よ
う
や
く
ド
イ
ツ
学
が
盛
ん
に
な
り
、
よ
ろ
こ
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
い
う
。
し
か
し
、
学
問
の
道
に
す
す
む
と
き
、
読
ま
ね
ば
な
ら

ぬ
書
物
が
あ
り
、
そ
れ
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
つ
い
で
そ
の
著
書
が
ど
こ
の
学
派
に
属
す
る
も
の
な
の
か
、
識
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
説
い
て
い
る
。

哲
学
の
分
野
で
必
読
の
も
の
は
、
カ
ン
ト
の
“
法
学
の
形
而
上
の
原
礎
”（
一
七
九
六
）、
フ
ィ
ヒ
テ
の
自
然
法
（
一
七
九
六
）
な
ど
の
ほ
か
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
つ
ぎ
の
書
で

あ
る
と
い
う
。
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ヘ
ー
ゲ
ル

0

0

0

0

　

法
グ
ル
ン
ド
リ
ニ
イ
ン
、イ
ン
、デ
ル
、ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
、デ
ス
、レ
ヒ
ッ
、ヲ
ー
デ
ル
、ナ
ト
ウ
ル
、ウ
ン
ド
、

理

学

ノ

基

礎

一

名

天ス
タ
ー
ツ
ウ
井
ツ
セ
ン
シ
ヤ
フ
ト
、イ
ム
、ク
ル
ン
ト
リ
ツ
セ

理

学

術

原

論
（
千
八
百
四
十
年
）

注
・
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
ド
イ
ツ
文
は G

rundlinien in der Philosophie des rechts oder natur und Staatsw
issenschaft in G

rundrisse

（
一
八
四
〇
年
）
で
あ
ろ
う
。

雑
誌
『
学
』（
江
藤
義
塾
学
会
、
第
一
号
、
明
治
21
・
8
）
の
「
論
説

―
吾
輩
ノ
安
楽
国
」
に
、
へ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

大た
い
ど
う道

（
正
し
い
道

―
引
用
者
）
ハ
古

い
に
し
えニ

ア
リ

　
黄
金
世
界
ハ
唯た

だ

後の
ち

ニ
ア
リ
ト
云
ヘ
バ

　
三さ

ん

王の
う

丘
き
ゅ
う

且た
ん

ノ
聖せ

い

（
孔
子
）
モ

　
陶と

う

朱し
ゅ

倚い

頓と
ん

ノ
富と

み

（
大
金
持
で
あ
っ
た
陶
朱
と
倚
頓

―
と
も
に
春
秋
時
代
の
ひ
と
）
モ

　
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
ノ
学
モ 

弄ろ
う

疾し

良
り
ょ
う

平へ
い

（
漢
の
高
祖
の
謀
臣
、
知
略
に
長
じ
て
い
た
）
ノ
知
モ

　
端た

ん

嬰え
い

隨
酈
ノ
弁
モ

　
賁ほ

ん

育い
く

五ご

子し

（
大
力

の
勇
士

―
孟も

う

賁は
ん

と
夏
育
ら
五
人
の
臣
）
ノ
勇
モ

　
快
楽
ノ
勇
モ

　
快
楽
ノ
快
楽
タ
ル
ヲ
得
ス
…
…
（
未
完
）

つ
づ
い
て
『
学
』（
第
五
号
、
明
治
21
・
11
）
の
「
雑
評

―
東
京
與よ

論ろ
ん

新
誌
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

今
日
に
至
っ
て
は

　
ベ
イ
ン

　
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
等
の
あ
る
あ
り
て 

共
に
皆
唯
物
論
を
唱
へ 

大お
お
いに

彼か

の
デ
カ
ー
ト
流
の
反
対
に
立
て
り

　
而
し
て
日ド

イ

ツ
耳
曼
の
如
き
は

　
カ
ン
ト

　

フ
ヒ

フ
テ
ー

　
ヘ
ー
ゲ
ル
等
の
碩せ

き

学が
く

起
り
て 

唯
物
論
に
も
非あ

ら

ず
　
云い

わ

ば
と
て
又
従
来
ノ
唯
心
論
に
も
非
ず
し
て 

一
派
の
哲
理
を

□不

明

起
す
る
に
至
り
た
り
…
…

『
日
本
人

　
　
第
十
六
号
』（
政
教
社
、
明
治
21
・
11
）
に
、
杉
江
輔す

け

人ひ
と

の
「
同
志
社
大
学
設
立
旨
意
書
を
読よ

ん

で
所
感
を
記
す
」（
全
国
の
お
も
な
新
聞
雑
誌
に
発
表

―

11
・
7
）
と
い
っ
た
記
事
が
あ
り
、
こ
の
な
か
で
執
筆
者
は
設
立
者
新
島
襄
（
一
八
四
三
〜
九
〇
、
明
治
期
の
キ
リ
ス
ト
教
の
代
表
的
教
育
者
）
の
考
え
に
異
議
を
唱
え
て

い
る
。

―
政
治
、
経
済
、
法
学
、
文
学
、
哲
学
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
一
方
で
キ
リ
ス
ト
教
を
尊
信
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
の
は
理
に
か
な
っ
た
も
の
で
な
い
。

学
問
上
の
原
理
や
理
論
を
ま
な
ぶ
と
き
、“
推
理
の
自
由
”（
正
し
い
判
断
を
み
ち
び
く
思
考
の
自
由
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
学
問
研
究
に
自
由
を
み
と
め
な
い
と
す
れ

ば
、
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カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
必
ず
し
も
則そ

く

と
る
に
足た

ら
ず
（
手
本
と
す
る
に
値
し
な
い

―
引
用
者
）
…
…

『E
SSA

YS B
Y E

M
IN

E
N

T
 W

R
IT

E
R

S IN
 JA

PA
N

 

東
洋

　
大
家
論
説

　
合
本
第
二
集
』（
大
阪
暁ぎ

よ

鐘
し
よ
う

館
、
明
治
21
・
11
）
は
、
政
治
・
経
済
・
法
学
・
文
学
・
哲

学
・
理
学
・
医
学
・
宗
教
・
教
育
な
ど
、
各
分
野
の
著
名
人
の
評
論
（
小
論
）
を
あ
つ
め
、
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

井
上
哲
次
郎
の
「
維ウ

ィ
ー
ン

納
府
に
於
て
鳥
尾
中
将
と
共
に
ス
タ
イ
ン
氏
を
訪と

ひ
東
西
哲
学
の
異
同
を
論
ず
」
の
な
か
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
井
上
は
第
七
回
目
の

「
東
洋
学
会
総
会
」（
明
治
三
十
年
［
一
八
九
七
］
九
月
か
）
に
出
席
し
た
折
、
ロ
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
（
一
八
一
五
〜
九
〇
、
ド
イ
ツ
の
法
学
者
・
社
会
学
者
。

明
治
十
五
年
［
一
八
八
二
］
旧
憲
法
起
草
調
査
に
き
た
伊
藤
博
文
に
憲
法
・
行
政
法
を
お
し
え
た
）
を
訪
れ
た
。
こ
の
と
き
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
に
属
す
る
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
た

だ
や
み
く
も
に
空
想
し
て
、
種
々
雑
多
の
説
を
構
築
す
る
の
で
、
井
上
と
論
争
に
な
っ
た
。

シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
い
っ
た
。
東
洋
哲
学
に
は
論
法
（
論
を
展
開
す
る
し
か
た
）
な
く
、
西
洋
哲
学
は
み
な
論
理
的
に
発
達
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
誤
び
ゅ
う

は
な
は
だ
し
い
も
の
と
し
て
、
井
上
は
中
国
や
イ
ン
ド
の
弁
証
哲
学
の
例
を
ひ
い
て
反は

ん

駁ぱ
く

し
た
。

西
洋
哲
学
と
て
皆み

な

が
皆み

な

ま
で
論
理
に
て
推
論
し
た
る
に
決
し
て
之こ

れ

な
く

　
君
の
奉
ぜ
ら
る
、
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
に
さ
へ

　
論
理
の
合
は
ざ
る
も
の
あ
り
…
…
（
一
二
二
頁
）

『
哲
学
会
雑
誌
』（
第
二
三
号
、
明
治
21
・
12
）
の
「
雑
報
」
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
『
ア
ル
ゲ
マ

イ
ネ
・
ツ
ア
イ
ト
ウ
ン
グ
』
紙
に
載
っ
た
カ
ル
ル
・
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
ル K

arl von Prantl
（
一
八
二
〇
〜
一
八
八
八
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
）
の
訃
報
を
紹
介
し
た

も
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
ト
ル
の
哲
学
思
想
は
す
く
な
か
ら
ず
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
来
て
い
る
が
、「
全

く
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
一
人
と
見み

倣な

す
べ
き
に
も
あ
ら
ず
」（
六
九
八
頁
）
と
い
う
。

『
哲
学
会
雑
誌
』（
第
二
七
号
、
明
治
22
・
3
）
の
「
雑
報
」
に
、「
日
本
哲
学
ノ
現
況
」
に
つ

い
て
の
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ち
か
ご
ろ
ド
イ
ツ
の
学
風
が
大
い
に
輸
入
伝
来
し
た
が
、

政
治
や
法
律
が
多
い
と
い
う
。
い
ま
文
科
大
学
の
哲
学
の
専
任
教
授
と
し
て
ブ
ッ
セ
氏
が
い
る
が
、

『東洋　大家論説　合本第２集』
（明治21・11）。［筆者蔵］
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同
氏
は
ロ
ッ
ツ
ェ
（
一
八
一
七
〜
八
一
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
の
ち
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
）
学

派
の
ひ
と
と
い
う
。

前
大
学
教
授
米
人
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
は

　
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
学
風
を
帯
べ
り
（
一
六
四
頁
）

『
学
林
』（
一
巻
・
一
号
、
明
治
22
・
10
）
は
、
独
逸
学
協
会
の
機
関
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た

雑
誌
で
あ
る
が
、
同
誌
の
第
一
号
に
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
ブ
ッ
セ
（
一
八
六
二
〜
一
九
〇
七
、
ド

イ
ツ
の
哲
学
者
、
東
大
の
お
雇
い
教
師
と
し
て
明
治
二
十
年
［
一
八
八
七
］
来
日
。
の
ち
ハ
レ

大
学
教
授
）
の
論
説
「
道
徳
哲
学
論
」
の
邦
訳
が
の
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み

ら
れ
る
。

三
宅
雄
二
郎
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
“
雪せ

つ

嶺れ
い

”。
一
八
六
〇
〜
一
九
四
五
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の

評
論
家
、
東
大
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
を
う
け
た
）
は
、
北
陸
・
金
沢
の
ひ
と
で
あ
る
。
か
れ

は
『
哲
学
涓け

ん

滴て
き（
9
）　

完
』（
文
海
堂
、
明
治
22
・
11
）
を
著
し
た
が
、
こ
の
書
は
哲
学
史
書
風
に

か
か
れ
た
哲
学
入
門
書（

10
）（

二
六
〇
頁
ほ
ど
）
と
い
う
。

「
凡
例
」
に
よ
る
と
、「
本
書
は
多
く
の
材
料
を

シ
ユ
ウ
ェ
グ
レ
ル

ク
ノ
ー
、
フ

ヰ
シ
エ
ル

二
氏
ノ
著
書
に
取
れ
り
」
と
い
う
か
ら
、
シ
ュ
ヴ
ェ
グ
ラ
ーSchw

egler

（
一
八
一
九
〜
五
七
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
の
中
央
派
に
属
し
、
哲
学
史
に
業
績

三宅雄次郎三宅雄二郎著『哲学涓滴　完』（文海堂、
明治22・11）。［国立国会図書館蔵］
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を
の
こ
し
た
）
の
『
概
略
哲
学
史

―
概
要
へ
の
手
引
』G

eschichte der Philosophie im
 U

m
riss, E

in Leitfaden zur Ü
bersicht 

や
ク
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ーK

uno 

Fischer

（
一
八
二
四
〜
一
九
〇
七
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
イ
エ
ー
ナ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
教
鞭
を
と
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
研
究
を
通
じ
て
カ
ン
ト
に
も
ど
っ
た
）

の
『
近
世
哲
学
史
』
十
巻
）
を
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

『
哲
学
涓
滴

　
全
』
は
、
第
一
部

　
緒
論
・
第
二
部

　
独
断
法
の
哲
学
・
第
三
部

　
懐
疑
法
の
哲
学
・
第
四
部

　
批
判
法
の
哲
学
か
ら
成
る
。
第
四
部

　
第
三
篇
は
、
純

全
的
と
あ
り
、
さ
ら
に
四
章
に
わ
か
れ
て
い
る
。

第
一
章 

ヘ
ー
ゲ
ル

第
二
章 

理
法
学
（
論
理
学
の
こ
と
）

第
三
章 

万
有
哲
学
（
自
然
哲
学
の
こ
と
）

第
四
章 

精
神
哲
学

附
結
論

三
宅
は
「
ヘ
ー
ゲ
ル
」
に
お
い
て
、
そ
の
略
伝
を
叙
し
た
の
ち
、
そ
の
哲
学
に
つ
い
て
し
る
し
て
い
る
。

カ
ン
ト
は
主
観
、
各
観
の
関
係
を
明
瞭
に
せ
ざ
り
し
が
、
フ

ヰ
ヒ
テ
主
観
的
に
考
究
し
て 

万
事
を
自
己
に
基
か
し
め
、
シ
エ
リ
ン
グ
客
観
的
に
尋じ

ん

繹え
き

し
て
（
ひ
き
だ
す

―
引

用
者
）、
物
体
の
地
位
を
回
復
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
純

じ
ゅ
ん

全せ
ん

（
純
然0

の
誤
り
か
。
ま
じ
り
け
の
な
い
意
）
の
観
察
を
為な

し
て
思
想
と
宇
宙
と
を
合
同
し
得
た
り
。（
二
〇
八
頁
）

つ
ぎ
に
論
理
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
三
段
論
法
（syllogism

―
Ａ
「
す
べ
て
の
人
は
動
物
で
あ
る
」、
Ｂ
「
Ａ
は
人
間
で
あ
る
」、
Ｃ
「
ゆ
え
に
Ａ
は
動
物
で
あ
る
」
を

み
ち
び
い
た
も
の
。
こ
の
ば
あ
い
、
Ａ
は
大
前
提
。
Ｂ
は
小
前
提
。
Ｃ
は
結
論
。
大
前
提
・
小
前
提
か
ら
結
論
を
み
ち
び
き
だ
す
推
理
法
）
に
つ
い
て
、
三
宅
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
い
う
。

三さ
ん
だ
ん
ほ
う

断
法
（
三
段
論
法
の
こ
と

―
引
用
者
）
と
は
、
カ
ン
ト
に
始
ま
り
、
フ

ヰ
ヒ
テ
、
シ
エ
リ
ン
グ
に
及

お
よ
び

て
啓
発
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
至

い
た
っ

て
大た

い
せ
い成

せ
る
者も

の

な
り
。
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彼か

ノ
ヘ
ー
ゲ
ル
ガ
試

こ
こ
ろ

ミ
タ
ル
如ご

と

ク
、
論
理
的
ノ
法
則
ニ
依よ

リ
、
事
実
ヲ
引
キ
出
サ
ウ
ト
ス
ル
ハ

　
到と

う

底て
い

出
来
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
事
実
ハ
経
験
ニ
因よ

っ

テ
知
ル
ノ
外ほ

か

、

路み
ち

ナ
キ
モ
ノ
デ
ア
ル

『
学
林
』（
第
一
号
、
明
治
22
・
10
）
に
、
谷
本

　
富

と
め
り

（
一
八
六
七
〜
一
九
四
六
、
明
治
・
大
正
期
の
教
育
学
者
）
は
、「
独
逸
哲
学
ノ
状
景
」
を
寄
稿
し
た
。
か
れ
に
よ

る
と
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
に
は
大
き
な
流
れ
が
二
つ
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち

―
、

大
学
派
の
哲
学
…
…
…
大
学
教
授
が
両
手
で
さ
さ
げ
も
ち
、
講
演
す
る
と
こ
ろ
の
流
派
。

非
大
学
派
の
哲
学
…
…
在
野
の
哲
学
者
が
、
説
い
て
広
め
る
流
派
。

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
オ
ア
（
一
七
八
八
〜
一
八
六
〇
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
私
講
師
と
な
る
が
、
在
家
の
ま
ま
一
生
を
お
え
る
）
は
、
非
大
学
派
哲
学
の
か

し
ら
で
あ
っ
た
。
非
大
学
派
は
、
哲
学
教
授
が
哲
学
を
じ
ぶ
ん
の
職
業
と
す
る
よ
う
な
路
を
え
ら
ば
ず
、
哲
学
を
も
っ
て
身
を
立
て
よ
う
と
す
る
人
び
と
で
あ
る
。
ど
こ
に

そ
ん
な
価
値
が
あ
る
の
か
、
か
れ
ら
は
カ
ン
ト
を
信
仰
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
学
説
を
非
の
う
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
と
評
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ
ー

ゲ
ル
、
ハ
ー
バ
ー
ド
も
そ
う
で
あ
る
。

彼
輩
ハ
哲
学
ノ
為
メ
ニ
務
ム
ル
ニ
ア
ラ
ス

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
哲
学
ニ
頼
リ
テ
立
タ
ン
ト
ス
ル
者
ナ
リ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
何
ノ
価
値
カ
ア
ラ
ン
ト

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　
カ
ン
ト
ヲ
尊そ

ん

信し
ん

ス
ル
ヿこ

と

頗す
こ
ぶル

篤あ
つ

キ
ガ
、
尚な

お

且か

ツ
其そ

の

教
授
タ
リ
シ

ヲ
　
白は

く

玉ぎ
ょ
くノ

微び

（
白
い
美
し
い
玉
に
欠
点
が
あ
る
）　
瑕き

ず

ナ
リ
ト
評

ひ
ょ
う

セ
リ
、
況い

わ

ン
ヤ
フ
ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ハ
ー
バ
ー
ト
等
ヤ
…
…
（
六
〇
頁
）

ま
た
『
学
林
』
第
二
号
、
明
治
22
・
11
）
に
、
リ
ヨ
ー
ス
レ
ル
述
の
「
独
逸
学
方
針
」
と
い
っ
た
小
論
が
あ
り
、
こ
の
中
で
よ
む
べ
き
書
名
を
あ
げ
て
い
る
。
カ
ン
ト
、

フ
ヒ
テ
に
つ
づ
い
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
と
そ
の
著
書
名
が
出
て
く
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル 

法
グ
ル
ン
ド
リ
ニ
イ
ン
、デ
ル
、ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
、デ
ス
、レ
ヒ
ツ
・
ラ
ー
デ
ル
、ナ
ト
ウ
ル
、ウ
ン
ド
・
ス
タ
ー
ツ
ウ
井
ツ
セ
ン
シ
ヤ
フ
ト
、イ
ム
、グ
ル
ン
ト
リ
ツ
セ

理

学

ノ

基

礎

一

名

天

理

学

術

言

論
［
一
八
百
四
十
年
］（
二
四
頁
）
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ま
た
同
二
号
に
は
、
谷
本

　
富
の
「
独
逸
哲
学
ノ
状
景
」
と
題
す
る
論
文
が
あ
り
、
こ
の
な
か
に
何
度
か
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
前
が
登
場
す
る
。
谷
本
は
こ
ん
ど
大
学
派
の
哲

学
に
ふ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

大
学
派
ノ
哲
学
ノ
中
ニ
モ

　
亦ま

た

幾い
く

多た

ノ
門
派
ア
リ
テ
立
テ
リ
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
、
ハ
勿
論

　
シ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ベ
子
ケ
、
等
モ
亦
幾
多
ノ

弟
子
ヲ
有
セ
リ
…
…
（
四
五
頁
）

　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ヘ
ー
ゲ
ル
ハ

　
経
験
ニ
基

も
と
ず

キ
テ
思し

弁べ
ん

ス
ル
ヲ
為な

サ
ス
（
経
験
の
た
す
け
を
借
り
ず
に
、
純
粋
思
惟
だ
け
で
構
成
す
る
認
識
）、
却
テ
推す

い

想そ
う

ヲ
先さ

き

ニ
シ
テ

　
経
験
ヲ
後
ニ
ス
ル
ヲ
以

テ
、
知
ラ
ス
識
ラ
ス
、
人じ

ん

智ち

ノ
限
界
ヲ
超

ち
ょ
う

越え
つ

シ
テ
犇ほ

ん

馳そ
う

（
か
け
ま
わ
る
）
ス
ル
ヿこ

と

ア
リ
、（
四
六
頁
）

『
女
学
雑
誌
』（
第
一
六
六
号
、
明
治
22
・
6
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
森
林
太
郎
君
に
横よ

こ

鎗や
り

を
呈
す
」（
丸
山
通
一
）
は
、
鷗
外
が
『
国
民
之
友
』（
第
五
〇
号
）
に
発
表
し
た

美
術
論
に
文
句
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

三
位
一
体
（
父
＝
天
の
神
、
子
＝
キ
リ
ス
ト
、
聖
霊
の
総
称
）
論
に
も
取と

り
処

ど
こ
ろ

あ
り

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如ご

と

き
は
特と

く

に
之こ

れ
を
珍
重
す

　
余
も
森
君
の
美
術
論
よ
り
は
明

あ
き
ら

か
に
し
て

　

而し

か
も
面お

も

白し
ろ

し
と
信し

ん

ず
。

『
国
民
之
友
』（
第
六
〇
号
、
明
治
22
・
8
）
に
、「
多
学
の

へ
い

乎か

、
無
学
の

へ
い

」
と
い
っ
た
小
論
が
の
っ
て
い
る
。
書
き
手
に
よ
る
と
、
こ
ん
に
ち
の
人
は
学
問
に
酔
い
、

た
べ
あ
き
て
い
る
と
い
う
。
人
は
学
問
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
と
い
う
。
し
か
も
、
学
問
に
た
い
し
て
ま
じ
め
で
な
く
、
忠
誠
を
つ
く
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
人
は
哲

学
者
の
よ
う
に
、

―

　
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如
く

0

0

0

　
一
生
を
哲
学
の
為
に
犠
牲
と
せ
ん
と
欲
す
る
者
に
あ
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
…
…
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と
い
う
。

村
上
専せ

ん

精じ
ょ
う（

一
八
五
一
〜
一
九
二
九
、
明
治
・
大
正
期
の
真
宗
大
谷
派
の
学
僧
。
の
ち
東
大
の
印
度
哲
学
の
教
授
と
な
る
）
の
『
日
本
仏
教
一
貫
論
』（
哲
学
書
院
、
明

治
23
・
1
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
出
て
く
る
。

柳そ
も
そも

泰た
い

西せ
い

の
哲
学
士
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
を
始
め
と
し
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
セ
ル
等
、
彼か

れ
何な

に

者も
の

ぞ
、
彼
等
は
姑

し
ば
ら

く
之こ

れ

を
知
れ
る
者
と
謂い

う

へ
し
、
然し

か

れ
と
も
、

彼
等
は
之こ

れ

を
行
ふ
者
に
あ
ら
す
、
…
…

注
・「
第
八
音
」
一
〇
九
頁
。

『
哲
学
会
雑
誌
』（
第
三
五
号
、
明
治
23
・
2
）
に
の
っ
た
「
雑
録

―
独
逸
哲
学
と
英
国
哲
学
」
は
、
ド
イ
ツ
崇
拝
病
に
感
染
し
た
と
み
ら
れ
る
三
宅
雄
二
郎
の
著
書
『
哲
学
涓け

ん

滴て
き

　
完
』（
文
海
堂
、
明
治
22
・
11
）
が
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
を
異
と
し
、
英
独
の
哲
学
の
特
徴
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
記
者
に
よ
る
と
、
三
宅
は
ド
イ
ツ
哲
学
を
鑚さ

ん

仰ぎ
ょ
うす

る

あ
ま
り
、
英
仏
の
哲
学
を
排
斥
し
す
ぎ
た
、
と
い
っ
た
書
評
（
高
橋
五
郎
筆

―
『
国
民
之
友
』
第
六
八
号
所
収
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
に
ふ
れ

た
。三

宅
氏
は
其そ

の

著
書
の
中
に

　
西
洋
近
世
の
哲
学
の
学
脈
を
叙
し
来
り
て

　
筆
を
ヘ
ー
ゲ
ル
に
絶
た
れ
た
り

　
是
れ
蓋け

だ

し
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
学
者
が
云
ふ
如
く

　
哲
学

0

0

は
ヘ
ー
ゲ
ル
に

終
わ
る
と
の
意
か
…
…

『
福
音
週
報
』（
第
四
号
、
明
治
23
・
4
）
の
「
教
理

―
神
の
性
質
を
諭
す
」
は
、
神
の
性
質
と
は
な
に
か
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
神
の
性
質
と
は
、
人
間
の
性
質
を

移
し
、
神
に
帰
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
人
類
の
性
質
を
反
映
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
い
い
か
え
る
と

―
、

只た
だ

人
間
主
観
的
の
観
念
に
外ほ

か

な
ら
ざ
る
な
り
と
、
如

か
く
の

此ご
と

き
説
は
シ
ユ
レ
イ
メ
ー
カ
ー

　
ヘ
ー
ゲ
ル
等
よ
り

　
近
世
に
至
り
て
ス
ペ
ン
サ
ー
等
の
唱と

な

ふ
る
処
な
り

同
号
に
載
っ
た
谷
本 

富
の
「
鉄
拳
居
士
に
答
ふ
」
は
、『
哲
学
会
雑
誌
』（
第
三
七
号
、
明
治
23
・
3
）
に
発
表
し
た
三
宅
雄
二
郎
の
「
哲
学
涓
滴
を
読
む
」
の
続
編
の
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よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
谷
本
は
三
宅
を
評
し
て
「
ヘ
ー
ゲ
ル
派
を
好
む
の
学
士
な
り
」（
一
二
三
頁
）
と
い
っ
て
い
る
。

『
哲
学
会
雑
誌
』（
第
三
八
号
、
明
治
23
・
4
）
の
「
雑
報
」
に
、「
ロ
シ
ア
哲
学
の
概
況
」
を
つ
た
え
る
小
文
が
載
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
お
け
る
哲
学
の
は
じ
ま
り
は
、

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
こ
と
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
百
科
全
書
家
（
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
『
百
科
全
書
』
の
編
纂
者
お
よ
び
執
筆
者
）
に

な
ら
っ
て
、
思
想
運
動
を
開
始
し
た
の
が
そ
の
発
端
と
い
う
。
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
戦
争
に
よ
り
反
動
が
生
じ
、
政
府
は
哲
学
を
危
険
視
し
た
。

し
か
し
、
一
八
三
〇
年
ご
ろ
か
ら
哲
学
が
ふ
た
た
び
芽
を
だ
し
は
じ
め
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
先ま

づ
魯
国
学
者
社
会
の
偶
像
と
仰あ

お

が
れ
た
り
」
と
い
う
（
一
一
七
頁
）。

『
日
本
之
文
華
』（
第
八
号
、
明
治
23
・
4
）
の
論
説
に
、「
文
学
者
の
技

」
と
題
す
る
も
の
が
あ
り
、
修
行
に
よ
っ
て
奥
深
い
道
理
さ
え
き
わ
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

文
学
者
と
い
え
る
の
か
、
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

然し
か

ら
は
即

す
な
わ

ち
釈
迦
、
ク
リ
ス
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
カ
ン
ト
（
中
略
）
是こ

れ
絶ぜ

っ

佳か

（
ひ
じ
ょ
う
に
す
ぐ
れ
た

―
引
用
者
）
の
文
学
者
な
り
と
は
い
は
ざ
る
可べ

か

ら
ず
、
…
…

『
少
年
園
』（
第
四
〇
号
、
明
治
23
・
6
）
に
、「
流
行
に
解
脱
す
」
の
小
文
が
の
っ
て
い
る
。
記
者
に
よ
る
と
、
多
く
の
学
者
が
消
化
で
き
な
い
図
書
館
を
飲
み
つ
く
し
、

胸
の
な
か
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
ス
ペ
ン
サ
ー
と
争
い
、
カ
ン
ト
は
カ
ン
ト
と
争
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て

―
、

　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ヘ
ー
ゲ
ル
と
争
ふ
こ
と
、
宛

あ
た
か

も
背せ

に
置
か
れ
し
弁
慶
の
七
道
具
が
使つ

か
い
て手

な
し
に
互
に
刃
傷
す
る
が
如
く
…
…

と
い
う
。

『
文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』（
第
一
〇
号
、
明
治
23
・
7
）
に
、「
ア
リ
ス
ト
オ
テ
レ
ス
と
忍に

ん

月げ
つ

居
士（

11
）と

」
の
小
文
が
の
っ
て
い
る
。
同
記
事
に
よ
る
と
、
近
世
哲
学
者
は
、

む
か
し
の
哲
学
者
が
使
っ
た
む
ず
か
し
い
用
語
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
用
語
に
い
ち
い
ち
注
を
つ
け
た
が
、
カ
ン
ト
ほ
ど
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
し
て

―
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
文
章
を
難な

ん

渋じ
ゅ
うに

て
（
す
ら
す
ら
読
め
な
い
）
用
語
を
明

あ
き
ら
かに

せ
ざ
る
為た

め

に 

今
に
至
る
ま
で
解か

い

す
可べ

か

ら
ざ
る
所

と
こ
ろ

あ
り
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と
い
う
。

『
文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』（
第
一
四
号
、
明
治
23
・
11
）
に
、
鷗
外
は
「
答
忍
月
論
幽
玄
書
」
の
一
文
を
寄

せ
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

　
日
蓮

0

0

、
西
行

0

0

、
老
子

0

0

、
荘
子

0

0

、
カ
ン
ト
、
ヘ
エ
ゲ
ル
は
、
曾か

つ

て
何
の
彫
刻
を
な
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
何
の
絵
画
を
作
り

0

0

0

0

0

0

0

、
何
の

0

0

詩
賦
を

0

0

0

著
あ
ら
わ

し
や
と

0

0

0

。
彼
等
は
実
に
美
術
的
価
値
あ
る
も
の
を
ば
作
ら
ざ
り
し
な
り

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

。

『
学
林
』（
第
十
二
号
、
明
治
23
・
12
）
の
「
独
逸
の
審
美
学
」
は
、
ド
イ
ツ
の
文
学
者
や
哲
学
者
に
し
て
も
、
美
術
や
美
に
つ
い
て
論
じ
な
か
っ
た
者
は
い
な
い
、
と
い

う
。

カ
ン
ト
よ
り
し
て
フ
ヒ
テ
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ゾ
ル
グ
ル
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、（
中
略
）
シ
ョ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
キ
ル
ヒ
マ
ン
、
ハ
ル
ト
マ
ン
及
び
ロ
ッ
チ
エ
に
至
る

ま
で
皆み

な
美び

を
論ろ

ん

せ
さ
る
は
な
し

『
国
民
之
友
』（
第
一
〇
四
号
、
明
治
23
・
12
）
の
「
雑
録
」
に
、「
ヘ
ル
ベ
ル
ト
、
ス
ペ
ン
セ
ル
」
の
小
記
事
が
み
ら
れ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
（
一
八
二
〇

〜
一
九
〇
三
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
）
は
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
そ
の
名
声
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
著
作
は
世
界
各
国
で
訳
さ
れ
、
数
多
の
学
徒

を
生
ん
だ
と
い
う
。

或あ
る
いは

種し
ゅ
し
ゅ々

の
結け

っ

社し
ゃ

（
団
体
）
を
設も

う

け
て
之こ

れ

を
研
究
す
る
者
あ
る
は
事
実
に
し
て

　
へ
ゲ
ル
、
コ
ム
ト
以
来
斯か

か
る
勢
力
あ
る
感
化
を
及
せ
る
者
は
嘗か

つ

て
あ
ら
ざ
る
な
り

大
西
祝
の
「
倫
理
攷こ

う

究き
ゆ
うノ

方
法

に
な
ら
び

目
的
」（『
哲
学
会
雑
誌
』（
第
四
七
号
、
明
治
24
・
1
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

森鷗外
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一
方
ニ
於
テ
ハ

　
諸
般
ノ
科
学
ノ
進
ム
ニ
連つ

レ
　
又
一
方
ニ
於
テ
ハ
ヘ
ー
ゲ
ル
風
ノ
哲
学
ガ

　
ソ
ノ
声せ

い

価か

（
世
間
の
評
判
）
ヲ
損そ

ん

ス
ル
ニ
連
レ
テ

　
近
来
マ
ス
ゝ
ゝ
勢
力
ヲ
増
加

シ
来
タ
ル
ハ 

彼
ノ
経
験
主
義
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

中
島
力り

き

造ぞ
う

（
一
八
五
七
〜
一
九
一
八
、
明
治
・
大
正
期
の
倫
理
学
者
、
東
大
教
授
）
は
、『
哲
学
会
雑
誌
』（
第
四
八
号
、
明
治
24
・
2
）
の
「
論
説
」
に
、「『
ヘ
ー
ゲ
ル

氏
』
弁
証
法
」（
七
一
二
〜
七
二
二
頁
）
を
発
表
し
た
。
中
島
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
哲
学
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
理
解
す
る
に
は
、
か
れ
の
論ロ

ー
ギ
ッ
ク

理
学
を
熟
読
し
、

弁デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ッ
ク

証
法
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
弁
証
法
は
ま
こ
と
の
哲
学
研
究
の
方
法
だ
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
他
に
真
正
の
哲
学
研
究
の
方
法
は
な
い

と
し
ば
し
ば
い
っ
て
い
た
と
い
う
。

清
沢
満
之
（
一
八
六
三
〜
一
九
〇
三
、
明
治
期
の
真
宗
大
谷
派
の
僧
）
の
「
宗
教
哲
学
」（
真
宗
大
学
寮

　
明
治
24
・
9
述
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
三ト

リ
ア
ー
デ

段
論
法
の
こ
と
が
出
て

く
る
。

（（
三
段
法
））　
ヘ
ー
ゲ
ル
ノ
三
段
法
テ
ハ

　
少す

こ

シ
説
明
カ
付つ

ク
、
即

す
な
わ
ち

先ま
ず

一ひ
と
つノ

正せ
い

ト
云い

う

モ
ノ
ア
リ
、
夫そ

れ

ニ
反は

ん

ト
云い

う

モ
ノ
又
生
ス
ル
、
其そ

の

正せ
い
は
ん反

カ
ヨ
リ
テ
合ご

う

ヲ
起お

こ

ス
ト
云い

う

、
…
…

中島力造

中島力造の論文「『ヘーゲル』氏弁証法」。
（『哲学会雑誌』第48号,明治24・２）より。
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注
・『
清
沢
満
之
全
集

　
第
一
巻
』（
岩
波
書
店
・
平
成
14
・
11
）
よ
り
。

金
井
延の

ぶ
る（

一
八
六
五
〜
一
九
三
三
、
明
治
・
大
正
期
の
社
会
政
策
学
者
、
東
大
教
授
）
は
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
一
月
二
十
八
日

―
「
日
本
郷
会
堂
」
に

お
い
て
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン Lorenz von Stein

（［
一
八
一
五
〜
一
八
九
〇
］
ド
イ
ツ
の
政
治
学
者
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
）
の
一
周
忌
に
あ
た
っ

て
講
演
し
た
。
そ
の
講
演
筆
記
を
「
ス

マ

　マ
タ
イ
ン
先
生
の
一
周
忌
」
と
題
し
て
『
六り

く

合ご
う

雑
誌
』（
第
一
三
二
号
、
明
治
24
・
12
）
に
発
表
し
た
。

金
井
は
シ
ュ
タ
イ
ン
が
ザ
ク
セ
ン
ワ（

ヴ
ァ
イ
マ
ル
）

イ
マ
ー
ル
の
エ

（
イ
ェ
ー
ナ
）ナ

大
学
に
入
学
し
、
哲
学
と
法
律
を
ま
な
ん
だ
と
い
っ
て
い
る
。

―
殊こ

と

に
哲
学
に
於お

い

て
は

　
有
名
な
る
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
の
学
説
に
感
心
い
た
し
て
大
い
に
影
響
を
蒙

こ
お
む

っ
た
、
ス
タ
イ
ン
氏
の
著
書
に
依よ

っ
て
見
ま
す
る
に

　
ヘ
ー
ゲ
ル

氏
の
学
風
を
顕

あ
ら
わ

し
て
居い

る
所
が
大
変
見
へ
る
の
で
す
。

と
語
っ
て
い
る
。

『
教
育
時
論
』（
第
二
四
七
号
、
明
治
25
・
1
）
の
「
理
科

　
哲
学

―
実
験
心
理
学
派
学
説
一
班
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

以
テ
一
方
ニ
於
テ
ハ
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
セ
リ
ン
ク
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
ノ
唯
心
派
…

『
城
南
評
論
』（
第
一
号
、
明
治
25
・
3
）
の
「
荘
学
発は

つ

薀う
ん

」
の
な
か
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
出
て
く
る
。
記
者
に
よ
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
工
夫
（
方
法
）
を
み
る
と
、

お
も
に
宇
宙
万
物
の
玄げ

ん

理り

（
奥
深
い
道
理
）
を
ま
ず
研
究
し
た
と
い
う
。

　
テ
ガ
ル
ト
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
フ

ヒ
フ
テ
、
セ
ー
リ
ン
グ
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
ス
ピ
ノ
サ
、
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
等
多
く

は
　
形け

い

而じ

上じ
ょ
う（

精
神
的
な
も
の
）
の
理
学
（
哲
学
）
を
唱
道
し
て
、
其そ

の

他た

を
軽け

い

忽こ
つ

（
ふ
か
く
考
え
な
い
）
に
す
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『
文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』（
第
三
〇
号
、
明
治
25
・
3
）
の
「
山
房
論
文

　
其
十
一

　
早
稲
田
文
学
の
没
却
理
想
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
引
か
れ
て
い
る
。

ヘ
エ
ゲ
ル
も
ま
た
衆
哲
学
派
の
立
脚
点
に
比
較
的
の
権
利
を
与
へ
た
り
。
こ
れ
等
も
逍（

坪
内
）遥

子
（
氏
）
が

□不

明

に
似
通
ひ
た
る
と
こ
ろ
あ
ら
む
。

『
早
稲
田
文
学
』（
第
一
四
号
所
収
、
明
治
25
・
4
）
の
「
雑
録

―
美
と
は
何
そ
や
」（
尾
原
亮
太
郎
）
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
プ
ラ
ト
ー
・
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
・
セ
ン
ト
、

オ
ー
ガ
ス
チ
ン
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
・
カ
ン
ト
・
シ
ェ
リ
ン
グ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
な
ど
の
「
美
」
の
解
釈
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

氏
（
ヘ
ー
ゲ
ル
）
は
美び

を
以も

っ

て
知
覚
の
媒

な
か
だ
ち（

音
若も

し

く
は
色い

ろ

）
に
依よ

り
て
宇
宙
精
霊
の
表
現
す
る
も
の
と
し
、（
中
略
）
美
は
自
然
に
於
て
見
る
へ
し
と
雖い

え

と
も
殊こ

と

に
美
術
に
於お

い

て

表あ
ら

は
る
。（
中
略
）
美
術
は
形
と
体
と
の
調
和
せ
る
も
の
な
り
。
…
…

星
野
天て

ん

知ち

（
一
八
六
二
〜
一
九
五
〇
、
本
名
慎
之
助
。
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
評
論
家
・
小
説
家
）
は
、『
女
学
雑
誌
』（
第
三
一
二
号
、
明
25
・
4
）
の
「
雑

録
」
に
、「
老
子
を
読
む
（
上
）」（
天
地
子
）
を
発
表
し
た
。
こ
の
な
か
で
ヘ
ー
ゲ
ル
を
引
き
あ
い
に
出
し
、
老
子
（
周
代
の
思
想
家
、
道
家
の
祖
）
と
比
較
し
て
い
る
。

老ロ
ウ

子シ

は
大だ

い

哲て
つ

ヘ
ー
ゲ
ル
に
最
も
似
た
り
、
而し

か

し
て
又ま

た

ヘ
ー
ゲ
ル
に
最
も
異
な
る
の
点
多
し
、
彼か

れ
ヘ
ー
ゲ
ル
が
大だ

い

哲て
つ

理り

を
発
見
し
た
る
の
大
刺
戟
に

　
実
に
宗
教
界
に
て
あ
り
し
、

而し
か

し
て
此
の
老
子
が
生
涯
の
大
激
励
た
り
し
も
の
は

　
実
に
政
治
界
に
て
あ
り
し
な
り
。

『
教
育
時
論
』（
第
二
五
四
号
、
明
治
25
・
5
）
の
「
理
科

　
哲
学
―
一
元
論
ト
二
元
論
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
何
度
か
顔
を
だ
す
。
宇
宙
に
は
理
想
が
あ
る
、
と
い
う
人
と
、

そ
れ
を
否
定
す
る
ひ
と
が
あ
る
と
い
う
。
理
想
が
あ
る
と
い
う
人
は
、
一
元
論
者
（
た
だ
一
つ
の
原
理
で
、
宇
宙
の
問
題
の
す
べ
て
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
考
え
の
ひ
と
）

で
あ
る
。
し
か
し
、

―

宇
宙
ヲ
理
想
ノ
変へ

ん

相そ
う

（
顔
や
す
が
た
を
か
え
る
）
ナ
ル
ガ
如
ク
ニ
説
明
ス
レ
バ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
ニ
モ
似に

通か
よ

ヒ
タ
ラ
ン
カ
。
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『
哲
学
雑
誌
』（
第
七
巻
・
第
六
四
号
、
明
治
25
・
6
）
に
、
大
西
祝
は
「
形
式
的
論
理
学
ノ
三
段
論
法 

因
明
ノ
三
支
作
法 

并
な
ら
び

彌ヘ
ー
ゲ
ル兒

ノ
帰き

納の
う

則そ
く

ヲ
論
ス
（
第
一
）」
を
寄

稿
し
た
が
、
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
出
て
く
る
。

彼か

ノ
一い

ち

時じ

最
大
最
後
ノ
哲
学
者
ト
マ
デ
云
ハ
レ
ツ
ル
ヘ
ー
ゲ
ル
出
デ
、
西
洋
ノ
論
理
学
ニ
一
大
激
動
ヲ
与
ヘ
シ
ハ
隠
レ
モ
ナ
キ
事
実
ナ
リ
（
二
六
頁
）。

『
亜ア

ジ

ア
細
亜
』（
第
五
八
号
、
明
治
25
・
9
）
の
「
綱
―
三
宅
君
の
我
観
を
読
む
」（
得と

く

能の
う

文ぶ
ん

）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

君
の
メ
タ
フ
ヒ
ジ
ッ
ク
は
、
全
く
ハ
ル
ト
マ
ン
な
り
と
云
ふ
可べ

し
。（
中
略
）
又ま

た
、
此こ

の

世
界
が
必
ず
遂つ

い

に
無
意
識
の
境
に
至
る
べ
き
や
、
否い

な

、
を
説
明
せ
ず
。
又ま

た
、
観
念
と

は
、
ベ
ル
ケ
レ
ー
（
バ
ー
ク
レ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
哲
学
者
）
の
如
き
一
箇
人
的
観
念
な
る
か
。
或
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如
き
普
遍
的
観
念
な
る
か
を
明
示
せ
ず
。

明
治
二
十
年
代

―
日
本
に
お
い
て
は
、
美
学
の
研
究
の
歴
史
は
あ
さ
く
、
訳
述
に
し
て
も
、
中
江
兆
民
が
訳
し
た
『
維ヴ

エ
ロ
ン氏

美
学
』（
上
下
＝
明
治
16
・
11
、
同
17
・
3

文
部
省
編
輯
局
）
の
ほ
か
、『

文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』
の
論
文
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

東
京
府
下
の
書
店
を
め
ぐ
る
と
、
ま
れ
に
「
原
本
の
ハ
ル
ト
マ
ン
又
ロ
ツ
チ
エ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
美
学
の
英
訳
」
が
あ
っ
た
と
い
う
（「
文
界 

彙い

報ほ
う 

美
学
講
義
」『
早
稲
田

文
学
』
第
二
六
号
、
明
治
25
・
10
）。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
六
八
号
、
明
治
25
・
10
）
の
「
雑
録

―
文
壇
に
於
け
る
平
等
主
義
の
代
表
者
『
ウ
ォ
ル
ト
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
』W

alt W
hitm

an 

の
詩
に
つ
い
て
」

（
夏
目
漱
石
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

余
は
只た

だ

「
バ
イ
ロ
ン
」
の
厭
世
主
義
を
悲
し
ん
で
「
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
」
の
楽
天
教
を
壮そ

う

（
勇
ま
し
い
こ
と
）
と
す
る
の
み

　
又ま

た

其そ
の

「
ヘ
ー
ゲ
ル
」
を
読
ん
で
（
…
…
英
文
が
四
行

あ
る
）
か
咏え

い

じ
出
せ
る
を
嘉よ

み
す
る
（
た
の
し
む
）
者
な
り
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『
哲
学
雑
誌
』（
第
六
九
号
、
明
治
25
・
11
）
に
、
中
島
力
造
は
講
演
筆
記
を
発
表
し
た
。
題
し
て
「
英
国
新
カ
ン
ト
学
派
に
就
い
て
」（
こ
れ
は
別
名
・
英
国
ヘ
ー
ゲ
ル

学
派
）
と
い
う
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
読
書
界
に
ヘ
ー
ゲ
ル
を
紹
介
し
た
の
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
チ
ソ
ン
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
（
一
八
二
〇
〜
一
九
〇
九
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
哲
学
者
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
多
少
ヘ
ー
ゲ
ル
を
研
究
し
た
者
が
い
な
い
で
も
な
か
っ
た
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
秘
密
』（T

he Secret of 

H
egel, 1865

）
こ
そ
、
英
語
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
を
講
じ
た
最
初
の
書
で
あ
っ
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
特
殊
な
る
点
は
、
弁
証
法
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
は
、
こ
の
論
法
に
つ
い
て
あ
ま
り
研
究
し
な
か
っ
た
。
由
来
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
じ

っ
さ
い
の
精
神
に
富
み
、
無
形
の
こ
と
を
考
え
る
の
を
得
意
で
は
な
い
。
だ
か
ら
か
れ
ら
の
哲
学
は
、
経
験
学
派
に
流
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
「
ヘ
ー
ゲ
ル
杯な

ど

は
頭

か
ら
詰つ

ま

ら
ぬ
も
の
と
看み

做な

し
て
研
究
を
し
な
か
つ
た
」
と
い
う
。

前
掲
誌
（
第
六
九
号
、
明
治
25
・
11
）
の
「
雑
録
」
に
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
（D

ialektik

）
ト
東
洋
哲
学
」（
園
田
宗
恵
）
の
小
論
が
の
っ
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
と
そ

の
弁
証
法
、
老
子
・
荘
子
・
淮え

南な
ん

子じ

（
古
今
の
逸
話
な
ど
に
つ
い
て
、
老
子
思
想
を
中
心
に
ま
と
め
た
書

―
二
十
一
巻
）
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。

「
ヘ
ー
ゲ
ル
」
ノ
頭
脳
ハ

　
論
理
器
械
ナ
リ

　
宇
宙
ノ
万
有
（
す
べ
て
）
ヲ
執と

り

テ
　
以も

っ

テ
　
之こ

れ

ヲ
論
理
上
に
推す

い

究き
ゅ
うシ

（
推お

し
き
わ
め
る
）
出
セ
リ

有
名
な
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
は
、
か
れ
の
発
明
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
エ
レ
ア
学
派
に
由
来
す
る
も
の
と
い
う
。

『
城
南
評
論
』（
第
九
号
、
明
治
25
・
11
）
に
の
っ
た
「
不
知
庵
主
人
の
文
学
範
囲
及
び
定
義
を
異

あ
や
し

む
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
不
知
庵
こ
と
内
田
魯ろ

庵あ
ん

（
一

八
六
八
〜
一
九
二
九
、
明
治
期
の
評
論
家
・
小
説
家
）
が
、
さ
い
ご
に
た
よ
っ
た
の
は
、
目
的
理
想
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
か
れ
は
古
今
の
詩
巻
や
哲
学
書
を
お
な
じ
箱
の

底
に
入
れ
て
葬
ろ
う
と
し
た
と
い
う
。

か
れ
の
言
に
い
は
く

　
カ
ン
ト
の
純
理
論
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ロ
ジ
ッ
ク
、
沙
翁
の
戯
曲
、
カ
ア
ラ
イ
ル
の
論
文
皆み

な

文
学
世
界
の
生
産
物
と
な
す
を
得
べ
し
と
…
…

『
文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』（
第
三
八
号
、
明
治
25
・
11
）
に
、「
審
美
論
（
其
二
）」
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
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審し
ん

美び

学が
く

（
美
や
芸
術
の
本
質
、
原
理
、
形
式
な
ど
を
究
め
る
学
問
。
こ
ん
に
ち
の
美
学

―
引
用
者
）
に
て

　
実じ

つ

（
内
容
、
中
味
）
に
対
し
て
い
ふ
と
き
は
、
単
に
象

し
よ
う

（
す
が
た
、

か
た
ち
）
と
い
い
む
よ
り
は
、
或
は
主
想
象
な
ど
い
ひ
、
或
は
仮か

象し
ょ
う（

か
り
の
す
が
た
、
形
）
と
い
ふ
べ
し
。
ヘ
エ
ゲ
ル
も
既す

で

に
仮
象
の
語
を
用
い
し
が
、
別
に
こ
れ
を
用
い
る
所ゆ

以え
ん

（
わ
け
）
を
ば
弁
ず
る
に
至
ら
ざ
り
し
な
り
。（
三
八
頁
）

『
国
民
之
友
』（
第
一
八
二
号
、
明
治
26
・
2
）
に
、
井
上
啓
次
郎
は
「
詩
歌
改
良
の
方
針
（
承
前
）」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
詩
作
を
試
み
た
哲
学
者
に
ふ
れ

て
い
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
例
に
ひ
い
て
い
る
。

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
少

し
ょ
う

壮そ
う

の
時と

き

（
わ
か
い
と
き
）
詩
を
作
り
し
も
、
其そ

の

後ご

は
探
求
的
学
術
に
従
事
せ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
も
詩
を
作
れ
る
と
あ
る
も
、
其そ

の

詩
甚は

な
はだ

拙せ
つ

悪あ
く

（
つ
た
な
い
）
に

し
て

　
一
首
も
人
に
示
す
に
足
る
も
の
な
し
…
…

『
国
民
之
友
』（
第
一
八
五
号
、
明
治
26
・
3
）
に
の
っ
た
「
偽に

せ

哲
学
者
の
大
僻へ

き

論ろ
ん

（
か
た
よ
っ
て
、
公
正
で
な
い
議
論
）」
は
、
高
橋
五
郎
（
一
八
五
六
〜
一
九
三
五
、

明
治
・
大
正
期
の
評
論
家
・
英
語
学
者
）
が
、
井
上
哲
次
郎
の
論
文
「
日
本
の
学
者
に
告
ぐ
」（『
国
民
之
友
』
第
一
一
一
号
に
発
表
、
明
治
24
・
3
）
に
反
論
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

独
逸
の
大
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
曰い

は
ず
や

―
「
宗
教
は
霊
神
と
霊
神
と
の
関
係
を
以も

っ

て
基
礎
と
為な

す
、
…
…

『
国
民
之
友
』（
第
一
八
八
号
、
明
治
26
・
4
）
の
「
特
別
寄
書

―
現
今
の
哲
学
問
題
（
中
島
力
造
）」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。
中
島
に
よ
る
と
、
い

ま
哲
学
者
が
力
を
つ
く
し
て
考
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
わ
れ
わ
れ
に
直
接
関
係
が
あ
る
哲
学
問
題
だ
と
い
う
。
十
九
世
紀
の
は
じ
め
ご
ろ
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
セ
リ
ン
グ
、
ヘ

ー
ゲ
ル
な
ど
の
勢
力
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
重
要
な
哲
学
問
題
と
い
え
ば
“
絶
対
”（
宇
宙
の
究
極
原
理
）
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
っ
た
。
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ヘ
ー
ゲ
ル
の
死
後

　
其そ

の

学
派
分
離
せ
し
以
来
、
非
経
験
学
派
漸ぜ

ん

次じ

其そ
の

勢
力
を
失

う
し
な

ひ
、
経
験
を
重
ん
ず
る
の
傾け

い
こ
う向

年
を
経へ

て
勢
力
を
得え

、
大

お
お
い

に
超
絶
対
的
学
派
を
排

お
し
の

く
る
の
姿

す
が
た

を
呈て

い

せ
り

『
青
山
評
論
』（
第
三
五
号
、
明
治
26
・
4
）
の
「
論
説

―
近
代
厭え

ん

世せ
い

哲
学
（
承
前
）

―
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
厭
世
哲
学
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

　
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル

　
彼か

れ
自
身
の
生
涯
は

　
誠
に
憐

あ
わ
れ

む
べ
し

　
彼か

れ
当
時
の
大
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
と
争

あ
ら
そ
うて

勝か

つ
能あ

た

は
ず

　
当
時
の
大
神
学
者
シ
ユ
ラ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
と
争
て

勝
利
能
は
ず
…
…

北
村
透と

う

谷こ
く

（
一
八
六
八
〜
九
四
、
明
治
期
の
評
論
家
・
詩
人
）
は
、
小
文
「
人
生
の
意
義
」
を
『
文
学
界
』（
第
五
号
、
明
治
26
・
5
）
に
発
表
し
た
。
同
人
に
よ
る
と
、

人
間
の
ほ
か
に
人
間
を
研
究
す
る
者
は
い
な
い
と
い
う
。
ラ
イ
フ
（
命

い
の
ち

）
あ
る
者
の
ほ
か
に
、
ラ
イ
フ
を
研
究
す
る
者
は
い
な
い
と
い
う
。
北
村
の
こ
の
小
論
の
な
か
に
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
す
る
と
、
唯
心
論
（
世
界
の
本
体
、
現
象
の
本
質
は
精
神
に
あ
る
と
い
う
論
）
は
悪
と
す
れ
ば
、—

カ
ン
ト
で
も
ヘ
ー
ゲ
ル
で
も
、
ス
ピ
ノ
ザ
で
も
御お

相あ
い

手て

に
成な

さ
れ
て
、
主
観
的
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
で
も

　
客
観
的
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
で
も
、
絶
対
的
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
で
も

　
何

で
も
彼
で
も
撃
ち
平

た
い
ら

げ
ら
れ
た
が
宣

よ
ろ
し

か
ら
ふ
と
存ぞ

ん

ず
る
な
り
。

『
文
学
界
』（
第
七
号
、
明
治
26
・
7
）
の
「
彙
報

―
純
美
文
学
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

ロ
ッ
ツ
エ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
徒
を
も
驚
か
し
、
沙
翁
ギ
ヨ
ー
テ
の
と
も
が
ら
も
之
を
聴
き
て
は
地
下
に
う
ろ
た
へ
や
せ
む
と
不
知
庵
の
主
人
に
罵

あ
な
ど

ら
れ
け
る
…
…

西
村
茂
樹
著
『
読
書
次
第
』（
博
文
館
、
明
治
26
・
7
）
は
、
読
書
論
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
読
者
は
ま
ず
正
心
修
身
の
道

―
道
徳
学
を
ま
な
ん
だ
の
ち
、
専
門

の
勉
強
を
す
べ
き
と
い
う
。
は
じ
め
に
和
漢
の
書
か
ら
入
り
、
西
洋
の
書
に
い
た
っ
た
ら
よ
い
が
、
西
洋
書
が
よ
め
る
よ
う
に
な
る
に
は
多
少
の
歳
月
が
必
要
な
の
で
、
訳
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書
に
よ
っ
て
講
究
す
る
も
よ
し
、
と
い
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
に
は
心
性
学
や
道
徳
学
の
良
書
が
あ
る
の
で

―
。「
独
逸
ノ
学
士
ニ
テ
坎カ

ン
ト徳

、
黒ヘ

ー
ゲ
ル

傑
爾
ノ
一
家

（
ふ
た
り
の
学
者
）」
を
よ
む
べ
き
と
い
う
（
四
八
頁
）。

『
教
育
時
論
』（
第
三
〇
〇
号
、
明
治
26
・
8
）
の
「
理
科

　
哲
学

―
哲
学
と
は
何
ぞ
や
」
は
、
中
島
力
造
の
講
演
筆
記
で
あ
る
。
中
島
に
よ
る
と
、
哲
学
は
原
理
を
研

究
す
る
学
問
だ
と
い
う
。
哲
学
者
の
な
か
で
も
、
哲
学
の
定
義
が
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
い
う
。

例
え
ば
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
あ
た
り
の
哲
学
を
考
へ
た
事
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ヴ
ン
ト
杯な

ど

哲
学
と
い
ふ
事
と
は
多
少
異

こ
と
な

っ
て
居お

り
ま
す
、
…
…

戸
川
秋
骨
（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
九
、
明
治
期
の
評
論
家
・
英
文
学
者
、
の
ち
山
口
高
校
教
授
）
が
、『
文
学
界
』（
第
一
一
号
、
明
治
26
・
8
）
に
寄
せ
た
小
文
「
ゲ
ー

テ
の
小
河
の
歌
を
読
む
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

一い
っ
ぴ
き疋

の
犬
、
霊れ

い

の
如ご

と

く
又ま

た

獣け
も
のの

如ご
と

し
と
は
フ
ア
ウ
ス
ト
の
想
な
り
、
一
個
の
茶ち

ゃ

碗わ
ん

す
ら
猶な

お

宇
宙
万
有
を
包つ

つ

め
り
と
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
理
な
り
と
か
や
…
…

『
教
育
時
論
』（
第
三
〇
七
号
、
明
治
26
・
10
）
の
「
理
科

　
哲
学

　
哲
学
の
必
用
（
承
前
）」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
言
及
が
あ
る
。

理
学
（
哲
学
）
は
克よ

く
真し

ん
に
ょ如

（
真
理
）
の
骨
を
露あ

ら

は
さ
し
め
た
る
か
、
神
の
本
体
を
訐あ

ば

き
得え

た
る
か
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
は
、
理
学
の
為た

め

に
破や

ぶ

ら
れ
た
る
か
…
…

『
早
稲
田
文
学
』（
第
四
九
号
、
明
治
26
・
10
）
に
、
金
子
馬
治
は
「
希ギ

リ
シ
ヤ臘

美
学

―
プ
ラ
ト
ン
の
美
論
」
の
小
文
を
寄
せ
た
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
そ
の
他
の
哲
学
者

の
美
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

凡お
よ

そ
美び

は
製
作
品
其そ

の

物
に
は
存
ぜ
ず
し
て

　
製
作
品
の
人じ

ん

心し
ん

中ち
ゅ
うに

引
起
こ
す
幻
象
其そ

の
物
に
存ぞ

ん

せ
り
と
は

　
近
世
シ
ル
レ
ル
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ハ
ル
ト
マ
ン
等
の
最
も
明

あ
き
ら
かに

唱
し
よ
う

道ど
う

せ
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し
所
な
り

『
教
育
時
論
』（
第
三
〇
八
号
、
明
治
26
・
11
）
に
、「
理
科

　
哲
学

―
哲
学
の
必
要
（
承
前
）」
の
小
文
が
の
っ
て
い
る
。
記
者
に
よ
る
と
、
哲
学
は
一
起
一
伏
、
確
定

す
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
一
つ
の
哲
学
体
系
を
も
っ
て
、
そ
の
学
問
の
終
局
（
結
末
）
と
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。

　
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
詭
弁
派
を
打
破
し
、
プ
ラ
ト
ー
は
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
に
、
デ
カ
ル
ト
は
、
ロ
ツ
ク
に
、
ウ
ヨ
ル
フ
は
カ
ン
ト
に
、
セ
ル
リ
ン
グ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ

ヨ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
に
、
シ
ヨ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
は
ハ
ル
ト
マ
ン
に
敗
ら
る

『
教
育
時
論
』（
第
三
一
〇
号
、
明
治
26
・
11
）
の
「
理
科

　
哲
学

―
ヘ
ー
ゲ
ル
後
ノ
哲
学
」
は
、
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
哲
学
界
に
君
臨
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
凋
落
し

た
理
由
や
そ
の
後
哲
学
者
が
建
て
た
学
説
を
略
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
が
落
ち
ぶ
れ
た
第
一
の
原
因
は
、「
其
ノ
カ
ン
ト
ノ
一
面
相
ノ
叙
説
タ
リ
シ
ガ
故

ナ
リ
」
と
い
う
。
第
二
の
原
因
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
建
て
た
知
識
論
は
、「
世
ノ
思
想
ト
相あ

い

容い
れ

ル
ヽ
コ
ト
能あ

た

ハ
ズ
」
点
に
あ
っ
た
。

『
文
学
界
』（
第
一
二
号
、
明
治
26
・
12
）
の
「
お
も
影

　
其
一
（
風
潭
）」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
え
る
。
井
上
哲
二
郎
は
、
東
西
比
較
哲
学
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
世
界
で
じ
ぶ
ん
だ
け
だ
と
大
言
壮
語
し
、
ベ
ル
リ
ン
や
パ
リ
の
哲
学
者
を
お
ど
ろ
か
し
た
と
い
う
。
日
本
に
お
い
て
は
ぐ
く
ま
れ
た
新
し
い
思
想
が
あ
る
わ
け
で

な
く
、
ま
た
哲
学
の
大
家
も
い
な
い
。

カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ヨ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
な
ど
、
お
の
が
じ
ゝ
（
自
恃

―
じ
ぶ
ん
を
た
よ
る
）
其そ

の

宗し
ゅ
う（

学
派
）
を
立
て
て
其
学
派
の
講
釈
こ
そ
き
か
る
れ
…
…

『
早
稲
田
文
学
』（
第
五
〇
号
、
明
治
26
・
12
）
に
、「
シ
ヨ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
」（
す
み
ゞ
の
や
）
の
小
論
が
の
っ
た
が
、
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
引
き
あ
い
に
出
さ
れ

て
い
る
。
記
者
に
よ
る
と
、
シ
ヨ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
は
厭
世
思
想
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ひ
ろ
め
た
仏
教
的
な
隠い

ん

士し

（
隠
者
）
だ
と
い
う
。
か
れ
は

―

時
の
大
家
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
エ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
を
甚

は
な
は
だし

く
冷
笑
し 

甚
し
く
罵ば

倒と
う

し
て

　
我
が
哲
学
は
人
生
の
中
心
よ
り
迸ほ

う

出し
ゅ
つせ

る
（
ほ
と
ば
し
る
）
哲
学
な
り
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と
い
っ
た
。

『
日
本
評
論
』（
第
五
八
号
、
明
治
26
・
12
）
の
「
雑
詠
」
に
、「
シ
ヨ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
」
の
小
記
事
が
の
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち

―
、

　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
次つ

き
て
世
人
の
持も

て
囃は

や

す
所
と
な
り
し
も
の
は
シ
ヨ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
に
し
て
、
そ
の
大た

い

名め
い

（
高
名
）
の
初
め
て
公

お
お
や

け
に
知
ら
れ
た
る
は
、
彼
が
廿
六
歳
の
時
な
り

き
。

『
教
育
時
論
』（
第
三
一
五
号
、
明
治
27
・
1
）
の
「
理
科

　
哲
学

―
哲
学
攻
究
の
方
法
」（
松
本
文
三
郎
）
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
そ
の
他
の
大
物
哲
学
者
を
例
に
ひ

い
て
い
る
。
記
者
に
よ
る
と
、
哲
学
者
に
な
る
に
は
、
い
く
つ
か
の
条
件
を
み
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

―
そ
の
見
識
が
高
ま
い
で
あ
る
こ
と
。
着
眼
点
が
す
ぐ
れ
て
い
る

こ
と
。
そ
れ
ら
を
養
う
に
は
、
古
今
の
す
ぐ
れ
た
人
物
の
著
作
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
読
み
味
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

古
代
に
あ
り
て
は
、「
プ
ラ
ト
ー
」、「
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
」、
近
代
に
あ
り
て
は
「
カ
ン
ト
」、「
ヘ
ー
ゲ
ル
」
如ご

と

き
輩は

い

の
大
著
を
取と

り
、
之こ

れ

を
熟
読
玩が

ん

味み

す
る
に
如し

く
は
な
し
、

…
…

同
誌
同
号
に
は
、
こ
の
あ
と
「
ヘ
ー
ゲ
ル
後
ノ
哲
学
」（
久
津
見
息
忠
）
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
オ
ア
の
倫
理
学
、
ハ
ル
ト
マ
ン
（
一
八
四
二
〜
一
九
〇
六
、
ド
イ
ツ

の
哲
学
者
）
に
つ
い
て
の
小
論
が
の
っ
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
え
る
の
は
ハ
ル
ト
マ
ン
の
章
句
で
あ
る
が
、
大
学
生
の
と
き
ヘ
ー
ゲ
ル
や
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
オ
ア
を
学

び
、
大
い
に
う
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ハ
ル
ト
マ
ン
ノ
哲
学
ハ
広
大
ナ
リ
、
深し

ん

邃す
い

ナ
リ
（
学
問
が
ふ
か
い
）　
知
見
ト
超

ち
よ
う

凡ぼ
ん

ナ
ル
（
凡
人
の
域
を
で
て
い
る
）
想そ

う

考こ
う

ト
ニ
富
ミ
、
巧た

く

ミ
ニ
シ
ヨ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
ト

　
ヘ
ー
ゲ

ル
ト
ヲ
調
和
シ
テ
、
一ひ

と

ツ
ノ
大お

お

ヒ
ナ
ル
思
弁
的
教
系
ヲ
成
シ
タ
ル
コ
ト
、
実
ニ
欽き

ん

迎げ
い

ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
…
…
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『
文
学
界
』（
第
一
三
号
、
明
治
27
・
1
）
に
の
っ
た
戸
川
秋
骨
の
「
変
調
論
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
戸
川
に
よ
る
と
、
人
間
の
歴
史
は
、
建
設
と
破
壊

と
の
歴
史
だ
と
い
う
。
一
系
統
が
起
る
と
、
他
の
系
統
を
や
ぶ
る
。
や
ぶ
ら
れ
る
と
建
て
、
建
て
て
は
や
ぶ
ら
れ
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
哲
学
に

や
ぶ
ら
れ
た
。

カ
ン
ト
の
哲
学
は

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
取
ら
ざ
る
処

と
こ
ろ

に
し
て

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
は

　
又ま

た

シ
ヨ
ッ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
好こ

の

ま
ざ
る
処

と
こ
ろ

な
り
、
…
…

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
五
七
号
、
明
治
27
・
1
）
に
、「
露
国
思
想
界
の
近
況
」（
露
国
神
学
士

　
小
西
増
太
郎
）
が
の
っ
て
お
り
、
こ
の
な
か
で
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ

ル
の
移
入
史
に
ふ
れ
て
い
る
。
一
八
三
〇
年
代
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
（
汎

パ
ン
テ
イ
ス
ム
ス

心
論

―
万
物
は
神
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
万
物
に
神
が
宿
っ
て
い
る
。
万
物
は
神
そ
の
も
の
で

あ
る
と
の
説
）
が
ロ
シ
ア
に
入
る
や
、
に
わ
か
に
社
会
の
現
象
が
一
変
し
た
。
文
学
や
史
学
に
そ
の
主
義
が
ひ
ろ
ま
っ
た
と
い
う
。

彼か

の
有
名
な
文
学
評
論
家
ウ
、
ペ
リ
シ
ス
キ
ー
（
ベ
リ
ー
ン
ス
キ
ィ
［
一
八
一
一
〜
四
八
］
ロ
シ
ア
の
評
論
家
。
一
時
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
心
酔
）
一
派
の
如
き
は
、
ヘ
ー
ゲ
リ
氏

の
主
義
を
文
学
に
応
用
し
た
り
…
…

『
早
稲
田
文
学
』（
明
治
27
・
1
〜
2
）
に
、「
シ
ヨ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
」（
す
み
ゞ
の
や
）
の
小
論
が
二
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
オ
ア
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
略
述
し
た
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
オ
ア
は
、
一
八
二
〇
年
の
夏
期
か
ら
一
週
六
時
間
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
講

ド
ツ
エ
ン
ト師

と
な
り
、

教
授
ヘ
ー
ゲ
ル
を
超
え
て
不
変
の
成
功
を
お
さ
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
出
席
の
生
徒
が
だ
ん
だ
ん
へ
っ
て
、
つ
い
に
講
座
か
ら
身
を
ひ
く
に
い
た
っ
た
。
当
時
、
ヘ
ー

ゲ
ル
の
名
声
は
世
間
に
と
ど
ろ
い
て
お
り
、
学
生
も
し
ぜ
ん
か
れ
の
講こ

う

筵え
ん

（
講
義
の
席
）
に
出
る
の
は
む
り
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。

彼か

れ
す
な
わ
ち
思お

も

へ
ら
く
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ベ
子
ッ
ケ
ー
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
デ
ュ
ア
ル
ト
・
ベ
ネ
ッ
ケ
［
一
七
九
八
〜
一
八
五
四
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
の
ち
ベ
ル
リ
ン
大
学

教
授
］
と
は

　
必ひ

つ

定
じ
よ
う

我わ

が
失
敗
の
原
因
な
ら
ん
と
…
…
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『
教
育
時
論
』（
第
三
一
八
号
、
明
治
27
・
2
）
の
「
理
科

　
哲
学

―
ヘ
ー
ゲ
ル
後
ノ

哲
学
［
完
］」
は
、
同
誌
（
三
一
五
号
）
の
つ
づ
き
で
あ
り
、
こ
の
号
を
も
っ
て
完
結
し

て
い
る
。
こ
の
稿
は
「
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
、
イ
ー
、
ス
ミ
ス
」（
不
詳
）
の
摘
録
の
ほ
か
、

諸
書
を
参
考
に
し
な
が
ら
卑
見
を
の
べ
た
も
の
と
い
う
。

『
同
志
社
文
学
』（
第
七
四
号
、
明
治
27
・
2
）
の
「
論
説
」
に
、「
哲
学
の
勧
め
」（
森

田
久
万
人
）
が
の
っ
て
い
る
。
執
筆
者
に
よ
る
と
、
世
間
に
は
“
哲
学
”
の
名
を
き
い
た

だ
け
で
、
そ
れ
が
ど
ん
な
も
の
か
調
べ
も
せ
ず
、
一
言
を
も
っ
て
拒
否
す
る
人
が
い
る
が
、

こ
れ
は
う
け
入
れ
が
た
い
と
い
う
。
願
わ
く
は
古
今
の
思
想
の
あ
と
を
た
ど
り
、
細
か
く

考
察
し
て
ほ
し
い
と
。
試
み
に
哲
学
の
歴
史
を
み
る
と
、
古
代
よ
り
下
っ
て

―

　
ベ
ー
コ
ン
の
帰
納
法
、
デ
カ
ー
ト
の
自
吾
論
、
ロ
ッ
ク
の
智
識
論
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
実
物
論
、
カ
ン
ト
の
純
理
論
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
体
論
、
ロ
ツ
チ
エ
ノ
実
在
論
、
是こ

れ
皆み

な

哲

学
進
歩
の
段
楷
を
成な

し
居お

る
に
あ
ら
ず
や
…
…
（
六
三
頁
）

渋し
ぶ

江え

保た
も
つ（

一
八
五
七
〜
一
九
三
〇
、
江
戸
後
期
の
儒
医
・
渋
江
抽

ち
ゅ
う

斎さ
い

の
七
男
。
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
英
学
者
。
尺せ

き

振し
ん

八ぱ
ち

の
共
立
学
舎
、
東
京
師
範
学
校
、
慶

応
義
塾
に
ま
な
ぶ
。
著
述
家
）
の
述
作
『
哲
学
大
意

　
全
』（
博
文
館
、
明
治
27
・
2
）
は
、
初
学
者
の
た
め
に
哲
学
の
大
要
を
ま
な
ば
せ
る
た
め
に
編
ん
だ
も
の
で
、
難

解
の
議
論
は
つ
と
め
て
、
こ
れ
を
さ
け
た
と
い
う
（「
小
引
」）。

本
書
は
、

―
総
論

　
第
一
巻

　
哲
学
の
論
拠

　
第
二
巻

　
哲
学
小
史

　
第
三
巻

　
論
理
学

　
第
四
巻

　
心
理
学

　
第
五
巻

　
倫
理
学

　
第
六
巻

　
社
会
学

　
第
七
巻

　

法
理
学

　
附
録

　
東
西
哲
学
諸
派
系
譜
（
略
系
）
か
ら
成
る
。

さ
い
ご
の
「
東
西
哲
学
諸
派
系
譜
」
の
な
か
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。

澁江保編著『哲学大意』
（博文館、明治27・２）。［筆者蔵］
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フ
井
ヒ
テ

一
七
六
二
年
生
、
一
八
一
四
年
死
。

（
六
）　
カ
ン
ト
派

シ
エ
リ
ン
グ

一
七
七
五
年
生
、
一
八
五
四
年
死
。

初は
じ

メ
フ
井
ヒ
テ
ノ
門も

ん

ニ
入
リ
シ
ガ
、
後の

ち

分ぶ
ん

離り

シ
テ
更さ

ら

ニ
自
然
哲
学
ト
名な

ず

ク
ル
一
新
派
ヲ
立
テ
リ

ヘ
ー
ゲ
ル

一
七
七
〇
年
生
、
一
八
三
一
年
死
。

カ
ン
ト
ノ
派
ニ
属
ス
。
其
の
派
、
保
守
、
進
取
ノ
二
ツ
ニ
分
カ
ル
。

ス（
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
）

コ
ペ
ン
ノ
ー
エ
ル

カ
ン
ト
ノ
門
弟
ト
称
ス

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
二
月
、
渋
江
保
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
歴
史
哲
学
」
を
英
訳
か
ら
重
訳
し
た
。
定
本
は
「
レ
ク
チ
ユ
ア
ス
、
オ
ン
、
ゼ
、
フ
井
ロ
ソ
フ
井
ー
、

オ
フ
、
ヒ
ス
ト
リ
」（Lectures on the philosophy of history

）
で
あ
る
、
と
「
例
言
」
に
あ
る
が
、
訳
者
・
版
元
・
刊
行
年
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

題
し
て

―
、『

ヘ
ー
ゲ
ル
原
著

渋
江
保
訳
述

　
歴
史
研
究
法 

上
・
下
巻
』（
博
文
館
、
上
巻
は
明
治
27
・
2
、
下
巻
は
明
治
27
・
3
刊
行
）
と
い
う
。
同
書
は
お
そ
ら
く
明
治
期
に
刊
行

さ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
翻
訳
と
し
て
は
本
邦
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

上
巻
（
一
八
〇
頁
あ
る
）
の
内
容
は

―

総
論

　
歴
史
の
地
理
学
的
論
拠

　
歴
史
的
論
拠
の
分
類

　
第
一
編

　
東
洋
世
界

　
総
論

　
原
著
者
ヘ
ー
ゲ
ル
の
伝
（
訳
者
に
よ
る
と
、
ゴ
ス
ウ
井
ツ
ク
氏
の
独
逸

文
学
史
に
よ
っ
て
著
者
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
の
伝
記
を
の
せ
た
、
と
い
う
。「
読
者
こ
の

伝
記
を
参
照
し
て

　
著
者
の
人
と
な
り
を
明
か
に
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
ふ
」
と
あ

る
。
一
六
九
〜
一
八
〇
頁
ま
で
）。

下
巻
（
二
〇
〇
頁
あ
る
）
の
内
容
は

―
、

第
一
編

　
東
洋
世
界

　
第
一
章

　
支
那

　
第
二
章

　
印
度

　
第
三
章

　
埃エ

ジ
プ
ト及

　

第
二
編

　
希ギ

リ
シ
ャ臘

　
総
論

　
第
一
章

　
希
臘
精
霊
の
元
素

　
第
二
章

　
雅ア

セ
ン
ズ典

（
ア
テ

ネ

―
引
用
者
）　
第
三
章

　
土ス

パ

ル

タ

巴
爾
遠

　
第
四
章

　
馬マ

セ
ド
ニ
ア

基
頓
王
国

　
第
五
章

　

『歴史研究法　上巻』
（本邦初のヘーゲルの翻訳）。［筆者蔵］
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希
臘
精
霊
の
滅
亡

　
第
三
編

　
羅ロ

ー
マ馬

世
界

　
総
論

　
第
一
章

　
上
古
（
古
代
）
よ
り
第
二
ピ
ユ
ニ
ツ
ク
戦
（
ポ
エ
ニ
戦
争
）
に
至
る

　
第
一
節

　
羅
馬
の
精
霊
の
元
素

　
第
二
節

　

上
古
よ
り
第
二
ピ
ユ
ニ
ツ
ク
戦
に
至い

た

る
迄ま

で

の
羅
馬
史

　
第
二
章

　
第
二
ピ
ユ
ニ
ツ
ク
戦
よ
り
帝
政
時
代
に
至
る

　
第
三
章

　
帝
政
時
代
よ
り
衰
亡
の
時
代
に
至
る

　
第
一
節

　
帝
政

時
代

　
第
四
編

　
独
逸
世
界

　
総
論

　
第
一
章

　
中
古
（
上
古
と
近
古
と
の
あ
い
だ
）　
緒
言

　
第
一
節

　
封
建
制
度
及
び
宗
門
政
治

　
第
二
章

　
近
世

　
第
一
節

　
宗
教
改
革
か

政
治
的
進
歩
の
上
に
及
ほ
し
た
る
影
響

　
第
二
節

　
仏
国
革
命

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
と
、
本
書
の
目
的
は
、
世
界
の
哲
学
的
歴
史
を
講
ず
る
に
あ
る
と
い
う
。
世
界
の
哲
学
的
歴
史
と
は
、
世
界
に
つ
い
て
の
一
般
的
観
察
を
編
ん
だ
も
の

の
意
で
な
く
、
全
般
的
歴
史
そ
の
も
の
の
意
味
だ
と
い
う
。

『
心
海
』（
第
七
号
、
明
治
27
・
3
）
の
「
論
説

―
有
神
哲
学
上
の
三
大
観
念
」（
石
川
喜
三
郎
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
近
世
哲
学
に
お
け
る
、

―

　
セ
ル
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
体
実
在

9

9

9

9

、
ハ
ー
ト
マ
ン
の
無
意
識
実
体

9

9

9

9

9

、
ス
ペ
ン
セ
ル
の
不
可
思
議
実
体

9

9

9

9

9

9

等
は 

皆
こ
れ
神
の
観
念
に
附
せ
る
称

し
ょ
う

名み
ょ
う（

ね
ん
ぶ
つ
）
に
し
て 

同
物

異
名
た
つ
に
過
ぎ
ず
。

『
国
民
之
友
』（
第
二
二
三
号
、
明
治
27
・
4
）
の
「
批
評
」
に
、
中
江
兆
民
の
重
訳
の
こ
と
が
出
て
い
る
。
そ
の
訳
本
は

―
、

道
徳
学
大
原
論
前
編

　
独
乙

　
ス
コ
ペ
ノ
ー
エ
ル
氏
著

仏
蘭
西

　
ピ
ユ
ー
ル
ド
ー
氏
訳

中
江
篤
介
氏
重
訳

　
　
　
　
　

一
　
二

　
三

　
館
蔵
版

　
　
　

と
い
う
。
同
書
の
講
評
者
に
よ
る
と
、
中
江
篤と

く

助す
け

（
兆
民
の
こ
と
）
氏
は
ま
こ
と
に
フ
ラ
ン
ス
学
者
だ
と
い
う
。
し
か
も
フ
ラ
ン
ス
風
の
発
音
法
を
知
っ
て
い
る
だ
け
だ
と

い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
ド
イ
ツ
に
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
オ
ア
（Schopenhaur

）
と
い
う
哲
学
者
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、“
ス
コ
ペ
ノ
ー
エ
ル
”
と
い
う
人
名
が
あ
る
の

を
知
ら
な
い
と
い
う
。
最
近
で
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
オ
ア
の
名
は
、
日
本
で
も
聞
か
れ
る
か
ら
、
彼
を
知
っ
て
い
る
こ
と
は
け
っ
し
て
博
学
の
あ
か
し
に
な
ら
ぬ
と
い
う
。
シ

ョ
ー
ペ
ン
ハ
オ
ア
は
、
一
種
奇
説
を
も
っ
て
、
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当
時
盛
ん
に
持も

て

囃は
や
すさ

れ
た
る
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
フ
井
ヒ
テ
、
シ
エ
ル
リ
ン
グ
等
を
疾し

っ

視し

（
に
く
ん
で
見
る
）
す
る
こ
と
蛇だ

蝎か
つ

（
へ
び
と
さ
そ
り
）
の
ご
と
し
、

と
い
う
。
か
れ
は
と
く
に
ヘ
ー
ゲ
ル
と
フ
ィ
ヒ
テ
を
ひ
じ
ょ
う
に
き
ら
い
、「
売ば

い

哲
学
者
」（
哲
学
を
売
り
も
の
に
し
て
い
る
哲
学
者
の
意
）Philosophie-Professoren 

と

呼
ん
で
、
罵
倒
し
た
。

『
教
育
時
論
』（
第
二
二
五
号
、
明
治
27
・
4
）
の
「
理
科

　
哲
学

―
哲
学
に
関
す
る
謬

び
ゅ
う

見け
ん

（
ま
ち
が
っ
た
見
解
）（
松
本
文
三
郎
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く

る
。
論
者
い
わ
く

―
哲
学
は
人
生
に
お
い
て
無
用
な
も
の
か
。
哲
学
の
根
本
に
つ
い
て
の
解
釈
は
一
定
し
て
い
な
い
か
ら
、
と
う
て
い
一
つ
の
科
学
と
し
て
成
立
し
な
い

と
い
う
。看み

よ
古こ

来ら
い

の
哲
学
系
統
、
甲こ

う

起た

ち
て
乙お

つ

仆た
お

る
、「
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
」
や
「
カ
ン
ト
」
や
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
」
や
、
彼か

れ
豈あ

に

蓋か
い

世せ
い

の
英え

い

傑け
つ

に
非あ

ら

ず
や
（
か
れ
ら
は
一
世
を
圧
倒
す
る
ひ

じ
ょ
う
に
す
ぐ
れ
た
人
物
で
は
な
い
か
）

『
早
稲
田
文
学
』（
明
治
27
・
4
）
に
、「
カ
ン
ト
前
の
美
論
の
大
勢
」（
Ｕ
・
Ｋ
）
が
の
っ
た
が
、
こ
の
な
か
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
美
学
観
に
ふ
れ
て
い
る
。

近
代
の
美
学
は

　
実じ

つ

に
此こ

の
問
題
を
も
て
中
心
点
と
せ
り
、
例た

と

へ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
心
理
の
感
覚
界
に
現
れ
た
る
を
美
と
説
け
る
、
シ
ヨ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
が
自
然
の
美

　

及
び
美
術
は
、
差さ

別べ
つ

の
中
に
平
等
を
宿
ら
せ
る
も
の
な
り
と
説
け
る
…
…

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
六
一
号
、
明
治
27
・
5
）
の
「
雑
記

―
歴
史
の
価
値
と
厭
世
思
想
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
記
者
に
よ
る
と
、
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
、
史
学
が
隆
盛
に
お
も
む
い
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
大
哲
学
者
ら
が
歴
史
哲
学
（
歴
史
過
程
お
よ
び
歴
史
認
識
を
あ
つ
か
う
哲
学
の
部
門
）
を
説
い
た
こ
と
に
一

大
原
因
が
あ
る
と
い
う
。

フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
又ま

た

特と
く

に
ヘ
ー
ゲ
ル
は

　
其そ

の

哲
学
上
の
根
本
思
想
よ
り
し
て

　
此
世
の
歴
史
の
進
行
に
一
定
の
趣
向
す
る
（
あ
る
方
向
に
む
か
う
）
所
あ
り
と
認
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め
た
り

　
彼
等
に
取
り
て
は
歴
史
上
の
変
遷
は

　
意
味
な
き
事
実
の
連
続
に
あ
ら
ず

　
一
趣
意
の
実
現
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
者
な
り
…
…

中
沢
臨り

ん

川せ
ん

（
一
八
七
八
〜
一
九
二
〇
、
明
治
・
大
正
期
の
評
論
家
）
の
「
信
仰
の
廓

く
わ
く

清せ
い

」（『
明
星
』
第
五
号
、
明
治
27
・
5
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
に
ふ
れ
た
く
だ

り
が
あ
る
。

懐
疑
は
信
仰
の
別
名
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
弁
証
法
の
法ほ

う

式し
き

（
一
定
の
き
ま
り
）
を
籍か

り
て
曰い

わ

は
ゞ
、
神
に
対
す
る
総
念
の
進
化
で
あ
る
。

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
六
二
号
、
明
治
27
・
6
）
に
、
高
橋
五
郎
の
小
論
（「
フ
井
ヒ
テ
（Ficht

）
＝
学
者
の
天
職
」）
が
の
っ
た
が
、
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
オ
ア
は
、
性
格
が
ひ
じ
ょ
う
に
悪
か
っ
た
と
い
う
。

当
時
の
大
哲
学
者
（
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
エ
ル
リ
ン
グ
等
）
を
罵

の
の
し

り
て
之こ

れ

を
金
銭
の
奴
隷
と
な
せ
り
、
而

し
こ
う

し
て
己お

の

れ
は
無
神
説
を
唱と

な

へ
て
一い

つ

に
（
ひ
た
す
ら
）
破
壊
を
是こ

れ
事こ

と

と
し
た

り
、
…
…

『
心
海
』（
第
一
〇
号
、
明
治
27
・
6
）
の
「
論
説

―
有
神
哲
学
上
の
三
大
観
念
」（
石
川
喜
三
郎
）
は
、
汎
神
論
（
一
切
の
存
在
は
神

―
神
と
世
界
は
一
体
と
い
っ

た
哲
学
論
）
の
性
質
に
つ
い
て
論
評
し
た
も
の
で
あ
る
。
論
者
は
こ
れ
を
“
客
観
的
万
有
神
教
”
と
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
小
論
の
な
か
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。

万
有
哲
学
は

　
即

す
な
わ

ち
『
客
観
的
万
有
神
教
』
に
し
て
、
こ
れ
が
主
唱
者
は
セ
ル
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
両
氏
な
り
。

『
早
稲
田
文
学
』（
第
六
六
号
、
明
治
27
・
6
）
に
の
っ
た
「
美
の
道
徳
的
価
値
を
論
じ
て
文
学
者
の
責
任
に
及
ぶ
」
に
、
ド
イ
ツ
の
重
要
な
美
学
者
と
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の

名
が
出
て
く
る
。
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近
世
独ド

イ
ツ乙

美
学
者
の
重お

も

な
る
者
、
カ
ン
ト
を
初
め
と
し
て

　
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ヨ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ハ
ル
ト
マ
ン
等
に
至
る
ま
で
、
或
は
善
な
る
理
想
、
或
は
抽
象
的
普
遍
真
理
、

或
は
絶
対
意
、
或
は
宇
宙
想
等
の
感
覚
的
再
現
を
も
て
美
な
り
と
論
ぜ
る
、
…
…

『
青
山
評
論
』（
第
四
八
号
、
明
治
27
・
6
）
の
「
学
海

―
東
洋
哲
学
研
究
の
必
要
を
論
ず
（
承
前
）」（
浅
井
豊
久
）
に
お
い
て
、
論
者
は
東
西
の
哲
学
を
比
較
対
照
し

て
、
そ
の
異
同
を
研
究
す
る
必
要
を
と
い
て
い
る
。
中
国
の
学
者
が
説
く
と
こ
ろ
の
も
の
に
、
西
洋
の
哲
学
者
の
所
説
と
の
類
似
点
が
あ
る
と
い
う
。

仏
教
、
陸り

く

象
し
ょ
う

山ざ
ん

（
一
一
三
九
〜
九
二
、
南
宋
の
学
者
）、
王お

う

陽よ
う

明め
い

（
一
四
七
二
〜
一
五
二
九
、
明
の
学
者
）
等
の
所
説
は

　
往
々
フ
イ
ヒ
テ
、
シ
エ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ベ
ル

ギ
ュ
リ
ー
諸
氏
の
唯
心
論
（
世
界
の
本
質
・
現
象
の
本
質
は
、
精
神
に
あ
る
と
い
う
論
）
に
類
似
す
る
が
如
き
…
…

『
早
稲
田
文
学
』（
第
六
七
号
、
明
治
27
・
7
）
の
「
米
国
の
新
文
豪
ヲ
ル
ト
、
ホ
イ
ツ
ト
マ
ン
」
は
、
小
学
校
教
育
を
う
け
た
の
ち
、
植
字
工
・
小
学
校
教
師
・
新
聞
や

雑
誌
の
編
集
者
と
な
っ
た
ウ
ォ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
（
一
八
一
九
〜
九
二
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
）
の
人
と
そ
の
作
風
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
か
れ
は
ま
た

古
今
の
哲
学
書
に
親
し
み
、
そ
の
思
想
を
や
し
な
っ
た
と
い
う
。

殊
に
プ（

プ
ラ
ト
ン
）

レ
ト
ー
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
フ
ィ
ヒ
テ
等
の
道
徳
論
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
発
達
論
の
ご
と
き
、
最
も
彼
れ
が
思
想
を
養
へ
る
も
の
な
り
き
、
…
…

井
上
哲
次
郎
の
「
我わ

が

世
界
観
の
一い

ち

塵じ
ん

」（
哲
学
会
講
演
、『
哲
学
雑
誌
』
第
九
巻
・
第
八
九
号
、
明
治
27
・
7
）
に
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
オ
ア
ら
の
唯
心
論
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

カ
ン
ト
に
依よ

つ
て
喚
起
さ
れ
て
其
観
念
は

　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
至
つ
て
極
度
に
達
し
て
居
り
ま
す
（
中
略
）
夫そ

れ

故ゆ
え

に
古
来
セ
リ
ン
グ
の
哲
学
を
客
観
的
唯
心
論
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、

ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ヨ
ッ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
等
の
哲
学
は

　
余よ

程ほ
ど

立た

て
方か

た

が
違
つ
て
居
り
ま
す
け
れ
共ど

も

　
矢や

張は

り
何い

ず

れ
も
唯
心
論
で
あ
り
ま
す
…
…
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『
青
山
評
論
』（
第
四
九
号
、
明
治
27
・
8
）
に
、
小
論
「
唯
物
論
に
就
い
て
」（
高
杉
栄
次
郎
）
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
唯
物
論
は
時
勢
の
変
せ
ん
と
と
も
に

多
少
浮
き
沈
み
が
あ
っ
た
が
、
近
年
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
の
な
か
に
、
唯
心
論
を
祖
述
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
。

　
カ
ン
ト
の
明め

い

哲て
つ

（
物
ご
と
に
よ
く
通
じ
て
い
る
こ
と
）　
シ
エ
リ
ン
グ
の
壮
麗

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
通つ

う

達た
つ

（
そ
の
道
に
深
く
達
し
て
い
る
）　
ロ
ツ
ツ
エ
の
精せ

い

微び

（
精
細
）
高
尙
な
る
概お

お

ね
唯
心
論
を
開か

い

発は
つ

せ
り
（
ひ
ら
き
は
じ
め
た
）

『
女
学
雑
誌
』（
第
三
九
一
号
、
明
治
27
・
8
）
の
「
論
説

―
美び

海か
い

の
藻も

屑く
ず

」
の
な
か
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
哲
学
は
科
学
を
総そ

う

括か
つ

し
て
あ
ま

す
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
、
戯
曲
（
演
劇
の
台
本
）
は
叙
事
詩
や
叙
情
詩
を
包ほ

う

含が
ん

し
、
劇
場
に
お
い
て
演
じ
ら
れ
る
と
き
は
、
百
芸
を
網も

う

羅ら

し
て
い
る
と
い
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
戯
曲
を
以
て
、
叙
事
詩
と
叙
情
詩
と
の
、
互

た
が
ひ

に
偏へ

ん

重ち
や
ふし

た
る
も
の
（
一
方
だ
け
を
重
ん
じ
る
）
を
、
一い

っ

致ち

せ
し
め
た
る
も
の
な
り
と
云い

ひ
ぬ
。

『
早
稲
田
文
学
』（
第
七
一
号
、
明
治
27
・
9
）
に
の
っ
た
「
文
学
の
解
釈
（
真
正
の
読
書
法
）」
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ダ
ウ
デ
ン
（
一
八
四
三
〜
一
九
一
三
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
文
芸
評
論
家
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学
者
）
の
所
説
の
翻
訳
で
あ
る
。
か
れ
に
よ
る
と
、
も
し
百
冊
ほ
ど
の
本
が
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
の
ど
の
本
を
選
ぶ
か
と
い
う
よ

り
、
そ
の
な
か
の
一
書
を
ど
の
よ
う
に
読
む
か
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
読
書
論
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。

吾ご

人じ
ん

（
わ
れ
わ
れ
）
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
に
隠い

ん

微び

（
よ
く
み
え
ぬ
も
の
、
奥
深
く
微
妙
な
と
こ
ろ
）
あ
る
を
聞
く
、
然し

か

れ
ど
も
隠
微
、
豈あ

に

ひ
と
り
ヘ
ー
ゲ
ル
の
有あ

る

の
み
あ
ら
ん
や
。

大
作
家
に
は
常
に
隠
微
あ
り
、
…
…

『
文
学
界
』（
第
二
二
号
、
明
治
27
・
10
）
に
、
戸
川
秋
骨
は
「
罔も

う

影え
い

録ろ
く

」（
一
種
の
宇
宙
論
の
よ
う
な
も
の
）
を
寄
せ
た
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

思お
も

ふ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所い

わ

謂ゆ
る

ス
ピ
リ
ッ
ト
霊れ

い

気き

な
る
も
の
は
、
常
に
六り

く

合ご
う

（
全
世
界
）
に
亘わ

た

り
て
活
動
す
、
然し

か

れ
ど
も
其そ

の
活
動
す
る
や
之こ

れ

を
人
間
の
心し

ん

裡り

（
心
の
う
ち
）
に
於お

い

て
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す
…
…

『
教
育
時
論
』（
第
三
四
六
号
、
明
治
27
・
11
）
の
「
時
事
寓ぐ

う

感か
ん

―
木
村
氏
の
倫
理
学
論
」
は
、
本
月
の
『
哲
学
雑
誌
』
に
お
い
て
、
さ
ら
に
続
稿
「
倫
理
学
ハ
実
践
学

ニ
非
ザ
ル
ヲ
論
ジ 

併あ
わ

セ
テ
中
学
校

　
師
範
学
校
等
ニ
該
学
科
ノ
必
要
ナ
ル
ヲ
説
ク
」
に
つ
い
て
批
評
し
た
も
の
で
あ
る
。“
木
村
氏
”
と
は
木
村
鷹た

か

太た

郎ろ
う

（
一
八
七
〇
〜
一

九
三
一
、
明
治
・
大
正
期
の
評
論
家
、
の
ち
『
日
本
主
義
』
を
発
刊
）
の
こ
と
で
あ
る
。

評
者
に
よ
る
と
、
木
村
は
じ
ぶ
ん
の
推
理
力
、
論
理
を
す
す
め
て
目
的
地
に
猛
進
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
。

カ
ン
ト
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル
も
、
其そ

の

学
説
を
浅せ

ん

薄ぱ
く

と
罵

あ
な
ど

ら
れ
、
孟も

う

子し

も
程て

い

朱し
ゆ

（
北
宋
の
大
学
者
・
程て

い

顥こ
う

や
南
宋
の
大
学
者
・
朱し

ゅ

喜き

を
い
う
）
も
、
鹵ろ

も
う

（
粗
略
）
と
嘲

あ
ざ
け

ら
れ
、
釈し

や

伽か

の

教
理
は
支
離
滅
裂
と
笑わ

ら

は
れ
た
り
。

『
心
海
』（
第
一
五
号
、
明
治
27
・
11
）
の
「
論
説

―
老
子
哲
学
一
班
（
前
号
の
続
き
）」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
学
術
社
会
に
名
を

と
ど
ろ
か
せ
た
プ
ラ
ト
ン
や
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
非
凡
な
る
思
想
を
も
っ
て
世
間
の
ひ
と
び
と
を
お
ど
ろ
か
し
た
が
、
そ
の
所
説
と
名
声
は
、
自
国
の
わ
く
内
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。

　
プ
ラ
ト
ー
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如
き
は

　
容
易
に
凡ぼ

ん

人じ
ん

の
及
ば
ざ
る
思
想
を
抱い

だ

き
　
天
下
の
諸
士
を
驚

お
ど
ろ

か
し
、
其そ

の

名な

は
四
方
に
輝
か
せ
し
か
ど
、
其そ

の
述
べ
る
と
こ
ろ
決け

っ

し
て
自
国
の

思
想
界
を
脱
す
る
能あ

た

は
さ
り
し
か

　
プ
ラ
ト
ー
は
ギ
リ
シ
ヤ
国
の

　
賢
哲
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ゼ
ル
マ
ニ
ヤ
（
ド
イ
ツ
）
の
哲
人
と
し
て
止
ま
り
し
の
み
、
…
…

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
六
八
号
、
明
治
27
・
12
）
の
「
欧
米
神
学
思
想
の
現
況
」（
小
崎
弘
道
）
に
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
リ
ッ
チ
エ
ル

（
一
八
二
二
〜
八
九
）
の
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
は
ボ
ン
大
学
で
ニ
ー
チ
ェ
に
つ
き
神
学
を
学
ん
だ
の
ち
、
ハ
ー
レ
大
学
に
転
じ
、
そ
こ
で
「
エ
ル
ド
マ
ン
の
膝

下
に
あ
り
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
を
学
ぶ
」
と
あ
る
。

『
心
海
』（
第
一
七
号
、
明
治
28
・
1
）
の
「
雑
記

―
露
国
思
想
界
の
顚て

ん

末ま
つ

（
承
前
）」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
今
世
紀
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
で
と
く
に
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礼れ
い

遇ぐ
う

優ゆ
う

待た
い

さ
れ
た
の
は
、「
シ
エ
リ
ン
グ
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
若し

く
は
な
か
り
し
（
の
よ
う
で
あ
る
）」
と
い
う
。

『
九
州
評
論
』（
第
二
号
、
明
治
28
・
2
）
に
の
っ
た
論
文
「
シ
ヨ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
厭
世
観
」（
鎌
田
亥
四
郎
）
の
「
中

　
厭
世
観
の
梗
概

―
一

　
観
念
と
し
て
の

世
界
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

シ
氏
（
シ
ェ
リ
ン
グ
）
の
哲
学
の
起
点
は

　
フ

井
ヒ
テ
、
セ
ー
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
と
同

お
な
じ

く
、
カ
ン
ト
の
主
観
的
唯
心
論
に
在あ

り
。
…
…

『
心
海
』（
第
一
八
号
、
明
治
28
・
2
）
の
「
雑
記

―
露
国
思
想
界
の
顚
末
一
班
（
承
前
）」
に
、
か
つ
て
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
教
義
を
大
い
に
批
評
し
た
ロ
シ

ア
人
と
し
て
ケ
ド
ロ
フ
氏
（
不
詳
）
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

『
心
海
』（
第
一
九
号
、
明
治
28
・
3
）
の
「
雑
記

―
露
国
思
想
界
顚
末
一
班
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
思
想
が
、
ロ
シ
ア
思
想
界
の
一
面
を
、
か
ご
の
中
に
入
れ
た
こ

と
は
じ
つ
に
意
外
だ
と
い
う
。
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
ス
タ
ン
ケ
ウ
井
チ
ユ
、
グ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
ペ
リ
ン
ス
キ
ー
、
ヲ
ガ
レ
フ
、
バ
ク
ー
ニ
ム
、
ゲ
ル
ツ
エ
ン
な
ど
の
思

想
家
が
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
を
崇す

う

尙
し
ょ
う

仰
ぎ
ょ
う

慕ぼ

（
あ
が
め
と
う
と
ぶ
）
せ
る
こ
と
神
の
ご
と
し
」
と
い
う
。

『
八は

っ

紘こ
う

』（
第
一
号
、
明
治
28
・
3
）
は
、
立
教
学
校
文
学
会
の
機
関
誌
で
あ
る
。
創
刊
号
の
「
論
説

―
新
年
の
新
思
想
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

哲
学
と
は
何な

ん

ぞ
、
古こ

人じ
ん

の
之こ

れ

を
釈

し
や
く

す
る
（
説
明
す
る
）
も
の

　
比ひ

ひ々

（
し
ば
し
ば
）
皆み

な

誤あ
や
まら

ざ
る
は
な
し
、
上
に
し
て
は
「
プ
ラ
ト
ン
」「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」、
中
に
し
て
は
、

「
ヘ
ー
ゲ
ル
」
よ
り
「
ヘ
ル
バ
ル
ト
」
に
至
り
、
下
に
し
て
は
「
ス
ペ
ン
サ
ー
」
…
…
の
如
き
皆み

な

然し
か

る
な
り

津
田
真ま

道み
ち

（
一
八
二
九
〜
一
九
〇
三
、
明
治
期
の
啓
蒙
的
官
僚
学
者
）
は
、『
東
京
学
士
会
院
雑
誌
』（
第
一
七
編
之
四
、
明
治
28
・
4
）
に
、
論
説
「
唯
物
論
」
を
発
表

し
た
。
こ
れ
は
じ
っ
さ
い
講
演
筆
記
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。

津
田
に
よ
る
と
、
唯
物
論
と
い
う
の
は
、
宇
宙
は
本
来
も
の
か
ら
成
っ
て
い
る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
ま
た
唯ゆ

い

心し
ん

論
（
世
界
の
本
体
、
現
象
の
本
質
は
、
精
神
に
あ
る
と

い
う
意
見
）
は
、
か
れ
に
よ
る
と
、
宇
宙
の
現
象
は
す
べ
て
ひ
と
の
こ
こ
ろ
に
帰
す
る
も
の
と
い
う
。

『
宇
宙
神
教
』（
第
四
巻
・
第
一
一
号
、
明
治
28
・
5
）
の
「
ハ
イ
子

（
ネ
）

が
事
を
記し

る

す
（
其
壹
）」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。「
ハ
イ
子
」
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
的
か
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つ
近
代
的
思
想
を
有
す
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
（
一
七
九
七
〜
一
八
五
六
、
ド
イ
ツ
の
詩
人
。
ボ
ン
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
の
各
大
学
に
お
い
て
法
律
を
ま
な
ん

だ
）
の
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
は
と
く
に
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
感
化
の
も
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
愛
せ
し
人
の
神
性
あ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

の
思
想
は

　
彼
が
心し

ん

裡り

に
躍や

く

如じ
ょ

た
り
き
（
生
き
生
き
と
し
て
い
る
）。

『
太
陽
』（
第
一
三
号
、
明
治
28
・
6
）
の
「
島
国
習じ

っ

気け

（
習
慣
）」
に
お
い
て
、
論
者
は
こ
ん
な
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
い
ま
の
思
想
界
に
は
、
と
き
ど
き
自
分
が
よ
い

と
認
め
た
も
の
を
否
定
す
る
や
か
ら
が
多
い
と
い
う
。
流
行
の
ド
レ
イ
と
な
っ
て
い
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ベ
ン
サ
ム
ら
が
神み

輿こ
し

に
か
つ
が
れ
す
で
に
十
年

に
な
る
。次つ

い

で
ヘ
ー
ゲ
ル
唱と

な

へ
ら
れ
、
シ
ヨ
ー
ペ
ン
ハ
ワ
ー
学
ば
れ
、
や
が
て
詩
的
哲
学
尊そ

ん

崇す
う

（
あ
が
め
る
）
せ
ら
れ
、
世よ

を
挙あ

げ
て
殆

ほ
と
ん

ど
神
秘
説
の
幽ゆ

う

玄げ
ん

に
心し

ん

酔す
い

せ
む
と
せ
し
こ
と
あ
り

き
。

『
心
海
』（
第
二
二
号
、
明
治
28
・
6
）
の
「
雑
記

―
露
国
思
想
界
の
顚
末
一
班
（
承
前
）」
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
の
有
名
な
法
律
家
兼
社
会
事
業
家
で
あ
る
ペ
、
ゲ
、

レ
ー
ド
キ
ン
（
一
八
〇
八
〜
？
、
一
八
七
八
年
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
大
学
法
理
哲
学
教
授
、
の
ち
元
老
院
議
官
）

も
亦ま

た

ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
響
を
蒙

こ
お
む
れる

こ
と
甚

は
な
は
だ

多お
お

し
。

と
い
う
。

『
国
学
院
雑
誌
』（
第
八
号
、
明
治
28
・
6
）
の
小
論
「
国
文
学
の
将
来
」
に
お
い
て
、
坪
内
逍
遙
（
一
八
五

九
〜
一
九
三
五
、
明
治
・
大
正
期
の
評
論
家
・
小
説
家
・
劇
作
家
）
は
、
ロ
ー
マ
ン
主
義
の
思
潮
に
ひ
た
っ
た

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
と
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
を
引
い
て
い
る
。

坪内逍遥
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フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
エ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ヨ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
如ご

と

き
、
多
少
此こ

の
流

な
が
れ

に
俗よ

く

し
た
も
の
也な

り

。

『
国
民
之
友
』（
第
二
五
七
号
、
明
治
28
・
7
）
の
「
特
別
寄
書
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
い
ま
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
惟ゆ

い

心し
ん

（
唯
心
）
論ろ

ん

が
大
き
な
勢
力
を
も
つ
学
説
だ
と
い
う
。
こ
の
学
説
は
、
自
然
論
と
お
な
じ
く
イ
ギ
リ
ス
固
有
の
も
の
で
な
く
、
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
カ
ン
ト

　
ヘ
ー
ゲ
ル
等
の
哲
学
に
基
づ
く
も
の
な
り
。

と
い
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
新
カ
ン
ト
学
派
（
＝
新
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
）
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
ち
か
い
故
に
こ
の
呼
称
が
あ
る
と
い
う
。

『
文
学
界
』（
第
三
一
号
、
明
治
28
・
7
）
の
「
気き

焔え
ん

何ど

処こ

に
あ
る
」（
戸
川
秋
骨
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
十
九
世
紀
の
科
学
的
研
究
は
、

す
く
な
か
ら
ざ
る
功
績
を
学
術
の
う
え
に
印
し
た
が
、
事
物
の
研
究
は
、
小
刀
や
の
み
で
な
る
も
の
で
な
い
と
い
う
。

必
ら
ず
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
斧お

の

　
シ
ヨ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
剃か

み

刀そ
り

を
要よ

う

す
る
事こ

と

あ
る
べ
し
…
…

『
心
海
』（
第
二
三
号
、
明
治
28
・
7
）
の
「
論
説

―
独ド

イ
ツ乙

に
於
け
る
将
来
の
哲
学
」（
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
の
大
学
教
授
ア
、
イ
、
ウ
ウ
エ
デ
ン
ス
キ
イ
が
、
同
地
の

『
神
学
雑
誌
』
に
掲
載
し
た
も
の
の
抄
訳
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。

今こ
ん

世せ
い

紀き

の
終お

わ

り
に
至い

た

り
て
、
和わ

す
へ
か
ら
さ
る
二
つ
の
反
対
主
義
、「
構
成
的
唯
心
論
」（
ヘ
ー
ゲ
ル
派
、
シ
エ
ル
リ
ン
ク
派
）
と
唯
物
論
は

　
互
に
睥へ

い

睨げ
い

す
る
を
息や

め
（
に
ら
め

つ
け
る
こ
と
を
し
な
い
）、
唯
物
論
は

　
益ま

す

実ま
す

在
の
分
子
を
帯お

ひ
ん
こ
と
を
努つ

と

め
、
唯
物
論
は
可か

成な
り

其そ
の

極
端
を
避
け
ん
と
力つ

と

め
た
り
。
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『
八
紘
』（
第
四
号
、
明
治
28
・
7
）
の
「
雑
録

―
哲
学
と
神
学
の
将
来
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
引
か
れ
て
い
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
古
代
の
幼
稚
な
哲
学
で
は
、
万

物
の
根
本
は
水
と
火
と
風
と
さ
れ
、
中
世
に
い
た
っ
て
は
神
智
的
哲
学
や
哲
学
的
神
学
と
な
っ
た
。
そ
し
て
近
世
に
な
る
と
、
普ウ

ニ
ヴ
エ
ル
サ
リ
ス
ム

遍
救
済
説
（
け
っ
き
ょ
く
人
類
は
救
わ
れ

る
と
い
う
説
）
と
な
っ
た
。

一
方
の
極
端
に
奔は

し

り
て
は

　
フ
井
ヒ
テ
ー
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
観
的

―
絶
対
的
唯
心
説
と
な
り
、
…
…

西
洋
の
い
ち
じ
る
し
い
歴
史
の
見
方
と
し
て
、

―
歴
史
は
世
を
経
る
ご
と
に
善よ

く
進
み
ゆ
く
と
い
う
考
え
が
あ
る
と
い
う
。『
教
育
時
論
』（
第
三
七
二
号
、
明
治
28
・

8
）
の
「
時
事
寓
感

―
歴
史
の
見
方
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
唱

し
ょ
う

道ど
う

（
先
に
立
っ
て
い
う
）
し
た
歴
史
哲
学
の
こ
と
が
出
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
天
国
を
目
標
と
す
る
だ

け
で
な
く

―
、

　
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
相
次
ぎ
て
、
こ
れ
を
哲
学
的
に
解
釈
し
、
所
謂
歴
史
哲
学
な
る
者
を
唱と

な

へ
た
り
。

『
宇
宙
神
教
』（
第
一
二
号
、
明
治
28
・
8
）
の
「
雑
録

―
ハ
イ
子

（
ネ
）

が
こ
と
を
記し

る

す
（
其
の
二
）」（
天て

ん

籟ら
い

子し（
12
））

に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
的
影
響
を
う
け
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

ハ
イ
ネ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

予よ

（
ハ
イ
ネ
）
は
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
人
々
と
共
に
豕し

を
牧

や
し
な

ひ
き
（
豚
と
み
な
し
て
交
わ
る
）

『
心
海
』（
第
二
六
号
、
明
治
28
・
10
）
の
「
論
説

―
聖
書
学
者
＝
言
語
学
者
及
ひ
シ
ラ
イ
エ
ル
マ
ヘ
ル
」（
関

　
竹
三
郎
）
は
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
（
一
七
六
八

〜
一
八
三
四
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
。
カ
ン
ト
や
ロ
ー
マ
ン
主
義
の
影
響
を
う
け
た
。
の
ち
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
）
の
哲
学
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る

が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
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哲
学
を
以も

っ

て
宗
教
を
撲ぼ

く

滅め
つ

せ
ん
と
し
た
る
ヘ
ー
ゲ
ル
に
反
対
し
て
、
シ
ラ
イ
エ
ル
マ
ヘ
ル
は

　
宗
教
を
独
立
に
存ぞ

ん

す
へ
き
も
の
と
し
、
哲
学
と
権け

ん

を
問と

ふ
し
て
（
力
で
圧
倒
す

る
）
一
歩
も
譲ゆ

ず

ら
ず
と
論
じ
、
…
…

『
青
山
評
論
』（
第
六
〇
号
、
明
治
28
・
10
）
の
「
論
叢

―
宗
教
の
意
義
」
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
著
名
な
哲
学
者
の
宗
教
観
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
論
者
に
よ
る
と
、

古
来
、
宗
教
と
は
な
に
か
、
と
い
っ
た
問
に
、
宗
教
家
・
哲
学
者
・
文
学
者
ら
は
、
各
人
各
様
の
解
釈
を
あ
た
え
て
き
た
が
、
中
で
も
い
ち
ば
ん
価
値
が
あ
る
も
の
は
、
哲

学
者
の
も
の
で
な
い
か
と
い
う
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
が
宗
教
を
以も

っ

て
　
完
全
な
る
自
由
な
り
と
云い

ふ
に
止と

ま
ら
ず
。
宗
教
と
は
神
霊
が
有
限
の
霊
を
通
じ
て

　
自
ら
を
覚
知
す
る
（
よ
く
理
解
す
る
こ
と
）
の
外
な
ら
ず
と

論
ぜ
し
も
亦ま

た

謬
び
ゅ
う

論ろ
ん

な
ら
ん
か
。

『
八
紘
』（
第
七
号
、
明
治
28
・
11
）
の
「
シ
ヨ
ッ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
氏
意
志
発は

っ

顕け
ん

（
あ
ら
わ
れ
）
論
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
ハ
ル
ト
マ
ン
は
、

―

ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
薫く

ん

習し
ゅ
うを

受
け
た
る
に
相
違
な
け
れ
ど
、
主
と
し
て
シ
ヨ
ッ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
の
心し

ん

裏り

（
心
の
う
ち
）
に
漠
然
と
し
て
存
在
し
た
る
思
想
を
一い

っ

層そ
う

明
白
に
し
た
る
に
過す

ぎ
ざ
る
な
り
。

『
教
育
時
論
』（
第
三
九
三
号
、
第
三
九
四
号
、
明
治
29
・
3
）
に
、「
国
家
と
教
育
と
の
関
係 

㈠
㈡
」
と
い
う
社
説
が
あ
り
、
そ
こ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
説
の
如
く
、
国
家
の
目
的
は
、
道
義
（
道
徳
の
筋
み
ち
）
な
り
、
道
義
規
則
（
道
徳
律
）
の
実
現
な
り
と
し
、
曰
は
く
、「
国
家
は
客
観
的
の
道
義

な
り
」
と
。（
第
三
九
三
号
）

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

国
家
が
国
人
（
国
民
）
の
教
育
に
対
し
て
権
理
（
権
利
）
あ
り
、
又ま

た

義
務
あ
る
所
以
な
り
。
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
及
び
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
所い

わ

謂ゆ
る

各
個
人
は
国
家
の
為
め

に
教
育
せ
ら
る
べ
く
、
而

し
こ
う

し
て
其
の
教
育
の
主
義
（
一
定
の
方
針
）
は 

道
徳
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
は
則

す
な
わ

ち
是こ

れ
な
り
。（
第
三
九
四
号
）



268（57）

明治・大正期のヘーゲル

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
八
四
号
、
明
治
29
・
4
）
の
「
経
験
論
者
と
『
カ
ン
ト
』
と
の
関
係
」（
中
島
徳
蔵
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。

「
ヘ
ー
ゲ
ル
」
の
極
端
論
は
勢

い
き
お
い

又
其そ

の
反
動
な
か
ら
ざ
る
を
得
ざ
り
し
な
り
…
…

『
太
陽
』（
第
九
号
、
明
治
29
・
5
）
の
「
文
学
者
の
勢
力
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
引
い
て
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
形
而
上
学
の
研
究
や
発
達
の
よ
う
す
を
考
え
る
と
、

思
想
や
学
説
が
い
か
に
つ
ぎ
つ
ぎ
に
感
化
を
あ
た
え
て
い
る
か
が
わ
か
る
と
い
う
。
プ
ラ
ト
ン
か
ら
ベ
ー
コ
ン
、
ロ
ッ
ク
、
カ
ン
ト
を
へ
て
、

―

　
シ
エ
ー
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
を
経
て
、
下
は
サ
ア
ー
、
ウ
イ
リ
ア
ム
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
至
り
…
…

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
八
五
号
、
明
治
29
・
5
）
の
「
コ
ン
ト
の
所い

わ

謂ゆ
る

人
類
教
」（
高
柳
松
一
郎
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
没
後
、
そ
の
哲
学
が
ち
り
じ
り
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
新
た
に
「
批
評
哲
学
」
の
立
脚
地
を
み
つ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
傾
向
を
一
変
さ
せ
た
の
は
カ
ン
ト
だ
と
い
う
。

　
カ
ン
ト
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
に
至
り

　
ヘ
ー
ゲ
ル
死
後
の
哲
学
は

　
復ま

た

も
四し

分ぶ
ん

五ご

裂れ
つ

の
有あ

り

様さ
ま

と
な
り
、
大た

い

廈か

傾け
い

倒と
う

（
大
き
な
い
え
が
か
た
む
い
て
倒
れ
る
）
の
後

　
木も

く

石せ
き

金き
ん

鉄て
つ

粉ふ
ん

錯さ
く

（
入
り
み
だ
れ
て
ま
じ
る
）
せ
る
の
状

じ
ょ
う

（
す
が
た
）
に
異こ

と

な
ら
ざ
り
き
、
…
…

『
八
紘
』（
第
一
三
号
、
明
治
29
・
5
）
に
「
実
験
哲
学
の
元
祖
コ
ン
ト

―
宗
教
の
将
来
」
が
の
っ
た
が
、
社
会
学
の
四
大
冊
（『
実
証
政
治
大
系
』
一
八
五
一
〜
五
四

年
）
を
執
筆
し
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
（
一
七
九
八
〜
一
八
五
七
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
数
学
者
・
社
会
学
の
創
始
者
）
に
く
ら
べ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
も
分
量
に
お

い
て
、
か
た
な
し
と
い
う
。

著
作
等と

う

身し
ん

を
以も

っ

て
名な

高だ
か

き
独
逸
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
も 

或あ
る
いは

為た
め

に
後

う
し
ろ

へ
に
瞠ど

う

若じ
ゃ
くた

ら
ん
歟か

（
あ
き
れ
て
見
つ
め
る
）
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『
め
さ
ま
し
草
』
は
、
森
鷗
外
が
中
心
と
な
っ
て
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
一
月
か
ら
同
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
二
月
ま
で
、『

文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』
の
後
身

と
し
て
発
刊
さ
れ
た
文
芸
雑
誌
で
あ
る
。『
め
さ
ま
し
草
』（
ま
き
の
五
、
明
治
29
・
5
）
の
「『
鷸

し
ぎ
の

翮は
ね

掻が
き

』

―
自
然
主
義
と
『
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
』
と
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の

こ
と
が
出
て
く
る
。

明
治
評
論
の
時じ

分ぶ
ん

（
文
化
）
記
者
は

　
ヘ
エ
ゲ
ル
を
引
き
て
い
は
く
。
美
術
は
三
変
せ
り
。
曰

い
わ
く

象
徴
時
代
、
曰

い
わ
く

「
ク
ラ
ツ
シ
ツ
ク
」
時
代
、
曰

い
わ
く

「
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
」
時
代
是こ

れ

な
り
。

（
中
略
）
ヘ
エ
ゲ
ル
の
三
時
代
を
ば
、
わ
れ
姑

し
ば
ら

く
承

し
ょ
う

認に
ん

せ
む
。

『
太
陽
』（
第
一
六
号
、
明
治
29
・
7
）
の
「
文
学

―
理
想
主
義
の
歴
史
家
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
い
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
え
て
ヘ
ー
ゲ
ル

と
そ
の
亜
流
（
そ
の
流
派
を
つ
ぐ
人
）
の
歴
史
の
純
理
哲
学
的
説
明
を
よ
い
と
み
と
め
る
も
の
で
な
い
と
い
う
。

独
乙
に
あ
り
て
は

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
偉
大
な
る
勢
力
は

　
今い

ま

尙な
お

熄や

ま
ず
（
お
と
ろ
え
な
い
）

と
い
う
。
一
部
の
す
ぐ
れ
た
学
者
は
、
こ
の
大
思
想
家
の
遺
型
に
で
き
る
だ
け
改
善
刷
新
を
ほ
ど
こ
し
、
ま
す
ま
す
理
想
主
義
の
歴
史
的
研
究
を
ひ
ろ
め
る
傾
向
が
あ
る
と

い
う
。

『
八
紘
』（
第
一
五
号
、
明
治
29
・
7
）
の
「
清
野
勉
氏
訳
述

標注
　
韓カ

ン
ト図

純
理
批
判
解
説
を
読
む
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
従
来
大
家

の
著
書
は
、
評
判
だ
け
が
高
い
だ
け
で
、
じ
っ
さ
い
こ
れ
を
よ
む
者
は
わ
り
あ
い
少
な
い
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
書
は
ま
さ
に
こ
れ
だ
と
い
う
。

　
ベ
ー
コ
ン
の
大
著
は
拉ラ

テ
ン甸

語
に
て
書
け
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
大
著
二
十
巻
に
達
せ
り

と
い
う
。
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『
太
陽
』（
第
一
八
号
、
明
治
29
・
8
）
の
「
文
学

　
第
六

―
進
化
学
の
哲
学
に
及
せ
る
影
響
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
偉
大
な
哲
学

者
と
い
え
ど
も
、
人
類
と
動
物
の
比
較
に
意
を
も
ち
い
ず
、
研
究
材
料
を
も
っ
ぱ
ら
文
明
人
だ
け
か
ら
得
て
い
る
。
だ
か
ら
卓た

く

見け
ん

あ
る
碩せ

き

学が
く

と
い
え
ど
も
、
こ
ん
に
ち
か
ら

み
る
と
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

　
ホ
ツ
ブ
ス
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
其そ

の

他た

の
諸し

ょ

大た
い

家か

に
至
り
て
も 

多
少
此
の
如
き
迷め

い

見け
ん

を
免
れ
ざ
り
き
…
…

西
田
幾き

太た

郎ろ
う

（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
五
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
哲
学
者
、
京
大
教
授
）
は
、『
教
育
時
論
』（
第
四
一
二
号
、
明
治
29
・
9
）
に
、
小
論
「
希
臘
倫
理
学

（
秋
）」
を
の
せ
、
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
哲
学
に
つ
い
て
論
じ
た
。「
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
」（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
の
箇
条
の
な
か
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
出
て
く

る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
ハ
、
氏
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
ヲ

　
宇
宙
ノ
各
方
面
ニ
注
目
ス
ル
思
弁
的
観
察
者
ト
云
ヘ
リ
。

世
間
に
は
原
書
に
よ
ら
ず
、
訳
書
に
よ
っ
て
外
国
の
文
物
を
研
究
す
る
者
が
い
る
が
、
西
田
幾
太
郎
は
原
文
主
義
者
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
の
文
章
を
味
い
た
け

れ
ば
、
ま
ず
原
典
を
よ
め
、
と
い
っ
て
い
る
。『
教
育
時
論
』（
第
四
一
六
号
、
明
治
29
・
11
）
の
「
時
事
寓
感
」

―
「『
翻
訳
の
困
難
』」
に
そ
の
こ
の
こ
と
が
出
て
い
る
。

ベ
ン
タ
ム
、
ミ
ル
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
な
ど
の
哲
学
者
が
、
も
の
せ
る
書
の
真
味
を
咀そ

嚼し
ゃ
くせ

ん
と
思
は
ば
、

又
其
の
原
著
に
就つ

き
て
、
読
み
明
ら
め
さ
る
べ
か
ら
ず
。

『
六
合
雑
誌
』（
第
一
九
〇
号
、
明
治
29
・
10
）
の
「
雑
録

―
露
国
現
今
の
哲
学
界
（
其
一
）」（
こ
、

ま
、）
に
お
い
て
、
論
者
は
ロ
シ
ア
に
入
っ
て
き
た
西
欧
諸
国
か
ら
の
哲
学
の
潮
流
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る

が
、
ま
ず
移
入
さ
れ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
テ
ー
ル
、
つ
い
で
ド
イ
ツ
の
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
セ
イ
リ

西田幾多郎
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ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
だ
と
い
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
、

―

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
は
如い

何か

な
る
原
因
あ
り
て
か

　
頗

す
こ
ぶ

る
勢
力
を
得
、
そ
の
影
響
今い

ま

に
滅め

っ

却き
ゃ
く（

消
え
ほ
ろ
び
る
）
せ
さ
る
も
の
て
如
し
。

『
八
紘
』（
第
一
六
号
、
明
治
29
・
10
）
の
「
余
材
片へ

ん
ぺ
ん々

―
哲
学
教
授
法
と
哲
学
教
科
書
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ど
ん
な
学
問
に
も
、
み
な

歴
史
が
あ
る
と
い
う
。
哲
学
に
も
ま
た
歴
史
が
あ
る
と
い
い
、
哲
学
の
歴
史
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
哲
学
そ
の
も
の
を
講
究
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
学
校
で
哲
学
を
ま
な
ぶ

学
生
は
、
古
代
の
哲
学
史
に
精
根
を
尽
く
し
、
中
世
に
い
た
る
ま
え
に
卒
業
し
、
学
ん
だ
こ
と
と
い
え
ば
哲
学
者
の
奇
談
逸
話
だ
け
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
欧
米

や
日
本
で
も
お
な
じ
だ
ろ
う
と
い
う
。

哲
学
の
普
及
と
い
う
が
、
こ
れ
は
怪
し
い
、
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
書
の
中
に
は
、
形
而
上
学
を
す
て
て
問
題
に
し
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
さ
す
が
に
ド
イ
ツ
は
哲

学
の
国
だ
け
あ
っ
て
、
純
粋
の
哲
学
を
哲
学
と
し
て
記
述
し
た
も
の
が
多
い
と
い
う
。

例た
と

へ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
がE

ncyklopaedia 

云う
ん

々ぬ
ん

と
其そ

の

好
著
に
名
を
命
ぜ
し
如
く

　
所い

わ

謂ゆ
る

エ
ン
ツ
井
ク
ロ
ペ
ー
デ
ー
の
類る

い

　
該が

い

国こ
く

（
ド
イ
ツ
）
に
は
多
か
ら
ん
と
す
、
…
…

片
山
潜せ

ん

（
一
八
五
九
〜
一
九
三
三
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
社
会
運
動
家
、
国
際
共
産
主
義
運
動
家
。
の
ち
モ
ス
ク
ワ
で
死
去
）
は
、『
六
合
雑
誌
』（
第
一
九
二

号
、
明
治
29
・
10
）
に
、「
独
逸
社
会
共
和
党
の
創
立
者
フ
ェ
ル
ヂ
ナ
ン
ド
、
ラ
サ
ル
（
其
一
）」
を
寄
稿
し
た
。
片
山
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
は
、
ラ
サ
ー
ル

（
一
八
二
五
〜
六
四
、
ド
イ
ツ
の
労
働
運
動
・
社
会
主
義
運
動
の
指
導
者
）
の
創
見
に
よ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
一
派
は
、
社
会
主
義
を
も

っ
て
そ
の
哲
学
的
信
条
の
ひ
と
つ
と
な
し
た
と
い
う
。
ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ラ
サ
ル
は
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
心
酔
し
て

　
ヘ
ー
ゲ
ル
其そ

の

人ひ
と

は
ヘ
ラ
ク
ラ（

レ
イ
）イ

ト
ス
（
前
六
〜
五
世
紀
、
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
）
の
哲
学
よ
り
得
た
る
者
多
し
と
し
て

　
遂つ

い

に
自

み
ず
か

ら
ヘ

ラ
ク
ラ
イ
ト
ス
の
哲
学
を
研
究
し
初
め
、
そ
れ
が
為た

め
に
巴パ

里リ

に
遊
び

　
当
時
の
大
詩
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ハ
イ
子
を
訪
ひ

　
一
見
し
て
親
友
と
な
れ
り
。
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『
六
合
雑
誌
』（
第
一
九
三
号
、
明
治
30
・
1
）
の
「
宗
教
と
は
何
ぞ
や
」（
横
井
時
雄
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
教
観
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
左
の
如
く
宗
教
を
説
明
せ
り

　
　
宗
教
は
有
限
の
霊
が
（
人
心
を
指
す
）
其そ

の

本エ
ツ
セ
ン
ス

質
は

　
是こ

れ
即

す
な
わ

ち
絶
対
の
霊
な
り
と
云
ふ
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
是
れ
な
り

蟹か
に

江え

義よ
し

丸ま
る

（
一
八
七
二
〜
一
九
〇
四
、
明
治
期
の
哲
学
者
。
新
宗
大
学
講
師
を
へ
て
東
京
高
師
教
授
）
は
、
富
山
県
の
ひ
と
で
あ
る
。『
帝
国
文
学
』（
第
三
巻
・
第
一
号
、

明
治
30
・
1
）
の
「
カ
リ
エ
ー
ル
が
美
学
の
立
脚
地
」
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
ふ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
の
唯
心
論
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
へ
と
伝
わ
り
、
や
が
て

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
的
唯
心
論
」
と
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
近
世
に
お
け
る
美
学
者
は
あ
ま
た
お
れ
ど
、「
尤

も
っ
と

も
卓
絶
せ
る
も
の
を
挙
ぐ
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
（
そ
の
他
）
是
な

り
」
と
い
う
。

『
太
陽
』（
明
治
30
・
4
）
の
「
文
学

―
独
逸
哲
学
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
思
想
は
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
幽ゆ

う

玄げ
ん

奥お
う

妙み
ょ
う（

奥
深

く
す
ぐ
れ
て
い
る
）
で
あ
る
が
、
神
秘
と
混
乱
と
あ
い
ま
い
さ
に
満
ち
、
学
ん
で
み
て
も
益
が
な
い
と
い
う
。

『
帝
国
文
学
』（
第
三
巻
・
第
七
号
、
明
治
30
・
4
）
の
「
希
臘
文
学
と
哲
学
思
潮
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
く
「
ヘ
エ
ゲ
ル
は
美
は
現
象
を
以

て
生
命
と
す
と
云
へ
り
」
と
。

文
科
大
学
哲
学
教
師
ド
ク
ト
ル

　
フ
ォ
ン
、
コ
ェ
ー
ベ
ル
講

文
学
士

　
下
田
次
郎
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
哲
学
要
領

　
全
』（
南
江
堂
書
店
、
明
治
30
・
6
）
は
、
ラ

フ
ァ
エ
ル
・
ケ
ー
ベ
ル
（
一
八
四
八
〜
一
九
二
三
、
ロ
シ
ア
の
哲
学
者
）
が
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九

三
）
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
東
大
に
お
い
て
講
じ
た
「
哲
学
入
門
」（
哲
学
概
論
、
哲
学
史
）
の
前
半
部
分

を
、
そ
の
原
稿
（
原
文
は
英
語
）
か
ら
翻
訳
し
た
も
の
と
い
う
（「
序
言
」）。
ケ
ー
ベ
ル
の
講
義
は
、
哲
学

を
は
じ
め
て
ま
な
ぶ
者
の
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
一

　
哲
学
の
概
念

　
二

　
哲
学

の
分
類

　
三

　
哲
学
の
方
法

　
四

　
哲
学
の
系
統
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
。
後
者
の
第
四
講
に
お
い
て
、
ヘ

ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
・
正
論
・
反
論
・
ア（

ア

オ

フ

ヘ

ー

ベ

ン

）

ウ
フ
ゲ
ホ
ー
ベ
子
ス

　
モ
メ
ン
ト
（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
命
名
）・
ロ
ゴ
ス

の
道
・
弁
証
法
の
発
明
者
な
ど
が
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

蟹江義丸
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ケ
ー
ベ
ル
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
よ
む
こ
と
は
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
も
ひ
じ
ょ
う
に
む
ず
か
し
い
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
論
証
に
お
い
て
用
い
る
こ
と
ば
や
形
は
、
あ

ら
ゆ
る
哲
学
者
の
な
か
で
も
最
も
む
ず
か
し
く
、
あ
い
ま
い
だ
と
い
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
総す

べ

て
の
哲
学
的
教
理
を
教
へ
及お

よ

ひ
叙
説
す
る
の
方
法
は

　
有
名
な
る
弁
証
的
方
法

0

0

0

0

0

な
り
、
こ
の
語
は
誤
解
さ
れ
た
り
、
又
屢し

ば

々し
ば

誤
解
さ
る
ゝ
な
り
。

し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
教
義
や
そ
の
弁
証
法
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
こ
と
で
な
い
と
い
う
。

『
新撰百種

　
哲
学
問
答

　
全

第一編
』（
普
及
舎
、
明
治
30
・
7
）
は
、
一
種
の
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。
同
書
は
問
答
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
目
次
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
第

一
章

　
哲
学
の
定
義

　
区
別

　
及

　
範
囲

　
第
二
章

　
哲
学
の
諸
部
門
の
解
説

　
第
三
章

　
哲
学
の
起
源
及
必
要

　
第
四
章

　
哲
学
の
学
派

　
第
五
章

　
古
代
の
哲
学

　
第

六
章

　
ソ
ク
ラ
テ
ス

　
プ
ラ
ト
ー

　
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル

　
第
七
章

　
近
代
の
哲
学

　
第
八
章

　
カ
ン
ト

に
カ
ン
ト
後
の
哲
学

　
第
九
章

　
ヘ
ー
ゲ
ル

に
そ
の
他
の
哲
学

　
第
十
章

　
結
論

問
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
は

　
如い

何か

な
る
も
の
な
り
し
か
、

答
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
千
七
百
七
十
年
に
生
れ
、
千
八
百
三
十
一
年
に
死
す
、
絶
対
的
唯
心
主
義
（
世
界
の
本
体
・
現
象
の
本
質
は
、
精
神
に
あ
る
と
い
う
説

―
引
用
者
）
の
哲
学

を
唱
へ
た
り
し
人
な
り

（
中
略
）

問
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
反
し
た
る
哲
学
あ
り
し
や
、

答
　
シ
ヨ
ッ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
の
哲
学
は
、
即

す
な
わ

ち
こ
れ
な
り
、

（
九
七
〜
一
〇
〇
頁
）

『
女
学
雑
誌
』（
第
四
五
〇
号
、
明
治
30
・
9
）
に
み
ら
れ
る
一
箇
条
に
、「
天
才
に
就つ

い
て
」
と
題
す
る
小
文
が
あ
る
。
天
才
と
身
長
、
天
才
の
出
自
に
つ
い
て
論
じ
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
に
ス
ピ
ノ
ザ
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
出
て
く
る
。
こ
の
両
人
の
生
ま
れ
は

―
下
等
の
上
級
と
い
う
。（
二
二
頁
）
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ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
大
王
、
一
七
一
二
〜
八
六
）
の
お
わ
り
の
時
期
に
、
文ぶ

ん

事じ

の
い
き
お
い
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
哲
学
者
も
た
く
さ
ん
出
た
が
、

そ
の
中
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
も
含
ま
れ
る
。「
膨
張
的
日
本
経
国
論
［
其
二
］」（
蔵
原
惟
郭
）（『
教
育
時
論
』（
第
四
三
〇
号
、
明
治
30
・
9
）
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

大
王
の
晩
年
に
至
り
て
は 

文ぶ
ん

雅が

（
文
芸
）
燦さ

ん

然ぜ
ん

と
し
て
（
キ
ラ
キ
ラ
と
）
輝
き

　
哲
学
者
に
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
ウ
ォ
ル
フ
、
レ
ッ
ス
シ
ン
グ
、
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
セ
リ

ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ラ
イ
エ
ル
マ
ー
ヘ
ル
等
の
偉
大
高
遠
な
る
百

ひ
ゃ
く

世せ
い

の
師し

表ひ
ょ
う（

の
ち
の
ち
の
世
ま
で
、
人
の
師
と
な
る
人
）
を
輩
出
し
、
…
…

『
新
著
月
刊
』（
第
一
巻
・
第
八
号
、
明
治
30
・
11
）
の
「
浮う

き

世よ

鏡か
が
み」

に
、
こ
っ
け
い
な
、
哲
学
教
師
の
人
生
の
笑
的
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
丸ま

る

呑の
み

の
大
学
者
が
、
教
場
に
出
て
「
ノ
ー
ト
、
ブ
ッ
ク
」
忘
れ
て
来
た
時
の
顔
の
青
さ
…
…

こ
の
一
文
は
、
よ
く
理
解
し
な
い
で
、
そ
の
哲
学
を
生
の
ま
ま
と
り
入
れ
、
売
り
も
の
に
し
て
い
る
ペ
テ
ン
学
者
を
皮
肉
っ
た
も
の
で
あ
る
。

鈴
木
大だ

い

拙せ
つ

（
一
八
七
〇
〜
一
九
六
六
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
宗
教
家
）
は
、『
日
本
人
』（
第
五
八
号
、
明
治
31
・
1
）
に
、「
独
逸
哲
学
を
論
じ
て
禅
学
に
及
ぶ
」
を
発

表
し
た
が
、
こ
の
な
か
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
因
果
説
に
は
仏
教
の
説
と
の
近
似
性
が
み
と
め
ら
れ
る
と
い
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
仏
説
に
似
た
る
も
の
を
唱と

な

へ
候

そ
う
ろ
う、

例れ
い

せ
ば
彼か

れ

の
因
果
説
（
因
果
律

―
自
然
界
で
あ
る
現
象
が
発
生
す
る
に
は
、
か
な
ら
ず
そ
の
原
因
が
あ
る
と
い
う
法
則
）
に

「
因い

ん

（
物
事
の
お
こ
り
）
は
果か

（
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
）
の
果か

な
り
、
果
は
因
の
因
な
り
」
と
曰い

ひ
て
森
羅
万
象
の
連れ

ん

環さ

の
如ご

と

き
を
説
明
致

い
た
し

候
そ
う
ろ
う　

『
太
陽
』（
第
四
巻
・
第
四
号
、
明
治
31
・
2
）
の
「
時
事
論
評

―
所い

わ

謂ゆ
る

宗
教
教
育
問
題
」
に
お
い
て
、
論
者
は
幼よ

う

稚ち

蒙も
う

昧ま
い

の
思
想
を
も
っ
て
宗
教
を
論
じ
る
も
の
が
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、

―
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古
代
の
世せ

界か
い

観み
て

取と

る
に
足た

ら
ず
と
て
、
宗
教
と
神
話
と
を
混
同
し

　
ヘ
ー
ゲ
ル
以
前
の
論
点
を
反

復
す
る
あ
り
、

と
い
う
。

『
帝
国
文
学
』（
第
四
巻
・
第
二
号
、
明
治
31
・
2
）
の
「
論
説

―
湖
上
詩
人
を
憶お

も

ふ
」（
藤
井

健
治
郎
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
は
万
有
神
論
（
万
有
こ
と
ご
と
く
神
、
も
し
く

は
神
の
化
現
）
に
ふ
れ
、
神
の
性
格
に
関
し
て
は
、
哲
学
者
の
あ
い
だ
で
も
意
見
が
一
致
し
て
い
な

い
と
い
う
。

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
物
質

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
体
（
万
有
の
本
体
、
実
体
）　
シ
ヨ
ッ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
意
志
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
無
意
識
…
…

こ
れ
ら
は
み
な
唯
一
神
を
立
て
た
者
と
い
う
。

内
村
鑑か

ん

三ぞ
う

（
一
八
六
一
〜
一
九
三
〇
、
明
治
・
大
正
期
の
キ
リ
ス
ト
教
の
指
導
者
）
の
『
月
曜
講
演
』（
警
醒
社
、
明
治
31
・
3
）
は
、
著
者
が
月
曜
日
の
夕
方

―

「
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
館
」（
神
田
美
土
代
町
）
で
、
五
回
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
っ
た
講
演
を
ま
と
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
は
第
一
章
か
ら
四
章
ま
で
あ
る
が
、

「
第
二
章

　
ダ
ン
テ
と
ゲ
ー
テ
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

哲
学
の
要

か
な
め

は
観

イ
ン
サ
イ
ト察

に
在あ

り
。
ヘ
ゲ
ル
の
哲
学
の
如ご

と

き
、
之こ

れ

に
よ
り
て
人
生
の
真
相
を
窺

う
か
が

ふ
事
を
得
る
が
故ゆ

え

に
、
貴

と
お
と

き
に
非
ず
や
。
ダ
ン
テ
と
ゲ
ー
テ
ま
た
然し

か

り
。（
五
七
頁
）

『
帝
国
文
学
』（
第
四
巻
・
第
五
号
、
明
治
31
・
5
）
の
「
シ
エ
リ
ン
グ
が
文
学
美
術
に
対
す
る
見
地
」（
真
岡
湛
海
）
は
、
詩
人
的
哲
学
者
の
審
美
観
を
略
述
し
た
も
の

だ
が
、
論
者
に
よ
る
と
、
さ
い
き
ん
の
美
学
の
歴
史
的
継
承
を
た
ず
ね
る
も
の
は
、
き
ま
っ
て
筆
を
カ
ン
ト
に
起
し
、
シ
ル
レ
ル
を
へ
て
、

―

内村鑑三述『月曜講演』
（警醒社書店、明治31・３）。
［早稲田大学中央図書館蔵］
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シ
エ
リ
ン
グ
、
ヘ
エ
ゲ
ル
に
及
ぼ
す
を
常
と
す
、

と
い
う
。

三
宅
雄
二
郎
に
よ
る
と
、“
哲
学
者
”
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
人
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
か
ら
こ
ん
に
ち
ま
で
絶
え
ず
西
洋
に
存
在
し
た
が
、
東
洋
に
お
け
る
道
教
者
・
仏

教
者
・
儒
学
者
も
哲
学
者
の
部
類
に
入
れ
ら
れ
る
、
と
い
う
。
同
人
の
「
哲
学
者
と
は
何
ぞ
や
」（『
日
本
人
』
第
六
六
号
、
明
治
31
・
5
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て

く
る
。

彼
（
ヘ
ー
ゲ
ル
）
は
法
律
美
術
等

　
社
会
の
問
題
に
関
し
て
断だ

ん

案あ
ん

（
前
提
か
ら
ひ
き
だ
し
た
結
論
）
を
下
し
、
世
人
の
疑
問
に
答
へ

　
之こ

れ

に
安
心
を
与
へ
し
が
為
、
哲
学
の
原
理

は
大

お
お
い

に
攻
撃
せ
ら
れ

　
殆ほ

と

ん
ど
粉
粋
し
た
る
観か

ん

あ
り
と
雖

い
え
ど

も
…
…

中
島
力
造
著
『
列
伝
体
西
洋
哲
学
小
史

　
下巻

』（
冨
山
房
、
明
治
31
・
6
）
は
、
六
六
六
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
。
同
書
の
「
第
五
編

　
独
逸
哲
学
者
」
の
章
節
に
お
い

て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
そ
の
学
説
の
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
伝
記
と
著
述
リ
ス
ト
が
つ
づ
ら
れ
（
四
七
九
〜
四
八
六
頁
）、
そ
の
あ
と
学
説

―
論
理
学
の
大
要
（
性

質
、
分
量
、
定
量
）　
本
質
論
（
本
体
、
原
因
な
ど
）
天
然
哲
学
（
無
機
界
、
化
学
界
な

ど
）
が
説
か
れ
て
い
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
系
統
は
、
絶
対
的
唯
心
論
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
死
後
、
そ
の
哲
学
は

三
学
派
に
わ
か
れ
た
。

『
帝
国
文
学
』（
第
四
巻
・
第
九
号
、
明
治
31
・
9
）
の
「
韓カ

ン

図ト

の
美
学
（
承
前
）」（
蟹
江

義
丸
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

中島力造編『列伝体西洋哲学小史　下巻』
（冨山房、明治31・６）
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ヘ
ー
ゲ
ル
以
下
の
具
体
的
観
念
論
は

　
韓
図
が
此こ

れ

等ら

の
論
よ
り
胚は

い

胎た
い

せ
る
所
多
し
。

『
太
陽
』（
第
四
巻
・
第
一
八
号
、
明
治
31
・
9
）
の
「
海
外
彙
報
―
風
景
と
文
学
」
は
、
近
刊
の
『
ス
ペ
ク
テ（

テ
ィ
タ
ー
）

ー
ト
ル
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ

る
。
論
者
に
よ
る
と
、
風
景
や
自
然
界
が
知
的
生
産
物
に
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
は
真
理
だ
と
い
う
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
が
言
ひ
け
ん
如
く
、
或
種
の
景
色
は
却

か
え
っ

て
著
作
上
にし

ょ
う

礙が
い

を
与あ

た

ふ
る
こ
と
又ま

た

疑
ふ
べ
か
ら
ず
。

渡
辺
国く

に

武た
け

（
一
八
四
六
〜
一
九
一
九
、
明
治
期
の
官
僚
・
政
治
家
。
租
税
寮
六
等
出
仕
か
ら
、
高
知
県
県
令
、
大
蔵
次
官
を
へ
て
伊
藤
内
閣
の
蔵
相
と
な
る
）
の
『
禅ぜ

ん

機き

ト
哲
学
』（
鴻
盟
社
、
明
治
31
・
12
）
は
、
講
演
筆
記
を
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。“
禅
機
”
と
は
、
禅
の
修
行
に
よ
っ
て
え
た
無
我
の
境
地
か
ら
出
る
心
の
は
た
ら
き
の
意

で
あ
る
。
こ
の
小
冊
子
（
一
〜
四
二
頁
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

「
セ（

セ

リ

ン

グ

）

ル
リ
ン
グ
」
ヲ
圧
倒
シ
テ
起
リ

　
思
想
的
盗と

う

賊ぞ
く

ノ
名
ア
ル
夫そ

ノ
「
ヘ
ー
ゲ
ル
」
ノ
哲
学
ハ

　「
フ
ィ
ヒ
テ
」「
セ
ル
リ
ン
グ
」
ノ
ミ
断
論
法
ヲ
完
成
シ

　
哲
学
上
実
ニ
一
大
系

統
ヲ
為な

シ
タ
リ
ト
云
…
…
（
三
六
頁
）

松
本
文
三
郎
講
述
『
最
近
哲
学
史
』（
哲
学
館
講
義
録

　
合
綴
第
五
号
、
明
治
31
・
？
）
の
「
第
二
章

　
復
古
的
学
派
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
（
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
）
に
関

す
る
小
文
が
み
ら
れ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、“
最
近
哲
学
史
”
と
い
う
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
没
後
の
哲
学
を
指
す
と
い
う
。
現
世
紀
の
前
半
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
は
、

じ
つ
に
旭

き
ょ
く

日じ
つ

（
朝
日
）
の
勢
い
が
あ
り
、
一
世
を
風
び
し
た
と
い
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
は
往
時
の
力
は
な
い
に
し
て
も
、

―

之こ
れ

を
維い

持じ

せ
ん
と
す
る
も
至
り
て
は

　
豈あ

に
ま
た
乏と

ぼ

し
と
な
さ
ん
や
…
…
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「
審
美
新
説
」（『
め
さ
ま
し
草
』（
ま
き
の
三
十
五
、
明
治
32
・
2
）
に
お
い
て
、
執
筆
者
（
鷗
外
？
）
は
ヘ
ー
ゲ
ル
一
派
の
芸
術
論
を
説
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て

い
る
。

例た
と
え之

ば S
シ
エ
ル
リ
ン
グ

chelling, H

ヘ
エ
ゲ
ル

egel 

の
派
の
如
き
は
、
芸
術
を
以も

っ

て
絶
対
、
理
想
、
神
聖
を
描
出
す
る
も
の
と
な
す
。（
八
頁
）

井
上
円
了
の
『

通
俗
講
談

言
文
一
致
　
哲
学
早
わ
か
り
』（
開
発
社
、
明
治
32
・
2
）
は
、
談
話
筆
記
で
あ
る
。
著
者
が
哲
学
館
拡
張
の
た
め
、
府
県
を
巡
回
し
、
一い

っ

夕せ
き

の
茶ち

ゃ

話ば
な
し（

一

夜
の
た
わ
い
な
い
話
）
を
口
述
し
た
も
の
を
一
書
に
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
本
書
は
、
一
般
む
け
の
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。

井
上
は
大
陸
哲
学
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
カ
ン
ト
は
道
徳
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
人
権
に
、
シ
エ
リ
ン
グ
は
美
術
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
論
理
学
に
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
同
書
の
附
録
に
「
西
洋
哲
学
者
年
表
」
が
付
い
て
い
る
が
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
略
伝
は
、『
哲
学
要
領

　
前編

』（
哲
学
書
院
、
明
治

19
・
9
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
哲
学
者
年
表
」
に
あ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

津
田
真
道
の
「
唯
心
論
の
十
三
」（『
東
京
学
士
会
院
雑
誌
』
第
二
一
巻
・
編
之
三
、
明
治
32
・
3
）
は
、
講
演
筆
記
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
カ
ン
ト
と
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て

く
る
が
、
両
者
は
い
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
い
ち
ば
ん
有
名
で
あ
る
、
と
い
う
。

今い
ま

欧
州
に
於お

い

て
、
有
名
な
る
哲
学
者
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
の
諸
大
家
、
専

も
っ
ぱ
ら

之こ
れ

を
唱
導
し
、
現
に
欧
米
両
州
の
学
者
大た

い

抵て
い

、
之こ

れ

を
信
し
、
或

あ
る
い

は
之こ

れ

に
付ふ

和わ

雷ら
い

同ど
う

す
（
じ
ぶ
ん

に
し
っ
か
り
し
た
考
え
な
く
、
他
人
の
意
見
に
同
調
す
る
）、
実
に
不ふ

可か

思し

議ぎ

千
万
な
る
次し

第だ
い

な
り
。

「
児
童
研
究
史
に
於
け
る
フ
レ
ー
ベ
ル
の
位
置
（
上
）」『
教
育
時
論
』（
第
五
〇
四
号
、
明
治
32
・
4
）
は
、
ド
イ
ツ
の
教
育
家
フ
レ
ー
ベ
ル
（
一
七
八
二
〜
一
八
五
二
）

に
あ
た
え
た
哲
学
者
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
小
記
事
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
何
度
か
出
て
く
る
。

フ
レ
ー
ベ
ル
は
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
及
び
シ
エ
リ
ン
グ
の
哲
学
思
想
に
よ
り
て
影
響
を
受
け
た
る
の
痕
跡
あ
る
は

　
そ
の
著
述
の
上
に
あ
ら
は
れ
た
る
と
こ
ろ
に
よ
り
て
推
知
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し
得
べ
き
の
み
な
ら
ず

　
殊
に
そ
の
名
著
「
人
間
の
教
育
」
の
根
本
原
理
に
就
き
て
攻
究
す
れ
ば

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
に
よ
り
て
感
化
せ
ら
れ
た
る
の
形
跡
あ
る
は
瞭

り
ょ
う

々り
ょ
うと

し
て

（
あ
き
ら
か
の
意
―
引
用
者
）
明
ら
か
な
る
と
こ
ろ
に
し
て
何
人
も
否
定
し

　
能あ

た

は
ざ
る
と
こ
ろ
な
ら
む
。

森
林
太
郎

大
村
西
崖

編
述
『
審
美
綱
領

　
上
巻
』（
春
陽
堂
、
明
治
32
・
6
）
は
、
エ
ー
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ト
マ
ン
（
一
八
四
二
〜
一
九
〇
六
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）

が
著
わ
し
た
“
美
の
哲
学 P

フ
ィ
ロ
ゾ
フ
ィ
ー

hilosophie d

デ
ス

es S

シ
ェ
ー
ネ
ン

choenen 

の
大た

い

綱こ
う

（
大
要
）”
を
編
述
し
た
も
の
と
い
う
（「
凡
例
」）。
同
書
の
「
一

　
美
の
現
象

　
Ｄ

　
美
の
現
象
の
異
称
」

に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち

―
、

ヘ
エ
ゲ
ル H

egel 

以
来
、
仮
象 S

ゼ
ー
ミ
ン
グ

eem
ing 

（S

シ
ャ
イ
ン

chein

）
と
い
ふ
語
を
用
い
る
は
こ
の
義
な
り
。

「
独
逸
大
学
制
度

　（
二
）」（『
世
界
之
日
本
』
第
四
巻
・
第
二
四
号
、
明
治
32
・
7
）
に
、
教
師
と
し
て
影
響
力
の
あ
っ
た
哲
学
者
と
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

彼
の
フ
井
ヒ
テ
、
シ
エ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
、
等
か
、
其
当
時
に
大
影
響
を
与
へ
た
り
し
は
、
特
に
専
門
学
教
員
た
れ

□不

明

な
り
、　
著
者
と
し
て

は
、
之こ

れ

等ら

の
人
々
の
勢
力
は
余
り
大だ

い

な
る
に
あ
ら
ず
、
そ
の
著
書
の
大
半
は
、
其そ

の

死し

後ご

講
義
の
草
稿
、
又ま

た

は
学
生
等
の
記し

る

し
置
き
た
る
講
義
筆
記
等
よ
り
採
集
し
て
出
版
せ
ら
れ
た

る
も
の
な
り
。

『
め
さ
ま
し
草
』（
ま
き
の
三
十
九
、
明
治
32
・
9
）
の
「
審
美
新
説
」
に
お
い
て
、
評
者
（
お
そ
ら
く
森
鷗
外
か
）
は
、
い
ま
こ
れ
よ
り
審
美
学
（
美
学
）
の
現
況
に
つ

い
て
論
じ
た
い
と
の
べ
た
の
ち
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
ふ
れ
て
い
る
。

審
美
学
は
今
に
至
る
ま
で S

シ
エ
ル
リ
ン
グ

chelling 

及 H

ヘ
エ
ゲ
ル

egel 

の
足
跡
を
踏
め
り
、
此
に
従
事
す
る
も
の
は
美
の
理
想
を
形
而
上
学
の
深
処
よ
り
探
り
出
さ
ん
と
欲
し
、
…
…

高
山
林
次
郎
編
述
『
近
世
美
学
』（
帝
国
百
科
全
書
・
第
三
四
編
、
博
文
館
、
明
治
32
・
9
）
は
、
よ
く
売
れ
た
本
で
あ
る
。
明
治
四
十
五
年
七
月
の
時
点
で
、
十
版
を
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か
さ
ね
た
。
こ
の
小
著
（
全
一
〇
一
頁
）
は
、
こ
ん
に
ち
の
美
学
に
な
ん
ら
新
知
識
を
あ
た
え
る
も
の
で
な
い
と
い
う
。
本
書
を
著
わ
す
目
的
は
、
現
今
の
美
学
が
ど
の
よ

う
な
状
態
に
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
っ
た
。
本
書
ち
ゅ
う
に
叙
述
し
た
学
説
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
学
者
の
も
の
を
参
酌
し
た
と
い
う
。

本
書
は
大
き
く
わ
け
て
、「
上
編

　
美
学
史
一
斑
」
と
「
下
編

　
近
世
美
学
」
か
ら
成
る
。「
上
編

　
美
学
史
一
班
」
の
「
第
二
章

　
美
学
史
の
概
見
」
に
、「
ヘ
ー
ゲ
ル

氏
が
絶
対
観
念
論
の
美
学
」
と
題
す
る
章
節
が
あ
る
（
九
一
〜
一
〇
一
頁
）。

ヘ
ー
ゲ
ル
氏

　H
egel, 1770-1831

は
、
独
逸
の
哲
学
者
中
、
美
学
に
就
い
て
最

も
っ
と

も
精せ

い

透と
う

な
る
研
究
を
遂
げ
た
る
一
人
な
り
。
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
美
は
理
想
が
感
覚
に
続よ

り
て

現
は
れ
る
者
な
り
。

哲
学
者
・
井
上
哲
次
郎
は
、
号
を
“
巽そ

ん

軒け
ん

”
と
い
っ
た
。
同
人
の
講
演
筆
記
を
編
ん
で
一
書
と
し
た
も
の
が
、『
巽
軒
論
文
初
集

　
全
』（
冨
山
房
、
明
治
32
・
12
）
で
あ

る
。
同
書
の
「
第
二

　
日
本
民
族
思
潮
の
傾
向

　
㈠ 

序
論
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
じ
め
て
哲
学
を
唱
道
し
た
の
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
（
一
六
四
六
〜
一
七
一
六
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
数
学
者
・
政
治
家
）
で
あ
る
と
い
い
、
つ
い
で
ク

リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
（
一
六
七
九
〜
一
七
五
四
、
ハ
ル
大
学
教
授
）、
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（
一
七
二
四
〜
一
八
〇
四
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
教
授
）
が

起
っ
て
、
一
種
の
あ
た
ら
し
い
哲
学
を
建
設
し
た
。
カ
ン
ト
以
後
の
ド
イ
ツ
哲
学
は
、
直

接
も
し
く
は
間
接
に
そ
の
影
響
を
う
け
て
発
展
し
、
同
一
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
。

即す
な
わち

フ
ィ
ヒ
テ

　
セ
リ
ン
グ

　
ヘ
ー
ゲ
ル

　
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル

　
ハ
ル
ト
マ
ン
諸

氏
の
如ご

と

き
、
其そ

の

立
脚
地
は
種
々
異
同
（
ち
が
っ
た
点
）
あ
れ
ど
も
、
其
想
考
的

　
形
而
上

的
な
る
の
一
点
に
於
て
は

　
皆み

な

一ひ
と
つな

り
、
…
…
（
二
九
頁
）

江
藤
桂
華
著
『
美
学
大
要
』（
新
声
社
、
明
治
33
・
2
）
は
、
美
の
概
念
に
つ
い
て
諸

家
の
説
を
参
考
に
し
、
じ
ぶ
ん
の
意
見
を
も
加
え
、
や
さ
し
く
審
美
学
に
つ
い
て
説
い
た

高山林次郎編述『近世美学』（博文館、明治
32・９）。［早稲田大学中央図書館蔵］
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も
の
で
あ
る
「
序
」）。
本
書
は
い
わ
ば
、
一
般
む
き
の
美
学
入
門
書
と
い
え
る
。

本
書
は
、

―
第
一

　
美
学
の
定
義

　
第
二

　
美
の
分
類

　
第
三

　
自
然
美

　
第
四

　
人
間
美

　
第
五

　
芸
術
美

―
か
ら
成
っ
て
い
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
美
学
（A

esthetics

）
と
は
、
す
な
わ
ち
美
を
研
究
す
る
学
問
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
研
究
方
法
は
哲
学
的
で
あ
り
、
科
学
的
で
な
い
こ
と
を
注

意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
同
書
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
美
学
に
つ
い
て
論
じ
た
箇
所
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
又
独
逸
は
哲
学
者
中
の
一い

ち

巨き
ょ

頭と
う

也な
り

　
其そ

の

美
を
論
ず
る
又
注
目
に
値
す
べ
き
も
の
あ
り
、
即

す
な
わ
ち　

美
と
は
世
界
進
程
の
大
理
想
が
感
覚
に
依
り
て

　
具
象
的
に
発
現
せ
る

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

も
の
9

9

（
現
れ
で
る
）
に
外
な
ら
ず

4

4

4

4

4

　
之
を
其
抽
象
的
発
現
に
し
て

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

　
知
性
の
所
縁

9

9

9

9

9

（
ゆ
か
り
）
に
よ
り

9

9

9

　
了
会
せ
ら
る
ゝ
も
の
即
真
と
対
照
し
て

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

　
説
明
を
与
へ

9

9

9

9

9

、
且
つ
其
理
想
を

9

9

9

9

9

9

重
ん
ぜ
し
結
果

9

9

9

9

9

9 

0物
質
界
に
埋
没
せ
ら
れ
た
る
自
然
と
劣
等
視
し

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
自
然
美
を
下
位
に
貶
黜

9

9

9

9

9

9

9

9

9

（
へ
ん
ち
ゅ
つ

―
下
げ
る
意
）
せ
り
き

9

9

9

、
随
て
9

9

（
し
た
が
っ
て
）
芸
術
美
に
就
き
て

9

9

9

9

9

9

9

は
自
然
の
醇
化

9

9

9

9

9

9

（
純
粋
な
も
の
に
す
る
）
を
須
要

9

9

9

（
し
ゅ
よ
う

―
も
っ
と
も
大
事
な
こ
と
）
の
原
則
と
な
し
た
り

9

9

9

9

9

9

9

9

（
八
〜
九
頁
）

森
林
太
郎
著
『
審
美
新
説
』（
春
陽
堂
、
明
治
33
・
2
）
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
（
一
八
四
八
〜
一
九
三
〇
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
・
美
学
者
。
の
ち
ラ
イ
プ
チ

チ
大
学
教
授
）
が
著
わ
し
た
“
審
美
上
時
事
問
題 A

esthetische Zeitfragen

”
の
梗
概
を
の
べ
た
も
の
と
い
う
（「
凡
例
」）。
本
書
の
さ
い
ご
の
章
節
「
審
美
学
の
現
況
」

に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

審
美
学
は
今い

ま

に
至い

た

る
ま
で S

シ
エ
リ
ン
グ

chelling 

及
お
よ
び H

ヘ
ー
ゲ
ル

egel 

の
足
跡
を
踏
め
り
…
…

高
山
林
次
郎
の
「
美
学
上
の
理
想
説
に
就
い
て
」（［
哲
学
会
講
演
］、『
哲
学
雑
誌
』
第
一
五
巻
・
第
一
五
七
号
、
明
治
33
・
3
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

所し
よ

詮せ
ん

は
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
が
其そ

の
歴
史
論
即す

な
わち

ヒ
ス
ト
リ
ズ
ム
の
上
に

　
具
象
理
想
説
の
根
拠
を
立
て
る
ま
で
は
、
独
逸
に
於
け
る
美
学
上
の
理
想
説
は

　
抽
象
派
で
あ
っ
た
と
見
て

も
差さ

し
つ
か
え
な

支
無
か
ら
や
う
に
思
は
れ
る
。
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『
教
育
時
論
』（
第
五
四
〇
号
、
明
治
33
・
4
）
の
「
内
外
雑
纂

―
問
答
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
進
化
説
が
出
て
く
る
。

問
　
運
命
に
付つ

き

　
哲
学
諸
家
の
説せ

つ

承
う
け
た
ま
わり

た
し

答
　（
前
略
）
宇
宙
の
本
体
を
指
し
て

　
日
々
進し

ん

漸ぜ
ん

し
て
止と

ま
ざ
る
活か

つ

理り

な
り
と
し
、
其そ

の

活
理
は
無
機
（
生
活
機
能
の
な
い
も
の
）、
有
機
の
天
然
界
を
経
過
し
て
、
終つ

い

に
人
間
に

達
し

　
自
覚
的
に
進
化
す
る
も
の
な
り
と
す
る
も
の
を
ヘ
ー
ゲ
ル
の
進
化
説
と
云
ふ
、
…
…

高
山
林
次
郎
（
一
八
七
一
〜
一
九
〇
二
、“
樗ち

ょ

牛ぎ
ゅ
う”

は
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
明
治
期
の
評
論
家
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
思
想
を
讃
美
）
は
、『
太
陽
』（
第
六
巻
・
第
四
号
、
明
治

33
・
4
）
の
「
時
事
評
論

―
文
芸
界
」
に
、「
外
山
博
士
を
憶お

も

ふ
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
小
論
は
、
戸と

山や
ま

正ま
さ

一か
ず

（
一
八
四
八
〜
一
九
〇
〇
、
明
治
期
の
教
育
家
、
の
ち
東

大
総
長
）
の
所
説
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
評
者
の
高
山
は
の
べ
て
い
る
。
戸
山
先
生
は
、
歴
史
そ
の
も
の
に
美
を
み
と
め
よ
う
と
は
あ
え
て
し
な
い
。
し
か
し
、
芸
術

に
お
け
る
史
蹟
の
威
厳
を
と
な
え
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
矛
盾
し
な
い
か
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学

9

9

9

9

9

9

9

な
く
し
て

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
美
学

9

9

9

9

9

9

9

を
奉ほ

う

し
給た

ま

へ
る
に
非
ず
や
。
予よ

は
先
生
が
説
の
破は

綻た
ん

、
或
は
是こ

の
点
に
本

も
と
づ

け
る
あ
ら
ん
を
恐お

そ

る
と
也な

り

。

『
太
陽
』（
第
六
巻
・
第
八
号
、
明
治
33
・
6
）
の
「
第
四
部

　
学
術
史
」
は
、
自
然
科
学
・
哲
学
・
政
治
学
・
法
律
学
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
十
九

世
紀
の
学
界
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し
い
進
歩
を
と
げ
た
も
の
は
、
自
然
科
学
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
影
響
は
、
す
ぐ
精
神
科
学

―
心
理
学
や
哲
学
に
お
よ
ん
だ
。

ド
イ
ツ
の
学
者
は
概
し
て
、
哲
学
的
倫
理
学
の
古
い
と
り
で
を
固
守
し
、
さ
い
き
ん
で
は
経
験
学
派
の
本
国
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ン
一
派
が

―
、

　
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所
説
に
依い

傍ぼ
う

し
て
（
た
よ
っ
て
）
観
念
論
的
倫
理
学
を
主
張
せ
る
は

　
大

お
お
い

に
吾ご

人じ
ん

の
注
意
す
べ
き
現
象
な
り
。

し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
観
念
論
は
、
つ
い
に
瓦が

解か
い

し
、
む
か
し
の
盛
運
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
一
巻
・
第
一
六
三
号
、
明
治
33
・
9
）
の
「
雑
録

　
応
問
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
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ヘ
ー
ゲ
ル
の
自
然
哲
学
の
如ご

と

き
　
是こ

の
矛
盾
に
陥

お
ち
い

り
た
る
者
、
フ
オ
イ
エ
ル
バ
ツ
ハ
の
非
理
性
主
義
が
ヘ
ー
ゲ
ル
よ
り
発
生
し
た
る 

決
し
て
偶
然
に
非

あ
ら
ざ

る
な
り
。

『
教
育
時
論
』（
第
五
五
九
号
、
明
治
33
・
10
）
の
「
内
外
雑
纂

―
問
答
」
に
、
ふ
た
た
び
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

　
ス
ピ
ノ
ザ
の
無
限
実
体

　
ヘ
ゲ
ル
の
絶
対
、
ス
ペ
ン
セ
ル
の
不
可
知
的
勢
力
等
は

　
皆
こ
の
実
物
を
指
し
て
命
名
し
た
る
も
の
な
り
、
と
吾ご

人じ
ん

（
わ
れ
わ
れ
）
は
信
ず
る
な
り
、

…
…

『
哲
学
叢
書
』（
第
一
巻
・
第
一
集
、
集
文
閣
、
明
治
33
・
10
）
の
巻
頭
に
、「
哲
学
定
義
」
が
か
か
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル

の
も
の
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
定
義
は

―

哲
学
は
先
づ
一
般
に
対
象
に
関
す
る
思
惟
的
考
察
と
確
定
す
る
を
得
べ
し
、　

　
　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル

哲
学
は
絶
対
（
宇
宙
の
究
極
原
理

―
引
用
者
）
を
研
究
す
る
組
織
的
の
学
な
り
、　

　
　
同
上

哲
学
は
概
念
的
思
想
と
し
て
の
思
惟
的
発
達
な
り
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
上

同
誌
の
編
者
・
井
上
哲
次
郎
に
よ
る
と
、
維
新
以
来
三
十
数
年
た
ち
、
こ
れ
ま
で
制
度
や
文
物
、
社
会
的
事
相
な
ど
が
改
造
さ
れ
た
が
、
精
神
界
の
革
新
は
お
く
れ
た
と

い
う
。
哲
学
の
専
門
雑
誌
と
し
て
は
、『
哲
学
雑
誌
』
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
大
論
文
を
の
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
「
哲
学
叢
書
」
を
発
行
し
、
そ
こ
に
大
論
文
を

掲
載
し
、
本
邦
に
お
け
る
哲
学
の
進
歩
と
後
進
の
教
育
に
従
事
し
た
い
、
と
い
っ
た
主
旨
が
「
緒
言
」
に
あ
る
。

『
哲
学
叢
書
』（
第
一
巻
・
第
二
集
、
明
治
33
・
11
）
の
「
ロ
ッ
チ
エ
氏
の
哲
学
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
分
派
し
た

の
ち
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
独
立
な
る
哲
学
の
新
系
統
を
建
て
よ
う
と
し
た
者
が
あ
り
、
ロ
ッ
ツ
ェ
や
ハ
ル
ト
マ
ン
ら
が
そ
の
代
表
格
で
あ
っ
た
。
と
く
に

―
、



252（73）

明治・大正期のヘーゲル

ロ
ッ
チ
エ
氏
の
時
に
当
り

　
自
然
科
学
の
発
達
著

い
ち
じ
るし

く
、
其そ

の

哲
学
に
及
べ
る
影
響
は
頗

す
こ
ぶ

る
大だ

い

に
し
て
、
思
想
界
を
震
撼
し
た
る
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学

　
漸

よ
う
や

く
其
勢
力
を
失
ひ

　
唯
物

論
勃ぼ

っ

興こ
う

せ
り
…
…

中
島
力
造
著
『
現
今
の
哲
学
問
題

　
全
』（
普
及
社
、
明
治
33
・
11
）
は
、
こ
れ
か
ら
哲
学
の
研
究
を
は
じ
め
る
初
学
者
、
哲
学
の
現
状
を
知
ろ
う
と
す
る
人
び
と
の
た

め
に
、
平
易
に
著
わ
し
た
“
哲
学
入
門
書
”
で
あ
る
。
同
書
の
「
第
七
回

　
認
識
の
本
質
に
関
す
る
問
題
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
説
的
観
念
が
万ば

ん

有ゆ
う

（
万
物
）
の
根
源
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
、
故ゆ

え

に
万
有
は
絶
対
的
観
念
の
顕け

ん

現げ
ん

（
あ
ら
わ
れ
）
で
あ
る
、
…
…

『
教
育
時
論
』（
第
五
六
四
号
、
明
治
33
・
12
）
の
「
海
外
雑
纂

―
問
答
」
の
問
に
、
西
洋
人
の
“
神
”
と
は
ど
ん
な
も
の
を
い
う
の
か
。
科
学
お
よ
び
哲
学
と
は
な
に

か
、
と
い
う
の
が
あ
る
。

前
者
の
問
に
た
い
し
て
、

―

絶
対
的
唯
心
論
者
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
に
云い

わ

く
、
神
と
は
自
覚
的
道
理
な
り
、
此
自
覚
的
道
理
は
、
一
方
に
お
い
て
は
吾
人
の
理
性
と
な
り
、
他
方
に
お
い
て
は
万
物
の
本
質
と
な
る
、

…
…

ま
た
後
者
の
問

―
と
く
に
哲
学
の
定
義
と
し
て
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
は
哲
学
を
以も

っ

て
　
智
識
の
学
な
り
と
云い

ひ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
理
念
（
理
性
の
判
断
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
最
高
の
考
え
）
の
学
と
な
り
と
云
ひ
、
…
…

三
宅
雪せ

つ

嶺れ
い

述
『
近
世
哲
学
史
』（
哲
学
館
第
十
二
学
年
度 

高
等
教
育
学
科
講
義
録
、
明
治
33
・
？
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
章
節
（
一
一
一
〜
一
五
五
頁
）
が
あ
る
。
こ
の
な

か
で
ヘ
ー
ゲ
ル
小
伝
、
論
理
学
の
三
断
法
、
理
法
学
（
存
在
、
本
素
、
総
念
）
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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ヘ
イ
ゲ
ル
其
哲
学
を
構
成
す
る
や 

先ま

づ
純
全
孤
独
の
原
理
を
求
め
て 

乃す
な
わち

思
想
と
い
へ
る
一い

ち

大だ
い

旨し

義ぎ

（
か
ん
が
え
）
を
工
夫
し
来
り

　
宇
宙
万
象
を
挙あ

げ
て
皆
此こ

の

中な
か

に
包
含
せ

し
め
…
…
（
一
五
二
頁
）

『
教
育
時
論
』（
第
五
六
六
号
、
明
治
34
・
1
）
の
「
学
説 

政
務

―
カ
ン
ト
の
教
育
説
（
上
）」
に
、
カ
ン
ト
の
名
が
出
て
く
る
。
カ
ン
ト
の
教
育
思
想
を
研
究
す
る
ば

あ
い
、
カ
ン
ト
哲
学
の
門
を
く
ぐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
カ
ン
ト
以
後
の
つ
ぎ
の
哲
学
者
に
つ
い
て
も
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
い
る
。

例
へ
ば
フ
イ
ヒ
テ
、
セ
ル
リ
ン
グ
、
ヘ
エ
ゲ
ル
、
シ
ヨ
ツ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
乃な

い
し至

シ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
…
…

『
太
陽
』（
第
七
巻
・
第
五
号
、
明
治
34
・
5
）
の
「
宗
教
時
報

―
ニ
ー
チ
エ
の
宗
教
論
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
二
十
世
紀
の
初
頭
に

お
い
て
、
日
本
の
文
壇
を
に
ぎ
わ
し
た
の
は
ド
イ
ツ
の
一
畸き

人じ
ん

ニ
ー
チ
ェ
（
一
八
四
四
〜
一
九
〇
〇
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
意
志
哲
学
の
影
響
を

う
け
、
の
ち
ワ
イ
マ
ー
ル
に
お
い
て
狂
気
の
な
か
で
亡
く
な
っ
た
）
の
評
論
だ
と
い
う
。
か
れ
は
徹
頭
徹
尾
時
代
精
神
に
反
抗
し
た
。

か
れ
の
眼
中
、
ヘ
ー
ゲ
ル
な
く
、
基キ

リ
ス
ト督

な
く
、
神
な
く
人
な
く
、
傍ぼ

う

若
じ
ゃ
く

無
人
独ひ

と

り
壮そ

う

大だ
い

の
言げ

ん

を
弄ろ

う

し 

殆ほ
と

ん
ど
壮そ

う

大だ
い

狂き
ょ
うに

類る
い

せ
ん
と
せ
り
…
…

戸
張
信
一
郎
（
一
八
七
三
〜
一
九
五
五
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
“
竹
風
”。
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
文
学
者
。
ニ
ー
チ
ェ
を
日
本
に
紹
介
し
た
）
の
「
フ
リ
イ

ド
リ
ヒ
、
ニ
イ
チ
ェ
を
論
す
（
承
前
）」（『
帝
国
文
学
』
第
七
巻
・
第
六
号
、
明
治
34
・
6
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

　
ヘ
エ
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
に

　
所い

わ

謂ゆ
る

「
世
界
史
は
神
の
自
現

0

0

0

0

0

0

0

0

（
じ
げ
ん
）
な
り
」
と
い
へ
る
語
は
、
今
日
の
史
家
を
し
て
往お

う

々お
う

事
実
行
為
の
結
果
に
よ
り
て

　
人
を
判
断
せ
し
む
る

の
幣へ

い

を
惹じ

ゃ

起き

せ
り
。



250（75）

明治・大正期のヘーゲル

浮
田
和
民
の
『
帝
国
主
義
と
教
育
』（
民
友
社
、
明
治
34
・
8
）
は
、『
国
民
新
聞
』
に
発
表
し
た
記
事
を
ま
と
め
て
一
書
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
本
書
は
、「
日
本
の
帝

国
主
義
」
と
「
帝
国
主
義
の
教
育
」
の
二
篇
か
ら
成
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
総
称
し
て
『
帝
国
主
義
と
教
育
』
と
し
た
。

「
帝
国
主
義
の
教
育
」
の
「
五

　
公
共
的
と
自
由
」
に
お
い
て
、
著
者
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
観
の
一
端
を
引
き
な
が
ら
、
国
家
に
た
い
す
る
服
従
や
、
社
会
福
祉
に
た

い
す
る
一
致
団
結
の
あ
り
方
に
つ
い
て
疑
問
を
提
起
し
て
い
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
良
心
の
声
が
命
ず
る
服
従
、
道
理
に
あ
わ
ぬ
団
結
で
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
ま
こ
と
の
服
従
や
団
結
で
は
な
い
と
い
う
。
し
か
も
、“
良
心
”
や
“
道

理
”
は
、
自
由
な
る
精
神
の
な
か
に
在
る
も
の
で
あ
っ
て
、
隷
属
状
態
の
な
か
に
は
な
い
と
い
う
。

是こ

れ
ヘ
ー
ゲ
ル
が
国
家
を
称

し
よ
う

し
て
自
由
の
実じ

つ

現け
ん

、
又
は
現げ

ん

実じ
つ

に
存
す
る
実じ

つ

成せ
い

せ
ら
れ
た
る
道だ

う

徳と
く

的て
き

生せ
い

活く
わ
つな

り
と
言
ひ
た
る
所ゆ

え
ん以

な
ら
ん
。
吾ご

人じ
ん

は
固も

と

よ
り
国
家
の
意い

志し

に
服
従
せ

ざ
る
可べ

か
ら
ず
。
社
会
の
福ふ

く

祉し

に
一
致ち

結け
つ

合が
ふ

せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
国
家
の
意
志
、
及
び
社
会
の
福
祉
は
、
自
由
討
究
の
上
に
非
ざ
れ
ば
、
之こ

れ

を
知
る
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。

良
心
よ
り
出
で
ざ
る
服ふ

く

從じ
う

道
理
に
基

も
と
ず

か
ざ
る
一
致
は
、
真
正
の
服
從
に
非あ

ら

ず
、
真し

ん

正せ
い

の
一
致
に
非
ざ
る
な
り
。
而

し
こ
う

し
て
良

り
や
う

心し
ん

と
云
ひ

　
道
理
と
云
ひ
、
自
由
の
精
神
中
に
存ぞ

ん

し
て
奴ど

隷れ
い

的て
き

人じ
ん

民み
ん

の
中
に
発
見
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

吉
田
熊く

ま

次じ

（
一
八
七
四
〜
一
九
六
四
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
教
育
学
者
）
は
、『
東
洋
哲
学
』（
第
八
編
・
第
九
号
、
明
治
34
・
9
）
の
「
論
説
」
に
、「
所い

わ
ゆ
る謂

新
教
育
学

と
は
何
ぞ
や
」
を
寄
稿
し
た
。
こ
の
小
論
の
な
か
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。“
新
教
育
学
”
と
は
社
会
的
教
育
学
の
別
名
と
い
う
。
ま
た
哲
学
的
教
育
学
派
と
い
え
ば
、

ナ
ト
ル
プ
（
一
八
五
四
〜
一
九
二
四
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
・
教
育
学
者
）
を
そ
の
代
表
と
す
る
、
新
カ
ン
ト
学
派
を
指
す
も
の
と
い
う
。

彼
等
は
同
時
に
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
の
感
化
を
受
け
、
重お

も

に
此こ

の

方ほ
う

面
よ
り
し
て
社
会
を
重
ん
ず
る
に
至
り
し
も
の
ゝ
如
し
…
…

『
太
陽
』（
第
八
巻
・
第
二
号
、
明
治
35
・
1
）
の
「
無
神
無
霊
魂
説
の
是ぜ

非ひ

如い

何か
ん

」（
井
上
哲
次
郎
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
唯
物
論
は

近
世
に
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
哲
学
と
し
て
重
要
な
位
置
を
し
め
な
か
っ
た
。
プ
ラ
ト
ン
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
、
カ
ン
ト
、
セ
ル
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
し
て
も
、
み
な
唯
物
論
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
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『
太
陽
』（
第
八
巻
・
第
四
号
、
明
治
35
・
4
）
の
「
論
説

―
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
を
論
じ
て
我わ

が

邦く
に

文
芸
の
現
況
に
及
ぶ
」
は
、
大
塚
保や

す

治じ

（
一
八
六
八
〜
一
九
三
一
、
明

治
・
大
正
期
の
美
学
者
、
東
大
教
授
）
が
東
京
専
門
学
校
で
お
こ
な
っ
た
講
演
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
ヘ
ー
ゲ
ル
に
言
及
し
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
事
物
発
展
の
順
序
を
、
正
、
反
、
合
、
と
三

み
っ
つ

に
分
け
た
が

　
其そ

の

反は
ん

は
抜
き
に
し
て
、
正
か
ら
一
足
飛
び
に
合
に
進
む
工
夫
を
す
る
の
が

　
社
会
万
事
を
所
置
す
る
至

当
（
き
わ
め
て
適
当
）
の
方
便
で
あ
る
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
九
編
・
第
五
号
、
明
治
35
・
5
）
の
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
哲
学
者
カ
ン
ト
」（
波
多
野
精
一
）
は
、
翻
訳
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
哲
学
教
授
と

し
て
有
名
な
パ
ウ
ル
ゼ
ン
の
近
作
の
論
文
を
抄
訳
し
た
も
の
と
い
う
。
訳
者
に
よ
る
と
、
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
は
根
本
に
お
い
て
主
理
的
で
あ
る
と
い
う
。

近
時
に
於
け
る
是こ

の
傾
向
の
最
も
著
し
き
代
表
者
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
な
り
。

正
岡
芸
陽
著
『
英
雄
主
義
』（
新
声
社
、
明
治
35
・
5
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
引
か
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
い
か
な
る
哲
学
者
と
い
え
ど
、
か
れ
ら
が
う
か
が
い
知

っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
真
理
の
一
端
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
然し

か

ら
ざ
ら
ん
や
、
ヘ
ー
ゲ
ル
然し

か

ら
ざ
ん
や
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
然し

か

ら
ざ
ら
ん
や
…
…
（
一
四
頁
）

中
江
兆
民
遺
稿
『
警
世
放
言
』（
松

し
ょ
う

邑ゆ
う

三
松
堂
、
明
治
35
・
5
）
の
「
理
論
は
邦ほ

う

家け

（
日
本
）
に
必
要
な
り
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

彼か

れ
理
論
を
排は

い

斥せ
き

す
る
者
は

　
日（

ド
イ
ツ
）

耳
曼
ヘ
ー
ゲ
ル
理
学
（
哲
学
）
よ
り
脱だ

っ

胎た
い

し
来
れ
る
露
国
の
虚
無
党
と
旨し

趣し
ゅ

（
い
み
）
を
同
じ
く
す
る
者
な
り
（
一
〇
〇
頁
）
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新
カ
ン
ト
派
又
は
ヘ
ー
ゲ
ル
派
と
称
せ
ら
る
ゝ
も
の
な
り
。

と
い
う
。

朝と
も

永な
が

三
十
郎
編
『
哲
学
綱
要
』（
宝
文
館
、
明
治
35
・
11
）
は
、
初
学
者
む
き
に
著
わ
し
た
哲
学
入
門
書
で
あ

る
。
哲
学
上
の
一
般
概
念
と
そ
の
歴
史
的
発
展
を
概
観
し
、
読
者
を
し
て
将
来
、
哲
学
史
の
研
究
に
む
か
わ
せ
る

こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
本
書
の
骨
格
の
多
く
は
、欧
米
の
諸
家
の
哲
学
概
論
を
参
考
に
し
た
と
い
う
（「
序
言
」）。

『
東
洋
哲
学
』（
第
九
編
・
第
七
号
、
明
治
35
・
7
）
の
「
論
説
」
に
、
元も

と

良ら

勇ゆ
う

次じ

郎ろ
う

（
一
八
五
八
〜
一
九
一
二
、
同
志
社
に
ま
な
び
の
ち
ボ
ス
ト
ン
大
学
と
ジ
ョ
ン
ズ
・

ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
心
理
学
、
哲
学
を
お
さ
め
る
。
後
年
、
東
大
教
授
）
の
「
哲
学
の
変
遷
と
新
系
統
」（
五
月
十
八
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
哲
学
館
同
窓
会
」
に
お
け
る

講
演
筆
記
）
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
講
演
者
は
、
た
び
た
び
ヘ
ー
ゲ
ル
に
ふ
れ
た
。

ギ
リ
シ
ャ
や
近
世
に
お
け
る
哲
学
者
に
し
て
も
、
み
な
立
脚
地
を
“
概
念
”
に
と
り
、
概
念
と
い
っ
た
メ
ガ
ネ
を
通
し
て
人
生
や
社
会
を
み
た
も
の
で
、
じ
っ
さ
い
生
活

と
遊
離
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

希
臘
の
古
賢
に
も
、
又ま

た

ス
ピ
ノ
ザ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
カ
ン
ト
等
に
て
も
、
実
際
的
方
面
を
疎

う
と
ん

せ
る
に
あ
ら
す
と
い
へ
ど
も
、
実
際
的
方
面
に
遠と

お

か
る
傾
向
を
免

ま
ぬ
か

る
ゝ
能あ

た

は
ざ
り
き

…
…　

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ヘ
ー
ゲ
ル
は
カ
ン
ト
に
次
い
て
起
り
、
カ
ン
ト
の
哲
学
の
不
完
全
な
り
し
点
を
補
ひ
て
、
完
全
な
る
哲
学
系
統
を
た
て
た
り
と
称
す
、
…
…

『
東
洋
哲
学
』（
第
九
編
・
第
八
号
、
明
治
35
・
8
）
の
「
論
説

―
グ
リ
ー
ン
の
倫
理
説
を
論
評
す
」（
中
島
力
造
）
は
、
講
演
筆
記
で
あ
る
。
ト
マ
ス
・
ヒ
ル
・
グ
リ

ー
ン
（
一
八
三
六
〜
八
二
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
理
想
主
義
哲
学
の
代
表
者
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
）
の
著
書
は
、
字
句
と
い
い
思
想
と
い
い
、
ひ
じ
ょ
う
に
難
解
だ
と

い
う
。
論
者
に
よ
る
と
、
こ
ん
に
ち
英
米
に
お
い
て
も
っ
と
も
普
及
し
、
も
っ
と
も
勢
力
が
あ
る
の
は
、
グ
リ
ー
ン
の
論
理
説
だ
と
い
う
。

元良勇次郎
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同
書
の
「
第
一
編

　
緒
論

　
哲
学
の
本
質
及
び
旨し

趣し
ゅ

（
意
味
）」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
あ
く
ま
で
も
経
験
や
経
験
科
学
を
は
な
れ
、
純
粋
な
る
概
念
的

思
考
の
新
方
式
に
よ
っ
て
、
宇
宙
間
に
あ
る
絶
対
的
認
識
の
体
系
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
の
は
、

　
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
三
家
の
哲
学

で
あ
っ
た
と
い
う
（
四
二
頁
）。

朝
永
三
十
郎
篇
「
学
究
漫
録
」
は
、『
精
神
界
』（
第
二
巻
一
一
〜
一
二
号
に
連
載
さ
れ
た
。
明
治
35
・
11
〜
12
）。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

大
そ
う
ヘ
ー
ゲ
ル
流
に
な
り
ま
す
が
、
悪
或あ

る
いは

罪
に
対
す
る
我
々
の
態
度
も
亦ま

た

、
上
に
述
べ
た
処

と
こ
ろ

と
同
様
、
三
種
の
類
型
が
あ
る
様
に
思
は
れ
ま
す
。

『
太
陽
』（
第
九
巻
・
第
一
号
、
明
治
36
・
1
）
の
「
評
論
の
評
論
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。
ひ
と
の
作
品
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と—

す
な
わ
ち
、
真

正
の
評
論
を
お
こ
な
う
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。
そ
れ
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
や
り
方
に
な
ら
う
の
が
よ
い
と
い
う
。

吾
人
の
採
る
べ
き
方
針

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
た
ゞ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
方
法
あ
る
の
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
即

す
な
わ

ち
反
対
な
る
者
よ
り

　
調
和
に
行
き
つ
ゝ

　
真
理
に
接
近
す
る
路み

ち

あ
る
の
み
。

『
太
陽
』（
第
九
巻
・
第
三
号
、
明
治
36
・
3
）
の
「
論
説

―
文
学
者
と
し
て
の
高（

林
次
郎
）

山
君
」（
桑
木
厳
翼
の
追
悼
演
説
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
言
及
が
あ
る
。

パ
ウ
ル
ゼ
ン
、
グ
リ
ー
ン
の
立
場
か
ら
道
徳
論
を
草そ

う

し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
美
学
を
基
準
と
し
て
裸
体
画
を
論
ず
る
な
ど
は

　
皆
此こ

の

思し

想そ
う

を
示
し
て
居お

り

ま
す
。

『
独
立
評
論
』（
第
三
号
、
明
治
36
・
3
）
の
「
論
説

―
目
的
と
手
段
（

再
び
ミ
ュ
ア
ヘ
ツ
ド

氏
倫
理
学
書
に
就
て
）」（
桑
木
厳
翼
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
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ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
は

　
単
に
概
念
の
演え

ん

繹え
き

を
説
き
て
経
験
を
蔑
視
せ
る
点
に
於
て

　
後
の
学
者
の
軽
ず
る
所
と
な
れ
り
と
雖

い
え
ど

も
、
若も

し
之こ

れ

に
加
ふ
る
に
適
当
な
る
経
験
的
補
助

0

0

0

0

0

を
似
て
み
れ
ば
、
紛ふ

ん

糾
き
ゅ
う

乱ら
ん

雑ざ
つ

せ
る
諸
事
実
を
統
一
す
る
に
於
て

　
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
の
方
法
と
な
す
べ
し
。

高
橋
五
郎
著
『

最新
　
一
元
哲
学
』（
前
川
文
栄
閣
、
明
治
36
・
9
）
の
「
第
七
章

　
一
元
哲
学
の
現
在
未
来

―
ヘ
ー
ゲ
ル
と
シ
ョ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
関
係
」
に
、
御
用

哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

按あ
ん

ず
る
に
（
お
も
う
に
）
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所い

わ

謂ゆ
る

普
編
的
神
観
念

0

0

0

0

0

0

若も
し

く
は
普
編
的
大
道
理

0

0

0

0

0

0

な
る
者
は

　
万ば

ん

象し
ょ
う（

宇
宙
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
）
の
根
本
と
し
て
や 

正ま
さ

に
是こ

れ
一

元
的
観
念
を
表あ

ら

は
せ
る
者
な
り
、
故ゆ

え

に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
は
善よ

く
申
せ
ば
一
元
論
（
た
だ
ひ
と
つ
の
原
理
で
、
宇
宙
の
す
べ
て
の
問
題
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
）
に
し
て
、

悪
く
言
へ
ば
凡は

ん

神し
ん

論ろ
ん

な
り
、
而
し
て
僅わ

ず

か
に
一
歩
を
誤あ

や

ま
れ
ば
無
神
論
に
陥お

ち

い
ら
ん
と
す
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
〇
編
・
第
一
二
号
、
明
治
36
・
12
）
の
「
彙
報

　
時
評

―
独
断
主
義
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
何
度
か
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
知
識
と
は

経
験
の
統
一
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
い
う
。
ま
た
一
個
人
の
知
識
体
系
は
、
そ
の
ひ
と
の
人
格
よ
り
自
然
に
生
じ
る
も
の
と
い
う
。

ス
ピ
ノ
ウ
ザ
ー
の
哲
学
は

　
ス
ピ
ノ
ウ
ザ
ー
の
人
格
を
離
れ
て
何
等
の
意
義
な
く
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
の
哲
学
は

　
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
を
去
り
て
何
等
の
根
底
に
あ
ら
ず
、
カ
ン
ト
然し

か

り
（
カ
ン
ト
も
そ
う
で
あ
る
）、
ヘ
ー
ゲ
ル
然
り
、
吾
人
に
於
け
る
も
亦ま

た

然
り
。

大
西 

祝は
じ
め（

一
八
六
四
〜
一
九
〇
〇
、
明
治
後
期
の
哲
学
者
。
東
京
専
門
学
校
［
早
大
］
や
東
京
高
師
で
教
鞭
を
と
っ
た
り
、『
六
号
雑
誌
』
の
編
纂
に
た
ず
さ
わ
っ
た
）

の
遺
稿
を
あ
つ
め
て
編
纂
し
た
も
の
は
、『
大
西
博
士
全
集
』
で
あ
る
。『
西
洋
哲
学
史
』（
上
下
）
は
、
大
西
の
口
述
を
筆
写
し
た
門
下
生
の
ノ
ー
ト
に
、
さ
ら
に
大
西
が

加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。『
西
洋
哲
学
史
（
下
巻
）』（
警
醒
社
書
店
、
明
治
37
・
1
）
の
第
四
十
九
章
は
、
カ
ン
ト
以
後
の
哲
学
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
箇
条
が

あ
る
（
六
二
七
〜
六
三
二
頁
）。
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〔
三
〕
フ
ィ
ヒ
テ
の
哲
学
は
主
観
を
以
て
始
め
た
り
、
故
に
哲
学
史
家
或
は
彼
れ
の
哲
学
を
称
し
て
主
観

的
主
心
論
と
い
ふ
。
シ
ェ
ル
リ
ン
グ
は
客
観
を
以
て
其
の
哲
学
を
始
め
た
り
、
故
に
哲
学
史
家
或
は
之
れ

を
客
観
的
主
心
論
と
い
ふ
。
而
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
ル
リ
ン
グ
と
を
合
し
、
主
観
及
び
客

観
を
し
て 

し
か
あ
ら
し
む
る
所
以
の
絶
対
的
理
想
を
以
て
出
立
せ
り
。
故
に
史
家
（
殊
に
彼
れ
の
学
派
に

属
す
る
史
家
）
之
れ
を
絶
対
的
主
心
論
と
名
づ
く
。

　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
ル
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
三
人
相
繼
い
で
代
表
し
た
る
哲
学
思
想
は

　
是
れ
カ
ン
ト

以
後
の
独
逸
哲
学
界
に
於
け
る
中
央
の
流
れ
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
な
り
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
一
編
・
第
四
号
、
明
治
37
・
4
）
の
「
応
問

―
哲
学
と
倫
理
学
と
の
関
係
」
に
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
哲
学
と
倫
理
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
来
四
つ
ほ

ど
見
解
が
あ
る
と
い
う
。
倫り

ん

理り

（
道
徳
の
判
断
、
善
悪
の
区
別
）
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
る
と
い
い
、
倫
理
は
哲
学
的
根
拠
か
ら
演え

ん

繹え
き

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い

う
。

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ョ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
グ
リ
ー
ン
み
な
其
れ

で
あ
る
。

『
時
代
思
潮
』（
第
三
号
、
明
治
37
・
4
）
の
「
時
評—

文
明
の
趨す

う

勢せ
い

を
論
じ
て
新
時
代
の
芸
術
に
及
ぶ
（
中
）」（
□不

明

牛
生
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
自0

（
み
ず
か
ら
）
も
驚
嘆
し
た
る
が
如
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　
理
性
の
哲
学
は
か
れ
に
よ
り
て
完
美
せ
ら
れ
た
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

上
杉
慎し

ん

吉き
ち

（
一
八
七
八
〜
一
九
二
九
、
明
治
・
大
正
期
の
憲
法
学
者
。
東
大
教
授
、
天
皇
制
絶
対
主
義
勢
力
の
理
論
的
・
実
践
的
指
導
者
）
は
、『
法
学
協
会
雑
誌
』（
第

大西 祝
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二
二
巻
・
第
七
号
、
明
治
37
・
7
）
の
「
雑
録
」
に
、「
国
家
学
史
上
に
於
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
地
位
」（
九
九
九
〜
一
〇
一
五
頁
）
を
投
稿
し
た
。
穂
積
陳の

ぶ

重し
げ

教
授
が
「
法
理

学
演
習
会
」
に
提
出
し
た
十
二
の
課
題
の
な
か
に
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎
及
び
評
論
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、
本
稿
を
執
筆
し
た
よ
う
だ
。

論
者
は
折
か
ら
国
家
学
の
学
説
の
歴
史
を
研
究
ち
ゅ
う
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

論
者
に
よ
る
と
、
国
家
学
説
発
展
の
門
戸
を
ひ
ら
い
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
地
位
は
、
国
家
学
史
上
ひ
じ
ょ
う
に
重
要
だ
と
い
う
。
そ
し
て

―

ヘ
ー
ゲ
ル
は
国
家
を
有
機
体
と
し

　
人
格
と
し

　
主
権
の
本
体
と
せ
る
と
云
ふ
こ
と
だ
け
を
叙
せ
る
の
み

　
其
の
説
の
全
体
を
述
ふ
る
は
暫

し
ば
ら

く
要
な
し
…
…

と
結
論
を
く
だ
し
た
。

『
法
学
協
会
雑
誌
』（
第
二
二
巻
・
第
九
号
、
明
治
37
・
9
）
の
「
雑
録
」
に
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎
」［
三
月
、
法
理
学
演
習
報
告
］（
吉
野
作さ

く

造ぞ
う

）
が
掲
載

さ
れ
た
。
論
者
は
本
稿
を
三
章
に
わ
か
ち
、

―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
の
基
礎
観
念

―
そ
の
哲
学
体
系
に
お
け
る
法
律
哲
学
の
地
位

―
お
よ
び
法
律
哲
学
の
基
礎
を
論
じ

よ
う
と
し
た
と
い
う
。
い
っ
た
ん
研
究
に
手
を
つ
け
て
み
る
と
、
難
解
不
明
の
点
が
、
予
想
外
に
多
か
っ
た
と
い
う
。
い
ま
に
し
て
容
易
な
ら
ざ
る
し
ご
と
で
あ
る
と
思
っ
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
用
語
は
ひ
じ
ょ
う
に
む
ず
か
し
く
、
哲
学
を
専
攻
す
る
学
生
す
ら
、
こ
れ
を
理
解
す
る
の
に
苦
し
む
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。

吉
野
作
造
（
一
八
七
八
〜
一
九
三
三
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
政
治
学
者
、
東
大
教
授
）
が
著
わ
し
た
小
冊
子
『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎
』（
法
理
研
究

会
出
版
、
明
治
38
・
1
、
全
九
六
頁
）
は
、
法
理
論
叢
第
一
二
編
に
あ
た
る
。
本
書
は
、
著
者
が
東
京
法
科
大
学
に
在
学
ち
ゅ
う
（
明
治
36
・
9
〜
同
37
・
3
）
穂
積
陳
重

（
一
八
八
三
〜
一
九
五
一
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
民
法
学
者
、
東
大
教
授
）
の
法
理
学
演
習
に
出
席
し
た
と
き
、
提
出
し
た
論
文
の
大
要
を
、
印
刷
に
ふ
し
た
も

の
で
あ
る
（「
例
言
」）。

著
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
は
、
用
語
が
む
ず
か
し
い
の
と
思
想
が
深
遠
な
の
で
、
多
大
の
労
苦
を
感

じ
る
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
理
学
説
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
か
れ
の
法
哲
学
を
理
解
す
る
の
に
必
要

な
知
識
を
あ
ら
か
じ
め
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
著
者
が
本
書
に
お
い
て
し
め
そ
う
と
し
た
の
は
、
こ

の
前
提
的
知
識
で
あ
る
と
い
う
。

本
書
は

―
第
一
章

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
の
基
礎
観
念

　
第
二
章

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
体
系
及
び
法
律
哲
学

穂積陳重
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の
地
位

　
第
三
章

　
法
律
哲
学

　
第
一
節

　
法
律
哲
学
の
前
提

　
第
二
節

　
法
律
哲
学
の
特
質

―

か
ら
成
っ
て
い
る
。

明
治
期
に
は
、
諸
家
が
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
の
論
文
を
諸
雑
誌
に
発
表
し
て
い
る
が
、

小
冊
子
の
か
た
ち
に
せ
よ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
単
行
本
を
著
わ
し
た
の
は
吉
野
作
造
が
第
一
号
で

あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
は
、
か
れ
の
哲
学
体
系
の
他
の
部
分
と
は
な
れ
、
独
立
し
て
研
究
で
き

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
法
哲
学
の
前
提
と
な
る
哲
学
の
他
の
部
分
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

い
う
。

朝
永
三
十
郎
著
『
哲
学
辞
典

　
全
』（
宝
文
館
、
明
治
38
・
1
）
は
、「
哲
学
上
の
学
語
を
説
明
せ

る
辞
典
」
が
い
ま
だ
無
か
っ
た
た
め
に
、
主
と
し
て
ア
イ
ス
レ
ル
、
ボ
ー
ル
ド
ヰ
ン
、
キ
ル
ヒ
ネ
ル
等
の
哲
学
辞
典
を
参
考
に
し
て
編
ん
だ
も
の
と
い
う
（「
凡
例
」）。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
項
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
（
三
四
九
頁
）。

吉野作造著『ヘーゲルの法律哲学の基礎』
（法理研究会出版、明治38・1）。［早稲
田大学中央図書館蔵］
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『
教
育
時
論
』（
第
七
一
三
号
、
明
治
38
・
2
）
の
「
文
芸
史
伝

―
時
代
文
学
の
変
遷
（
二
）」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
社
会
学
者
・
建た

け

部べ

遯と
ん

吾ご

（
一
八
七

一
〜
一
九
四
六
、
文
科
大
学
教
授
、
社
会
学
講
座
担
当
）
が
か
い
た
小
論
「
陸り

く

象
し
ょ
う

山ざ
ん

」（
陸り

く

九
き
ゅ
う

淵え
ん

の
こ
と

―
南
宋
の
学
者
。
朱
子
と
論
争
し
、
心し

ん

即そ
く

理り

―
心
の
は
た

ら
き
が
そ
の
ま
ゝ
自
然
の
道
理
を
主
張
し
た
）
の
「
は
し
が
き
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。

読
書
を
職
業
と
せ
ば
、
群ぐ

ん

書し
ょ

（
多
く
の
書
物
）
を
渉
猟
せ
ざ
る
能あ

た

は
ざ
る
べ
き
を
、
胸
中
理
論
を
練ね

ら
ん
と
欲
せ
ば
、
先ま

つ
カ
ン
ト
、
余よ

暇か

あ
ら
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
、
須

す
べ
か

ら
く
其そ

の
大だ

い

体た
い

を
了

り
ょ
う

（
お
え
る
）
す
べ
し
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
二
編
・
第
二
号
、
明
治
38
・
2
）
の
「
荘
子
論
（
続
）

―
第
二
節

　
終
局
の
道
に
就
て
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
、
曰
く

　
有
は
無
な
り
と
（
中
略
）　
有
に
対
す
る
の
無
な
り

　
ヘ
ー
ゲ
ル
又
曰
く

　
此
の
如
き
無
の
最
高
形
式
は
自
由
な
り
否
定
な
り
と
…
…

『
哲
学
雑
誌
』（
第
二
一
六
号
、
明
治
38
・
2
）
の
「
附
録
」
に
、
翻
訳
「
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
哲
学
体
系
」（

紀
平
正
美

　
　

小
田
切
遼
太
郎
共
訳
）
が
掲
載
さ
れ
た
。

訳
者
の
ひ
と
り
紀き

平ひ
ら

正た
だ

美よ
し

（
一
八
七
四
〜
一
九
四
九
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
哲
学
者
）
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学

―
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
弁
証
法
の
研
究
の
先

駆
者
と
し
て
名
を
な
し
た
。
昭
和
期
に
入
る
と
、
国
家
主
義
的
傾
向
を
つ
よ
め
、
皇
道
哲
学
を
う
ち
た
て
た
り
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動
の
一
翼
を
に
な
っ
た
り
し
た
。
大

正
八
年
（
一
九
一
九
）
学
習
院
教
授
と
な
り
、
か
た
わ
ら
東
大
や
東
京
商
大
（
一
ッ
橋
大
）
な
ど
に
出
講
し
た
。

“
哲
学
体
系
”
と
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の E

ncyklopädie der philosophischen W
issenschaften im

 G
rundrisse

（「
哲
学
的
諸
科
学
体
系
梗
概
」）
を
簡
単
に
し
た
も
の
と

い
う
。
訳
者
ら
は
多
年
、
同
書
の
研
究
に
し
た
が
っ
て
き
た
が
、
今
回
邦
語
に
訳
す
こ
と
に
し
た
の
は
、
一
つ
は
知
人
か
ら
勧
め
ら
れ
た
こ
と
。
二
つ
は
日
本
語
に
よ
っ
て

哲
学
を
ま
な
ぼ
う
と
す
る
者
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
示
す
に
あ
っ
た
（「
翻
訳
序
言
」）。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
書
は
、
ふ
つ
う
難
物
ち
ゅ
う
の
難
物
と
い
う
。
寝
こ
ろ
ん
で
読
む
本
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
翻
訳
の
第
一
回
目
は
、
第
一
節
か
ら
第
五
節
ま
で
（
同
号
の
一
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〜
八
頁
）
に
掲
載
さ
れ
、
以
後
も
『
哲
学
雑
誌
』（
第
二
一
七
号
、
第
二
一
八
号
〜
第
二
二
二
号
、
第
二
二
五
号
〜
第
二
二
六
号
、
第
二
三
〇
号
、
第
二
三
五
〜
第
二
三
七

号
［
昭
和
二
年
］
ま
で
）
に
断
続
的
に
の
っ
た
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
二
一
八
号
、
明
治
38
・
4
）
の
「
論
説
」
に
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
其
の
翻
訳
と
に
就つ

い

て
」（
紀
平
正
美
）
が
の
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
誌
（
第
二
一
六

号
）
に
発
表
し
た
「
翻
訳
序
言
」
の
付
言

0

0

で
も
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
も
の
を
よ
む
と
き
、
そ
の
用
語
に
つ
い
て
よ
く
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。

D

ダ

ス

as W

ヴ
ァ
ー
レ

ahre 
と d

デ
ィ
ー

ie W
ヴ
ァ
ー
ル
ハ
イ
ト

ahrheit

D

ダ

ス

as F

フ
ラ
イ
エ

reie 

と d

デ
ィ

ie F

フ
ラ
イ
ハ
イ
ト

reiheit

こ
れ
ら
の
語
は
、
ふ
つ
う
「
真
理
」
と
か
「
自
由
」
と
訳
せ
ば
よ
い
の
だ
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ば
あ
い
に
は
、
真4

あ
る
い
は
自
由
4

4

と
い
う
規
定
で
も
っ
て
す
む
と
き
と
す
ま

ぬ
と
き
が
あ
る
と
い
う
。「
真
で
あ
り
」「
自
由
で
あ
る
」
こ
と
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
い
う
。

だ
か
ら
訳
文
に
お
い
て
は
、「
真
な
る
も
の
」「
真
理
態4

（
性
）」「
自
由
な
る
も
の
」「
自
由
態4

（
性
）」
と
区
別
し
て
訳
し
た
と
い
う
。
ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ば
あ
い
、
文
章

の
語
句
の
配
列
が
、
そ
の
ま
ま L

ロ
ー
ギ
ッ
シ
ェ

ogische F

フ
ォ
ル
ゲ

olge
（
理
法
的
順
序
）
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
だ
か
ら
少
し
で
も
位
置
を
ひ
っ
く
り
返
す
と
、
大
切
な
意
味
を
う
し
な
う
と

き
が
あ
る
。
ま
た
関
係
代
名
詞
の
な
い
日
本
語
に
正
し
く
訳
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
と
き
に
文
章
を
二
つ
に
も
三
つ
に
も
切
断
し
て
訳
し
た
と
い
う
。

『
国
家
学
会
雑
誌
』（
第
一
九
巻
・
第
六
号
、
明
治
38
・
6
）
の
「
雑
報

―
『
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
大
学
百
年
間
の
国
法
学
教
授
」（
こ
れ
は
一
世
紀
に
わ
た
る
教
授
の

事
蹟
を
叙
述
し
た
も
の
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

一
八
一
七
年
の
冬
学
期
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
沛は

い

山ざ
ん

（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
こ
と
）
で
『
自
然
法
及
び
国
家
学
』
と
い
ふ
毎
週
六
時
間
の
講
義
を
し
て
居お

る
。「
ヘ
ー
ゲ
ル
」
の
「
法
律

哲
学
」
は

　
此
の
沛
山
の
講
義
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

『D

デ

ア

er M

メ

ン

シ

ュ

ensch

　
人
性
』
と
い
う
雑
誌
は
、
自
然
科
学
上
の
知
識
に
よ
っ
て
、
人
類
の
社
会
的
生
活
お
よ
び
精
神
的
生
活
を
研
究
す
る
日
本
唯
一
の
学
術
雑
誌
と
い
う

（
第
一
巻
・
第
3
号
）。
村
上
専せ

ん

精じ
ょ
う（

一
八
五
一
〜
一
九
二
九
、
明
治
・
大
正
期
の
真
宗
大
谷
派
の
学
僧
。
の
ち
東
大
印
度
哲
学
教
授
）
の
口
述
筆
記

―
「
宗
教
ト
哲
学
及

ビ
倫
理
ノ
異
同
」（『
人
性
』
第
一
巻
・
第
三
号
、
明
治
38
・
6
）
の
な
か
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
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哲
学
ハ
個
人
ノ
思
想
ニ
依
リ
テ
成
立
ス

　
　
　
宗
教
ハ
偉
人
ノ
感
化
ニ
依
リ
テ
成
立
ス

哲
学
ハ
カ
ン
ト
、
ソ
ク
ラ
チ
ー
ス
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
等
ノ
賢け

ん

哲て
つ

一
人
ア
レ
バ

　
其そ

の

人ひ
と

ソ
レ
ゾ
レ
ノ
哲
学
ハ
成
立
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
釈
尊
ガ
三
十
歳
ニ
シ
テ
成せ

い

道ど
う

（
悟
り
を
ひ
ら

く
）
セ
ラ
レ
シ
ノ
ミ
ニ
テ
ハ

　
仏
教
ト
云
フ
宗
教
ハ
成
立
セ
ザ
ル
ナ
リ

『
時
代
思
潮
』（
第
二
〇
号
、
明
治
38
・
9
）
の
「
時
評
」
に
あ
る
小
文
「
空
虚
な
る
日
本
」
は
、
日
本
の
哲
学
者
と
い
わ
れ
る
者
を
あ
た
か
も
揶や

揄ゆ

し
た
よ
う
な
文
章
で

あ
る
。
記
者
は
、
わ
が
国
に
は
、
ま
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
哲
学
者
に
匹
敵
す
る
も
の
は
い
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

日
本
に
哲

1

1

1

1

学1

あ
り
や

1

1

1

、
弘こ

う

法ぼ
う

（
空
海
の
大
師
名
）あ
り 

伝で
ん

敎ぎ
ょ
う（

伝
教
大
師
）
あ
り
、（
荻
生
）
徂
徠
あ
り
（
伊
藤
）
仁
斎
あ
り
（
山
本
）
中
斎
（
江
戸
後
期
の
儒
者
）
あ
り
、
鳳ほ

う

潭た
ん

（
江
戸
中
期
の
僧
）
あ
り
、
篤あ

つ

胤た
ね

あ
り
、
さ
て
は
巽
軒
（
井
上
哲
次
郎
）
と
雪
嶺
博
士
（
三
宅
雄
二
郎
）
あ
り
。
さ
れ
ど
乾
坤

1

1

1

1

1

（
天
地
）
を1

羅1

（
ら
）
し1

（
綱
を
張
っ
て
と
ら
え

る
）
万1

象
を
織
理
せ
る
大
思
索
家
は
未
だ
出
で
ず

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

。
ア
氏
と
カ
ン
ト
と
ヘ
ー
ゲ
ル
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
と
ヴ
ン
ト
と
ハ
ー
ト
マ
ン
と
オ
イ
ケ
ン
と
唯た

だ

だ
天
の
彼
方
に
遙よ

う

望ぼ
う

す
る

の
み
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
三
編
・
第
一
号
、
明
治
39
・
1
）
の
「
人
類
と
動
物
と
の
分
界
線
と
し
て
の
言
語
」（
藤
波
一
如
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
鳥
や
け
も

の
は
精
神
を
も
つ
か
ど
う
か
、
な
ん
ら
結
論
は
な
い
と
い
う
。

精
神
な
る
此
言
葉
は

　
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
の
古
代
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
の
近
世
に
至
る
ま
で
屢し

ば

々し
ば

使
用
せ
ら
れ

と
い
う
。
こ
の
語
は
全
体
の
事
物
を
意
味
し
、
ま
た
あ
る
と
き
は
虚き

ょ

霊れ
い

無む

一い
ち

物も
つ

（
心
は
な
に
も
持
っ
て
い
な
い
）
を
意
味
す
る
と
き
も
あ
る
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
三
編
・
第
二
号
、
明
治
39
・
2
）
の
「
論
説

―
哲
学
史
の
概
念
」（
北
沢
定
吉
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
引
か
れ
て
い
る
。
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定て
い
り
つ
は
ん
て
い
り
つ

立
反
定
立
（
論
理
を
展
開
す
る
た
め
の
最
初
の
命
題
と
、
あ
る
主
張
論
題
に
対
立
す
る
主
張
）
総

合
の
形
式
に
由よ

り
て
思
想
の
発
展
を
論
ず
る
も
の
は

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
な
り
。

北
沢
定
吉
著
『
哲
学
史
綱
』（
弘
道
館
、
明
治
39
・
5
）
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
の
記
述
が
散

見
す
る
。
記
述
の
一
部
は
諸
雑
誌
に
す
で
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
本
書
の
な
か
に
入
れ
た
。

本
書
は
第
一
章

　
序
論

　
第
二
章

　
希
臘
哲
学

　
第
三
章

　
中
世
哲
学

　
第
四
章

　
過
渡
時
代
の
哲
学

　
第
五
章

　
カ
ン
ト
以
前
の
近
世
哲
学

　
第
六
章

　
カ
ン
ト
以
後
の
近
世
哲
学

　
第
七
章

　
哲
学
現
今

の
進
歩

　
附
録

―
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
主
に
姿
を
み
せ
る
の
は
、「
第
一
章

　
序
論
」
と
「
第
六
章

　
カ
ン
ト
以
後
の
近
世
哲
学
」
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
特
色

は
、
哲
学
を
有
機
的
（
多
く
の
部
分
が
あ
つ
ま
っ
て
一
つ
の
全
体
を
つ
く
る
）
発
展
の
過
程
と
み
た
こ
と
で
あ
り
、
思
想
は
じ
っ
と
う
ご
か
ぬ
も
の
で
な
く
、
片
と
き
も
休

む
こ
と
な
く
進
化
発
展
す
る
も
の
と
い
う
。
ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
は
、
三
つ
に
分
裂
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は

―

主
と
し
て
霊
魂
の
不
滅
、
神し

ん

人じ
ん

（
キ
リ
ス
ト
の
称
）
の
信
条
、
神
と
世
界
と
の
関
係
と
い
ふ
が
ご
と
き
神
学
上
の
問
題
に
就
い
て
相
争
ひ
し

と
い
う
。

加
藤
弘
之
は
口
述
筆
記
「
新
哲
学
」（『
人
性
』
第
二
巻
・
第
六
号
、
明
治
39
・
6
）
に
お
い
て
、
ち
か
ご
ろ
新
し
い
哲
学
派
が
生
ま
れ
た
と
し
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
ば

か
り
か
、
コ
ン
ト
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
の
名
を
掲
げ
て
い
る
。

近ち
か

頃ご
ろ

カ
ン
ト
、
及
ビ
ヘ
ー
ゲ
ル
ノ
哲
学
派
ニ

　
新
派
ヲ
生
ジ

　
多
少
ノ
改
良
ヲ
ナ
セ
ル
モ

　
未い

ま

タ
其そ

ノ
根
本
ニ
於

お
い
て

テ
　
改
革
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
認
メ
ズ
、
而
シ
テ
ア
ウ
グ
ス
ト
、
コ

ン
ト
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ー
出い

デ
哲
学
主
義
ノ
革
進
又ま

た

唱と
な

へ
…
…

哲学館教授・北沢定吉
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岩
野
泡ほ

う

鳴め
い

（
一
八
七
三
〜
一
九
二
〇
、
明
治
期
の
小
説
家
・
評
論
家
・
詩
人
）
の
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』（
佐
久
良
書
房
、
明
治
39
・
6
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出

て
く
る
。ヘ

ー
ゲ
ル
の
哲
学
の
様
に
、
論
理
そ
の
物も

の

が
殆

ほ
と
ん

ど
宇
宙
の
生
命
で
あ
る
か
の
域い

き

に
達
し
て
居い

て
も
、
尚な

お

伝つ
た

へ
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
は
別
な
方
向
を

取
り
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
如ご

と

き
も
ヘ
ー
ゲ
ル
を
利
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
。（
三
頁
）

『
早
稲
田
文
学
』（
第
八
号
、
明
治
39
・
8
）
の
「
彙い

報ほ
う

（
分
類
し
て
あ
つ
め
た
報
告
）

―
文
芸
消
息
」
は
、『
大
阪
朝
日
』（
7
・
20
付
）
が
報
じ
た
ハ
ル
ト
マ
ン
の
死

を
伝
え
て
い
る
。
六
月
六
日
に
ハ
ル
ト
マ
ン
が
ベ
ル
リ
ン
近
郊
で
六
十
五
歳
で
逝
去
し
た
と
い
う
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。

千
八
百
七
十
七
年
よ
り
は

　
伯ベ

ル

林リ
ン

に
居き

ょ

住じ
ゅ
うし

　
専

も
っ
ぱ

ら
哲
学
の
研
鑚
に
心
を
潜ひ

そ

め
　
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
エ
リ
ン
グ
、
シ
ォ
ー
ペ
ン
ハ
ワ
ア
の
哲
学
を
総
括
す
る
に

　
氏
の
有
名
な
る

「
無
意
識
」
哲
学
を
以
て
せ
む
と
試
み
た
。

『
警
世
新
報
』（
第
一
〇
一
号
、
明
治
39
・
9
）
の
「
講
壇

―
宗
教
学
概
論
」
に
、
宗
教
学
研
究
の
略
史
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
宗
教
学
と
は
、
仏
教
と
か
キ
リ
ス
ト
教

な
ど
の
特
殊
な
宗
教
だ
け
を
研
究
し
、
そ
の
教
理
教
義
に
つ
い
て
論
議
す
る
い
わ
ゆ
る
宗
教
学
と
は
異
な
る
と
い
う
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
哲
学
が
勃ぼ

っ

興こ
う

す
る
や
、
そ
の
影
響

と
し
て
宗
教
の
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
。
哲
学
者
は
哲
学
の
立
脚
点
か
ら
宗
教
の
研
究
を
は
じ
め
た
と
い
う
。
そ
う
い
っ
た
哲
学
者
は
、

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
レ
ツ
シ
ン
グ
、
ヘ
ル
デ
ル
、
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
、
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
ヘ
ル
、
ハ
ル
ト
マ
ン
等
が
其
の
重お

も

な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

と
あ
る
。

金
子
馬う

ま

治じ

（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
七
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
“
筑
水
”。
明
治
か
ら
昭
和
期
の
哲
学
者
・
文
芸
評
論
家
、
早
大
教
授
）
が
執
筆
し
た
「
キ（

キ

ル

ケ

ゴ

ー

ル

）

ヤ
ー
ケ
ゴ
ー
ル
ド
の

人
生
観
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
九
号
、
明
治
39
・
9
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
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シ
エ
リ
ン
グ
や
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
智
識
と
信
仰
と
芸
術
と
の
調
和
を
図
ら
ん
と
苦
心
し
て
居
る
が
、
畢ひ

っ

竟
き
ょ
う

其
れ
は
架
空
な
理
論
に
過
ぎ
な
い
。

『
警
世
新
報
』（
第
一
〇
三
号
、
明
治
39
・
10
）
の
「
講
壇

―
宗
教
学
概
論
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
教
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
著
者
・
芝
田
徹
心
に
よ
る
と
、
ヘ
ー

ゲ
ル
に
と
っ
て
宗
教
は
、
智
識
の
極
点
（
到
達
で
き
る
さ
い
ご
の
点
）
で
あ
っ
た
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
氏

―
宗
教
と
は
個こ

人じ
ん

の
有ゆ

う

限げ
ん

な
る
精せ

い

神し
ん

が
、
其そ

の
本ほ

ん

質し
つ

に
於お

い

て
は

　
畢ひ

つ

竟
き
や
う

無む

限げ
ん

絶ぜ
っ

対た
い

な
る
こ
と
を
了

り
や
う

得と
く

せ
る
智ち

識し
き

に
外ほ

か

な
ら
ず
。
此こ

の

智
識
を
得え

て
　
完
全
の
自
由

に
到
達
す
る
は

　
即

す
な
わ

ち
宗
教
の
極き

ょ

致ち

な
り
。

岡
島
誘
著
『

最近
　
西
洋
哲
学
史
』（
博
文
堂
、
明
治
39
・
11
）
は
、

―
第
一
編

　
ヘ
ー
ゲ
ル
以
後
の
独
逸
哲
学

　
第
一
章

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
反
対
者

　
第
二
章

　
ヘ
ー
ゲ

ル
派
の
分
裂

　
第
二
編

　
十
九
世
紀
英
国
哲
学

　
第
三
編

　
十
九
世
紀
仏
国
哲
学

―
な
ど
か
ら
成
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
多
出
す
る
の
は
、
一
〜
五
四
頁
あ
た
り
ま
で
で

あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に
、
精
神
と
自
然
と
を
、
絶
対
的
理
性
の
両
方
面
と
は
み
な
さ
ず
、
絶
対
的
理
性
そ
の
も
の
と
考
え
た
。
ま

た

―
定
立

―
反
定
立

―
綜
合

　
是こ

れ
実
に
宇
宙
思
想
の
発
展
の
形
式
な
り
（
五
頁
）。

と
い
う
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
三
巻
・
第
一
〇
号
、
明
治
39
・
11
）
の
「
ハ
ル
ト
マ
ン
氏
に
就
い
て
」（
北
沢
定
吉
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
ち
ら
ほ
ら
み
ら
れ
る
。『
無
意
識
哲
学

（
三
巻
、
一
八
六
九
年
刊
）、『
哲
学
大
系
（
八
巻
、
一
九
〇
六
〜
九
年
刊
）
を
公
し
た
ハ
ル
ト
マ
ン
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
書
を
好
ん
で
よ
ん
だ
。
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ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
哲
学
概
論
」
及
び
十
八
世
紀
仏
国
哲
学
者
の
著
書
は
、
彼
が
愛
読
せ
る
最
初
の
哲
学
書
な
り
し
な
り
。

『
哲
学
雑
誌
』（
第
二
三
五
号
、
明
治
39
、
何
月
号
に
の
っ
た
も
の
か
不
明
）
の
「
彙
報

―
ハ
ル
ト
マ
ン
逝
く
」（
八
〇
九
〜
八
一
八
頁
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見

す
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
近
世
の
美
学
を
攻
究
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
門
を
く
ぐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
ハ
ル
ト
マ
ン
の
美
学
は
、
カ
ン
ト
に
緒
を
発
し
、

近
く
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
具
象
理
想
論
に
至
り
て

　
其
発
展
の
頂
点
に
達
し
た
る
美び

学が
く

見け
ん

（
美
学
上
の
考
え
方
）
を
基
礎
と
せ
り
。

『
警
世
新
報
』（
第
一
一
七
号
、
明
治
40
・
5
）
の
「
他
力
信
仰
と
見け

ん

神し
ん

」
に
、
ふ
た
た
び
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
ひ
き
あ
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。
明
治
の
は
じ
め
、
日
本
人

は
欧
米
の
物
資
文
明
に
お
ど
ろ
き
、
た
だ
そ
れ
を
ま
ね
る
の
に
余
念
が
な
か
っ
た
が
、
日
清
戦
争
後
は
国
民
に
自
覚
が
で
き
、
外
国
の
ま
ね
を
あ
ま
り
し
な
く
な
っ
た
。
国

民
は
物
資
的
文
明
よ
り
も
、
精
神
的
文
明
に
心
を
よ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

―

独
逸
と
云
へ
ば
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ョ
ッ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ハ
ル
ト
マ
ン
を
追
憶
す
る
の
で
あ
る
。

北
沢
定
吉

宮
地
猛
男
共
編
『
哲
学
汎
論
』（
弘
道
館
、
明
治
40
・
5
）
は
、
初
学
者
の
た
め
の
哲
学
入
門
書
と
し
て
編
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
書
は
編
者
が
書
き
お
ろ
し
た
も
の
で
は
な
く
、
西
洋
の
哲
学
書
を
参
考
と
し
、
そ
れ
を

節
約
し
一
書
と
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。
参
考
に
し
た
著
述
は
、

―

ラ
ポ
ポ
ル
ト
（
不
詳
）…
…
…
…
…
…
…  Prim

er of philosophy 

オ
ス
ヴマ

マ

ル
ト
・
キ
ュ
ル
ペ 

…
…
…
…
… O

sw
ald K

ülpe

（
一
八
六
二
〜
一
九
一
五
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
・
心

理
学
者
。
の
ち
ム
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
）
の
『
哲
学
入
門
』 

E
inleitung in die Philosophie, 1895

お
よ
び
同
書
の
英
訳
一
八
九

七
年
ロ
ン
ド
ン
刊
。

ハルトマン
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ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
… W

ilhelm
 W

indelband

（
一
八
四
八
〜
一
九
一
五
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授
）
の
英
訳 A

 H
istory 

of Philosophy, transl. by J. H
. T

ufts, 1893
な
ど
で
あ
る
。
前
掲
書
の
附
録

―
㈠
カ
ン
ト
以
後
の
近
世
哲
学
に
、「
楽
天
観
（O

ptim
ism

）」
が
あ
る
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
て
く
る
。
哲
学
で
い
う
楽
天
主
義
、

楽
観
論
と
は

―
人
生
の
く
ら
い
面
を
見
ず
、
現
実
は
す
べ
て
善
で
、
人
生
は
た
の
し
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
立
場
を
い
う
。

彼
等
に
従
へ
ば
、
世
界
に
実
在
す
る
部
分
的
の
醜
悪
は
、
全
体
の
完
全
の
為
め

　
全
体
の
善
美
も
為
め
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
ス
ト
ア
派
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
、
ス
ピ
ノ

ザ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如
き
こ
の
立
脚
地
の
代
表
者
な
り
。（
一
七
四
頁
）

紀
平
正
美
著
『
論
理
学
綱
要
』（
弘
道
館
、
明
治
40
・
10
）
の
「
附
録
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。
た
と
え
ば

―
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
最

も
っ
と

も
抽
象
的
な
る
有
（Sein

）
か
ら

　
其
の
哲
学
組
織
を
始
め
ま
し
て
、
漸ぜ

ん

次じ

具
体
的
の
も
の
に
進
め
ま
し
た
。

金
子
馬
治
は
「
理
想
派
文
芸
と
人
生
発
展
の
観
念
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
四
号
、
明
治
40
・
11
）
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
引
き
あ
い
に
出
し
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
哲
学
は
、
一
面
か
ら
い
え
ば
、
壮
厳
な
文
芸
と
観
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
か
れ
の
哲
学
は
、“
発
達
の
哲
学
”
だ
と
い
う
。

自
然
の
進
化

―
人
生
の
発
展

―
宇
宙
の
進
歩
に
つ
い
て
の
思
想
は
、
十
九
世
紀
の
西
洋
の
学
問
と
芸
術
の
産
物
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
進
歩
発
展
と
い
う
歴
史
的
思
想

を
も
っ
て
貫
か
れ
た
も
の
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
観
念
を
植
え
つ
け
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
理
想
派
の
文
芸
で
あ
っ
た
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
独
逸
理
想
派
文
芸
期
に
発
達
し
た
此
の
根
本
観
念
を
、
最
も
精
確
に
又ま

た

最
も
巧
妙
に
、
理
論
の
形
式
に
言
ひ
現
は
し
た
随ず

い

一い
ち

人の
ひ
とで

あ
る
。

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
（
実
用
主
義
）
は
、
一
種
の
功
利
主
義
で
あ
る
。
知
識
が
真
理
か
ど
う
か
は
、
生
活
上
の
実
践
に
利
益
が
あ
る
か
ど
う
か
で
決
定
さ
れ
る
（『
岩
波

　
国
語
辞
典
』）。『
早
稲
田
文
学
』（
第
二
五
号
、
明
治
40
・
12
）
に
、“
南
山
”
と
い
う
寄
稿
者
（
金
子
馬
治
か
）
が
、「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
新
自
由
主
義
」
と
い
う
小
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文
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
主
張
の
多
く
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
系
の
絶
対
論
者
を
非
難
攻
撃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
し
て
き
た
。

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
主
知
説
（
経
験
的
、
感
情
的
な
も
の
よ
り
も
、
知
性
的
、
合
理
的
、
思
惟
的
な
も
の
を
重
要
視
す
る
学
説
）
に
対
す
る
主
意
説
（
理
知

―
物
ご
と
の

道
理
を
判
断
す
る
能
力

―
や
感
情
よ
り
も
意
志
を
重
く
み
る
立
場
）
の
運
動
の
英
米
に
於
け
る
一い

ち

発は
っ

顕け
ん

（
一
つ
の
現
わ
れ
）
で
あ
っ
て

　
独
逸
で
は
前
世
紀
の
中な

か

程ほ
ど

に
ヘ
ー
ゲ
ル

哲
学
の
反
動
は
済す

ん
だ
の
で
あ
る
が
、
英
米
に
於
い
て
は
、
輓ば

ん

近き
ん

に
な
っ
て

　
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
が
頭
を
擡も

た

げ
た
為
め
に
、
近
頃
漸よ

う
やく

其
の
反
動
を
起
し
か
け
た
の
で
あ
る
…
…
（
一

九
頁
）

岡
村
司つ

か
さ（

一
八
六
六
〜
一
九
二
二
、
明
治
・
大
正
期
の
民
法
学
者
。
の
ち
京
大
教
授
）
の
『
思
想
小
史
』（
有
斐
閣
書
房
、
明
治
41
・
1
）
に
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・

ラ
サ
ー
ル
（
一
八
二
五
〜
六
四
、
ド
イ
ツ
の
労
働
運
動
・
社
会
主
義
運
動
の
指
導
者
。
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
傾
倒
）
に
つ
い
て
の
一
章
が
あ
り
、
そ
こ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み

ら
れ
る
。
ブ
レ
ス
ラ
ウ
す
な
わ
ち
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
西
部
の
商
工
業
都
市
）
に
お
い
て
、
商
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
ラ
サ
ー
ル
は
、
土
地
の
中
学
校
を
卒
業

後
、

―　
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
商
業
学
校
に
入
学
せ
り
。
然し

か

れ
と
も
そ
の
課
業
を
喜
は
ず
。
転
し
て
大
学
（
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
学—

引
用
者
）
に
入
り
、
博
言
学
（
言
語
学
の
旧
称
）、
哲
学
、
及

法
律
学
を
修
め
、
ヒ
ヒ
テ
ー
（
フ
ィ
ヒ
テ
）、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
学
風
を
慕
ひ
、
政
治
に
関
し
て
は
、
当
時
独
逸
青
年
の
間
に
行
は
れ
た
る
激
烈
な
る
革
命
思
想
を
懐い

だ

け
り
。（
一
一
七

頁
）

今
福
忍
著
『
論
理
学
要
義
』（
宝
文
館
、
明
治
41
・
1
）
は
、
早
稲
田
大
学
や
浄
土
宗
大
学
に
お
け
る
講
義
を
骨
子
と
し
て
、
そ
れ
に
手
を
加
え
て
な
っ
た
書
で
あ
る
。

同
書
は
初
心
者
に
論
理
学
（
正
し
い
判
断
や
認
識
を
う
る
た
め
、
思
考
の
進
め
方
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
学
問
）
の
大
要
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
（「
自
序
」）。

同
書
の
附
録

―
「
五

　
形
而
上
学
的
論
理
学
」
に
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
」
と
題
す
る
章
句
が
あ
る
。
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ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
は
之こ

れ

を
約
言
す
れ
ば
、
カ
ン
ト
が
思
考
の
形
式
と
内
容
と
を
峻

し
ゅ
ん

別べ
つ

（
き
び
し
い
区
別
）
し
た
る
に
反
し
て
、
形
式
と
内
容
と
は
分
離
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に

し
て
、
認
識
の
最
も
遍へ

ん

通つ
う

な
る
（
自
由
に
変
化
適
応
す
る
）
内
容
は

　
之こ

れ

も
形
式
と
共
に
考
察
せ
ら
れ
ざ
る
べ
が
ら
ず
と
な
し
…
…
（
四
五
八
頁
）

『
早
稲
田
文
学
』（
第
二
七
号
、
明
治
41
・
2
）
の
本
欄
に
、「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」
と
題
す
る
小
文
が
の
っ
た
が
、
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
哲
学

用
語
と
し
て
の
“
自
然
主
義
”
は

―
自
然
を
唯
一
の
実
在
と
し
て
、
こ
れ
を
科
学
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
主
義
で
あ
る
。
自
然
主
義
は
ま
た
写
実
主
義
（
事
物
の
実
体

を
客
観
的
に
え
が
こ
う
と
す
る
主
義
）
の
一
部
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。

外
形
の
模
写
、
自
然
の
模
写
、
之こ

れ
中
心
と
す
る
点
に
於
い
て
、
写
実
主
義
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
（
古
典
主
義

―
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
典
を
手
本
と
し
て
、
そ
れ
に
し
た
が

う
芸
術
的
傾
向

―
引
用
者
）
に
分
類
し
た
。（
中
略
）
写
実
主
義
は

　
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
通
ず
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
一
致
は
、
是こ

れ
に
外
な
ら
ぬ
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
五
編
・
第
五
号
、
明
治
41
・
5
）
の
「
論
説

―
近
世
の
唯
物
論
に
就
て
」（
得
能
文
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、

カ
ン
ト
は
ひ
じ
ょ
う
に
“
経
験
”
の
要
素
を
重
視
し
た
が
、
真
正
の
意
義
に
お
け
る
哲
学
は
、
や
は
り
先せ

ん

天て
ん

（
経
験
に
先
行
し
、
経
験
の
基
礎
と
な
る
意
）
の
認
識
で
あ
る

と
い
う
ふ
う
に
説
い
た
と
い
う
。
し
か
し

―
、

ヘ
ー
ゲ
ル
に
至

い
た
っ

て
は

　
理
性
偏
重
の
極
論
に
行い

っ

た
者も

の

と
言い

は
れ
て
居お

る
の
で
あ
る
。

『
太
陽
』（
第
一
四
巻
・
第
八
号
、
明
治
41
・
6
）
の
「
文
芸
界
の
趨
勢

―
第
二
節

　
独
逸
の
思
潮
」
に
、
文
芸
や
思
想
界
に
偉
大
な
貢
献
を
し
た
超
然
的
哲
学
者
と
し

て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。

而し
こ
うし

て
一
方
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出い

て
ゝ
、
広
大
な
る
哲
学
組
織
を
立た

て
ゝ
（
つ
く
る
）、
其
の
中
に
は
独
り
哲
学
の
み
な
ら
ず
、
文
芸
、
宗
教
の
す
べ
て
の
も
の
を
包ほ

う

括か
つ

し
た
。

　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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カ
ン
ト
は
批
判
哲
学

4

4

4

4

を
立
て
ゝ
、
フ
ヒ
ヒ
テ
、
シ
エ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
大
哲
学
を
呼
び
起
し
…
…

島
村
抱ほ

う

月げ
つ

（
一
八
七
一
〜
一
九
一
八
、
明
治
・
大
正
期
の
評
論
家
・
劇
作
家
、
早
大
教
授
）
の
「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」（『
早
稲
田
文
学
』（
第
二
六
号
、
明
治
41
・

7
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
三
名め

い

目も
く

（
呼
び
方
）
が

　
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
の
美
術
論
に
於
い
て
、
始
め
て
最
も
名
瞭
に
文
芸
彙い

る

類ひ

（
同
じ
た
ぐ
い
）

の
対
照
語
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
こ
と
は

　
人
の
知
る
所
で
あ
る
。

戸と

水み
ず

寛ひ
ろ

人ど

（
一
八
六
一
〜
一
九
三
五
、
明
治
・
大
正
期
の
法
学
者
、
東
大
教
授
）
は
、『
法
学
協
会
雑
誌
』（
第
二
六
巻
・
第
八
号
、
明
治
41
・
8
）
の
「
論
説
」
に
、

「H
egel

ノ
学
説
」（
五
二
九
〜
五
六
六
頁
）
を
寄
稿
し
た
。
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
単
独
論
文
で
あ
る
。
内
容
は

―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
小
伝

―
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
大
綱

―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学

―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
自
然
哲
学

―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
精
神
哲
学

―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
学
派
で
あ
る
。
論
者
い
わ
く

―
、

H
egel

ノ
哲
学
ニ
於
テ
ハ

　
哲
学
ノ
研
究
ニ
ハ

　
思
想
ノ
法
（
思
想
作
為
の
過
程
の
意
か

―
引
用
者
）
ノ
研
究
ヨ
リ
始
メ
ザ
ル
可ベ

カ

ラ
ズ
…
…

夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
〜
一
九
一
六
、
明
治
・
大
正
期
の
小
説
家
）
の
「
三
四
郎
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
41
・
8
か
ら
掲
載
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
し
る
し
て
い
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
伯ベ

ル
リ
ン林

大
学
に
哲
学
を
講
じ
た
る
時
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
毫ご

う

も
哲
学
を
売
る
の
意
な
し
。
彼
の
講
義
は
真
を
説
く
の
講
義
に
あ
ら
ず
、
真
を
体
せ
る
人
の
講
義
な
り
。
舌
の

講
義
に
あ
ら
ず
、
心
の
講
義
な
り
。

　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ヘ
ー
ゲ
ル
の
講
義
を
聞
か
ん
と
し
て
、
四
方
よ
り
伯ベ

ル

林リ
ン

に
集
ま
れ
る
学
生
は
、
此
講
義
を
衣
食
の
資
に
利
用
せ
ん
と
の
野
心
を
以
て
集
ま
れ
る
に
あ
ら
ず
。
唯た

だ

哲
人
ヘ
ー
ゲ
ル
な
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る
も
の
あ
り
て
、
講
壇
の
上
に
、
無
上
普
遍
の
真
を
伝
ふ
る
と
聞
い
て
、
向
上
求ぐ

道ど
う

の
念
に
切
な
る
が
た
め
、
壇だ

ん

下か

に
、
わ
が
不ふ

穏お
ん

底
の
疑
義
を
解
釈
せ
ん
と
欲
し
た
る
清
浄
心
の

発
現
に
外ほ

か

な
ら
ず
。
此こ

れ

故ゆ
え

に
彼
等
は
ヘ
ー
ゲ
ル
を
聞
い
て
、
彼
等
の
未
来
を
決け

つ

定じ
よ
うし

得
た
り
。
自
己
の
運
命
を
改
造
し
得
た
り
。
の
つ
ぺ
ら
ぽ
う

0

0

0

0

0

0

に
講
義
を
聴き

い
て
、
の
つ
ぺ
ら
ぽ

0

0

0

0

0

う0

に
卒
業
し
去
る
公こ

う

等ら

（
き
み
た
ち
）
日
本
の
大
学
生
と
同
じ
事
と
思
ふ
は
、
天
下
の
己

〔
う
ぬ
ぼ
れ
〕

惚
な
り
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
五
編
・
第
九
号
、
明
治
41
・
9
）
に
、
戸
水
寛
人
は
、
小
文
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
大た

い

綱こ
う

（
お
お
も
と
）」
を
寄
せ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
を
研
究
す

る
に
は
、
順
序
と
し
て
、
思
想
作
為
の
過
程
に
よ
り
、
左
記
の
ご
と
く
三
つ
に
わ
け
る
、
と
い
う
。

一
、
吾
人
の
意
識
は

　
主
観
と
客
観
と
の
結
合
に
よ
り

　
生
ず
。
例た

と

へ
ば
物
を
見
て
心
の
中
に
感
覚
を
生
じ 

因い
ん

て
以も

っ

て
領
会
（
了
解
）
を
生
ず
。

二
、
既
に
主
観
と
客
観
と
相
結
合
し
た
る
以
上
は

　
更
に
又
主
観
と
客
観
と
を
分
離
せ
し
む
、
之こ

れ

れ
吾
人
の
悟ご

性せ
い

（
物
ご
と
を
合
理
的
に
考
え
る
能
力
）
に
基

も
と
ず

く
。

三
、
主
観
と
客
観
と
相あ

い

分
離
し
た
る
上
は

　
更
に
復ま

た

其そ
の

結
合
を
生
ず
、
之
れ
吾
人
の
理
性
に
基
く
。

論
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
に
お
い
て
は
、
絶
対
（
絶
対
者
や
真
理
・
価
値
な
ど
の
客
観
的
な
基
準
の
存
在
を
み
と
め
る
立
場
）
の
研
究
は
、
同
時
に
認
識
論

（
認
識
の
起
源
・
性
質
・
範
囲
・
価
値
な
ど
に
つ
い
て
研
究
す
る
哲
学
の
一
部
門
）
の
研
究
と
な
る
と
い
う
。

白し
ら

柳
や
な
ぎ

秀
し
ゅ
う

湖こ

（
一
八
八
四
〜
一
九
五
〇
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
小
説
家
・
評
論
家
。
反
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
民
間
の
史
家
）
の
『
黄
昏
』（
如
山
堂
、
明
治
42
・

5
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
派
哲
学
の
信
奉
者

―
誠
一
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
。

誠
一
は
も
と
倫
理
学
上
の
ヘ
ー
ゲ
リ
ア
ン
で
、
彼
の
学
說
の
出
発
点
は
何い

時つ

で
も
社
会
に
於
け
る
習
慣
の
破
壞
、
建
物
と
い
ふ
や
う
な
問
題
に
あ
る
。
彼
の
学
説
は
頑
固
な
団
体

主
義
ば
か
り
が
、
蔓

は
び
こ

つ
て
居
る
此
国
の
学
者
の
說
の
中う

ち

で
何い

時つ

で
も
多
少
の
異
彩
を
放
つ
て
、
常
に
一
部
の
青
年
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
興
味
を
も
つ
て
見
ら
れ
て
居
た
。

『
太
陽
』（
第
一
五
巻
・
第
八
号
、
明
治
42
・
6
）
に
、
長
谷
川
天て

ん

渓け
い

（
一
八
七
六
〜
一
九
四
〇
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
評
論
家
・
英
文
学
者
）
は
、「
二
葉
亭

四
迷
子し

逝い

く
」
の
一
文
を
寄
稿
し
た
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
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同
国
の
批
評
家
ブ
エ
ー
リ
ン
ス
キ
ー
は
、
は
じ
め
シ
エ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
哲
学
に
か
ぶ
れ
た
れ
ど
、
後
に
は
写
実
的
、
自
然
主
義
的
見
地
を
取
り
て
、
左
の

如
く
立
言
す
る
に
至
り
ぬ
。

元
良
勇
次
郎
は
、『
哲
学
雑
誌
』（
第
二
四
巻
・
第
二
七
二
号
、
明
治
42
、
何
月
号
に
の
っ
た
も
の
か
不
明
）
に
、「
論
説

―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
存
在
論
に
就
て
」
を
寄
稿
し

た
。
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
単
独
論
文
で
あ
る
（
九
〇
五
〜
九
二
九
頁
）。
こ
れ
は
講
演
筆
記
の
よ
う
で
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
は
、
す
べ
て
お

互
い
相
関
係
し
て
い
る
た
め
、“
存
在
論
”
だ
け
を
切
り
離
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
、

―

存
在
の
説
は

　
一
方
か
ら
言
へ
ば

　
段
々
と
帰
納
的
に
研
究
し
て
来
た
と
こ
ろ
の
結
果
で
あ
る

と
い
う
。
ま
た
他
方
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
の
出
発
点
で
あ
っ
た
と
い
う
。

綱
島
政
治
著
『
欧
州
倫
理
思
想
史
』（
杉
本
梁

り
ょ
う

江こ
う

堂
、
明
治
42
・
10
）
は
、
先
に
刊
行
し
た
『
春
秋
倫
理
思
想
史
』（
早
稲
田
出
版
部
、
明
治
40
・
12
）
を
装
い
を
あ
ら

た
に
し
、
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
の
「
今き

ん

代だ
い

倫
理

―
其
二

　
独
逸
唯
心
派
倫
理
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
章
節
が
あ
る
（
二
三
九
〜
二
四
四
頁
）。
著
者
に
よ
る
と
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
倫
理
は
、
要
す
る
に
進
化
発
展
の
倫
理
だ
と
い
う
。

従
来
の
抽
象
的
な
る
個
人
的
倫
理
に
対
し
て

　
客
観
的
倫
理
を
樹
立
し
た
一
点
は
、
欧
州
の
思
想
史
に
不
朽
の
位
置
を
占
め
た
所
と
言
は
ざ
る
を
得
ぬ
。

と
い
う
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
一
七
編
・
第
九
号
、
明
治
43
・
10
）
の
「
論
説

―
哲
学
の
進
歩
（
講
話
の
一
節
）」（
得
能
文
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、

人
間
に
進
歩
が
あ
る
よ
う
に
、
哲
学
に
も
そ
れ
に
応
じ
た
進
歩
が
あ
る
は
ず
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
哲
学
は
前
人
の
継け

い

承し
よ

（
地
位
、
財
産
な
ど
う
け
つ
ぐ
）
で
あ
る
と
と
も

に
、
そ
の
時
代
の
思
想
を
あ
ら
わ
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
は
混
乱
の
時
代
、
折せ

っ

衷ち
ゅ
うの

時
代
、
論ろ

ん

弁べ
ん

（
意
見
を
の
べ
て
論
じ
る
）
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
偉
大
な
哲
学
者
は
、
み
な
そ
の
時
代
の
思
想
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。
が
、
い
ま
は
大
哲
学
者

の
時
代
で
は
な
い
と
い
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
如
く
、
時
代
を
現
は
す
人
は
無
い
。

と
い
う
。

吉
田
静
致
の
「
人
格
的
唯
心
論
に
就
て
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
二
八
五
号
、
明
治
43
・
11
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の

こ
と
が
出
て
く
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
如
き
は
、
矢
張
人
間
の
理
性
の
働
き
か
ら
気
が
付
い
て
、
理
性

―
ロ
ゴ
ス

―
観
念
を
実
在
と
す
る
一
種
の
絶
対
主
義
を
唱
へ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
人
的
理
性

の
境
域
を
越
へ
な
い
間
は
そ
れ
で
宜

よ
ろ
し

い
け
れ
ど
も 
彼
は
既
に
人
と
云
ふ
も
の
を
超
絶
し
て 

絶
対
と
云
ふ
こ
と
に
這は

い

入い

つ
て
来
る
。

桑
木
厳げ

ん

翼よ
く

（
一
八
七
四
〜
一
九
四
六
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
哲
学
者
。
京
大
教
授
を
へ
て
東
大
教
授
）
の
「
現
代
哲
学
」（『
太
陽
』
第
一
七
巻
・
第
一
号
、
明

治
43
・
12
）
に
お
い
て
、
哲
学
の
学
説
を
文
芸
で
表
現
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
桑
木
に
よ
る
と
、
イ
プ
セ
ン
（
一
八
二
八
〜
一
九
〇
六
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
劇
作
家
・

詩
人
）
は
、
哲
学
か
ら
何
も
う
る
と
こ
ろ
が
な
い
、
と
い
っ
て
い
る
が
、『
皇
帝
と
ガ
リ
レ（

ラ
ヤ
）ア

人
』（
世
界
史
劇
）
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
口こ

う

吻ふ
ん

（
口
ぶ
り
）
を
示
し
て
い

る
、
と
い
う
。

た
と
え
ば
、
ユ

（
王
子
ユ
リ
ア
ヌ
ス
）

リ
ア
ン
と
マ（

マ
キ
シ
ム
ス
）

キ
シ
モ
ス
と
の
問
答
に

―

ユ
リ
ア
ン

　
　
　
　
　
自
由
の
途み

ち

と
は
何
ぞ
？

道
士
マ
キ
シ
モ
ス

　
　
必
然
の
途
で
あ
る
。

ユ
リ
ア
ン

　
　
　
　
　
何
の
力
に
て
？

桑木厳翼
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道
士
マ
キ
シ
モ
ス

　
　
意
欲
に
よ
り
て
。

ユ
リ
ア
ン

　
　
　
　
　
何
を
意
欲
す
べ
き
か
？

道
士
マ
キ
シ
モ
ス

　
　
お
え
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
を
。

こ
の
問
答
は
、
矛
盾
の
原
理
を
無
視
し
た
い
い
方
で
あ
り
、「
有い

う

は
無む

な
り
」
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
想
い
だ
さ
せ
る
、
と
い
う
。

是こ
れ

は
正ま

さ

し
く
イ
プ
セ
ン
が 
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
を
伝で

ん

聞ぶ
ん

し
て
（
伝
え
き
い
て
）
偶ぐ

う

然ぜ
ん

其そ
の

思
想
を
借
り
た
も
の
だ
ら
う
と
い
ふ
。（E

m
il R

eich, H
. Ibsens D

ram
en

）

意
識
的
に
哲
学
を
引
用
し
た
文
芸
上
の
作
品
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
哲
学
を
排
斥
す
る
者
が
、
し
ま
い
に
は
哲
学
と
合
体
す
る
趣
意
と
お
な
じ
だ
と
い
う
（
桑
木
）。

森
鷗
外
（
一
八
六
二
〜
一
九
二
二
、
明
治
・
大
正
期
の
軍
医
、
小
説
家
・
評
論
家
）
の
「
食
堂
」（
明
治
43
・
12
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ら
み
で
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・

プ
ル
ー
ド
ン
（
一
八
〇
九
〜
六
五
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
主
義
者
）
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

P

プ

ル

ウ

ド

ン

roudhon 

は B

ブ

ザ

ン

ソ

ン

esançon 

の
貧び

ん

乏ば
ふ

人に
ん

の
子こ

で
、
小ち

ひ

さ
い
時と

き

に
活

く
わ
つ

字じ

拾ひ
ろ

ひ
ま
で
し
た
こ
と
が
あ
る
さ
う
だ
。
そ
れ
で
も
と
う
と
う
巴パ

里リ
イ

で
議ぎ

員ゐ
ん

に
挙あ

げ
ら
れ
る
ま
で
漕こ

ぎ
付つ

け
た
。

大た
い

し
た
学が

く

者し
や

で
は
な
い
。
ス
チ
ル
ネ
ル
と
同お

な

じ
や
う
に
、H

ヘ
エ
ゲ
ル

egel 

を
本ほ

ん

尊ぞ
ん

に
し
て
は
ゐ
る
が
、
ヘ
エ
ゲ
ル
の
本ほ

ん

を
本ほ

ん

当た
う

に
読よ

ん
だ
の
で
は
な
い
と
、
後の

ち

に
自じ

分ぶ
ん

で
白は

く

状じ
や
うし

て
ゐ
る
。

西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』（
弘
道
館
、
明
治
44
・
1
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。

遠
き
歷
史
の
初

は
じ
め

か
ら
人
類
発
達
の
跡
を
た
ど
つ
て
見
る
と
、
国
家
と
い
ふ
も
の
は
人
類
最
終
の
目
的
で
は
な
い
。
人
類
の
発
展
に
は
一
貫
の
意
味
目
的
が
あ
つ
て
、
国
家
は
各
其

一
部
の
使
命
を
充み

た

す
為
に
興
亡
盛
衰
す
る
者
で
あ
る
ら
し
い
（
万
国
史
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所
謂
世
界
的
精
神
の
発
展
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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ヘ
ー
ゲ
ル
は
何
で
も
理
性
的
な
る
者
は
実
在
で
あ
つ
て
、
実
在
は
必
ず
理
性
的
な
る
者
で
あ
る
と
い
つ
た
。
こ
の
語
は
種
々
の
反
対
を
う
け
た
に
も
拘
ら
ず
、
見
方
に
由
つ
て
は

動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
真
理
で
あ
る
。

朝
永
三
十
郎
（
一
八
七
一
〜
一
九
五
一
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
哲
学
者
。
大
谷
大
学
教
授
を
へ
て
京
大
教
授
）
の
「
シ
ヨ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
哲
学
」（『
倫
理
講
演
集
』

第
一
〇
二
号
、
明
治
44
・
2
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
の
思
弁
的
唯
心
論
に
反
対
し
、
一
八
二
〇
年
（
三
十
二
歳
）
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
講
師
と
な
っ
た
と

き
、
と
く
に
ヘ
ー
ゲ
ル
に
対
抗
し
て
、
そ
の
勢
力
を
そ
ご
う
と
し
た
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、
こ
れ
ら
三
人
の
哲
学
者
を
、

―

三さ
ん

大だ
い

法ほ

螺ら

吹ふ

き
（d

デ
ィ

ie d

ド
ラ
イ

rei g

グ
ロ
ー
セ
ン

rossen w
ヴ
ィ
ン
ト
ボ
イ
テ
ル

indbeutel

）
と
罵ば

倒と
う

し
た
…
…

山や
ま

路じ

愛あ
い

山ざ
ん

（
本
名
・
弥
吉
、
一
八
六
四
〜
一
九
一
七
、
明
治
期
の
史
論
家
・
評
論
家
）
が
、
後
年
創
刊
し
た
の
が
『
国
民
雑
誌
』
で
あ
る
。
同
誌
の
第
二
巻
・
第
六
号
に

掲
載
さ
れ
た
「
世
界
の
心

―
ト
ル
ス
ト
イ
伯
の
哲
学
無
能
論
」（
明
治
44
・
6
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
哲
学
者
ら
の
教

え
は
、
理
性
で
解
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
こ
と
が
ら
に
関
し
て
無
益
に
弁
論
し
、
宗
教
上
の
教
訓
に
よ
っ
て
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
拙
劣
に
く
り
返
し
た
も
の
か
ら
成
っ

て
い
る
、
と
い
う
。

か
れ
ら
の
説
は
、
空
想
的
な
矛
盾
に
み
ち
て
い
る
と
い
う
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
、
プ
ラ
ト
ー
ン
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
ロ
ッ
ク
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ス
ペ
ン
セ
ル
其そ

の

他た

無
数
の
人
生
観
は
即

す
な
わ

ち
こ
れ
で
あ
る
。

『
国
民
雑
誌
』（
第
三
巻
・
第
八
号
、
明
治
45
・
4
）
の
「
民た

み

之の

声こ
え

―
新

あ
た
ら

し
け
れ
ば
真
理
な
り
と
思お

も

ふ
迷め

い

信し
ん

」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
引
い
て
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、

宗
教
や
哲
学
の
新
説
と
い
っ
て
も
、
旧
説
の
む
し
返
し
が
多
い
と
い
う
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
や
ハ
ル
ト
マ
ン
の
哲
学
は
、
い
っ
と
き
人
心
を
さ
わ
が
せ
た
が
、
奇
説
で

は
な
い
と
い
う
。
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哲
学
歴
史
の
上
よ
り
言
へ
ば
カ
ン
ト
。
ス
ピ
ノ
ザ
。
ヘ
ー
ゲ
ル
よ
り

　
人
間
思
想
の
発
展
し
た
る
順
序
に
於お

い

て
　
自
然
に
達
す
べ
き
一
種
の
結
論
に
し
て

　
実
は
古
典
の
中
に
も

其そ
の

様よ
う

な
る
考

か
ん
が
えの

輪り
ん

郭か
く

だ
け
は
存
在
し
た
る
も
の
な
り
。

錦
田
義
富
の
小
文
「
ギ
ユ
ー
ヨ
ー
の
道
徳
無
義
務
論
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
一
七
号
、
明
治
45
・
5
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
浅
薄

の
そ
し
り
を
免
れ
ず
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
深
奥
で
は
あ
る
が
、
す
ら
す
ら
と
進
ま
な
い
、
と
い
う
。
し
か
し
、

―
、

未ま

だ
カ
ン
ト
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
壘る

い

（
と
り
で
）
を
摩ま

す
る
大
哲
学
系
統
組
織
者
は
現
は
れ
ぬ
に
し
て
も
、
深し

ん

邃す
い

（
ふ
か
い
）
多
方
面
の
自
由
思
想
家
は
多
く
出
て
居
る
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
一
九
号
、
明
治
45
・
7
）
の
「
哲
学
と
現
代
」（
桑
木
厳
翼
）
は
、
講
演
筆
記
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
論
者
は
ベ
ル
グ
ソ
ン
、
コ
ン
ト
、
ニ

ー
チ
ェ
、
カ
ン
ト
、
オ
イ
ケ
ン
な
ど
を
例
に
ひ
い
て
い
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
も
す
こ
し
顔
を
出
し
て
い
る
。
ル
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ
ン
（
一
八
四
六
〜
一
九
二
六
、
ド
イ
ツ
の
哲

学
者
、
イ
エ
ナ
大
学
教
授
）
と
、
ア
ン
リ
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
（
一
八
五
九
〜
一
九
四
一
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
ゥ
・
フ
ラ
ン
ス
の
教
授
）
の
二
人
は
、
い

ま
世
界
で
名
高
い
学
者
だ
と
い
う
。

オ
イ
ケ
ン
よ
り
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
ほ
う
が
変
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
人
を
魅
了
す
る
力
が
あ
る
と
い
う
。
他
方
、
オ
イ
ケ
ン
は
ど
う
か

―

オ
イ
ツ
ケ
ン
の
方
は
、
ど
う
も
所い

わ
ゆ
る謂

哲
学
者
風
の
所
が
あ
り
過
ぎ
て
、
プ
ラ
ト
ー
、
カ
ン
ト
、
な
ど
を
舁か

つ

い
で

―
カ
ン
ト
の
槍や

り

を
提さ

げ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
鎧

よ
ろ
い

で
も
着
し
て
、
出

て
来
る
と
云
ふ
遣や

り

方か
た

で
あ
る
。

［
大
正
期
］

ル
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ
ン
原
著

安
倍
能
成
訳

　
　
　
　
　
　

『
ル
ド
ル
フ

オ
イ
ケ
ン
　
大
思
想
家
之
人
生
観
』（
東
亜
堂
、
大
正
元
・
10
）
は
、
七
五
六
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
。
本
書
は
歴
史
書
で
あ
る
。
人
生
問
題
を
提
示
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す
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
思
想
家
の
人
格
的
特
質
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
（
オ
イ
ケ
ン
の
序
文
）。
要
す
る
に
、
古
今
の
大
思
想
家
の
人
生
観
を
観
察

し
、
叙
述
し
、
批
判
し
た
の
が
こ
の
本
で
あ
る
と
い
う
（
波
多
野
精
一
の
序
）。

同
書
の
第
三
章
「
第
二
節

　
独
逸
観
念
論
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
の
章
節
が
あ
る
。

彼
れ
の
思
想
の
世
界
に
は
、
始

は
じ
め

か
ら
し
て
怪
物
の
様よ

う

な
力
が
働
い
て
い
た
。
然し

か

し
或あ

る
間
は
、
精
神
の
力
が
そ
れ
を
抑
制
し
た
。
そ
し
て
此
人
の
平
和
な
、
殆
ど
平
俗
な
（
平
凡

で
俗
っ
ぽ
い
）
人
格
が
之こ

れ

を
和

や
は
ら

げ
た
。

桑
木
厳
翼
著
『
哲
学
綱
要
』（
太
陽
堂
書
店
、
大
正
元
・
12
）
は
、
旧
著
『
哲
学
概
論
』
の
補
遺
の
よ
う
な
意
味
で
か
い
た
も
の
と
い
う
。
同
書
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が

散
見
す
る
。
著
者
は
詳
説
こ
そ
し
て
い
な
い
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
に
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
附
属
図
書
館
の
よ
う
す
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
歴
史
哲
学
』
が
、

レ
ク
ラ
ム
文
庫
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
胸
像
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

大
学
の
裏う

ら

通ど
お
りは

ド
ロ
テ
ー
ン
町
、
其
の
町ま

ち

端は
ず
れに

ヘ
ー
ゲ
ル
の
胸
像
が
あ
る

と
い
う
（「
欧
米
哲
学
界
の
印
象
」）。

久
保
良
英

宇
井
伯
壽
共
訳
『
哲
学
概
論
』（
弘
道
館
、
大
正
2
・
1
）
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
イ
ェ
ル
ザ
レ
ム
（
一
八
五
四
〜
一
九
二
三
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）

が
著
わ
し
た
『
哲
学
入
門
』E

inleitung in die Philosophie

（
一
九
〇
九
年
、
第
四
版
）
を
訳
し
た
も
の
と
い
う
。
同
書
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
説
に
つ
い
て
散
見
す
る
。

実
体
一
元
論
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
（
一
七
七
〇
〜
一
八
三
一
）
に
於
て
、
犹な

お

一い
っ

層そ
う

包ほ
う

括か
つ

的
統
一
的
に
論
述
せ
ら
れ
た
り
。（
一
八
九
頁
）

『
東
洋
哲
学
』（
第
二
〇
編
・
第
三
号
、
大
正
2
・
3
）
の
「
独
逸
現
代
の
哲
学
思
想
」（
ド
ク
ト
ル

　
ヤ
コ
ビ
）
は
、
東
洋
大
学
で
お
こ
な
わ
れ
た
講
演
の
翻
訳
を
の
せ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。
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明治・大正期のヘーゲル

吾
々
の
教
師
が
若
か
っ
た
頃
は
、
独
逸
に
於
い
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
唯
心
論
が
倒
れ
、
又
た
独
断
的
唯
物
論
に
反
対
し
て
争
っ
て
居
た
頃
で
あ
っ
た
。

鹿か
の

子こ

木ぎ

員か
ず

信の
ぶ

（
一
八
八
四
〜
一
九
四
九
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
哲
学
者
。
海
軍
機
関
学
校
出
身
の
元
海
軍
中
尉
。
の
ち
哲
学
を
専
攻
し
、
慶
大
・
九
大
教
授
を
歴
任
。
ナ

チ
ス
―
ド
イ
ツ
に
招
か
れ
て
“
皇
学
”
を
講
じ
た
。
太
平
洋
戦
争
ち
ゅ
う
は
、「
言
論
報
国
会
」
の
事
務
理
事
。
Ａ
級
戦
犯
）
の
講
演
筆
記
（「
哲
学
の
使
命
」）
が
、『
倫
理

講
演
集
』（
第
一
三
七
号
、
大
正
3
・
1
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
論
者
に
よ
る
と
、
い
ま
世
界
で
も
っ
と
も
著
し
い
傾
向
は
、
民
主
主
義
だ
と
い
う
。
そ
の
潮
流
は
、
日
本
社

会
の
根
柢
に
流
れ
、
日
本
は
世
界
で
も
っ
と
も
民
主
主
義
的
な
国
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
い
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
予
言
ど
お
り
、
十
九
世
紀
の
す
え
か
二
十
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
民
主
主
義
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
と
い
い
、
天
下
は
ま
さ
に
民
衆
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
。

D

デ
ィ

ie M

マ

ッ

セ

ン

assen a

ア
ヴ
ァ
ン
シ
ー
レ
ン

vancieren

（“
民
衆
は
前
進
す
る
”
意
）
と
は
、
第
十
九
世
紀
の
初
頭
に
当
っ
て

　
此
民
主
主
義
運
動
が
未ま

だ
そ
の
頭
を
擡も

た

げ
ぬ
前

　
彼か

の
人
類
の
深
き
洞
察
の

明め
い

（
物
ご
と
を
見
通
す
知
力
）
を
持も

っ
て
居い

た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
っ
た
言
葉
で
あ
り
ま
す
。

従
来
、
哲
学
史
の
書
を
著
わ
し
た
者
の
多
く
は
ド
イ
ツ
人
で
あ
り
、
英
米
の
学
者
の
手
に
な
る
も
の
は
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
か
っ
た
。

ロ
ー
ジ
ャ
ー
ス
原
著

藤
井
健
治
郎

　
　
　

北
　
　

吉
合
訳

『
西
洋
哲
学
史
』（
冨
山
房
、
大
正
3
・
2
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ス
教
授
（
不
詳
）
のStudent

’s H
istory of Philosophy 

を
訳
し
た
も
の
と

い
う
（「
訳
者
序
文
」）。

同
書
の
第
三
十
八
章
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
章
節
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
著
者
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
小
伝
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
大
体
の
性
質
、
精
神
発
展
の
諸
階
段
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲

学
の
欠
点
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
著
者
は
、

―

ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
明
瞭
な
る
総
念
を
伝
ふ
る
は

　
一
大
難
事
た
り
、
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と
い
い
、
以
下
の
叙
述
は
大
要
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
。

『
向
上
』（
第
八
巻
・
第
四
号
、
大
正
3
・
4
）
に
、「
宇
宙
に
彷さ

ま
よ徨

ふ
現
代
思
潮 

（下）
」（
宮
田

　
修
）
と
い
う
小
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散

見
す
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
西
洋
近
世
の
哲
学
を
知
ろ
う
と
す
る
者
は
、
ま
ず
世
界
稀
有
の
大
学
者
を
き
わ
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
一
家
の
言
を
た
て
て
、

学
界
の
一
部
を
風
靡
し
て
い
た
と
い
う
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
宇
宙
の
元
理
を
道
徳
的
に
み
て
、
万
有
（
あ
ら
ゆ
る
も
の
）
の
目
的
は
、
道
徳
的
活
動
に
あ
る
、
と
説
い
た
が

―

ヘ
ー
ゲ
ル
は
同
じ
元
理
を
理
性
と
し
て
、
此こ

の

万ば
ん

有ゆ
う

の
目
的
は

　
知
識
的
活
動
に
あ
る
と
論ろ

ん

じ
て
居い

た
の
で
あ
る
。

宮
地
猛
男
著
『
哲
学
と
は
何
ん
ぞ
や
』（
要
領
文
庫
・
第
一
編
・
広
来
社
書
房
、
大
正
3
・
7
）
は
、
平
易
な
言
文
一
致
で
書
か
れ
た
哲
学
入
門
書
で
あ
る
。
本
書
は

―
一

　
総
論

　
二

　
形
而
上
学

　
三

　
自
然
哲
学

　
四

　
心
理
学

　
五

　
論
理
学

　
六

　
美
学

　
七

　
倫
理
学

　
八

　
社
会
学

　
九

　
哲
学
史
の
要
領

―
か
ら
成
る
。

こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。
近
世
美
学
の
発
達
に
貢
献
し
た
ド
イ
ツ
の
ヘ
ー
ゲ
ル

―

近
世
哲
学
に
一
新
紀
元
を
開
く
に
至
っ
た
。
此こ

の

後ご

フ
ヒ
ー
テ
。
シ
エ
リ
ン
グ
。
ヘ
ー
ゲ
ル
等と

う

相あ
い

次つ

い
で
起
り
、
以も

つ

て
カ
ン
ト
の
説せ

つ

を
紹つ

い
だ
（
一
二
六
頁
）。

『
東
洋
哲
学
』（
第
二
一
編
・
第
八
号
、
大
正
3
・
8
）
の
小
論
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
」（
紀
平
正
美
）
に
お
い
て
、
論
者
は
哲
学
的
発
展
と
系
譜
に
ふ
れ
、

―
ス
ピ
ノ
ー
ザ
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
に
至
る
間
に
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
を
要
し

　
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
転て

ん

回か
い

せ
し
め
ら
れ
（
方
向
を
か
え
ら
れ
）、
フ
ィ
ヒ
テ
及
び
セ
リ
ン
グ
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た

と
い
う
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
四
四
号
、
大
正
3
・
8
）
の
「
近
世
に
於
け
る
『
我
』
の
自
覚
史
」（
朝
永
三
十
郎
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
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明治・大正期のヘーゲル

ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
ら
は
、
カ
ン
ト
哲
学
の
正
当
な
継
承
者
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
カ
ン
ト
が
発
見
し
た
“
三
体
系
”（
超
個
人
ま
た
は
先
天
我
ま
た
は
純
我
）
の
概
念
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
う
な
が
し
た
の
は
、
カ
ン
ト
哲
学
の
物
そ
の
も
の
の
概
念
で
あ
る
と
い
う
。

征
矢
野

　
雄
著
『
シ
ヨ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
研
究
』（
東
亜
堂
書
房
、
大
正
3
・
8
）
は
、
事
蹟
（
生
涯
と
性
格
）・
学
説
・
評
論
の
三
部
構
成
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、

と
く
に
第
三
部
に
お
い
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
性
格
と
哲
学
と
の
関
係

―
か
れ
の
哲
学
の
歴
史
的
地
位

―
そ
の
学
説
の
価
値
、
内
部
的
矛
盾
、
か
れ
の
文
明
史

的
意
義
な
ど
を
う
か
が
お
う
と
し
た
と
い
う
（「
自
序
」）。

と
く
に
ヘ
ー
ゲ
ル
と
の
関
係
で
は
、
か
れ
に
論
争
を
し
か
け
、
個
人
的
反
感
か
ら
攻
撃
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
攻
撃
は
、“
要よ

う

塞さ
い

戦
”
の
観
が
あ
っ
た
。

か
れ
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
の
講
義
が
失
敗
し
た
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
妨
害
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
、
ま
た
著
作
が
世
間
か
ら
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
哲
学
教
授
た
ち

が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
黙
殺
す
る
か
ら
だ
と
怒
っ
た
。
が
、
か
れ
の
と
り
こ
し
苦
労
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
大
組
織
の
自
爆
と
崩
壊
に
よ
っ
て
、
む
く
わ
れ
た
。

伊
藤
源
一
郎
編
輯
『

現代叢書
　
オ
イ
ケ
ン
』（
民
友
社
、
大
正
3
・
9
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
は
我
々
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
為た

め

に
牽ひ

き
つ
け
ら
る
ゝ
と
同
時
に
拒き

よ

斥せ
き

せ
ら
る
。

大
西

　
祝
の
遺
稿
を
ま
と
め
て
編
纂
し
た
も
の
は
『
大
西
博
士

　
全
集
』
で
あ
る
が
、
そ
の
第
三
・
四
巻
は
『
西
洋
哲
学
史
』（
警
醒
社
書
店
、
大
正
3
・
10
）
で
あ
る
。

同
書
の
「
第
四
十
九
章

　
カ
ン
ト
以
後
の
哲
学
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
（
一
七
七
〇
〜
一
八
三
一
）
の
章
節
（
七
三
三
〜
七
三
六
頁
）
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
フ
ィ
ヒ
テ
、

シ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
哲
学
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
と
の
関
係
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
、
自
然
哲
学
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
人
が

―

相あ
い

継つ

い
で
代
表
し
た
る
哲
学
思
想
は

　
是こ

れ
カ
ン
ト
以
後
の
独
逸
哲
学
界
に
於
け
る
中
央
の
流
れ
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
な
り
。

と
い
う
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
四
九
号
、
大
正
4
・
1
）
の
「
思
想
上
の
国
産
奨
励
論
に
就
て
」（
朝
永
三
十
郎
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
ち
ら
ほ
ら
み
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
哲
学

と
そ
の
発
展
の
結
果
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
は
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
（
一
七
七
二
〜
一
八
三
四
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
・
批
評
家
）
や
カ
ー
ラ
イ
ル
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（
一
七
九
五
〜
一
八
八
一
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
評
論
家
・
思
想
家
）
を
介
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
輸
入
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン
一
派
の
理
想
主
義
的
自
我
実
現
論
の
倫
理
と

な
っ
た
と
い
う
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
五
〇
号
、
大
正
4
・
2
）
の
「
独
逸
思
想
と
軍
国
主
義
」（
朝
永
三
十
郎
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
引
き
あ
い
に
だ
さ
れ
て
い
る
。
論
者
に
よ
る
と
、

超
個
人
主
義
的
国
家
主
義
・
軍
国
主
義
を
そ
の
哲
学
体
系
の
内
容
と
し
た
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
哲
学
的
基
礎

―
絶
対
的
唯
心
論
の
う
え
に
立
っ
た
も
の

と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は

―
、

国
家
対
個
人
の
主し

ゅ

客き
ゃ
く（

主
人
と
客
）
関
係
に
関
す
る
従
来
の
思
想
を
根
柢
よ
り
破
壊
し
て

　
徹
底
し
た
超
個
人
的
国
家
主
義
を
説
い
た

の
で
あ
る
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
五
〇
号
、
大
正
4
・
3
）
の
「
英
独
思
想
の
特
徴
を
論
ず
」（
藤
井
健
治
郎
）
は
、
ド
イ
ツ
の
団
体
主
義
、
国
家
主
義
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
も

の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
と
、
国
家
は
そ
の
客
観
的
道
徳
の
一
体た

い

現げ
ん

（
具
体
的
な
す
が
た
）
だ
と
い
う
。
国
家
の
職
能
（
職
務
上
の
能
力
）
の
う
ち
、
外
的
職
能

―

一
国
家
と
他
の
国
家
と
の
関
係

―
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
論
の
特
色
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。

一
国
が
そ
の
独
立
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
と
き
に
他
国
と
戦
争
に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
戦
争
も
ま
た
国
家
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
戦
争
は
ま
た
国
家

に
と
っ
て
道
徳
上
必
要
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
国
民
は
一
身
を
犠
牲
に
し
て
護
国
の
大
任
を
は
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ヘ
ー
ゲ
ル
は
此
の
精
神
を
「
政
治
的
勇
気
」
と
名
つ
け
て
ゐ
る
。

と
い
う
。

稲
毛
詛

し
ょ
う

風ふ
う

著
『
オ
イ
ケ
ン
と
現
代
思
潮
』（
近
代
思
潮
叢
書
・
第
八
集
、
天
弦
堂
、
大
正
4
・
7
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。
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ド
イ
ツ
に
於
て
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
・
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
の
哲
学
は

　
既す

で

に
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
て
其
の
絶
頂
に
達
し
た
。
否い

な

寧む
し

ろ
一
歩
を
脱
し
て
新
し
い
転
向
点
を
見
出
し
た
と

い
ふ
方
が
一
層
妥
当
で
あ
る
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
二
二
編
・
第
八
号
、
大
正
4
・
8
）
に
、
富
士
川
遊ゆ

う

（
一
八
六
五
〜
一
九
四
〇
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
医
学
者
。『
日
本
医
学
史
』
を
著
わ

す
）
は
、「
加
藤
老
先
生
の
壽

じ
ゅ
う

（
長
生
き
）
を
祝
す
」
の
小
文
を
寄
せ
た
。
生
れ
つ
き
、
体
力
や
意
志
の
よ
わ
い
者
は
長
生
き
で
き
ぬ
よ
う
で
あ
る
。

　
へ
ゲ
ー
ル
が
、
生
命
の
予よ

後ご

（
見
通
し
）
を
論
ず
る
に
方あ

た

り
、
一
定
の
精
神
的
動
機
が
寿じ

ゅ

命み
ょ
うを

長
く
す
る
の
事
実
を
示
し
、
殊こ

と

に
精
神
の
緊
張
と
「
エ
子

（
ネ
）

ル
ギ
ー
」
と
を
以
て
、

そ
の
主
因
と
な
せ
る
は
、
諸
家
の
賛
同
す
る
所
…
…

と
い
う
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
二
二
編
・
第
九
号
、
大
正
4
・
9
）
の
「
倫
理
上
の
根
本
問
題
（
二
）」（
稲
垣
末
松
）
に
お
い
て
、
論
者
は
「
倫
理
」（d

ダ
ス

as S

ズ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
エ

ittliche

）
と
「
道
徳
」

（d

ダ
ズ

as M

モ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ェ

oralische

）
の
二
つ
の
語
の
あ
い
だ
に
何
ら
意
義
上
の
区
別
を
し
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は

―

道
徳
と
い
ふ
概
念
を
ば
、
個
人
9

9

の
意
志
生
活
の
範
囲
に
限げ

ん

画か
い

し
（
か
ぎ
る
）、
さ
う
し
て
倫
理
と
い
ふ
も
の
に
対
し
て
、
よ
り
高
遠
な
る
価
値
を
附
与
し
…
…

『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
六
三
号
、
大
正
5
・
3
）
の
「
西
洋
諸
国
の
学
風
を
論
じ

　
我
が
国
将
来
の
学
風
に
関
し
て
希
望
を
述
ぶ
」（
中
島
力
造
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名

が
引
か
れ
て
い
る
。

カ
ン
ト
の
精
神
を
承う

け
て
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
エ
ル
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
の
唯
心
論
者
が
出
て

　
各そ

れ

々ぞ
れ

自
説
を
主
張
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

論
者
に
よ
る
と
、
い
ま
か
ら
五
十
年
ほ
ど
ま
え
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
大
き
な
勢
力
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
の
学
派
が
瓦
解
し
、
二
、
三
の
有
名
な
学
者
を
残
す
だ
け
に
な
っ
た
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と
い
う
。

ド
イ
ツ
の
学
者
は
、
独
特
の
術
語
を
使
っ
て
著
述
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
思
想
は
精
密
で
は
あ
る
が
、
理
解
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
い
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

ッ
ク
や
ミ
ル
の
も
の
は
、
ふ
つ
う
の
じ
い
さ
ん
や
婆
さ
ん
が
読
ん
で
も
だ
い
た
い
わ
か
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
書
は
、
ド
イ
ツ
の
ふ
つ
う
の
老
人
ら
が
読
ん
で
も
わ
か
ら

ぬ
し
ろ
も
の
と
い
う
。

ま
た
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
学
風
に
つ
い
て
の
注
文
は
、
左
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
哲
学
思
想
は
、
論
理
的
方
面
が
よ
わ
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
儒
教

に
倫
理
学
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
日
本
の
学
者
は
人
の
説
を
引
用
し
て
も
、
出
典
を
あ
き
ら
か
に
し
な
い
と
い
う
。
た
と
え
ば
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
曰い

わ

く
」
と
書
い

て
も
、
何
の
本
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
明
か
に
し
て
い
な
い
と
い
う
。
引
用
書
、
参
考
書
を
い
ま
す
こ
し
正
確
に
し
る
す
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
雑ざ

っ

駁ぱ
く

な
論
文
が
ま

か
り
通
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
二
三
編
・
第
五
号
、
大
正
5
・
5
）
の
「R
om

antic

の
思
潮
」（
松
下
舜
孝
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、「
自
我
」
は
、

み
ず
か
ら
創
造
発
展
す
る
統
一
態
で
あ
る
と
い
う
。
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
そ
の
曙
光
が
し
め
さ
れ
、
カ
ン
ト
の
大
発
見
に
よ
り

―
、

フ
ィ
ヒ
ヲ
、
シ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所い

わ

謂ゆ
る

ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
の
流
れ
と
な
っ
て
、
現
代
に
至
り
…
…

と
い
う
。

朝
永
三
十
郎
著
『
独
逸
思
想
と
其
背
景
』（
宝
文
館
、
大
正
五
・
五
）
は
、
最
近
二
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
著
者
が
公
に
し
た
、
ド
イ
ツ
思
想
に
関
す
る
論
文
を
ま
と
め
て

一
書
に
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
五
本
の
論
文
か
ら
成
る
の
だ
が
、「
三

　
独
逸
思
想
と
軍
国
主
義
」
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
社
会
観
や
国
家
観
が
説
か
れ
て
い
る
。
ヘ

ー
ゲ
ル
と
っ
て
の
社
会
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
多
数
の
個
人
が
、
じ
ぶ
ん
の
利
害
上
、
法
律
や
規
約
を
も
う
け
て
行
政
機
関
を
も
う
け
る
と
こ
ろ
の
団
体
と
い
う
。
一
方
、

国
家
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
国
民
精
神
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
有
機
的
渾こ

ん

一い
つ

体た
い

（
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
も
の
）
で
あ
る
。

家
族
を
支
配
す
る
も
の
は
愛
で
あ
る
。

社
会
を
支
配
す
る
も
の
は
利
で
あ
り
、
国
家
を
支
配
す
る
も
の
は
国
民
的
精
神
で
あ
る
。
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ヘ
ー
ゲ
ル
は
個
人
対
国
家
の
関
係
に
就
い
て
は 

プ
ラ
ト
ン
と
等
し
く
明
確
た
る
超
個
人
的
国
家
主
義
を
説
い
た
。

フ
ラ
ン
ク
、
シ
ル
リ
ー
氏
原
著

若
守
義
孝
訳
述

　
　
　
　
　

『
古
代
よ
り

現
代
ま
で
　
西
洋
哲
学
史
』（
目
黒
書
店
、
大
正
5
・
9
）
は
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
哲
学
教
授
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ル
リ
ー
の
哲
学
史
（Frank T

hilly, 

A
 H

istory of Philosophy

）
を
訳
述
し
た
も
の
と
い
う
。
同
書
は
八
〇
四
頁
も
あ
る
大
書
で
あ
る
。「
第
七
章

　
独
逸
の
観
念
論
」
の
第
四
節
は
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
」（
六
二
七

〜
六
四
八
頁
）
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
依よ

れ
ば
、
哲
学
の
業
（
つ
と
め
）
は
、
自
然
及
び
全
経
験
界
を
如
実
に
知
り
、
其そ

処こ

に
存ぞ

ん

す
る
理
性
を
会え

得と
く

す
る
に
あ
り
、
…
…

と
い
う
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
二
四
編
・
第
一
号
、
大
正
6
・
1
）
の
「
材さ

い

能の
う

（
生
れ
つ
き
の
能
力
）
態
度
の
類
型
差
異
を
論
じ 

生
命
終
息
曲
線
に
及
ぶ
（
一
）」（
下
沢
瑞
世
）
に
、

「
哲
学
者
の
材
能
態
度
」
と
い
っ
た
分
節
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
思
想
家
（
伊
藤
に
斎
、
荻
生
徂
徠
）
ら
の
身
体
―
勢
力
―
運
動
―
知
的
反
応
―
感
情
的
反
応
―

能
動
性
反
応
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
は
左
記
の
よ
う
に
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル

　（
一
）
短た

ん

小し
ょ
う（

背
が
ひ
く
く
、
小
さ
い
）
に
し
て
健
康
良
好
な
り
。（
二
）
齢と

し

未い
ま

だ
弱
冠
を
越
え
ず
し
て
老
人
の
綽あ

だ

名な

を
冠か

ん

せ
ら
る
。（
三
）
発
音
平
板
に
し
て
高
き

響ひ
び
きな

し
。（
四
）
思
索
力
に
勝ま

さ

る
。（
五
）
独
断
に
富
む
。（
六
）
結
論
的
能
力
、
定
義
能
力
に
富
む
。（
七
）
静
穏
沈ち

ん

鬱う
つ

情
調
に
し
て
。（
八
）
中
年
後
よ
り
怒い

か

り
易や

さ

し
き
（
や
す
い
）
傾
向
あ
り
。（
九
）
堅け

ん

忍に
ん

不ふ

抜ば
つ

な
り
（
つ
ら
い
こ
と
に
負
け
ず
、
が
ま
ん
強
い
）。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
七
三
号
、
大
6
・
1
）
の
「
独
逸
哲
学
と
欧
州
大
戦
乱
（
一
）」（
中
島
力
造
）
は
、
ド
イ
ツ
哲
学
が
第
一
次
世
界
大
戦
［
一
九
一
四
・
七
〜
一

八
・
一
一
ま
で
］
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
、
諸
家
の
意
見
の
相
違
を
紹
介
し
な
が
ら
、
所
感
を
の
べ
て
い
る
。

カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
が
唱
道
し
た
る
唯
心
論
を
指
し
て
独
逸
哲
学
と
い
ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
決
し
て
今
回
の
戦
乱
の
原
因
に
は
な
っ
て
居
ら
ぬ
…
…
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同
論
文
の
つ
づ
き
は
、（
同
誌
第
一
七
四
号
、
大
6
・
2
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
今
回
は
ド
イ
ツ
哲
学
が
大
戦
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た

―
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者

デ
ュ
ー
エ
教
授
の
反
対
論
を
紹
介
し
て
い
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
考
え
た
。
戦
争
は
国
家
が
発
展
す
る
う
え
で
避
け
ら
れ
ぬ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人
類
の
腐
敗
が
防
止
で
き
る
。
国
際
法
は
正
当
な
法
律
で
は
な
い
。
そ
れ
は
国

家
が
交
際
す
る
う
え
で
の
慣
例
に
す
ぎ
な
い
。
絶
対
の
最
高
実
現
で
あ
る
国
家
に
反
対
す
る
も
の
は
、
存
在
す
る
理
由
を
も
た
ぬ
。
デ
ュ
ー
エ
教
授
は
、
今
回
の
戦
争
の
淵

源
は
、
こ
う
い
っ
た
ド
イ
ツ
哲
学
に
あ
る
と
考
え
た
。

淀
野
耀
淳
著
『
認
識
論
之
根
本
問
題
』（
日
本
学
術
普
及
会
、
大
正
6
・
3
）
の
「
第
四
章

　
認
識
の
形
式
」
の
第
五
節
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
範は

ん

疇
ち
ゅ
う

論
、
第
六
節
は
ヘ
ー
ゲ

ル
以
後
の
範
疇
論
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
軽
く
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
範
疇
は
、
実
在
ま
た
は
思
惟
の
も
っ
と
も
普
遍
的
、
基
本
的
な
概
念
を
い
う
。

カ
ン
ト
の
範
疇
論
に
次つ

い

で
近
世
に
於
て
著
名
な
る
範
疇
論
は

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
範
疇
論
で
あ
る
。

安
部
能よ

し

成し
げ

（
一
八
八
三
〜
一
九
六
六
、
大
正
・
昭
和
期
の
教
育
者
・
哲
学
者
）
が
著
わ
し
た
『
西
洋
近
世
哲
学
史
』（
哲
学
叢
書
第
十
編
、
岩
波
書
店
、
大
正
6
・
4
）

は
、
お
も
に
ウ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
の
近
世
哲
学
史
に
よ
っ
て
書
い
た
も
の
と
い
う
（「
凡
例
」）。「
第
四
章

　
カ
ン
ト
及
び
独
逸
理
想
主
義
」
の
第
五
節
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
章

節
で
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
終
始
問
題
に
し
た
の
は
、
世
界
を
も
っ
て
神
的
精
神
（
す
な
わ
ち
絶
対
的
精
神
）
の
必
然
的
発
展
と
解
し
た
こ
と
で
あ
る
。

観
念
論
的
形
而
上
学
の
完
成
者
は
ヘ
ー
ゲ
ル

4

4

4

4

で
あ
る
。

『
哲
学
研
究
』（
第
二
巻
・
第
一
四
号
、
大
正
6
・
5
）
の
「
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
ッ
ツ
ェ
」（
朝
永
三
十
郎
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。
ロ
ッ
ツ
ェ
を
哲
学
の
研
究

に
導
い
た
も
の
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
な
ど
の
思
弁
的
唯
心
論
派
の
哲
学
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
こ
と
に
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
思
想
内
容
に
お
い
て
大
き
な
感

化
を
う
け
た
。
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殊
に
初
期
の
著
作
（「
小
形
而
上
学
」）
に
於
て
は

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
響
が
著
し
く
認
め
ら
れ
る
。

西
田
幾
太
郎
著
『
現
代

に
於

け
る
　
理
想
主
義
の
哲
学
』（
弘
道
館
、
大
正
6
・
5
）
は
、
京
大
に
お
け
る
特
別
講
演
や
『
哲
学
研
究
』
な
ど
に
発
表
し
た
論
文
な
ど
を
ま
と
め

て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。「
第
一
部

　
第
四
講

　
理
想
主
義
哲
学
の
史
的
概
観
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
至い

た

つ
て
は

　
自
然
も
精
神
も
共
に
理
性
の
発
展
で
あ
つ
て

　
世
界
は
此こ

の

理
性
が
弁
証
的
方
法
に
よ
っ
て
自
ら
を
発
展
し
た
も
の
に
外ほ

か

な
ら
ぬ
。（
七
六
頁
）

『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
八
三
号
、
大
正
6
・
11
）
の
「
独
逸
哲
学
と
欧
州
大
戦
乱
（
十
）」（
中
島
力
造
）
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
思
想
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
か
な

る
点
で
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
準
備
段
階
と
し
て
、
こ
の
稿
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
略
伝
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
体
系
と
そ
の
著
述
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
権
利
哲
学
、

ヘ
ー
ゲ
ル
思
想
と
ヘ
ー
ゲ
ル
以
前
の
思
想
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
書
の
難
解
さ
と
い
っ
た
ら
古
今
無
双
だ
と
い
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
は
、
カ
ン
ト
哲
学
に
源
流
が
あ
り
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
哲
学
を
へ
て
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
は
、

カ
ン
ト
哲
学
の
唯
心
論
的
方
面
の
発
達
し
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
て
宜よ

ろ

し
い
の
で
あ
る
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
一
八
四
号
、
大
正
6
・
12
）
の
小
論
「
独
逸
哲
学
と
欧
州
大
戦
乱
（
十
一
）」（
中
島
力
造
）
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
権
利
哲
学
（
広
義
の
倫
理
哲
学
）
と

く
に
抽
象
的
す
な
わ
ち
客
観
的
意
志
論
（
権
利
）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ば
あ
い
、
権
利
が
あ
っ
て
道
徳
が
あ
る
と
い
う
。
道
徳
が
発
展

し
て
社
会
道
徳
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
と
い
う
。
ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
道
徳
は

―
、

今
次
の
戦
乱
と
直
接
間
接
の
深
き
関
係
を
有
す
る
国
家
至
上
説
で
あ
る
。

と
い
う
。
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ヘ
フ
デ
ィ
ン
グ
著

北
昤
吉
訳

　
　

　『
近
世
哲
学
史

　
下
巻
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
大
正
6
・
12
）
の
「
第
八
編

　
浪
漫
主
義
の
哲
学
」
の
第
三
章
（
二
一
〇
〜
二
三
四
頁
）
は
、
ヘ
ー
ゲ

ル
の
章
節
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
特
性
お
よ
び
伝
記
、
弁
証
法
、
組
織
、
法
律
哲
学
、
宗
教
哲
学
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
作
を
ひ
ろ

げ
て
、
ま
ず
読
者
を
お
ど
ろ
か
す
の
は

―
、

彼
の
説
明
の
抽
象
的
性
質
と
、
更さ

ら

に
彼
が
使
用
し
て
ゐ
る
幾
多
の
術
語
と
で
あ
る
。

田
辺
元は

じ
め（

一
八
八
五
〜
一
九
六
二
、
大
正
・
昭
和
期
の
哲
学
者
、
京
大
教
授
）
は
、『
哲
学
研
究
』（
第
三
巻
・
第
二
四
号
、
大
正
7
・
3
）
に
、「
独
逸
唯
心
論
に
於
け

る
哲
学
的
認
識
の
問
題
（
完
結
）」
を
寄
せ
た
。
論
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
特
徴
は
、
そ
の
弁
証
法
に
あ
る
と
い
う
。
論
理
は
意
味
の
自
己
発
展
と
い
う
。

哲
学
者
が
自

み
ず
か

ら
弁
証
的
運
動
を
行

お
こ
な

っ
て
知し

る
所

と
こ
ろ

が
　
即

す
な
わ

ち
理
其そ

の
も
の物

の
発
展
な
の
で
あ
る
。
此こ

処こ

に
論
理
学
の
認
識
の
特
殊
性
が
存
す
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
は
思し

惟い

す
る
主
観

無な

き
理り

其そ
の

物も
の

の
開か

い

展て
ん

で
あ
る
。

『
論
理
講
演
集
』（
第
一
八
八
号
、
大
正
7
・
4
）
の
「
独
逸
哲
学
と
欧
州
大
戦
乱
（
十
二
）」（
中
島
力
造
）
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
権
利
哲
学
の
第
三
編
す
な
わ
ち
社
会
倫
理

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
こ
の
社
会
倫
理
の
な
か
に
、
ド
イ
ツ
の
国
家
至
上
主
義
や
軍
国
主
義
の
趣
旨
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル

は
上
述
の
国
家
論
を
完
成
す
る
た
め
に
、

歴
史
哲
学
を
著
は
し
て

　
独
逸
国
家
の
使
命
に
就つ

い

て
論
述
し
て
居い

る
の
で
あ
る
。

と
い
う
。

『
神
学
之
研
究
』（
第
九
巻
・
第
六
号
、
大
正
7
・
9
）
の
「
神
学
の
概
念
」（
紀
平
正
美
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
神
学
と
は
神
に
つ

い
て
の
学
問
で
あ
る
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
だ
け
が
唯
一
の
神
学
で
は
な
く
、
世
界
の
各
宗
教
に
、
そ
れ
ぞ
れ
神
学
が
あ
る
。
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ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
哲
学
の
う
え
に
信
仰
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
し
、

彼
の
理
性
主
義
に
よ
つ
て
、
全
く
基キ

リ
ス
ト督

教
の
精
神
を
理
性
化
（
概
念
化
）
し
て
し
ま
つ
た
。

『
東
洋
哲
学
』（
第
二
六
篇
・
第
一
号
、
大
正
8
・
1
）
の
「
独
逸
の
興
亡
新
生
と
独
逸
哲
学
と
の
関
係
（
上
）」（
下
沢
瑞
世
）
に
お
い
て
、
論
者
は
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ

て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
侵
略
主
義
、
武
断
主
義
、
堕
落
的
軍
国
主
義
を
体
現
し
て
、
み
ず
か
ら
自
滅
し
た
、
と
。
ド
イ
ツ
哲
学
の
背
景
と
一
二
〇
〇
億
ド
ル
の
借
金
を
有
し
、

一
年
に
六
〇
億
ド
ル
の
利
子
を
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
国
に
な
っ
た
、
と
。

ド
イ
ツ
の
国こ

く

是ぜ

す
な
わ
ち
軍
国
主
義
の
二
大
源
泉
は
、
カ
ン
ト
と
ゲ
ー
テ
で
あ
る
。
前
者
は
“
義
務
”（
各
個
人
の
義
務
と
国
家
に
た
い
す
る
国
民
の
義
務
）
の
学
説
を
と
な
え
、

後
者
は
“
自
己
修
養
”
の
思
想
を
説
い
た
。

プ
ロ
シ
ア
王
国
の
標
置
し
た
義
務
の
高
い
見
解
と
帝
王
政
治
の
概
念
は

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
に
近
似
す
る
点
が
あ
っ
た
。

尼
子
止

つ
と
む

編
『

最近
　
哲
学
の
進
歩
』（
大
日
本
学
術
教
会
、
大
正
9
・
3
）
は
、
哲
学
を
専
門
と
す
る
学
者
が
、
各
部
門
に
つ
い
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
総
括
的
な
書

物
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
登
場
す
る
の
は
、

㈠ 

宗
教
哲
学
の
現
在
将
来
…
…
文
学
士 

鈴
木
宗
忠

㈡ 

最
近
の
カ
ン
ト
哲
学
…
…
…
文
学
士 

鈴
木
俊
行

で
あ
る
。
カ
ン
ト
以
後
い
ま
に
い
た
る
ま
で
、
宗
教
の
哲
学
的
論
議
に
関
し
て
、
哲
学
史
上
に
盛
名
を
は
せ
た
の
は
、

―
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シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
と
ヘ
ー
ゲ
ル
と
で
あ
る
。
此こ

の

二
人
は
、
カ
ン
ト
と
共
に
、
宗
教
哲
学
の
三
大
古
典
家
と
称
せ
ら
れ
る
。

と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
と
、
絶
対
は
理ロ

ゴ
ス性

で
あ
る
か
ら
、
世
界
は
理
性
の
論
理
的
発
展
だ
と
い
う
。
ま
た

―
、

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば

　
哲
学
は
絶
対
を
論
理
的
に
発
展
さ
せ
て
世
界
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。

帆ほ

足あ
し

理
一
郎
（
一
八
八
一
〜
一
九
六
三
、
大
正
・
昭
和
期
の
哲
学
者
、
早
大
教
授
）
が
執
筆
し
た
『
哲
学
概
論
』（
洛
陽
堂
、
大
正
10
・
3
）
は
、
著
者
の
人
生
哲
学
を

の
べ
た
も
の
で
な
く
、
哲
学
研
究
を
志
す
若
者
の
た
め
の
入
門
書
で
あ
る
と
い
う
（「
序
」）。
本
書
の
核
と
な
っ
た
の
は
ワ
セ
ダ
に
お
け
る
講
義
で
あ
っ
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
姿
を
み
せ
る
の
は
、「
第
四
章

　
形
而
上
学

　
第
二
編

　
実
体
論
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ
ェ
ー
リ
ン
グ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
唯
一
の

根こ
ん

元げ
ん

（
お
お
も
と
）
か
ら
、
い
っ
さ
い
の
自
然
現
象
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。

十
九
世
紀
の
大
哲
ヘ
エ
ゲ
ル
は

　
ス（

ス

ピ

ノ

ザ

）

ピ
ノ
ツ
ァ
以
来

　
此
種
の
一
元
論
を
大
成
し
た
人
で
あ
る
（
一
三
五
頁
）。

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
著

吹
田
順
助
訳

　
　
　
　

『
十
九
世
紀
独
逸
思
想
史
』（
岩
波
書
店
、
大
正
10
・
7
）
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
（
一
八
四
八
〜
一
九
一
五
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
教
授
）
の
述
作
『
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
精
神
生
活
に
お
け
る
哲
学
』
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
自
然
は
精
神
の
別
荘
で
あ
る
（
一
〇
一
頁
）

と
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
（
一
八
〇
四
〜
七
二
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
の
代
表
的
思
想
家
）
に
と
っ
て
、
精
神
こ
そ
自
然
の
別
荘
で
あ
っ
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ
ェ
リ
ン
グ
（
一
七
七
五
〜
一
八
五
四
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
の
ち
ベ
ル
リ
ン
大
教
授
）
よ
り
も
五
歳
年
長
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
影
響
の
も
と
に
育
っ
た
。



212（113）

明治・大正期のヘーゲル

始は
じ
めは

却
か
え
っ

て
セ
リ
ン
グ
の
思
想
に
従
ひ

　
深
く
希ギ

リ
シ
ャ臘

　
羅ロ

ー
マ馬

の
歴
史
及
び
法
律
を
研
究
し
、
其
れ
に
て
得
た
る
知
識
を
以
て
、
セ
リ
ン
グ
思
想
の
解
説
を
な
し
得
た
り
き
。（
三
四

八
〜
三
四
九
頁
）

『
法
学
協
会
雑
誌
』（
第
三
九
巻
・
第
九
号
、
大
正
10
、
何
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
か
不
明
）
の
「
雑
録

―
新
『
ヘ
ー
ゲ
ル
』
派
ノ
法
律
哲
学
（
二
完
）」（
木
村
亀
二
）
は
、

単
独
論
文
で
あ
る
（
一
四
四
〜
一
六
二
頁
）。
法
律
哲
学
（
法
哲
学
）
と
は
、
哲
学
者
の
眼
を
も
っ
て
み
た
法
律
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
律
に
属
し
、
し
か
も

同
時
に
哲
学
的
学
問
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
学
徒
は
、
そ
の
師
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
的
精
神
を
う
け
て
、
法
律
の
歴
史
的
研
究
に
大
い
に
貢
献
し
た
が
、
他
方
そ
れ
ま
で
な
お
ざ
り
に
し
て
き
た
「
法
律
ノ
哲

学
的
省
察
ヲ
新
ニ
発
展
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
が
課
題
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

大
関
増
次
郎
訳
『
カ
ン
ト
哲
学
批
判
』（
大
同
館
書
店
、
大
正
11
・
3
）
の
「
第
三
章

　
カ
ン
ト
以
後
の
哲
学
の
進
化
過
程
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。
ヘ
ー

ゲ
ル
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
お
い
て
教
授
の
職
を
え
、
そ
の
進
路
を
完
成
し
た
の
ち
、

シ
ョ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
は

　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
対
し
て
最
も
憤
怒
の
極
に
達
し
て
を
つ
た
。

紀
平
正
美
著
『

哲
学
叢
書

第
一
編

　
認
識
論
』（
岩
波
書
店
、
大
正
11
・
9
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
る
。

極
端
な
る
理
想
論
者
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
て
は
、
哲
学
は
文
字
通
り
の
意
義
で
反
省
（N

ach

＝D
enken

）
で
あ
る
。

紀
平
正
美
著
『
行

ぎ
や
う

の
哲
学
』（
岩
波
書
店
、
大
正
12
・
1
）
は
、
著
者
に
よ
る
と
、
人
と
し
て
の
行
為
の
意
義
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
う
。
同
書
の
「
第
九
章

　
カ
ン
ト
よ
り
フ
ィ
ヒ
テ
、
セ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

金
子
馬
治
著
『
現
代
哲
学
概
論
』（
東
京
堂
、
大
正
12
・
2
）
は
、
十
九
世
紀
ま
で
の
哲
学
を
叙
述
し
た
旧
版
に
、
あ
た
ら
し
い
二
十
世
紀
哲
学
を
解
説
し
た
も
の
と
い
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う
。「
第
七
章

　
近
代
理
想
主
義
の
淵
源
」
の
第
五
節
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
ふ
れ
て
い
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
は
、
非ひ

凡ぼ
ん

な
才
能
を
以も

っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
理
想
主
義
の
脈
を
ば
、
一い

っ
そ
う層

組
織
的
に
又ま

た

一
層
系
統
的
に
、
一
大
系
統
の
も
と
に
組
織
し

　
完
成
し
た
も
の
と
言
は

れ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
理
想
主
義
哲
学
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
地
位
は
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
地
位
に
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
。
稀
有
な
総

合
的
手
腕
が
ど
こ
ま
で
も
ヘ
ー
ゲ
ル
の
天
分
で
あ
っ
た
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
二
五
〇
号
、
大
正
12
・
6
）
の
「
創
造
的
進
化
と
価
値
の
世
界
」（
帆
足
理
一
郎
）
に
お
い
て
、
論
者
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
進
化
の
観
念
、
宇
宙
の
観
念

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
こ
と
に
宇
宙
に
つ
い
て
は
、

―

宇
宙
全
体
を
一
個
の
完
成
組
織
即す

な
わち

絶
対
組
織
の
中
に
抱ほ

う

擁よ
う

し
た
の
で
あ
り
ま
し
て

　
絶
対
と
云
ふ
不
変
不
動
の
見
地
か
ら
見
る
と
、
宇
宙
は
既す

で

に
完
全
で
あ
る
、
…
…

と
い
う
。

『
哲
学
研
究
』（
第
九
巻
・
第
九
五
号
、
大
正
13
・
2
）
に
、「H

ヘ
ー
ゲ
ル

egel
のP

フ

ェ

ノ

メ

ノ

ロ

ギ

ー

hänom
enologie d

デ
ス

es G

ガ
イ
ス
テ
ス

eistes

」（
三
土
興
三
）
が
掲
載
さ
れ
た
。
論
者
に
よ
る
と
、“
ヘ
ー
ゲ

ル
の
精
神
現
象
学
”
が
日
本
の
学
界
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
は
じ
ら
い
の
気
持
を
お
さ
え
つ
つ
執
筆
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
単
独
の
長
編

論
文
で
あ
る
（
七
八
〜
一
六
一
頁
）。

精
神
現
象
学
と
は
、
精
神
の
発
展
、
顕
現
を
い
み
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
用
語
で
あ
る
。
か
れ
は
人
間
が
認
識
す
る
過
程
を
、
意
識
に
よ
る
対
象
吸
収
の
歴
史
と
み
な
し

た
『
哲
学
小
辞
典
』（
岩
崎
書
店
、
昭
和
22
・
7
、
三
二
八
頁
）。

本
稿
に
お
い
て
は
、

―
対
象
的
意
識

―
知
覚
の
立
場

―
力
と
悟
性
、
現
象
と
超
感
覚
的
世
界

―
自
覚

―
自
覚
独
立
と
不
独
立

―
自
覚
の
自
由

―
理
性
な

ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
く
、
晦か

い

渋じ
ゅ
うで

あ
る
。

『
思
想
』（
第
二
九
号
、
大
正
13
・
3
）
の
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
と
ヘ
ー
ゲ
ル
と
の
推
理
図
式
に
就
て
」（
紀
平
正
美
）
も
、
単
独
の
論
文
で
あ
る
（
一
〜
二
一
頁
）。
本
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稿
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
断
言
的
三
段
推
理
図
の
ち
が
い
に
つ
い
て
の
論
者
の
考
え
の
一
端
を
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
も
晦
渋
で
あ
る
。
論
者

い
わ
く
。余

が
研
究
の
煩は

ん

瑣さ

（
こ
ま
ご
ま
と
し
、
わ
ず
ら
わ
し
い
）
な
る
点
は
、
一
般
の
読
者
に
は
興
味
の
な
い
事
で
あ
る
が
故ゆ

え

に
、
研
究
の
結
果
の
み
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
二
一
号
・
編
之
三
、
大
正
13
・
5
）
の
「
パ
ピ
ニ
と
其そ

の

人
物
評
論
」（
岡
田
哲
蔵
）
の
な
か
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
パ

ピ
ー
ニ
（
一
八
八
一
〜
一
九
五
六
、
イ
タ
リ
ア
の
作
家
、
文
芸
批
評
家
）
は
、
詩
人
・
哲
学
者
・
科
学
者
・
神
秘
家
・
画
家
な
ど
に
つ
い
て
の
人
物
評
論
を
三
冊
あ
ら
わ
し

た
。

㈠
『
二
十
四
の
頭
脳
』（24 C

ervelli, 

一
九
〇
二
年
〜
一
九
一
二
年
ま
で
の
文
集
）

㈡
『
た
た
き
つ
ぶ
し
』（Stroneare, 

一
九
一
六
年
）

㈢
『
照
明
』（T

estem
onianze, 

一
九
一
六
年
）

こ
れ
ら
の
三
書
は
、
い
ず
れ
も
二
十
四
名
の
人
物
に
つ
い
て
評
し
て
い
る
の
だ
が
、
第
一
の
書
『
二
十
四
の
頭
脳
』
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
顔
を
だ
し
て
い
る
。

哲
学
者
は
英
の
バ
ー
ク
リ
、
独
の
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ニ
ー
チ
ェ
、
英
の
ス
ペ
ン
サ
ー
（
後
略
）
…
…

『
我
等
』（
第
六
巻
・
第
五
号
、
大
正
13
・
6
）
の
「
弁
証
法
と
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
」（
嘉
治
隆
一
）
に
お
い
て
、
論
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ

ハ
（
一
八
〇
四
〜
一
八
七
二
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）
に
よ
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
欠
点
を
教
え
ら
れ
た
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
（
一
八
一
八
〜
八
三
、
ド
イ
ツ
の
革
命
家
・
哲
学

者
・
経
済
学
者
、
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
に
属
す
る
）
は
、
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
お
こ
な
わ
れ
た
啓
蒙
哲
学
と
し
て
の
唯
物
論
を
発
展
せ
し
め
、
自
己
の
唯
物
哲
学
の
基
礎
を

つ
く
っ
た
。
ま
た

―
、
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ヘ
ー
ゲ
ル
の
長
所
た
る
弁
証
的
論
法
を
採
っ
て

　
自
然
及
歴
史
の
発
達
の
上
に
現
は
る
と
進
化
と
革
命
と
の
説
明
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

『
哲
学
研
究
』（
第
九
巻
・
一
〇
一
号
、
大
正
13
・
8
）
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
」（
関
栄
吉
）
は
、
論
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
す
な
わ
ち
世
界
歴
史

の
哲
学
に
つ
い
て
の
梗
要
を
の
べ
た
も
の
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
と
、
歴
史
に
は
三
つ
の
種
類
が
あ
る
。

㈠
　
原
本
的
歴
史

㈡
　
反
省
的
歴
史

㈢
　
哲
学
的
歴
史

そ
し
て
歴
史
哲
学
が
対
象
に
す
る
も
の
が
、
さ
い
ご
の
哲
学
的
世
界
史
で
あ
る
と
い
う
。

　
ニ
コ
ラ
イ
・
ハ
ル
ト
マ
ン
著

橘
高
倫
一
訳

　
　
　
　
　

『
哲
学
方
法
論
』（
大
村
書
店
、
大
正
13
・
10
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
後
世
に
た
い
す
る
意
義
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
が
後
世
に
た
い
す
る

価
値
は
、
そ
の
弁
証
法
的
図
型
に
存
す
る
の
で
は
な
く
、
か
れ
が

―
、

大
規
模
な
体
系
概
念
に
基

も
と
ず

い
て
、
大
い
に
こ
れ
を
概
念
的
に
深
化
し
た
こ
と
に
存
す
る
の
で
あ
る
。（
一
二
九
頁
）

『
国
家
学
会
雑
誌
』（
第
三
八
巻
・
第
一
一
号
、
大
正
13
・
11
）
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
理
念
論
の
考
察
」（
今
中
次
麿
）
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
単
独
の
論
文
で
あ
る

（
三
八
〜
六
六
頁
）。
こ
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
論
の
立
脚
地
、
そ
の
規
範
的
、
合
理
的
、
啓
蒙
的
要
素
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
国
家
は
理
念
で
あ
る
、
と
い
っ
た
。
国
家
が
理
念
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
国
家
が
事
実
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は
、

国
家
意
志
の
専
制
的
行
為
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
許
さ
れ
る
。
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彼
は
民
主
主
権
論
を
否
認
し
、
国
家
主
権
を
と
り
、

そ
の
最
終
決
定
を
君
主
の
統
一
性
に
も
と
め
た
と
い
う
。

児
玉
達
童
著
『
哲
学
概
論
』（
大
村
書
店
、
大
正
13
・
11
）
は
、
日
本
大
学
の
講
義
で
用
い
た
草
稿
に
加
筆
し
て
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
初
心
者
の
参
考
書
や
教
科
書
に

な
る
こ
と
を
願
っ
た
。
本
書
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。
カ
ン
ト
は
哲
学
を
認
識
論
に
か
ぎ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
哲
学
か
ら
出
発
し
た

―

ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
が
カ
ン
ト
の
思
想
を
正
当
に
発
展
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
か
、

ま
だ
学
界
に
お
い
て
定
説
が
な
い
と
い
う
。

西
山
庸
平
著
『
哲
学
汎
論
』（
聚
英
闇
、
大
正
13
・
11
）
は
、
平
易
に
、
哲
学
上
の
史
実
を
、
第
三
者
の
立
場
か
ら
手
っ
と
り
早
く
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の

「
第
三
篇

　
実
在
論
」
の
第
七
章
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
論
が
説
か
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
不ふ

世せ
い

出し
ゅ
つ（

世
に
ま
れ
な
）
の
綜
合
的
天
才
で
あ
り
、
そ
の

規
模
堂
々
た
る
弁
証
法
を
完
成
し
た
と
い
う
。
か
れ
に
と
っ
て
思
想
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

―

一
切
の
思
想
は
、
必
ず
そ
の
反
対
の
思
想
を
産
む
。

と
い
っ
た
よ
う
だ
。

加
藤
玄
智
著
『
東
西
思
想
比
較
研
究
』（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
、
大
正
13
・
12
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
散
見
す
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
の
主
観
的
観
念
論
、
シ
エ
リ
ン
グ
の
客
観
的
観
念
的
を
更さ

ら

に
統
一
し
て

　
広
大
な
哲
学
組
織
を
造
つ
た
学
者
が
独
逸
に
出い

で
た
、
そ
れ
は
名
高
き
ヘ
ー
ゲ
ル
。

マ
ル
ク
ス
著

嘉
治
隆
一
訳
「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
理
学
批
判
」（『
我
等
』
第
六
巻
・
第
一
一
号
、
大
正
13
・
12
）
は
、
マ
ル
ク
ス
が
執
筆
し
た
翌
年

―
す
な
わ
ち
一
八
四
四
年
、
パ
リ
に
お
い
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て
発
行
し
て
い
た
『
独
仏
年
誌
』
に
発
表
し
た
論
文
（
た
だ
し
序
論
で
お
わ
っ
た
）
の
邦
訳
で
あ
る
。

久く

留る

間ま

鮫さ
め

造ぞ
う

（
一
八
九
三
〜
一
九
八
二
、
昭
和
期
の
経
済
学
者
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
を
へ
て
法
政
大
教
授
。
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
理
論
的
権
威
者
）
は
、『
大
原
社

会
問
題
研
究
所
雑
誌
』（
第
二
巻
・
第
二
号
、
大
正
13
・
12
）
に
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
史
と
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
史
」
を
寄
稿
し
た
。
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
単
独
論

文
で
あ
る
（
一
二
五
〜
一
五
六
頁
）。
本
稿
は

―
ヘ
ー
ゲ
ル
と
マ
ル
ク
ス

―
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
に
お
け
る
経
済
学
史
の
尊
重

―
哲
学
史
に
関
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
見

解

―
経
済
学
史
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
の
見
解

―
か
ら
成
る
。

マ
ル
ク
ス
研
究
者
は
、
マ
ル
ク
ス
が
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
大
き
な
影
響
を
う
け
た
と
い
う
が
、
論
者
に
よ
る
と
、
影
響
の
中
味
に
つ
い
て
は
、
従
来
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
考
慮
が
払

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
は
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
弁
証
法
を
継
承
し
た
が
、
そ
の
弁
証
法
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
神
秘
化
し
、
さ
か
立
ち

0

0

0

0

し
て
い

た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
そ
の
さ
か
立
ち
の
弁
証
法
を
て
ん
倒
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
“
合
理
の
核
心
”
を
発
見
し
た
と
い
う
。

し
か
し
、
論
者
に
よ
る
と
、
合
理
の
核
心
と
は
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
的
弁
証
法
（
＝
唯
物
史
観
）
で
あ
る
が
、“
て
ん
倒
”
は
何
を
意
味
す
る
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い

よ
う
だ
。

『
講
座
』（
大
正
13
、
何
月
号
か
不
明
）
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
社
会
哲
学
」（
関
栄
吉
）
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
単
独
論
文
（
一
〜
二
二
頁
）
で
あ
る
。
論
者
が
こ
の
論
文

で
考
察
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
法
哲
学
全
般
に
つ
い
て
で
な
く
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
社
会
哲
学
（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ば
あ
い
“
道
徳
哲
学
”
を
意
味
す
る
）
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お

い
て
は
、

―
道モ

ラ
リ
テ
ー
ト

徳
と
倫

ヂ
ツ
ト
リ
ツ
ヒ
カ
イ
ト

理
と
は
普
通
に
は
同
意
義
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ば
あ
い
、
本
質
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

『
講
座
』（
大
正
13
、
何
月
号
か
不
明
）
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
美
学
」（
鼓
常
良
）
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
単
独
の
長
編
論
文
（
一
〜
五
六
頁
）
で
あ
る
。
論
者
に
よ
る
と
、

―
彼
（
ヘ
ー
ゲ
ル
）
の
美
学
は

　
そ
の
体
系
の
組
成
要
素
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
部
分
の
う
ち
に
ま
た
全
体
が
顕
現
し
て
ゐ
る
の
も
勿
論
で
あ
る
。
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と
い
う
。

『
思
想
』（
第
三
九
号
、
大
正
14
・
1
）
の
「
含
蓄
か
ら
顕け

ん

現げ
ん

へ
」（
木
村
素
衛
）
に
お
い
て
、
論
者
は
含
蓄
的
全
体
か
ら
顕
現
へ
の
必
然
的
道
程
に
つ
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル

が
示
し
た
も
の
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
と
お
も
っ
た
と
い
う
。

村
田
豊
秋
著
『

近代

哲
学
大
集
成
』（
中
央
出
版
社
、
大
正
14
・
1
）
は
、
大
著
（
六
三
〇
頁
）
で
あ
る
。
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
大
物
哲
学
者
を
、
ほ
と
ん
ど
網
羅

し
て
い
る
。
第
七
章
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
で
あ
る
（
一
五
六
〜
一
九
二
頁
）。

絶
対
的
観
念
論

―
論
理
的
唯
心
論

―
止
揚
と
弁
証
的
過
程

―
矛
盾
原
理

―
弁
証
的
方
法

―
論
理
哲
学

―
自
然
哲
学

―
精
神
哲
学

―
絶
対
的
精
神

―

分
裂
と
反
対

―
ベ
ネ
ケ
の
哲
学
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

所い
わ
ゆ
る謂

絶
対
的
観
念
論
を
鼓こ

吹す
い

し
て
、
覇は

を
哲
学
界
に
称

し
ょ
う

し
た
も
の
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
其そ

の
人ひ

と

と
す
る
。

『
改
造
』（
新
年
号
、
大
正
14
・
1
）
に
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
リ
ッ
ケ
ル
ト
（
一
八
六
三
〜
一
九
三
六
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
の
弟
子
）
の
論
文
「
如
何

に
し
て
国
家
学
は
学
と
し
て
可
能
な
る
か

―
フ
ィ
ヒ
テ
及
び
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
一
研
究
」
の
邦
訳
が
掲
載
さ
れ
た
（
一
五
五
〜
一
七
五
頁
）。
学
的
国
家
学
者
と
し
て
、

フ
ィ
ヒ
テ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
と
の
違
い
は
、
後
者
が

―

現
在
実
在
す
る
国
家
に
対
し
、
何
ら
命
令
4

4

を
与
へ
、
政
治
上
の
要
求
を
な
し
、
成
立
す
る
国
家
状
態
の
改
善
の
た
め
に
何
ら
提
案
を
な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
と
で
あ
る
。

高
木
八
太
郎
著
『
東
西
思
潮
講
話
』（
共
益
社
、
大
正
14
・
2
）
は
、
大
別
す
る
と
、「
上

　
東
洋
思
潮
」
と
「
下

　
西
洋
思
潮
」
か
ら
な
る
が
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
」

の
章
節
が
あ
り
（
六
五
五
〜
六
六
一
頁
）、

―
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
特
色

―
汎
理
性
論

―
弁
証
法

―
哲
学
の
三
部
門

―
論
理
学

―
自
然
哲
学

―
精
神
哲
学
な

ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
は
組
織
的
体
系
的
な
天
賦
の
才
が
あ
り
、
理
想
主
義
哲
学
を
一
大
系
統
の
も
と
に
組
織
し
、
完
成
し
た
。
そ

し
て
ド
イ
ツ
理
想
主
義
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
位
置
は

―
、
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希
臘
哲
学
に
於
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
位
置
に
比
較
さ
れ
る
。

と
い
う
。

『
倫
理
講
演
集
』（
第
二
六
八
号
、
大
正
14
・
2
）
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
教
論
及
び
宗
教
と
国
家
と
の
関
係
論 

㈠
」（
紀
平
正
美
訳
註
）
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
ば
が
み
ら
れ
る
。

宗
教
を
若も

し
国
家
的
生
活
よ
り
離
せ
ば
、
無
内
容
と
な
り
、
例た

と

へ
ば
神
の
如ご

と

き
も
の
も
亦ま

た

抽
象
的
な
る
極
限
概
念
と
し
て
の
み
残
り
、
単
な
る
彼ひ

岸が
ん

の
幻
影
た
る
に
止と

ま
ら
ん
。

な
お
、
こ
の
訳
註
は
、
第
二
六
九
号
（
三
月
）
を
も
っ
て
完
了
し
て
い
る
。

『
外
交
時
報
』（
第
四
八
四
号
、
大
正
14
・
2
）
に
、
紀
平
正
美
と
小
野
正
康
の
共
訳
に
よ
る
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
論
」（
一
九
〜
三
八
頁
）
が
掲
載
さ
れ
た
。
訳
者
に
よ

る
と
、
市
民
社
会
を
そ
の
ま
ゝ
大
き
く
し
た
の
が
西
洋
の
国
家
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
日
本
の
国
家
と
そ
の
趣

お
も
む
き（

内
容
）
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
区
別
を
知
ら
な
い
学
者

は
、
わ
が
国
家
に
あ
わ
な
い
議
論
を
し
、
国
民
の
精
神
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

国
家
統
治
の
意
義
、
憲
法
の
精
神
、
国
体
の
概
念
、
戦
争
の
意
味
、
国
際
法
に
つ
い
て
、
日
本
人
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
議
論
を
聴
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
わ

が
国
家
の
意
義
を
、
哲
学
的
に
証
明
し
て
く
れ
た
よ
う
な
も
の
と
い
う
。

本
稿
に
の
せ
た
も
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
哲
学
的
諸
科
学
集
成
』（E

ncyclopädie der Philosophischen W
issenschaften im

 G
rundrisse,

）
の
五
三
五
節
〜
五
四
七

節
ま
で
の
訳
で
あ
る
。

国
家
は
、
自
己
意
識
的

　
人
倫
的
実
体
で
あ
る
。

国
家
は
一

ひ
と
つ

の
特
殊
的
個
体
で
あ
る
。

（
国
家
は
）
現
実
態
と
し
て
は
、「
一
個
」
の
個
体
で
あ
る
。
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明治・大正期のヘーゲル

橋
本
文
壽
著
『
哲
学
の
要
領
』（
宝
文
館
、
大
正
14
・
3
）
は
、
第
一
篇

　
哲
学
の
概
念

　
第
二
篇

　
本
体
論

　
第
三
篇

　
認
識
論

　
第
四
篇

　
価
値
論

　
綜
収
結
な
ど

に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。

じ
つ
に
総
合
的
・
組
織
的
の
天
分
に
め
ぐ
ま
れ
た
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
主
観
・
客
観
を
総
合
し
た
絶
対
的
唯
心
論
を
唱
へ
た
。

と
い
う
。

『
三
田
学
会
雑
誌
』（
第
一
九
巻
・
第
三
号
、
大
正
14
・
3
）
の
「
マ
ル
ク
ス
社
会
学
説
の
起
源

な
ら
びに

之
に
対
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
シ
ュ
タ
イ
ン
及
び

プ
ル
ー
ド
ン
の
影
響
」（
平
井
新
）
は
、
キ
ー
ル
大
学
教
授
ゲ
オ
ル
ク
・
ア
ド
ラ
ー
（
一
八
六
三
〜
一
九
〇
八
、
ド
イ
ツ
の
社
会
経
済
学
者
。
マ
ル
ク
ス
の
学
説
を
批
評
し
、

国
際
労
働
法
を
提
唱
）
の 

“Die A
nfänge der M

arxschen Sozialtheorie und ihre B
eeinflussung durch, F

euerbach, Stein und Proudhon

” 

を
反
訳
し
た
も
の
で

あ
る
。

訳
者
に
よ
る
と
、
こ
の
論
文
は
こ
れ
ま
で
閑
却
せ
ら
れ
て
き
た
マ
ル
ク
ス
の
社
会
学
説
の
研
究
に
新
生
面
を
ひ
ら
く
も
の
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
研
究
者
に
よ
っ
て
よ
く
引

用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

ア
ド
ラ
ー
に
よ
る
と
、
マ
ル
ク
ス
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
関
係
を
伝
え
る
確
実
な
典
拠
は
、『
資
本
論
』
の
「
序
文
」
だ
と
い
う
。

マ
ル
ク
ス
対
ヘ
ー
ゲ
ル
の
関
係
は
同
時
に
従
属
的
で
あ
り
、
対
立
的
で
あ
る
。

と
い
う
。
そ
こ
で
こ
の
従
属
的
な
ら
び
に
対
立
関
係
は
ど
こ
に
あ
る
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
の
本
質
を
確
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
っ
て
い
る
。

市
川
一
郎
訳
著
『

高
尚
な
る
理
論
を

平
易
に
論
議
せ
る
　
哲
学
概
論
』（
大
同
館
書
店
、
大
正
14
・
4
）
は
、Furm

an 
大
学
の
哲
学
教
授 Fletcher 

の
著
述
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
代

か
ら
現
代
ま
で
の
哲
学
を
網
羅
し
て
い
る
が
、「
第
四
六
節
」
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
章
節
で
あ
る
（
一
五
九
〜
一
七
四
頁
）。
こ
の
な
か
で
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
実
在
の
本
質

―
究
極
実
在
・
絶
対

―
絶
対
は
真
の
普
遍

―
知
識
と
実
在

―
主
観
客
観
の
同
一

―
自
我

―
結
論
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
は
、
ソ
ク
ラ
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テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ら
の
見
解
を
包
括
し
、
そ
の
体
系
は
、

―

一
般
に
絶
対
的
観
念
論
と
称
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

と
い
う
。

『
神
学
研
究
』（
第
一
七
巻
・
第
二
号
、
大
正
15
・
4
）
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
基
督
教
の
本
質
」（
今
井
新
太
郎
）
に
お
い
て
、
論
者
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
観
を
つ
ぎ

の
よ
う
に
要
約
し
た
。
礼
拝
者
の
実
現
し
た
団
体
が
教
会
で
あ
る
。
教
理
は
保
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
宣
伝
は
教
会
の
本
質
的
な
運
動
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
教
会
に
は
思
想
展
開
の
全
過
程
を
包
含
す
る
も
の
と
見
た
。

と
い
う
。

『
思
想
』（
第
五
六
号
、
大
正
15
・
6
）
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
学
位
論
文
に
つ
い
て
の
穿せ

ん

鑿さ
く

」（
矢
崎
美
盛
）
は
、
論
者
に
よ
る
と
、
思
想
上
の
論
文
で
は
な
く
、
事
実
に
つ

い
て
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
時
代
の
学
位
論
文
に
関
す
る
研
究
は
、
か
れ
の
思
想
を
正
し
く
理
解
す
る
う
え
で
、
重
要
で
な
い
と
は
い
え
な

い
、
と
い
う
。
当
時
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
著
の
二
つ
の
研
究
論
文
の
所
在
は
不
明
で
あ
っ
た
。

『
宗
教
研
究
』（
第
三
巻
・
第
一
号
、
大
正
15
・
7
）
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
教
哲
学
」（
石
津
照
璽
）
は
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ラ
ッ
ソ
ン
出
版
の
『
ヘ
ー
ゲ
ル
全
集
』
ち
ゅ
う

―
第
十
二
巻
「
宗
教
哲
学
講
義
の
う
ち

―
第
一
部
「
宗
教
の
概
念
」（B

egriff der R
eligion 326s. Leipzig 1925, D

er Philosophische B
ibliotek B

and 59

）
を
解

説
し
た
も
の
と
い
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
と
、

―

宗
教
も
哲
学
も
、
そ
の
対
象
と
す
る
所
は

　
同
じ
く
「
絶
対
」
客
観
的
真
理
即す

な
わち

神
で
あ
る
。

独
逸
テ
オ
バ
ル
ト
・
チ
ー
グ
レ
ル
著

伊
藤
吉
之
助
、
飯
田
忠
純
共
訳

　

『
独
逸
思
潮
史

　
上
』（
国
民
図
書
株
式
会
社
、
大
正
15
・
7
）
の
第
五
章
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
論
が
の
っ
て
い
る
。
題
し
て
「
ヘ
エ
ゲ
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明治・大正期のヘーゲル

ル
法
理
学
の
勝
利
」（
一
九
三
〜
二
四
一
頁
）。
こ
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は

―
個
人
主
義
的
国
体
観

―
社
会
契
約
説

―
浪
漫
主
義
の
国
家
観

―
ヘ
エ
ゲ
ル

の
法
理
学

―
言
語
学
と
歴
史
学
な
ど
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
観
を
法
理
学
的
に
か
ん
が
え
た
と
き
、

―

国
家
は
法
律
の
中
に
自
由
意
志
が
存
在
す
る
限
り
法
治
国
で
あ
る
。

と
い
う
。

加
藤
玄
智
著
『
東
西
思
想
の
比
較
研
究
』（
京
文
社
、
大
正
15
・
9
）
の
「
第
二
編

　
欧
州
思
潮
の
主
要
素
と
其そ

の

史
的
研
究
法
」
に
、
カ
ン
ト
の
継
承
者
の
ひ
と
り

―

ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
す
こ
し
出
て
く
る
。

此
の
フ
イ
ヒ
テ
の
主
観
的
観
念
論
、
シ
エ
リ
ン
グ
の
客
観
的
観
念
論
を
更
に
統
一
し
て
広
大
な
哲
学
組
織
を
造
つ
た
学
者
が
独
逸
に
出
た
。
そ
れ
は
名
高
い
ヘ
ー
ゲ
ル
で
あ
る
。

（
一
二
一
頁
）

浜
尾
俊
治
著
『

通俗
　
哲
学
講
話
』（
大
盛
堂
書
店
、
大
正
15
・
10
）
の
「
第
一
編

　
哲
学
史

　
第
三
章

　
近
世
哲
学

　
カ
ン
ト
以
後
の
哲
学
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が

出
て
く
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
大
要
を
手
み
じ
か
に
要
約
し
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
、

―

一
切
の
事
物
は
、
皆
こ
の
理
性
の
発
現
に
外
な
ら
な
い
、

と
い
う
。

土つ
ち

田だ

杏
き
ょ
う

村そ
ん

（
一
八
九
一
〜
一
九
三
四
、
大
正
・
昭
和
期
の
思
想
家
。
晩
年
、
国
家
主
義
に
か
た
む
い
た
）
は
、『
社
会
科
学
』（
十
月
特
輯
、
大
正
15
・
10
）
に
、「
ヘ
エ

ゲ
ル
と
マ
ル
ク
ス
、
レ
エ
ニ
ン
の
弁
証
法
的
唯
物
論
」
を
寄
稿
し
た
（
一
八
七
〜
二
一
八
頁
）。
論
者
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
唯
物
史
観
説
を
、
認
識
論
的
の
意
味

に
お
い
て
容
認
し
た
。
そ
れ
は
社
会
的
経
験
的
法
則
と
し
て
は
、
ま
っ
た
く
真
で
あ
っ
た
。
あ
る
社
会
に
お
い
て
生
き
る
各
個
人
が
、
う
ご
く
傾
向
を
社
会
的
に
、
平
均
的
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に
表
現
し
た
法
則
と
し
て
、「
唯
物
史
観
説
は
否
定
せ
ら
れ
難
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。

斎
藤

　
要
著
『
世
界
哲
学
史
年
表
』（
聖
山
閣
、
大
正
15
・
11
）
は
、
東
西
約
四
百
名
の
哲
学
説
の
概
略
と
そ
の
学
説
の
系
統
を
の
べ
た
も
の
で
、「
第
二
編

　
西
洋
近
世

哲
学
史

　
カ
ン
ト
以
後
の
近
世
哲
学
」
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち

―
、

ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
エ
リ
ン
グ
に
お
け
る
と
等
し
く
哲
学
の
主
要
問
題
と
し
て
絶
対
者
を
論
ず
。

絶
対
者
は
進
行
で
あ
る
、
哲
学
は
天
才
的
直
観
に
あ
ら
ず
（
学
問
に
し
て
詩
歌
に
あ
ら
ず
）

―
絶
対
者
は
論
理
的
進
行
な
り
。

論
理
的
唯
心
論
又
は
汎
理
論

―
凡す

べ

て
在あ

る
も
の
は
合
理
的
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

思
想
開
展
の
法
則
、
正

―
反

―
合
、（
弁
証
法
）

論
理
学
は
範
疇
の
学
問
、
範
疇
は
悟
性
作
用
の
形
式
（
カ
ン
ト
）
の
み
で
な
く
世
界
思
想
開
展
の
形
式
。

主
観
的
（
個
人
的
）

心
理
学

精
神
哲
学

客
観
的
（
社
会
的
）

法
（
権
利
）
の
形
よ
り
発
生
す
、

道
徳

国
家

絶
対
的
（
神
的
）
美
術

　
宗
教
、
哲
学

ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
に
反
対
せ
る
も
の
、（
特
に
一
元
論
、
唯
心
論
に

―
）
ヘ
ル
バ
ル
ト
、
シ
ヨ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
。

堺さ
か
い

利と
し

彦ひ
こ

（
一
八
七
〇
〜
一
九
二
三
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
社
会
主
義
者
。
終
始
、
社
会
主
義
者
の
組
織
化
、
ま
と
め
役
と
し
て
活
躍
し
た
）
の
小
著
『
弁
証

法
的
唯
物
論
』（
無
産
社
、
大
正
15
・
12
）
は
、「
無
産
社
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
、
弁
証
法
や
唯
物
論
の
歴
史
、
唯
心
論
の
発
生
と
発
達
、

唯
物
論
の
全
盛
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
な
ど
が
や
さ
し
く
説
か
れ
て
い
る
。
論
者
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
唯
物
論
と
相
な
ら
ん
で
ド
イ
ツ
の
新
哲
学
が
勃
興
し
た
と
い
う
。
そ

の
哲
学
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
い
た
っ
て
、
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
の
考
え
方
で
は

―
、

一
切
万
物
が
、
絶
え
ず
運
動
し
、
変
化
し
、
発
達
す
る
も
の
と
見
ら
れ
た
。
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注（
1
）　
佐
藤
慶
二
著
『
哲
学
新
講
』（
同
文
館
、
昭
和
十
四
年
五
月
）、
一
三
〇
頁
。

（
2
）　
桑
木
厳
翼
『
明
治
の
哲
学
界
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
十
八
年
三
月
）、
一
八
頁
。

（
3
）　
大
久
保
利
謙
編
『
西
周
全
集

　
第
一
巻
』（
日
本
評
論
社
、
昭
和
二
十
年
二
月
）、
二
八
頁
。

（
4
）　
山
口
誠
一
「
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
史
編
纂
へ
の
歩
み
」（『
法
政
哲
学
』
第
九
号
所
収
、
平
成
25
）、
四
六
頁
。

（
5
）　G

. H
. Lew

es: A
 B

iographical H
istory of Philosophy, G

eorge R
outledge &

 Sons, Lim
ited, London, 

刊
行
年
不
詳
、
六
一
二
頁
。

（
6
）　
同
右
。

（
7
）　
大
塚
三
七
雄
著
『
明
治
維
新
と
独
逸
思
想
』（
日
独
出
版
協
会
、
昭
和
十
八
年
二
月
）、
二
一
一
頁
。

（
8
）　「
鉤こ

う

玄げ
ん

」
と
は
、
深
い
意
味
や
道
理
を
引
き
だ
し
て
悟
る
意
。

（
9
）　「
涓け

ん

滴て
き

」
と
は
、
し
ず
く
の
意
。

（
10
）　
注
（
7
）
の
二
一
八
頁
。

（
11
）　“
忍に

ん

月げ
つ

居こ

士じ

”
と
は
、
石
橋
忍
月
（
一
八
六
五
〜
一
九
二
六
、
明
治
期
の
評
論
家
、
小
説
家
）
の
こ
と
。

（
12
）　「
天て

ん

籟ら
い

子し

」
と
は
、
詩
文
に
す
ぐ
れ
た
人
の
意
。

一
　
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
関
連
文
献
資
料
名
一
覧
表

〔
明
治
期
〕

西 

周 

「
生せ

い

性せ
い

発は
つ

蘊う
ん

」（
稿
本
、
明
治
6
・
6
）

西 

周 

「
人
生
三
宝
説

　
一
」（『
明
六
雑
誌
』（
第
三
八
号
所
収
、
明
治
8
・
6
）

井
上
哲
次
郎
、
和
田
垣

謙
三
、
国
府
寺
新
作
、

有
賀
長
雄
編

　
　
　
　  

『
哲
学
字
彙
』（
東
京
大
学
三
学
部
、
明
治
14
）

　 

「
道
徳
ノ
説
」（『
東
京
学
士
会
院
雑
誌

　
第
四
編

　
自

　
明
治
十
五
年
一
月

至
　
仝

　
　
　
十
二
月
』、
明
治
16
・
3
）

井
上
哲
次
郎
著 

『
西
洋
哲
学
講
義

　
巻
之
一
』（
発
兌
人

　
阪
上
半
七
、
明
治
16
・
4
）

　
　
〃

　
　
著 

『
倫
理
新
説
』（
出
版
人

　
酒
井
清
造
、
明
治
16
・
4
）
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西
村
茂
樹 

「
心
学
畧

り
ゃ
く

伝で
ん

」（
掲
載
誌
不
詳
、
明
治
16
・
5
？
）

加
藤
弘
之 

「
自
由
史

　
草
稿
第
四
」（『
加
藤
弘
之
文
書

　
第
一
巻
』
所
収
、
同
朋
舎
出
版
、
平
成
2
・
8
）

英
国
レ
ウ
ェ
ス
氏
原
著

和
田
瀧
次
郎
訳
述

　

 

『
哲
学
通
鑑
』（
石
川
書
房
、
明
治
17
・
1
）

西 

周 

「
論
理
新
説
」（『
東
京
学
士
会
院
雑
誌
』
所
収
、
明
治
17
・
5
）

上
村
正ま

さ

久ひ
さ

著 

『
真
理
一い

っ

斑さ
ん

』（
警
醒
社
、
明
治
17
・
10
）

哲
学
教
授 

ぼ
う
え
ん

　
原
著

哲
学
専
修 

有
賀
長
雄

　
訳
解 
『

訳解
　
近
世
哲
学

　
巻一

』（
弘
道
書
院
発
兌
、
明
治
17
・
11
）

竹
越
与
三
郎
著 
『

独逸
　
哲
学
英
華

　
完
』（
報
告
堂
、
明
治
17
・
11
）

加
藤
弘
之 

「
何
ヲ
カ
学
問
ト
云
フ
」（『
学
芸
志
林
』
第
一
六
巻
所
収
、
明
治
18
・
5
）

末
広
鉄て

つ

腸
ち
ょ
う

著 

『
二
十
三
年
未
来
記
』（
発
兌
人

　
高
橋
平
三
郎
、
明
治
19
・
6
）

中
江
兆
民
著 

『
理
学
鉤こ

う

玄げ
ん

　
全
』（
集
成
社
、
明
治
19
・
6
）

ハ
ル
バ
ア
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ア
原
著

英
学
課
得
業
生 

佐
竹
時
之
助
訳 

「
哲
学
ノ
定
義
」（『
中
央
学
術
雑
誌
』
第
三
二
巻
・
第
三
三
号
所
収
、
明
治
19
・
7
）

井
上
円
了
著 

『
哲
学
要
領

　
前編

』（
哲
学
書
院
、
明
治
19
・
9
）

井
上
円
了
著 

『
哲
学
要
領

　
前
編
』（
四
聖
堂
蔵
版
、
明
治
19
・
9
）

三
宅
雄
二
郎 

「
近
世
哲
学
（
接
前
号
）」（『
中
央
学
術
雑
誌
』
第
四
一
号
所
収
、
明
治
19
・
11
）

浮
田
和
民 

「
英
雄
崇
拝
論
」（『
国
民
之
友
』
第
六
号
所
収
、
明
治
20
・
7
）

外
山
正
一
、

加
藤
弘
之
他 

『
哲
学
汎
論
』（
哲
学
書
房
、
明
治
20
・
10
）

　 

「
西
洋
哲
学
小
史
（
接
前
）」（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
一
三
号
所
収
、
明
治
21
・
2
）

西 

周 

「
論
理
新
説
」（『
日
本
大
家
論
集
』
第
九
編
所
収
、
明
治
21
・
2
）

嵯さ

峨が

の
や
お
む
ろ
著 

『
無む

味み

気け

　
全
』（
駸
々
堂
本
店
、
明
治
21
・
4
）

志
賀
重し

げ

昻た
か 

「
山
和
民
族
の
潜
在
力
」（『
日
本
人
』
第
七
号
所
収
、
明
治
21
・
7
）

　 

「
理
学
宗
の
駁ば

く

撃げ
き

」（『
日
本
人
』
第
八
号
所
収
、
明
治
21
・
8
）
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「
独
逸
学
方
針
」（『
日
本
大
家
論
集
』
第
一
五
編
所
収
、
明
治
21
・
8
）

　 

「
吾
輩
ノ
安
楽
国
」（『
学
』
第
一
号
所
収
、
明
治
21
・
8
）

　 

「
東
京
輿よ

論ろ
ん

新
誌
」（『
学
』
第
五
号
所
収
、
明
治
21
・
11
）

　 

「
同
志
社
大
学
設
立
旨
意
書
を
読よ

ん

で
所
感
を
記
す
」（『
日
本
人
』
第
一
六
号
所
収
、
明
治
21
・
11
）

　 

『
東
洋

　
大
家
論
集

　
合
本
第
二
集
』（
暁

ぎ
ょ
う

鐘
し
ょ
う

館
、
明
治
21
・
11
）

井
上
哲
次
郎 
「
維ウ

ィ
ー
ン納

府
に
於
て
鳥
尾
中
将
と
共
に
ス
タ
イ
ン
氏
を
訪
ひ
東
西
哲
学
の
異
同
を
論
ず
」（『
東
洋

　
大
家
論
説

　
合
本

　
第
二
集
』
暁
鐘
館
、
明

治
21
・
11
）

　 

「
雑
報
」［
カ
ル
ル
・
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
ル
の
訃
報
］（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
二
三
号
所
収
、
明
治
21
・
12
）

　 

「
日
本
哲
学
ノ
現
況
」（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
二
七
号
所
収
、
明
治
22
・
3
）

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ブ
ッ
セ 

「
道
徳
哲
学
論
」（『
学
林
』
一
巻
一
号
所
収
、
明
治
22
・
10
）

三
宅
雄
二
郎
著 

『
哲
学
涓け

ん
て
き滴

　
完
』（
文
海
堂
、
明
治
22
・
11
）

谷
本
富

と
め
り 

「
独
逸
哲
学
ノ
状
景
」（『
学
林
』
第
一
号
所
収
、
明
治
22
・
10
）

リ
ヨ
ー
ス
レ
ル
述 

「
独
逸
学
方
針
」（『
学
林
』
第
二
号
所
収
、
明
治
22
・
11
）

谷
本
富 

「
独
逸
哲
学
ノ
状
景
」（『
学
林
』
第
二
号
所
収
、
明
治
22
・
11
）

丸
山
通
一 

「
森
林
太
郎
君
に
横よ

こ

槍や
り

を
呈て

い

す
」（『
女
学
雑
誌
』
第
一
六
六
号
所
収
、
明
治
22
・
6
）

　 

「
多
学
の

へ
い

乎か

、
無
学
の

」（『
国
民
之
友
』
第
六
〇
号
所
収
、
明
治
22
・
8
）

村
上
専
精
著 

『
日
本
仏
教
一
貫
論
』（
哲
学
書
院
、
明
治
23
・
1
）

　 

「
独
逸
哲
学
と
英
国
哲
学
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
三
五
号
所
収
、
明
治
23
・
2
）

　 

「
神
の
性
質
を
論
ず
」（『
福
音
週
報
』
第
四
号
所
収
、
明
治
23
・
4
）

　 

「
ロ
シ
ア
哲
学
の
概
況
」（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
三
八
号
、
明
治
23
・
4
）

　 

「
文
学
者
の
技

」（『
日
本
之
文
華
』
第
八
号
所
収
、
明
治
23
・
4
）
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「
流
行
に
解
脱
す
」（『
少
年
園
』
第
四
〇
号
所
収
、
明
治
23
・
6
）

　 

「
ア
リ
ス
ト
オ
テ
レ
ス
と
忍
月
居
士
と
」（『

文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』
第
一
〇
号
所
収
、
明
治
23
・
7
）

森
鷗
外 

「
答
忍
月
論
幽
玄
書
」（『

文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』
第
一
四
号
所
収
、
明
治
23
・
11
）

　 

「
独
逸
の
審
美
学
」（『
学
林
』
第
一
二
号
所
収
、
明
治
23
・
12
）

　 

「
ヘ
ル
バ
ル
ト
、
ス
ペ
ン
セ
ル
」（『
国
民
之
友
』
第
一
〇
四
号
所
収
、
明
治
23
・
12
）

大
西
祝 
「
倫
理
攷こ

う

究き
ゅ
うノ

方
法

な
ら
び
に

目
的
」（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
四
七
号
所
収
、
明
治
24
・
1
）

中
島
力
造 
「
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
弁
証
法
」（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
四
八
号
所
収
、
明
治
24
・
2
）

清
沢
満ま

ん

之し 

「
宗
教
哲
学
」（
真
宗
大
学
寮

　
明
治
24
・
9
述
）

金
井
延 

「
ス
タ
イ
ン
先
生
の
一
周
忌
」（『
六り

く

合ご
う

雑
誌
』
第
一
三
二
号
所
収
、
明
治
24
・
12
）

　 

「
実
験
心
理
学
派
学
説
一
班
」（『
教
育
時
論
』
第
二
四
七
号
所
収
、
明
治
25
・
1
）

　 

「
荘
学
発は

つ

蘊う
ん

」（『
城
南
評
論
』
第
一
号
所
収
、
明
治
25
・
3
）

　 

「
山
房
論
文

　
其
十
一

　
早
稲
田
文
学
の
没
却
理
想
」（『

文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
子
』
第
三
〇
号
所
収
、
明
治
25
・
3
）

尾
原
亮
太
郎 

「
美
と
は
何
そ
や
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
一
四
号
所
収
、
明
治
25
・
4
）

星
野
天て

ん

知ち 

「
老
子
を
読
む
（
上
）」（『
女
学
雑
誌
』
第
三
一
二
号
所
収
、
明
治
25
・
4
）

　 

「
一
元
論
ト
二
元
論
」（『
教
育
時
論
』
第
二
五
四
号
所
収
、
明
治
25
・
5
）

大
西
祝 

「
形
式
的
論
理
学
ノ
三
段
論
法 

因
明
ノ
三
支
作
法

 
彌ヘ

ー
ゲ
ル兌

ノ
帰
納
則
ヲ
論
ス
［
第
一
］（『
哲
学
雑
誌
』
第
七
巻
・
第
六
四
号
所
収
、
明
治

25
・
6
）

得と
く
の
う
ぶ
ん

能
文 

「
三
宅
君
の
我
観
を
読
む
」（『
亜
細
亜
』
第
五
八
号
所
収
、
明
治
25
・
9
）

　 

「
文
界

　
彙
報

　
美
学
講
義
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
六
号
所
収
、
明
治
25
・
10
）

夏
目
漱
石 

「
文
壇
に
於
け
る
平
等
主
義
の
代
表
者
『
ウ
ォ
ル
ト
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
』W

alt W
hitm

an

の
詩
に
つ
い
て
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
六
八
号
所
収
、

明
治
25
・
10
）
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中
島
力
造 

「
英
国
新
カ
ン
ト
学
派
に
就
い
て
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
六
九
号
所
収
、
明
治
25
・
11
）

園
田
宗
恵 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
（D

ialektik

）
ト
東
洋
哲
学
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
六
九
号
所
収
、
明
治
25
・
11
）

　 

「
不
知
庵
主
人
の
文
学
の
範
囲
及
び
定
義
を
異

あ
や
し

む
」（『
城
南
評
論
』
第
九
号
、
明
治
25
・
11
）

　 

「
審
美
論
（
其
二
）」（『

文
学

評
論
　
志
か
ら
み
草
紙
』
第
三
八
号
所
収
、
明
治
25
・
11
）

井
上
哲
次
郎 

「
詩
歌
改
良
の
方
針
（
承
前
）」（『
国
民
之
友
』
第
一
八
二
号
所
収
、
明
治
26
・
2
）

高
橋
五
郎 
「
偽に

せ

哲
学
者
の
大
僻へ

き

論ろ
ん

」（『
国
民
之
友
』
第
一
八
五
号
所
収
、
明
治
26
・
3
）

中
島
力
造 
「
現
今
の
哲
学
問
題
」（『
国
民
之
友
』
第
一
八
八
号
所
収
、
明
治
26
・
4
）

　 

「
近
代
厭え

ん

世せ
い

哲
学
（
承
前
）

―
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
厭
世
哲
学
」（『
青
山
評
論
』
第
三
五
号
所
収
、
明
治
26
・
4
）

北
村
透
谷 

「
人
生
の
意
義
」（『
文
学
界
』
第
五
号
所
収
、
明
治
26
・
5
）

　 

「
純
美
文
学
」（『
文
学
界
』
第
七
号
所
収
、
明
治
26
・
7
）

西
村
茂
樹
著 

『
読
書
次
第
』（
博
文
館
、
明
治
26
・
7
）

中
島
力
造 

「
哲
学
と
は
何
ぞ
や
」［
講
演
筆
記
］（『
教
育
時
論
』
第
三
〇
〇
号
所
収
、
明
治
26
・
8
）

戸
川
秋
骨 

「
ゲ
ー
テ
の
小
河
の
歌
を
読
む
」（『
文
学
界
』
第
一
一
号
所
収
、
明
治
26
・
8
）

　 

「
哲
学
の
必
要
（
承
前
）」（『
教
育
時
論
』
第
三
〇
七
号
、
明
治
26
・
10
）

金
子
馬
治 

「
希ギ

リ
シ
ャ臘

美
学

―
プ
ラ
ト
ン
の
美
論
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
四
九
号
所
収
、
明
治
26
・
10
）

　 

「
哲
学
の
必
要
（
承
前
）」（『
教
育
時
論
』
第
三
〇
八
号
所
収
、
明
治
26
・
11
）

　 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
後
ノ
哲
学
」（『
教
育
時
論
』
第
三
一
〇
号
所
収
、
明
治
26
・
11
）

　 

「
お
も
影

　
其
一
（
風
潭
）」（『
文
学
界
』
第
一
二
号
所
収
、
明
治
26
・
12
）

す
み
ゞ
の
や 

「
シ
ヨ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
五
〇
号
所
収
、
明
治
26
・
12
）

　 

「
シ
ヨ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
」（『
日
本
評
論
』
第
五
八
号
所
収
、
明
治
26
・
12
）

松
本
文
三
郎 

「
哲
学
攻
究
の
方
法
」（『
教
育
時
論
』
第
三
一
五
号
所
収
、
明
治
27
・
1
）
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久
津
見
息
忠 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
後
ノ
哲
学
」（『
教
育
時
論
』
第
三
一
五
号
所
収
、
明
治
27
・
1
）

戸
川
秋
骨 

「
変
調
論
」（『
文
学
界
』
第
一
三
号
所
収
、
明
治
27
・
1
）

小
西
増
太
郎 

「
露
国
思
想
界
の
近
況
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
五
七
号
所
収
、
明
治
27
・
1
）

み
す
ゞ
の
や 

「
シ
ヨ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
五
九
号
ま
で
二
回
連
載
、
明
治
27
・
1
〜
2
）

　 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
後
ノ
哲
学
［
完
］」（『
教
育
時
論
』
第
三
一
八
号
所
収
、
明
治
27
・
2
）

森
田
久
万
人 
「
哲
学
の
勧
め
」（『
同
志
社
文
学
』
第
七
四
号
所
収
、
明
治
27
・
2
）

渋
江
保
著 
『
哲
学
大
意

　
全
』（
博
文
館
、
明
治
27
・
2
）

ヘ
ー
ゲ
ル
原
著

渋
江
保
訳
述

 

『
歴
史
研
究
法
』（［
上
下
二
冊
本
］、
博
文
館
、
明
治
27
・
2
〜
3
）

石
川
喜
三
郎 

「
有
神
哲
学
上
の
三
大
観
念
」（『
心
海
』
第
七
号
所
収
、
明
治
27
・
3
）

　 

「
批
評
」（『
国
民
之
友
』
第
二
二
三
号
所
収
、
明
治
27
・
4

―
こ
れ
は
中
江
兆
民
の
重
訳
『
道
徳
学
大
原
論
前
編
』［
一
二
三
館
蔵
版
］
を
書

評
し
た
も
の
。
原
著
者
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
オ
ア
を
“
ス
コ
ペ
ノ
ー
エ
ル
”
と
フ
ラ
ン
ス
風
に
呼
ん
だ
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
）

　 

「
哲
学
に
関
す
る
謬

び
ゆ
う

見け
ん

」（『
教
育
時
論
』
第
二
二
五
号
所
収
、
明
治
27
・
4
）

Ｕ
・
Ｋ 

「
カ
ン
ト
前
の
美
論
の
大
勢
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
六
一
号
所
収
、
明
治
27
・
4
）

　 

「
歴
史
の
価
値
と
厭
世
思
想
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
六
一
号
所
収
、
明
治
27
・
5
）

中
沢
臨り

ん

川せ
ん 

「
信
仰
の
廓

く
わ
く

清せ
い

」（『
明
星
』
第
五
号
所
収
、
明
治
27
・
5
）

高
橋
五
郎 

「
フ
井
ヒ
テ
（Ficht

）
＝
学
者
の
天
職
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
六
二
号
所
収
、
明
治
27
・
6
）

石
川
喜
三
郎 

「
有
神
哲
学
上
の
三
大
観
念
」（『
心
海
』
第
一
〇
号
所
収
、
明
治
27
・
6
）

　 

「
美
の
道
徳
的
価
値
を
論
じ
て
文
学
者
の
責
任
に
及
ぶ
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
六
六
号
所
収
、
明
治
27
・
6
）

浅
井
豊
久 

「
東
洋
哲
学
研
究
の
必
要
を
論
ず
（
承
前
）」（『
青
山
評
論
』
第
四
八
号
、
明
治
27
・
6
）

　 

「
米
国
の
新
文
豪
ヲ
ル
ト
、
ホ
イ
ツ
ト
マ
ン
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
六
七
号
所
収
、
明
治
27
・
7
）

井
上
哲
次
郎 

「
我わ

が

世
界
観
の
一い

ち

塵じ
ん

」（『
哲
学
雑
誌
』
第
九
巻
・
第
八
九
号
所
収
、
明
治
27
・
7
）
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高
杉
栄
次
郎 

「
唯
物
論
に
就
い
て
」（『
青
山
評
論
』
第
四
九
号
所
収
、
明
治
27
・
8
）

　 

「
美び

海か
い

の
藻も

屑く
ず

」（『
女
学
雑
誌
』
第
三
九
一
号
所
収
、
明
治
27
・
8
）

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ダ
ウ
デ
ン 

「
文
学
の
解
釈
（
真
正
の
読
書
法
）」（『
早
稲
田
文
学
』
第
七
一
号
所
収
、
明
治
27
・
9
）

戸
川
秋
骨 

「
罔も

う

影え
い

録ろ
く

」（『
文
学
界
』
第
二
二
号
所
収
、
明
治
27
・
10
）

　 

「
木
村
（
鷹
太
郎
）
氏
の
倫
理
学
論
」（『
教
育
時
論
』
第
三
四
六
号
所
収
、
明
治
27
・
11
）

　 
「
老
子
哲
学
一
班
（
前
号
の
続
き
）」（『
心
海
』
第
一
五
号
所
収
、
明
治
27
・
11
）

小
崎
弘
道 
「
欧
米
神
学
思
想
の
現
況
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
六
八
号
所
収
、
明
治
27
・
12
）

　 

「
露
国
思
想
界
の
顚て

ん

末ま
つ

（
承
前
）」（『
心
海
』
第
一
七
号
所
収
、
明
治
28
・
1
）

鎌
田
亥
四
郎 

「
シ
ヨ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
厭
世
観
」（『
九
州
評
論
』
第
二
号
所
収
、
明
治
28
・
2
）

　 

「
露
国
思
想
界
の
顚
末
一
班
（
承
前
）」（『
心
海
』
第
一
八
号
所
収
、
明
治
28
・
2
）

　 

「
露
国
思
想
界
顚
末
一
班
」（『
心
海
』
第
一
九
号
所
収
、
明
治
28
・
3
）

　 

「
新
年
の
新
思
想
」（『
八は

っ

紘こ
う

』
第
一
号
所
収
、
明
治
28
・
3
）

津
田
真
道 

「
唯
物
論
」［
講
演
筆
記
］（『
東
京
学
士
会
院
雑
誌
』
第
一
七
編
之
四
所
収
、
明
治
28
・
4
）

　 

「
ハ
イ
子

（
ネ
）

が
事
を
記し

る

す
（
其
壹
）」（『
宇
宙
神
教
』
第
四
巻
・
第
一
一
号
所
収
、
明
治
28
・
5
）

　 

「
島
国
習じ

っ

気け

」（『
太
陽
』
第
一
三
号
所
収
、
明
治
28
・
6
）

　 

「
露
国
思
想
界
の
顚
末
一
班
（
承
前
）」（『
心
海
』
第
二
二
号
所
収
、
明
治
28
・
6
）

坪
内
逍
遙 

「
国
文
学
の
将
来
」（『
国
学
院
雑
誌
』
第
八
号
所
収
、
明
治
28
・
6
）

　 

「
特
別
寄
書
」（『
国
民
之
友
』
第
二
五
七
号
所
収
、
明
治
28
・
7
）

戸
川
秋
骨 

「
気き

焔え
ん

何ど

処こ

に
あ
る
」（『
文
学
界
』
第
三
一
号
所
収
、
明
治
28
・
7
）

　 

「
独ド

イ
ツ乙

に
於
け
る
将
来
の
哲
学
」（『
心
海
』
第
二
三
号
所
収
、
明
治
28
・
7
）

　 

「
哲
学
と
神
学
の
将
来
」（『
八
紘
』
第
四
号
所
収
、
明
治
28
・
7
）
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「
歴
史
の
見
方
」（『
教
育
時
論
』
第
三
七
二
号
所
収
、
明
治
28
・
8
）

天て
ん

籟ら
い

子し 

「
ハ
イ
子
が
こ
と
を
記
す
（
其
の
二
）」（『
宇
宙
神
教
』
第
一
二
号
所
収
、
明
治
28
・
8
）

関
竹
三
郎 

「
聖
書
学
者
＝
言
語
学
者
及
ひ
シ
ラ
イ
エ
ル
マ
ヘ
ル
」（『
心
海
』
第
二
六
号
所
収
、
明
治
28
・
10
）

　 

「
宗
教
の
意
義
」（『
青
山
評
論
』
第
六
〇
号
所
収
、
明
治
28
・
10
）

　 

「
シ
ヨ
ッ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
氏
意
志
発は

っ

顕け
ん

論
」（『
八
紘
』
第
七
号
、
明
治
28
・
11
）

　 
「
国
家
と
教
育
と
の
関
係 

㈠
㈡
」（『
教
育
時
論
』
第
三
九
三
号
、
第
三
九
四
号
所
収
、
明
治
29
・
3
）

中
島
徳
蔵 
「
経
験
論
者
と
『
カ
ン
ト
』
と
の
関
係
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
八
四
号
所
収
、
明
治
29
・
4
）

　 

「
文
学
者
の
勢
力
」（『
太
陽
』
第
九
号
、
明
治
29
・
5
）

高
柳
松
一
郎 

「
コ
ン
ト
の
所い

わ

謂ゆ
る

人
類
教
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
八
五
号
所
収
、
明
治
29
・
5
）

　 

「
実
験
哲
学
の
元
祖
コ
ン
ト

―
宗
教
の
将
来
」（『
八
紘
』
第
一
三
号
所
収
、
明
治
29
・
5
）

　 

「『
鷸

し
ぎ
の

翮は
ね

掻が
き

』

―
自
然
主
義
と
『
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
』
と
」（『
め
さ
ま
し
草
』
ま
き
の
五 

所
収
、
明
治
29
・
5
）

　 

「
理
想
主
義
の
歴
史
家
」（『
太
陽
』
第
一
六
号
、
明
治
29
・
7
）

　 

「
清
野
勉
氏
訳
述

　
標註 

韓カ
ン

図ト

純
理
批
判
解
説
を
読
む
」（『
八
紘
』
第
一
五
号
所
収
、
明
治
29
・
7
）

　 

「
進
化
学
の
哲
学
に
及
せ
る
影
響
」（『
太
陽
』
第
一
八
号
所
収
、
明
治
29
・
8
）

西
田
幾き

太た

郎ろ
う 

「
希
臘
倫
理
学
（
秋
）」（『
教
育
時
論
』
第
四
一
二
号
所
収
、
明
治
29
・
9
）

こ
、
ま 

「
露
国
現
今
の
哲
学
界
（
其
一
）」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
九
〇
号
所
収
、
明
治
29
・
10
）

　 

「
哲
学
教
授
法
と
哲
学
教
科
書
」（『
八
紘
』
第
一
六
号
所
収
、
明
治
29
・
10
）

片
山
潜 

「
独
逸
社
会
共
和
党
の
創
立
者
フ
ェ
ル
ヂ
ナ
ン
ド
、
ラ
サ
ル
（
其
一
）」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
九
二
号
所
収
、
明
治
29
・
10
）

横
井
時
雄 

「
宗
教
と
は
何
ぞ
や
」（『
六
合
雑
誌
』
第
一
九
三
号
所
収
、
明
治
30
・
1
）

蟹か
に

江え

義よ
し

丸ま
る 

「
カ
リ
エ
ー
ル
が
美
学
の
立
脚
地
」（『
帝
国
文
学
』
第
三
巻
・
第
一
号
所
収
、
明
治
30
・
1
）

　 

「
独
逸
哲
学
」（『
太
陽
』
第
三
巻
・
第
七
号
所
収
、
明
治
30
・
4
）
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「
希
臘
文
学
と
哲
学
思
潮
」（『
帝
国
文
学
』
第
三
巻
・
第
七
号
所
収
、
明
治
30
・
4
）

文
科
大
学
哲
学
教
師

　
　
　
　
　
　
　

ド
ク
ト
ル

　
フ
ォ
ン
・
コ
ェ
ー
ベ
ル
講

文
学
士

　
下
田
次
郎
訳

　
　
　
　
　
　  

『
哲
学
要
領

　
全
』（
南
江
堂
書
店
、
明
治
30
・
6
）

　 

『
新撰百種

　
哲
学
問
答

　
全
』（
普
及
舎
、
明
治
30
・
7
）

　 

「
天
才
に
就つ

い
て
」（『
女
学
雑
誌
』
第
四
五
〇
号
所
収
、
明
治
30
・
9
）

蔵
原
惟
郭 

「
膨
張
的
日
本
経
国
論
［
其
二
］」（『
教
育
時
論
』
第
四
三
〇
号
所
収
、
明
治
30
・
9
）

　 
「
浮う

き

世よ

鏡か
が
み」（『

新
著
月
刊
』
第
一
巻
・
第
八
号
所
収
、
明
治
30
・
11
）

鈴
木
大だ

い

拙せ
つ 

「
独
逸
哲
学
を
論
じ
て
禅
学
に
及
ぶ
」（『
日
本
人
』
第
五
八
号
所
収
、
昭
和
31
・
1
）

　 

「
所い

わ
ゆ
る謂

宗
教
育
問
題
」（『
太
陽
』
第
四
巻
・
第
三
号
所
収
、
明
治
31
・
2
）

藤
井
健
治
郎 

「
湖
上
詩
人
を
憶お

も

ふ
」（『
帝
国
文
学
』
第
四
巻
・
第
二
号
所
収
、
明
治
31
・
2
）

内
村
鑑か

ん

三ぞ
う

述 

『
月
曜
講
演
』（
警
醒
社
、
明
治
31
・
3
）

真
岡
湛
海 

「
シ
エ
リ
ン
グ
が
文
学
美
術
に
対
す
る
見
地
」（『
帝
国
文
学
』
第
四
巻
・
第
五
号
所
収
、
明
治
31
・
5
）

三
宅
雄
二
郎 

「
哲
学
者
と
は
何
ぞ
や
」（『
日
本
人
』
第
六
六
号
所
収
、
明
治
31
・
5
）

中
島
力
造
著 

『
列
伝
体
西
洋
哲
学
小
史
』（
冨
山
房
、
明
治
31
・
6
）

蟹
江
義
丸 

「
韓カ

ン

図ト

の
美
学
（
承
前
）」（『
帝
国
文
学
』
第
四
巻
・
第
九
号
所
収
、
明
治
31
・
9
）

　 

「
風
景
と
文
学
」（『
太
陽
』
第
四
巻
・
第
一
八
号
所
収
、
明
治
31
・
9
）

渡
辺
国く

に

武た
け

述 

『
禅ぜ

ん

機き

ト
哲
学
』（
鴻
盟
社
、
明
治
31
・
12
）

松
本
文
三
郎
講
述 

『
最
近
哲
学
史
』（
哲
学
館
講
義
録

　
合
綴
第
五
号
、
明
治
31
・
？
）

森
鷗
外
（
？
） 

「
審
美
新
説
」（『
め
さ
ま
し
草

　
ま
き
の
三
十
五
』
所
収
、
明
治
32
・
2
）

井
上
円
了
著 

『
通
俗
講
談

言
文
一
致
　
哲
学
早
わ
か
り
』（
開
発
社
、
明
治
32
・
2
）

津
田
真
道 

「
唯
心
論
の
十
三
」（『
東
京
学
士
会
院
雑
誌
』（
第
二
一
巻
・
編
之
三
所
収
、
明
治
32
・
3
）

　 

「
児
童
研
究
史
に
於
け
る
フ
レ
ー
ベ
ル
の
位
置
（
上
）」（『
教
育
時
論
』
第
五
〇
四
号
所
収
、
明
治
32
・
4
）
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森
林
太
郎

大
村
西
崖
編
述 

『
審
美
綱
領

　
上
巻
』（
春
陽
堂
、
明
治
32
・
6
）

　 

「
独
逸
大
学
制
度
（
二
）」（『
世
界
之
日
本
』
第
四
巻
・
第
二
四
号
所
収
、
明
治
32
・
7
）

森
鷗
外 

「
審
美
新
説
」（『
め
さ
ま
し
草

　
ま
き
の
三
十
九
』
所
収
、
明
治
32
・
9
）

高
山
林
次
郎
編
述 

『
近
世
美
学
』（
博
文
館
、
明
治
32
・
9
）

井
上
哲
次
郎
編 

『
巽そ

ん

軒け
ん

論
文
初
集

　
全
』（
冨
山
房
、
明
治
32
・
12
）

江
藤
桂
華
著 
『
美
学
大
要
』（
新
声
社
、
明
治
33
・
2
）

森
林
太
郎
著 
『
審
美
新
説
』（
春
陽
堂
、
明
治
33
・
2
）

高
山
林
次
郎 

「
美
学
上
の
理
想
説
に
就
い
て
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
一
五
巻
・
第
一
五
七
号
所
収
、
明
治
33
・
3
）

　 

「
問
答
」（『
教
育
時
論
』
第
五
四
〇
号
所
収
、
明
治
33
・
4
）

高
山
林
次
郎 

「
外
山
博
士
を
憶お

も

ふ
」（『
太
陽
』
第
六
巻
・
第
四
号
所
収
、
明
治
33
・
4
）

　 

「
学
術
史
」（『
太
陽
』
第
六
巻
・
第
八
号
所
収
、
明
治
33
・
6
）

　 

「
応
問
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
一
巻
・
第
一
六
三
号
所
収
、
明
治
33
・
9
）

　 

「
問
答
」（『
教
育
時
論
』
第
五
五
九
号
所
収
、
明
治
33
・
10
）

　 

「
哲
学
定
義
」（『
哲
学
叢
書
』
第
一
巻
・
第
一
集
所
収
、
集
文
閣
、
明
治
33
・
10
）

　 

「
ロ
ツ
チ
エ
氏
の
哲
学
」（『
哲
学
叢
書
』
第
一
巻
・
第
二
集
所
収
、
明
治
33
・
11
）

中
島
力
造
著 

『
現
今
の
哲
学
問
題

　
全
』（
普
及
社
、
明
治
33
・
11
）

　 

「
問
答
」（『
教
育
時
論
』
第
五
六
四
号
所
収
、
明
治
33
・
12
）

三
宅
雪せ

つ

嶺れ
い

述 

『
近
世
哲
学
史
』（
哲
学
館
第
十
二
学
年
度 

高
等
教
育
学
科
講
義
録
、
明
治
33
・
？
）

　 

「
カ
ン
ト
の
教
育
説
（
上
）」（『
教
育
時
論
』
第
五
六
六
号
所
収
、
明
治
34
・
1
）

　 

「
ニ
ー
チ
エ
の
宗
教
論
」（『
太
陽
』
第
七
巻
・
第
五
号
所
収
、
明
治
34
・
5
）

戸
張
信
一
郎 

「
フ
リ
イ
ド
リ
ヒ
、
ニ
イ
チ
ェ
を
論
す
（
承
前
）」（『
帝
国
文
学
』
第
七
巻
・
第
六
号
所
収
、
明
治
34
・
6
）
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浮
田
和か

ず

民た
み

著 

『
帝
国
主
義
と
教
育
』（
民
友
社
、
明
治
34
・
8
）

吉
田
熊
次 

「
所
謂
新
教
育
学
と
は
何
ぞ
や
」（『
東
洋
哲
学
』
第
八
編
・
第
九
号
所
収
、
明
治
34
・
9
）

井
上
哲
次
郎 

「
無
神
無
霊
魂
説
の
是ぜ

非ひ

如い

何か
ん

」（『
太
陽
』
第
八
巻
・
第
二
号
所
収
、
明
治
35
・
1
）

大
塚
保や

す

治じ 

「
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
を
論
じ
て
我わ

が

邦く
に

文
芸
の
現
況
に
及
ぶ
」（『
太
陽
』
第
八
巻
・
第
四
号
所
収
、
明
治
35
・
4
）

波
多
野
精
一
訳 

「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
哲
学
者
カ
ン
ト
」（『
東
洋
哲
学
』
第
九
編
・
第
五
号
所
収
、
明
治
35
・
5
）

正
岡
芸
陽
著 
『
英
雄
主
義
』（
新
声
社
、
明
治
35
・
5
）

中
江
兆
民
遺
稿 
『
警
世
放
言
』（
松

し
ょ
う

邑ゆ
う

三
松
堂
、
明
治
35
・
5
）

元も
と

良ら

勇ゆ
う

次じ

郎ろ
う 

「
哲
学
の
変
遷
と
新
系
統
」（『
東
洋
哲
学
』
第
九
編
・
第
七
号
所
収
、
明
治
35
・
7
）

中
島
力
造 

「
グ
リ
ー
ン
の
倫
理
説
を
論
評
す
」（『
東
洋
哲
学
』
第
九
編
・
第
八
号
所
収
、
明
治
35
・
8
）

朝と
も

永な
が

三
十
郎
編 

『
哲
学
綱
要
』（
宝
文
館
、
明
治
35
・
11
）

朝
永
三
十
郎
編 

「
学
究
漫
録
」（『
精
神
界
』
第
二
巻
一
一
号
〜
一
二
号
所
収
、
明
治
35
・
11
〜
12
）

　 

「
評
論
の
評
論
」（『
太
陽
』
第
九
巻
・
第
一
号
所
収
、
明
治
36
・
1
）

桑
木
厳げ

ん

翼よ
く 

「
文
学
者
と
し
て
の
高
山
（
林
次
郎
）
君
」［
追
悼
文
］（『
太
陽
』
第
九
巻
・
第
三
号
所
収
、
明
治
36
・
3
）

桑
木
厳
翼 

「
目
的
と
手
段
（

再
び
ミ
ュ
ア
ヘ
ツ
ド
氏

倫
理
学
書
に
就
て

　

）」（『
独
立
評
論
』
第
三
号
所
収
、
明
治
36
・
3
）

高
山
五
郎
著 

『
最新

　
一
元
哲
学
』（
前
川
文
栄
閣
、
明
治
36
・
9
）

　 

「
独
断
主
義
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
〇
編
・
第
一
二
号
所
収
、
明
治
36
・
12
）

大
西
祝

は
じ
め

著 

『
西
洋
哲
学
史
（
下
巻
）』（
警
醒
社
書
店
、
明
治
37
・
1
）

　 

「
哲
学
と
倫
理
学
と
の
関
係
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
一
編
・
第
四
号
所
収
、
明
治
37
・
4
）

　 

「
文
明
の
趨す

う

勢せ
い

を
論
じ
て
新
時
代
の
芸
術
に
及
ぶ
（
中
）」（『
時
代
思
潮
』
第
三
号
所
収
、
明
治
37
・
4
）

上
杉
慎し

ん

吉き
ち 

「
国
家
学
史
上
に
於
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
地
位
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
二
二
巻
・
第
七
号
所
収
、
明
治
37
・
7
）

吉
野
作
造 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
二
二
巻
・
第
九
号
所
収
、
明
治
37
・
9
）
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吉
野
作
造
著 

『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎
』［
小
冊
子
、
全
九
六
頁
］（
法
理
研
究
会
出
版
、
明
治
38
・
1
）

朝
永
三
十
郎
著 

『
哲
学
辞
典

　
全
』（
宝
文
館
、
明
治
38
・
1
）

建た
け

部べ

遯と
ん

吾ご 

「
時
代
文
学
の
変
遷
（
二
）」（『
教
育
時
論
』
第
七
一
三
号
所
収
、
明
治
38
・
2
）

　 

「
荘
子
論
（
続
）

―
第
二
節

　
終
局
の
道
に
就
て
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
二
編
・
第
二
号
所
収
、
明
治
38
・
2
）

紀き

平ひ
ら

正た
だ

美よ
し

　
　

小
田
切
良
太
郎
共
訳 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
哲
学
体
系
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
二
一
六
号
所
収
、
明
治
38
・
2
）

 
　
注
・
こ
れ
は
本
邦
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
哲
学
的
諸
科
学
大
系
梗
概
」（
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
）
の
最
初
の
翻
訳
（
一
二
六
節
）
で
あ
り
、

昭
和
二
年
［
一
九
二
七
］
ま
で
断
続
的
に
掲
載
さ
れ
た
。

紀
平
正
美 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
其
の
翻
訳
と
に
就
て
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
二
一
八
号
所
収
、
明
治
38
・
4
）

　 

「『
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
大
学
百
年
間
の
国
法
学
教
授
」（『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
一
九
巻
・
第
六
号
所
収
、
明
治
38
・
6
）

村
上
専せ

ん

精
じ
ょ
う 

「
宗
教
ト
哲
学
及
ビ
倫
理
ノ
異
同
」（『
人
性
』
第
一
巻
・
第
三
号
所
収
、
明
治
38
・
6
）

　 

「
空
虚
な
る
日
本
」（『
時
代
思
潮
』
第
二
〇
号
所
収
、
明
38
・
9
）

藤
波
一
如 

「
人
類
と
動
物
と
の
分
界
線
と
し
て
の
言
語
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
三
編
・
第
一
号
所
収
、
明
治
39
・
1
）

北
沢
定
吉 

「
哲
学
史
の
概
念
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
三
編
・
第
二
号
所
収
、
明
治
39
・
2
）

北
沢
定
吉
著 

『
哲
学
史
綱
』（
弘
道
館
、
明
治
39
・
5
）

加
藤
弘
之 

「
新
哲
学
」［
口
述
筆
記
］（『
人
性
』
第
二
巻
・
第
六
号
所
収
、
明
治
39
・
6
）

岩
野
泡ほ

う

鳴め
い

著 

『
神
秘
的
半
獣
主
義
』
佐
久
良
書
房
、
明
治
39
・
6
）

　 

「
文
芸
消
息
」（
ハ
ル
ト
マ
ン
の
死
を
伝
え
た
も
の
）（『
早
稲
田
文
学
』
第
八
号
所
収
、
明
治
39
・
8
）

　 

「
宗
教
学
概
論
」（『
警
世
新
報
』
第
一
〇
一
号
所
収
、
明
治
39
・
9
）

金
子
馬う

ま

治じ 

「
キ（

キ

ル

ケ

ゴ

ー

ル

）

ヤ
ー
ケ
ゴ
ー
ル
ド
の
人
生
観
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
九
号
所
収
、
明
治
39
・
9
）

　 

「
宗
教
学
概
論
」（『
警
世
新
報
』
第
一
〇
三
号
所
収
、
明
治
39
・
10
）

岡
嶋
誘
著 

『
最近

　
西
洋
哲
学
史
』（
博
文
館
、
明
治
39
・
11
）
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北
沢
定
吉 

「
ハ
ル
ト
マ
ン
氏
に
就
い
て
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
三
巻
・
第
一
〇
号
所
収
、
明
治
39
・
11
）

　 

「
ハ
ル
ト
マ
ン
逝
く
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
二
三
五
号
所
収
、
明
治
39
・
？
）

　 

「
他
力
信
仰
と
見け

ん

神し
ん

」（『
警
世
新
報
』
第
一
一
七
号
所
収
、
明
治
40
・
5
）

北
沢
定
吉

宮
地
猛
男
共
編 

『
哲
学
汎
論
』（
弘
道
館
、
明
治
40
・
5
）

紀
平
正
美
著 

『
論
理
学
綱
要
』（
弘
道
館
、
明
治
40
・
10
）

金
子
馬
治 
「
理
想
派
文
芸
と
人
生
発
展
の
観
念
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
四
号
所
収
、
明
治
40
・
11
）

南
山 
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
新
自
由
主
義
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
五
号
所
収
、
明
治
40
・
12
）

岡
村
司

つ
か
さ 

『
哲
学
小
史
』（
有
斐
閣
書
房
、
明
治
41
・
1
）

今
福
忍
著 

『
論
理
学
要
義
』（
宝
文
館
、
明
治
41
・
1
）

　 

「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
七
号
所
収
、
明
治
41
・
2
）

得
能
文 

「
近
世
の
唯
物
論
に
就
て
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
五
編
・
第
五
号
所
収
、
明
治
41
・
5
）

　 

「
文
芸
界
の
趨
勢

―
第
二
節

　
独
逸
の
思
潮
」（『
太
陽
』
第
一
四
巻
・
第
八
号
所
収
、
明
治
41
・
6
）

島
村
抱ほ

う

月げ
つ 

「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
六
号
所
収
、
明
治
41
・
7
）

戸と

水み
ず

寛ひ
ろ

人と

　 

「H
egel 

ノ
学
説
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
二
六
巻
・
第
八
号
、
明
治
41
・
8
）
注
・
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
単
独
論
文
。

夏
目
漱
石 

「
三
四
郎
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
41
・
8
か
ら
連
載
）

戸
水
寛
人 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
大た

い

綱こ
う

」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
五
編
・
第
九
号
所
収
、
明
治
41
・
9
）

白し
ろ

柳
や
な
ぎ

秀
し
ゅ
う

湖こ

著 

『
黄
昏
』（
如
山
堂
、
明
治
42
・
5
）

長
谷
川
天て

ん

渓け
い 

「
二
葉
亭
四
迷
子
逝
く
」（『
太
陽
』
第
一
五
巻
・
第
八
号
所
収
、
明
治
42
・
6
）

元
良
勇
次
郎 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
存
在
論
に
就
て
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
二
四
巻
・
第
二
七
二
号
、
明
治
42
・
？
）

綱
島
政
治
著 

『
欧
州
倫
理
思
想
史
』（
杉
本
梁

り
ょ
う

江こ
う

堂
、
明
治
42
・
10
）

得
能
文 

「
哲
学
の
進
歩
（
講
話
の
一
節
）」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
七
編
・
第
九
号
所
収
、
明
治
43
・
10
）



（138）187

吉
田
静
致 

「
人
格
的
唯
心
論
に
就
て
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
二
八
五
号
所
収
、
明
治
43
・
11
）

桑
木
厳
翼 

「
現
代
哲
学
」（『
太
陽
』
第
一
七
巻
・
第
一
号
所
収
、
明
治
43
・
12
）

森
鷗
外 

「
食
堂
」（
明
治
43
・
12
）

西
田
幾
太
郎
著 

『
善
の
研
究
』（
弘
道
館
、
明
治
44
・
1
）

朝
永
三
十
郎 

「
シ
ヨ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
哲
学
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
〇
二
号
所
収
、
明
治
44
・
2
）

　 
「
ト
ル
ス
ト
イ
伯
の
哲
学
無
能
論
」（『
国
民
雑
誌
』
第
二
巻
・
第
六
号
所
収
、
明
治
44
・
6
）

　 
「
民た

み

之の

声こ
え

―
新

あ
た
ら

し
け
れ
ば
真
理
な
り
と
思
ふ
迷
信
」（『
国
民
雑
誌
』
第
三
巻
・
第
八
号
所
収
、
明
治
45
・
4
）

錦
田
義
富 

「
ギ
ユ
ー
ヨ
ー
の
道
徳
無
義
務
論
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
一
七
号
所
収
、
明
治
45
・
5
）

桑
木
厳
翼 

「
哲
学
と
現
代
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
一
九
号
所
収
、
明
治
45
・
7
）

［
大
正
期
］

ル
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ
ン
原
著

安
倍
能
成
訳

　
　
　
　
　

 

『
ル
ド
ル
フ

オ
イ
ケ
ン
　
大
思
想
家
之
人
生
観
』（
東
亜
堂
、
大
正
元
・
10
）

桑
木
厳
翼
著 

『
哲
学
綱
要
』（
太
陽
堂
書
店
、
大
正
元
・
12
）

久
保
良
英

宇
井
伯
壽
共
訳 

『
哲
学
概
論
』（
弘
道
館
、
大
正
2
・
1
）

ド
ル
ト
ル

　
ヤ
コ
ビ 

「
独
逸
現
代
の
哲
学
思
想
」［
講
演
の
翻
訳
］（『
東
洋
哲
学
』
第
二
〇
編
・
第
三
号
所
収
、
大
正
2
・
3
）

鹿か
の

子こ

木ぎ

員か
ず

信の
ぶ 

「
哲
学
の
使
命
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
三
七
号
所
収
、
大
正
3
・
1
）

ロ
ー
ジ
ャ
ー
ス
原
著

藤
井
健
治
郎

　
　
　

北
　
　

吉
合
訳

 

『
西
洋
哲
学
史
』（
冨
山
房
、
大
正
3
・
2
）

宮
田
修 

「
宇
宙
に
彷さ

ま
よ徨

ふ
現
代
思
潮 

（下）
」（『
向
上
』
第
八
巻
・
第
四
号
所
収
、
大
正
3
・
4
）

宮
地
猛
男
著 

『
哲
学
と
は
何
ん
ぞ
や
』（
往
来
社
書
房
、
大
正
3
・
7
）

紀
平
正
美 

「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
」（『
東
洋
哲
学
』
第
二
一
編
・
第
八
号
所
収
、
大
正
3
・
8
）
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朝
永
三
十
郎 

「
近
世
に
於
け
る
『
我
』
の
自
覚
史
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
四
四
号
所
収
、
大
正
3
・
8
）

征
矢
野
雄
著 

『
シ
ヨ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
研
究
』（
東
亜
堂
書
房
、
大
正
3
・
8
）

伊
藤
源
一
郎
編
輯 

『
現代叢書

　
オ
イ
ケ
ン
』（
民
友
社
、
大
正
3
・
9
）

大
西
祝 

『
西
洋
哲
学
史
』［
第
三
・
四
巻
］（
警
醒
社
書
店
、
大
正
3
・
10
）

朝
永
三
十
郎 

「
思
想
上
の
国
産
推
奨
論
に
就
て
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
四
九
号
所
収
、
大
正
4
・
1
）

　
　
〃 
「
独
逸
思
想
と
軍
国
主
義
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
五
〇
号
所
収
、
大
正
4
・
2
）

藤
井
健
治
郎 
「
英
独
思
想
の
特
徴
を
論
ず
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
五
一
号
所
収
、
大
正
4
・
3
）

稲
毛
詛

し
ょ
う

風ふ
う

著 

『
オ
イ
ケ
ン
と
現
代
思
潮
』（
天
弦
堂
、
大
正
4
・
7
）

富
士
川
遊ゆ

う 

「
加
藤
老
先
生
の
壽

じ
ゅ
う

を
祝
す
」（『
東
洋
哲
学
』
第
二
二
編
・
第
八
号
所
収
、
大
正
4
・
8
）

稲
垣
末
松 

「
倫
理
上
の
根
本
問
題 

㈡
」（『
東
洋
哲
学
』
第
二
二
編
・
第
九
号
所
収
、
大
正
4
・
9
）

中
島
力
造 

「
西
洋
諸
国
の
学
風
を
論
じ 
我
国
将
来
の
学
風
に
関
し
て
希
望
を
述
ぶ
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
六
三
号
所
収
、
大
正
5
・
3
）

松
下
舜
孝 

「R
om

antic

の
思
潮
」（『
東
洋
哲
学
』
第
二
三
編
・
第
五
号
所
収
、
大
正
5
・
5
）

朝
永
三
十
郎
著 

『
独
逸
思
想
と
其
背
景
』（
宝
文
館
、
大
正
5
・
5
）

フ
ラ
ン
ク
、
シ
ル
リ
ー
氏
原
著

若
守
義
孝
訳
述

　
　
　
　
　

 

『
古
代
よ
り

原
代
ま
で
　
西
洋
哲
学
史
』（
目
黒
書
店
、
大
正
5
・
9
）

下
沢
瑞
世 

「
材さ

い

能の
う

態
度
の
類
型
差
異
を
論
じ 

生
命
終
息
曲
線
に
及
ぶ
（
一
）」（『
東
洋
哲
学
』
第
二
四
編
・
第
一
号
所
収
、
大
正
6
・
1
）

中
島
力
造 

「
独
逸
哲
学
と
欧
州
大
戦
乱
（
一
）」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
七
三
号
所
収
、
大
正
6
・
1
）

 

　
注
・
こ
の
論
文
は
、
十
二
回
（
第
一
八
八
号
、
大
正
7
・
4
）
で
完
結
し
た
。

淀
野
耀
淳
著 

『
認
識
論
之
根
本
問
題
』（
日
本
学
術
普
及
会
、
大
正
6
・
3
）

安
倍
能よ

し

成し
げ 

『
西
洋
近
世
哲
学
史
』（
岩
波
書
店
、
大
正
6
・
4
）

朝
永
三
十
郎 

「
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
ッ
ツ
ェ
」（『
哲
学
研
究
』
第
二
巻
・
第
一
四
号
所
収
、
大
正
6
・
5
）

西
田
幾
太
郎
著 

『
現
代

に
於

け
る

理
想
主
義
の
哲
学
』（
弘
道
館
、
大
正
6
・
5
）
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中
島
力
造 

「
独
逸
哲
学
と
欧
州
大
戦
乱
（
十
）」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
八
三
号
所
収
、
大
正
6
・
11
）

　
　〃 

「
　
　
　
　
〃

　
　
　
　 

（
十
一
）」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
八
四
号
所
収
、
大
正
6
・
12
）

ヘ
フ
デ
ィ
ン
グ

著
北

吉
訳

 

『
近
世
哲
学
史

　
下
巻
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
大
正
6
・
12
）

田
辺
元

は
じ
め 

「
独
逸
唯
心
論
に
於
け
る
哲
学
的
認
識
の
問
題
（
完
結
）」（『
哲
学
研
究
』
第
三
巻
・
第
二
四
号
所
収
、
大
正
7
・
3
）

中
島
力
造 

「
独
逸
哲
学
と
欧
州
大
戦
乱
（
十
二
）」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
八
八
号
所
収
、
大
正
7
・
4
）

紀
平
正
美 
「
神
学
の
概
念
」（『
神
学
之
研
究
』
第
九
巻
・
第
六
号
所
収
、
大
正
7
・
9
）

下
沢
瑞
世 
「
独
逸
の
興
亡
新
生
と
独
逸
哲
学
と
の
関
係
（
上
）」（『
東
洋
哲
学
』
第
二
六
篇
・
第
一
号
所
収
、
大
正
8
・
1
）

尼
子

　
止

つ
と
む

編 

『
最近

　
哲
学
の
進
歩
』（
大
日
本
学
術
協
会
、
大
正
9
・
3
）

帆ほ

足あ
し

理
一
郎
著 

『
哲
学
概
論
』（
洛
陽
堂
、
大
正
10
・
3
）

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
著

吹
田
順
助
訳

　
　
　
　 

『
十
九
世
紀
独
逸
思
想
史
』（
岩
波
書
店
、
大
正
10
・
7
）

木
村
亀
二 

「
新
『
ヘ
ー
ゲ
ル
』
派
の
法
律
哲
学
（
二
完
）」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
三
九
巻
・
第
九
号
所
収
、
大
正
10
・
？
）

大
関
増
次
郎
訳 

『
カ
ン
ト
哲
学
批
判
』（
大
同
館
書
店
、
大
正
11
・
3
）

紀
平
正
美
著 

『
認
識
論
』（
岩
波
書
店
、
大
正
11
・
9
）

紀
平
正
美
著 

『
行

ぎ
や
う

の
哲
学
』（
岩
波
書
店
、
大
正
12
・
1
）

金
子
馬
治
著 

『
現
代
哲
学
概
論
』（
東
京
堂
、
大
正
12
・
2
）

帆
足
理
一
郎 

「
創
造
的
進
化
と
価
値
の
世
界
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
二
五
〇
号
所
収
、
大
正
12
・
6
）

三
土
興
三 

「H
egel 

の Phänom
enologie des G

eistes

」（『
哲
学
研
究
』
の
第
九
巻
・
第
九
五
号
所
収
、
大
正
13
・
2
）

紀
平
正
美 

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
と
ヘ
ー
ゲ
ル
と
の
推
理
図
式
に
就
て
」（『
思
想
』
第
二
九
号
所
収
、
大
正
13
・
3
）

岡
田
哲
蔵 

「
パ
ピ
ニ
と
其
人
物
評
論
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
二
一
号
・
編
之
三
所
収
、
大
正
13
・
5
）

嘉
治
隆
一 

「
弁
証
法
と
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
」（『
我
等
』
第
六
巻
・
第
五
号
所
収
、
大
正
13
・
6
）

関
栄
吉 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
」（『
哲
学
研
究
』
第
九
巻
・
一
〇
一
号
所
収
、
大
正
13
・
8
）
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ニ
コ
ラ
イ
・
ハ
ル
ト
マ
ン
著

橘
高
倫
一
訳

　
　
　
　
　
　 

『
哲
学
方
法
論
』（
大
村
書
店
、
大
正
13
・
10
）

今
中
次
麿 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
理
念
論
の
考
察
」（『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
三
八
巻
・
第
一
一
号
所
収
、
大
正
13
・
11
）

児
玉
達
童
著 

『
哲
学
概
論
』（
大
村
書
店
、
大
正
13
・
11
）

西
山
康
平
著 

『
哲
学
汎
論
』（
聚
英
閣
、
大
正
13
・
11
）

加
藤
玄
智
著 

『
東
西
思
想
比
較
研
究
』（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
、
大
正
13
・
12
）

マ
ル
ク
ス
著

嘉
治
隆
一
訳 
「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
理
学
批
判
」（『
我
等
』
第
六
巻
・
第
一
一
号
所
収
、
大
正
13
・
12
）

久く

留る

間ま

鮫さ
め

造ぞ
う 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
史
と
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
史
」（『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
二
巻
・
第
二
号
所
収
、
大
正
13
・
12
）

関
栄
吉 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
社
会
哲
学
」（『
講
座
』
大
正
13
、
？
）

鼓
常
良 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
美
学
」（『
講
座
』
大
正
13
、
？
）

木
村
素
衛 

「
含
蓄
か
ら
顕け

ん

現げ
ん

へ
」（『
思
想
』
第
三
九
号
所
収
、
大
正
14
・
1
）

村
田
豊
秋
著 

『
近代

　
哲
学
大
集
成
』（
中
央
出
版
社
、
大
正
14
・
1
）

ハ
ン
リ
ヒ
・
リ
ッ
ケ
ル
ト 

「
如
何
に
し
て
国
家
学
は
学
と
し
て
可
能
な
る
か

―
フ
ィ
ヒ
テ
及
び
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
一
研
究
」（『
改
造
』
新
年
号
、
大
正
14
・
1
）

高
木
八
太
郎
著 

『
東
西
思
潮
講
話
』（
共
益
社
、
大
正
14
・
2
）

紀
平
正
美 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
教
論
及
び
宗
教
と
国
家
と
の
関
係
論
（
一
）」（『
倫
理
講
演
集
』
第
二
六
八
号
所
収
、
大
正
14
・
2
）

紀
平
正
美

小
野
正
康
共
訳 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
論
」（『
外
交
時
報
』
第
四
八
四
号
所
収
、
大
正
14
・
2
）

橋
本
文
壽
著 

『
哲
学
の
要
領
』（
宝
文
館
、
大
正
14
・
3
）

平
井
新

　
訳 

「
マ
ル
ク
ス
社
会
学
説
の
起
源

に
之
に
対
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
、
シ
ュ
タ
イ
ン
及
び
プ
ル
ー
ド
ン
の
影
響
」（『
三
田
学
会
雑

誌
』
第
一
九
巻
・
第
三
号
所
収
、
大
正
14
・
3
）

市
川
一
郎
訳
著 

『
高
尚
な
る
理
論
を

平
易
に
講
義
せ
る
　
哲
学
概
論
』（
大
同
館
書
店
、
大
正
14
・
4
）

今
井
新
太
郎 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
基
督
教
の
本
質
」（『
神
学
研
究
』
第
一
七
巻
・
第
二
号
所
収
、
大
正
15
・
4
）

矢
崎
美
盛 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
学
位
論
文
に
つ
い
て
の
穿せ

ん

鑿さ
く

」（『
思
想
』
第
五
六
号
所
収
、
大
正
15
・
6
）
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石
津
照
璽 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
教
哲
学
」（『
宗
教
研
究
』
第
三
巻
・
第
一
号
所
収
、
大
正
15
・
7
）

独
逸
テ
オ
バ
ル
ト
・
チ
ー
グ
レ
ル
著

伊
藤
吉
之
助
、
飯
田
忠
純
共
訳

　
　 

『
独
逸
思
想
史

　
上
』（
国
民
図
書
株
式
会
社
、
大
正
15
・
7
）

加
藤
玄
智
著 

『
東
西
思
想
の
比
較
研
究
』（
京
文
社
、
大
正
15
・
9
）

浜
尾
俊
治
著 

『
通俗

　
哲
学
講
話
』（
大
盛
堂
書
店
、
大
正
15
・
10
）

土つ
ち

田だ

杏
き
ょ
う

村そ
ん 

「
ヘ
エ
ゲ
ル
と
マ
ル
ク
ス
、
レ
エ
ニ
ン
の
弁
証
法
的
唯
物
論
」（『
社
会
科
学
』
十
月
特
輯
所
収
、
大
正
15
・
10
）

斎
藤
要
著 
『
世
界
哲
学
史
年
表
』（
聖
山
閣
、
大
正
15
・
11
）

堺
利
彦
著 
『
弁
証
法
的
唯
物
論
』［
小
冊
子
］（
無
産
社
、
大
正
15
・
12
）

一
　
ヘ
ー
ゲ
ル
略
年
譜

年
代

年
齢

著
作

備
考

一
七
七
〇

（
明
和
七
年
）

一

　

八
月
二
十
七
日
、
官
吏
［
財
務
局
勤
務
］
ゲ
オ
ル
グ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
の
長

男
と
し
て
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
通
り
五
三
番
地
で
生
れ
る
。

一
七
七
五

六

　

ラ
テ
ン
語
学
校
に
入
学
。
こ
の
年
、
シ
ェ
リ
ン
グ
生
れ
る
。

一
七
八
〇

一
一

　

母
、
亡
く
な
る
。

一
七
八
八

一
九

　

テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
神
学
科
に
入
学
。

一
七
九
三

二
四

　

大
学
を
卒
業
。
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
で
家
庭
教
師
と
な
る
。

一
七
九
七

二
八

　

一
月
中
旬
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
ゴ
ー
ゲ
ル
家
の
家
庭
教
師
と
な
る
。

一
七
九
九

三
〇

　

父
を
失
な
う
。

一
八
〇
一

三
二

「
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
と
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
と
の
相

違
」
を
か
く
。

ワ
イ
マ
ー
ル
公
国
の
イ
ェ
ー
ナ
に
赴
く
。
イ
ェ
ー
ナ
大
学
の
私
講
師
と
な
る
。
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一
八
〇
二

三
三

シ
ェ
リ
ン
グ
と
と
も
に
『
哲
学
評
論
』
を
発
行
。

　

一
八
〇
六

三
七

　

二
月
か
ら
主
著
『
精
神
の
現
象
論
』
の
印
刷
は
じ
ま
る
。
十
月
、
イ
ェ
ー
ナ
市
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
軍
隊
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
兵
の
略
奪
を
う
け
る
。

一
八
〇
七

三
八

『
精
神
の
現
象
論
』
刊
行
。

一
八
〇
八

三
九

『
哲
学
入
門
』
を
執
筆
。

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
校
長
と
な
る
。

一
八
一
一

四
二

　

こ
の
年
に
結
婚
。

一
八
一
二

四
三

『
論
理
学
』
の
第
一
巻
を
刊
行
。

　

一
八
一
三

四
四

同
書
の
第
二
巻
を
刊
行
。

　

一
八
一
六

四
七

同
書
の
第
三
巻
を
刊
行
。

十
月
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
哲
学
教
授
と
な
る
。

一
八
一
七

四
八

『
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
』（『
哲
学
的
諸
科
学
体

系
梗
概
』
を
刊
行
。

同
書
に
よ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
体
系
の
す
べ
て
が
呈
示
さ
れ
た
。

一
八
一
八

四
九

　

ベ
ル
リ
ン
大
学
の
哲
学
教
授
と
な
る
。

一
八
二
一

五
二

『
法
哲
学
大
綱
』
を
刊
行
。

　

一
八
二
九

六
一

　

十
月
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
学
長
に
就
任
。

一
八
三
〇

六
二

　

学
長
を
退
任
。

一
八
三
一

（
天
保
二
年
）

六
三

　

十
一
月
、
コ
レ
ラ
に
よ
り
死
去
。

一
八
三
二

　

こ
の
年
よ
り
一
八
四
〇
年
に
か
け
て
、『
ヘ
ー
ゲ

ル
全
集
』（
十
八
巻
）
完
成
。
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む
す
び

　
　
　
　
概
観

　
　
日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
と
ヘ
ー
ゲ
ル
受
容

わ
が
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
西
洋
哲
学
（
ス
コ
ラ
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
）
が
、
神
学
と
と
も
に
教
え
ら
れ
た
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
（
安
土
桃
山
）
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
天

文
十
一
年
九
月
（
一
五
八
三
・
一
〇
）、
府
内
（
現
・
大
分
市
）
に
設
け
ら
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
学コ

レ
ジ
オ院

に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
哲
学
が
お
し
え
ら
れ
た
。
ア
ン
ト

ニ
オ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
神
父
が
、
五
名
の
学
生
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
）
に
、
ラ
テ
ン
語
で
論
理
学
を
お
し
え
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

つ
い
で
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
ご
ろ
、
天
草
の
学コ

レ
ジ
オ院

に
お
い
て
、
ゴ
メ
ス
神
父
が
編
ん
だ
ト
ー
マ
ス
・
ア
キ
ナ
ス
の
『
神
学
綱
要
』
が
、
日
本
人
の
学
生
の
た
め
に
講

義
さ
れ
た
。
が
、
西
洋
哲
学
を
組
織
的
に
ま
な
ぶ
に
は
至
ら
な
か
っ（

1
）た

。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
宇
田
川
榕よ

う

庵あ
ん

（
一
七
九
八
〜
一
八
四
六
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
、
幕
府
天
文
翻
訳
方
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
術
を
大
観
し
た
『
西

シ
シ
ュ
エ
フ
ァ
ン

学
凡
』（
刊

行
年
は
わ
が
元げ

ん

和な

九
年
［
一
六
二
三
］。
中
国
在
住
の
イ
タ
リ
ア
の
ヤ
ソ
会
士
・
ジ
ウ
リ
オ
・
ア
レ
ー
ニ
が
編
ん
だ
漢
訳
、
の
ち
に
禁
書
と
な
る
）
の
写
本
を
手
に
入
れ
、

よ
ん
で
い
た
。
同
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
を
六
科
に
わ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

―
い
ま
で
い
う
修
辞
学
・
哲
学
・
医
学
・
法
学
・
正せ

い

経け
い

（
儒
教
の
正
統
書
）・
神

学
で
あ
る
。
ほ
か
に
論
理
学
、
自
然
哲
学
（
物
理
学
）、
形
而
上
学
、
数
学
な
ど
も
出
て
く
る
。

榕
庵
に
と
っ
て
、“
ヒ
ロ
ソ
”
と
か
“
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ア
”（
当
時
、“
哲
学
と
い
っ
た
訳
語
は
な
か
っ
た
）
は
、
物も

の

の
理り

（
も
の
ご
と
の
本
質
や
道
理
）
を
究
め
る
も
の
で
あ

っ
た
。

幕
末
に
な
る
と
、
主
と
し
て
自
然
科
学
に
関
心
が
あ
っ
た
洋
学
者
は
、
人
文
科
学
に
も
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
西
洋
哲
学
を
発
見
す
る
に
い
た
る
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
哲
学
思
想
が
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
わ
が
国
に
入
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
を
紹
介
し
た
り
解
説
す
る
者
が
あ
ら
わ
れ
た
。
西 

周あ
ま
ね（

一
八
二
九
〜

一
八
九
八
、
明
治
期
の
啓
蒙
的
官
僚
学
者
）
は
、
西
洋
に
“
性せ

い

理り

之の

学が
く

”
と
か
“
理り

学が
く

”
と
か
、
あ
る
い
は
“
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
”
と
呼
べ
る
学
問
が
あ
る
こ
と
を
識
り
、
そ
れ

を
国
民
に
紹
介
し
た
。
後
年
、
か
れ
は
そ
れ
に
「
哲
学
」
と
い
う
訳
語
を
つ
け
た
。

い
ま
で
は
「
哲
学
」
と
い
う
語
は
、
日
本
語
と
し
て
定
着
し
、
人じ

ん

口こ
う

に
膾か

い

炙し
ゃ

し
て
い
る
。
が
、
ひ
ろ
く
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八

七
）
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
り
、
東
京
大
学
文
学
部
の
一
学
科
と
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
だ
（『
哲
学
雑
誌
』
第
二
七
巻
・
第
三
〇
〇
号
、
大
正
元
・
10
）。
こ
の
こ
ろ
「
洒し

ゃ
れ落

哲
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学
」「
色
情
哲
学
」「
処
世
哲
学
」「
変
哲
学
」
な
ど
の
書
も
流
行
し
た
と
い
う
（
伊
藤
吉
之
助
「
哲
学
会
史
料
（
上
）」（『
哲
学
雑
誌
』
第
三
〇
〇
号
所
収
）。
ま
た
井
上
円

了
（
一
八
五
八
〜
一
九
一
九
、
明
治
期
の
仏
教
哲
学
者
。
哲
学
館
［
現
・
東
洋
大
学
］
の
創
立
者
）
が
、
機
関
誌
『
東
洋
哲
学
』
を
刊
行
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
雑
誌
が

「『
哲
学
』
の
二
字
の
流
行
に
つ
く
し
、
も
っ
と
も
盛

い
き
お
いを

き
わ
め
た
り
」
と
い
う
（『
城
南
評
論
』
第
一
巻
・
第
一
〇
号
、
明
治
25
、
12
）。

明
治
期
。

明
治
初
年
か
ら
同
二
十
年
ご
ろ
ま
で
（
一
八
六
八
〜
一
八
九
五
）（
は
、
近
代
日
本
思
想
の
啓
蒙
期
と
考
え
ら
れ
、
哲
学
思
想
の
移
入
は
、
啓
蒙
運
動（

2
）の

一
環
と
み
ら
れ

た
。
日
本
人
は
旧
来
の
陋ろ

う

習し
ゅ
う（

わ
る
い
習
慣
）
を
破
壊
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
文
明
を
輸
入
す
る
こ
と
に
努
め
た
が
、
皮
相
に
お
わ
っ
た
。
維
新
後
の
日
本
の

文
明
は
、
急
造
の
も
の
で
あ
り
、
和
洋
混
合
で
あ
っ
た
（
下
田
次
郎
「
国
難
に
面
し
て
」『
倫
理
講
演
集
』
第
二
五
四
号
、
大
正
12
・
11
）。
江
戸
時
代
中
期
以
後
、
西
洋
の

学
術
を
ま
な
ぶ
と
き
の
有
力
な
西
洋
語
で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
は
、
凋
落
の
運
命
を
た
ど
り
、
か
わ
っ
て
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
が
学
習
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
学
問
弁
」（
明
治
19
・
3
・
13
）
は
、
い
う
。

蘭
学
廃す

た

リ
テ

　
英
学
ト
ナ
リ

　
仏
学
ト
ナ
リ

　
独
逸
学
ト
ナ
リ

と
。西

洋
の
書
物
が
各
国
か
ら
舶
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
三
、
四
年
（
一
八
七
〇
〜
七
一
）
ご
ろ
か
ら
と
い
う
（
大
鳥
圭
介
の
講
演
「
学
問
弁
」
明
治
19
・

3
・
13
）。

洋
学
者
は
横
浜
の
外
人
商
会
や
東
京
の
書
店
を
通
じ
て
、
欧
米
か
ら
書
物
を
と
り
よ
せ
て
よ
ん
だ（

3
）。

明
治
初
年
に
輸
入
さ
れ
た
哲
学
は
、
お
も
に
十
九
世
紀
の
英
仏
の
哲

学
が
主
流
で
あ
り
、
そ
れ
が
自
由
主
義
・
功
利
主
義
の
社
会
、
政
治
思
想
の
基
礎
を（

4
）あ

た
え
た
が
、
社
会
批
判
へ
と
む
か
い
、
哲
学
の
根
本
問
題
に
深
入
り
し
な
か
っ
た（

5
）。

第
一
期
…
…
明
治
初
年
か
ら
同
二
十
年
ご
ろ
ま
で
（
一
八
六
八
〜
九
五
）。



（146）179

西
洋
哲
学
の
輸
入
時
代
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
れ
は
第
一
期
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
な
く
、
大
正
初
頭
に
い
た
る
五
十
年
間
の
こ
と
で
も
あ
る
。
知
識
人
、
大
学
人
ら
は
、
洋

書
を
よ
み
、
そ
の
内
容
を
世
人
に
つ
た
え
、
と
き
に
翻
訳
さ
え
し
た
。
明
治
十
年
前
後
（
一
八
七
〇
年
代
）
の
“
哲
学
的
啓
蒙
活
動
”
に
お
い
て
い
ち
ば
ん
活
躍
し
た
の
は
、

西 

周
で
あ
っ
た
。
が
、
か
れ
は
西
洋
哲
学
の
“
解

エ
ク
ス
ポ
ウ
ネ
ン
ト

説
者
”
で
あ
っ
て
も
、
純
然
た
る
哲
学
者
で
は
な
か
っ
た
。

明
治
3
・
10
以
降
…
…
…
西 

周
は
浅
草
鳥
越
町
に
設
け
た
私
塾
「
育
英
社
」
に
お
い
て
、
近
世
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
者
た
ち
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
略
述
し
た
。
そ

の
な
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
西
は
お
も
に
英
語
文
献
（
シ
ュ
ヴ
ェ
グ
ラ
ー
の
『
簡
約
哲
学
史
』
の
英
訳
、
ル
イ
ス
の
『
列
伝
哲
学
史
』）

や
英
米
の
「
百
科
辞
典
」
の
た
ぐ
い
を
利
用
し
て
講
義
し
た
。

　
西
は
日
本
人
に
む
か
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
を
紹
介
し
た
第
一
号
で
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
西
に
よ
っ
て
、
西
洋
哲
学
史
上
の
一
人
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

明
治
8
・
6
…
…
…
…
…
西
は
「
人
世
三
宝
説
」（『
明
六
雑
誌
』
第
三
八
〇
号
所
収
）
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
に
言
及
し
た
。「
俾ヘ

ー
ゲ
ル

歇
兒
」（
ヘ
ー
ゲ
ル
の

名
の
漢
字
表
記
）
が
活
字
と
な
っ
た
最
初
か
。

明
治
11
・
9
以
降
…

同
19
・
8
ご
ろ
ま
で

…
…
ア
メ
リ
カ
人
教
師
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
東
京
大
学
文
学
部
に
お
い
て
哲
学
・
哲
学
史
を
講
じ
、
こ
の
な
か
で
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
（
論
理
、
弁
証
法
な
ど
）
に

ふ
れ
た
。

明
治
16
・
3
…
…
…
…
…
『
東
京
学
士
会
院
雑
誌
』（
第
四
編
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
現
わ
れ
た
。

明
治
17
・
12
…
…
…
…
…
竹
越
与
三
郎
著
『

独逸
　
哲
学
英
華

　
完
』
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
言
及
が
あ
る
。

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
東
京
大
学
に
「
哲
学
会
」
が
創
設
さ
れ
、
同
二
十
年
（
一
八
八
七
）
よ
り
、
機
関
誌
『
哲
学
会
雑
誌
』（
の
ち
『
哲
学
雑

誌
』
と
改
称
）
を
刊
行
。

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
三
月

―
東
京
大
学
の
従
来
の
文
学
部
は
、“
文
科
大
学
”
と
な
っ
た
。
の
ち
“
文
学
部
”
に
改
称
。

明
治
19
・
6
…
…
…
…
…
末
広
鉄
腸
著
『
二
十
三
年
未
来
記
』
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

中
江
兆
民
著
『
理
学
鉤こ

う

玄げ
ん

　
全
』（
哲
学
概
念
の
よ
う
な
も
の
）
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
み
ら
れ
る
。

第
二
期
…
…
明
治
二
十
年
か
ら
同
三
十
年
ご
ろ
ま
で
（
一
八
八
七
〜
九
七
）。
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明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
九
月

―
哲
学
館
（
東
洋
大
学
の
前
身
）
は
、
麟
祥
院
（
本
郷
区
竜
岡
町
三
十
一
番
地
）
に
お
い
て
授
業
を
開
始
し
た
。
明
治
二
十
年
代
な

か
ば
、
カ
ン
ト
研
究
が
さ
か
ん
に
な
る
き
ざ
し
が
あ
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
は
、
あ
ま
り
活
発
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
二
、
三
十
年
代
の
邦
文
献
に
現
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
像
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
記
事
の
多
く
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
各
分
野
の
紹
介
的
、
批
評
的
記
述
で
あ
る
。

―
西
洋
哲
学
史
上
の
ヘ
ー
ゲ
ル

の
位
置
、
か
れ
の
哲
学
的
系
譜
、
美
学
、
弁
証
法
、
国
家
観
、
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
の
分
離
、
宗
教
観
、
法
哲
学
な
ど
、
論
者
の
テ
ー
マ
は
じ
つ
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
明

治
二
十
年
代
後
半
か
ら
同
三
十
年
代
中
ご
ろ
ま
で
、
哲
学
概
論
・
哲
学
史
概
説
な
ど
の
移
植
作
業
が
お
わ
る
と
、
原
典
研
究
（
認
識
論
、
存
在
論
）
と
い
っ
た
専
門
的
な
哲

学
研
究
の
段
階
が
お
と
ず
れ
た
。
が
、

明
治
三
十
年
代
、
日
本
の
哲
学
界
は
、
ま
だ
移
植
輸
入
の
時
代
と
い
え
た
（「
哲
学
界

―
三
十
一
年
〜
三
十
八
年
」『
早
稲
田
文
学
』
所
収
、
明
治
39
・
6
）。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
の
研
究
が
、
緒
に
つ
く
の
は
、
明
治
三
十
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
哲
学
史
書
の
刊
行
が
さ
か
ん
に
な
る
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
明
治
三
十
年
代
ま
で
の
日
本
の
思
想
界
は
、
わ
が
国
の
国
家
的
建
設
と
国
民
の
政
治
的
権
利
と
に
不
離
の
関
係
を
も
っ
て
発
達
し
た
も
の
と
い
う
（
土
田
杏
村
著

『
日
本
支
那
現
代
思
想
研
究
』（
第
一
書
房
、
大
正
15
・
10
、
四
三
頁
）。

第
二
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
関
係
の
お
も
な
論
文
、
訳
書
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

中
島
力
造
「『
ヘ
ー
ゲ
ル
』
氏
弁
証
法
」（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
四
八
号
、
明
治
24
・
2
）

　
　
　
注
・
こ
れ
は
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
一
月
、
文
科
大
学
内
で
お
こ
な
わ
れ
た
哲
学
会
の
例
会
（
第
58
回
）
で
発
表
し
た
も
の
を
印
刷
に
付
し
た
も
の
。

園
田
宗
恵
「『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
（D

ialektik

）
ト
東
洋
哲
学
』（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
六
九
号
、
明
治
25
・
11
）

中
島
力
造
『
列
伝
体
西
洋
哲
学
小
史
』（
冨
山
房
、
明
治
31
・
6
）

　
　
　
注
・
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
全
体
に
関
す
る
叙
述
の
最
初
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

紀き

平ひ
ら

正た
だ

美よ
し

　
　

小
田
切
良
太
郎
共
訳
「
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
哲
学
大
系
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
二
一
六
巻
、
明
治
38
・
2
）

　
　
　
注
・
こ
れ
は
本
邦
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
先
駆
的
な
訳
業
で
あ
る
。

第
三
期
…
…
明
治
四
十
年
前
後
か
ら
末
期
ま
で
（
一
九
〇
七
〜
一
九
一
三
）。
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明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
一
月
、
元
良
勇
次
郎
は
、
大
学
構
内
の
山
上
御
殿
で
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
実
在
の
批
評
」
を
例
会
で
発
表
。

大
正
期
。

日
本
の
学
者
は
西
洋
思
想
に
眩
惑
し
、
相
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
移
植
す
る
の
に
き
ゅ
う
き
ゅ
う
と
し
て
い
た
か
ら
、
大
正
時
代
は
「
翻
訳
時
代
、
解
題
時
代
」
で
は
な
い
か

と
い
う
（
宮
田
修
「
思
想
界
の
輸
入
超
過
」（『
倫
理
講
演
集
』
第
一
四
一
号
、
大
正
3
・
5
））。
し
か
し
、
大
正
期
に
入
る
と
、
哲
学
研
究
が
い
っ
そ
う
盛
ん
に
な
り
、
専

門
的
か
つ
学
術
的
な
研
究
が
深
化
し
た
。
大
正
時
代
の
哲
学
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
ド
イ
ツ
的
な
新
理
想
主
義
的
な
特
徴
を
と
っ
て
発
達
し
た
。
だ
か
ら
ド
イ
ツ
哲
学
の
模
倣
時

代
と
い
え
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
大
正
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
わ
が
国
哲
学
界
は
、
カ
ン
ト
主
義
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
へ
と
む
か
っ
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
以
後

―
紀
平
正
美
を
中
心
と
す
る
研
究
会
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
復
興
の
き
ざ
し
が
現
わ
れ
た
の
は

「
ヘ
ー
ゲ
ル
百
年
記
念
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
数
年
前
か
ら
で
あ
る
。

『
思
想
』（
昭
和
六
年
［
一
九
三
一
・
一
〇
］）
と
『
哲
学
雑
誌
』（
昭
和
六
年
［
一
九
三
一
・
一
二
］）
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
特
輯
号
を
く
ん
だ
。
大
正
五
年
（
一
九
二
六
）、

「
京
都
哲
学
会
」
が
発
足
。
ま
た
『
ス
ピ
ノ
ザ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
』（
国
際
ヘ
ー
ゲ
ル
連
盟
日
本
版
、
岩
波
書
店
、
昭
和
7
・
7
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

昭
和
期
。

第
一
期
…
…
昭
和
初
期
か
ら
終
戦
ま
で
（
一
九
二
六
〜
四
五
）。

昭
和
六
年
か
ら
同
二
十
二
年
（
一
九
三
一
〜
一
九
四
七
）
ご
ろ
に
か
け
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
研
究
書
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
移
植
に
つ
と
め
た
主
な
哲

学
者
は

―
三
木
清
、
田
辺
元
、
務
台
理
作
、
高
山
岩
男
、
高
橋
里
美
、
小
山
靹と

も

絵え

、
金
子
武
蔵
な
ど
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
は
、
東
大
と
京
大
で
わ
け

あ
っ
て
い
た
。

カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
つ
い
て
い
え
ば
、
翻
訳
紹
介
の
域
を
脱
し
、
原
典
の
文
献
的
研
究
へ
と
す
す
み
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
解
釈
的
研
究
へ
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明治・大正期のヘーゲル

と
む
か
い
、
独
自
の
批
評
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
以
降

―
三
枝
博
音
編
『
ヘ
ー
ゲ
ル
及
弁
証
法
研
究
』
を
刊
行
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
満
州
事
変
後
、
日
本
は
非
常
時
に
入
り
、
同
十
七
年
（
一
九
四
二
）
以
後
、
日
本
哲
学
［
皇
道
哲
学
］
が
勃
興
し
、
戦
時
ち
ゅ
う
「
京
都
学

派
」
の
哲
学
者
が
戦
争
に
協
力
し
た
。

第
二
期
…
…
大
東
亜
（
太
平
洋
）
戦
争
後

―
昭
和
二
十
年
か
ら
同
三
十
年
中
ご
ろ
ま
で
（
一
九
四
五
〜
一
九
六
〇
）。

戦
後
、
左
翼
思
想
が
台
頭
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
功
利
主
義
、
実
存
主
義
な
ど
が
活
発
化
し
た
。

第
三
期
…
…
昭
和
三
十
年
中
ご
ろ
か
ら
同
四
十
五
年
初
頭
あ
た
り
ま
で
（
一
九
六
〇
〜
一
九
七
〇
）。

社
会
科
学
の
哲
学
が
さ
か
ん
と
な
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
・
現
象
学
・
分
析
哲
学
な
ど
が
主
導
的
地
位
を
し
め
た
。

第
四
期
…
…
昭
和
四
十
五
年
か
ら
同
六
十
四
年
ま
で
（
一
九
七
〇
〜
一
九
八
〇
）。日

本
は
ポ
ス
ト
工
業
社
会
に
む
か
い
、
国
際
化
の
宣
伝
文
句
の
も
と
に
、
社
会
科
、
哲
学

が
発
展
し
、
数
多
く
の
研
究
成
果
が
う
ま
れ
た
。

第
五
期
…
…
平
成
期
（
一
九
八
九
〜

　
　
）。

在
野
の
若
者
や
中
高
年
層
の
あ
い
だ
で
、
左
派
の
近
代
思
想
や
古
典
的
な
思
想
家
カ
ン
ト

『理想』のヘーゲル特集号。
（昭和６・４）
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や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
が
見
直
さ
れ
、
国
内
各
地
で
「
読
書
会
」
や
「
哲
学
カ
フ
ェ
」
や
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
会
」
な
ど
が
開
か
れ
、
活
発
な
勉
強
会
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
法

政
大
学
に
お
い
て
、
上
妻
精
、
加
藤
尚
武
ら
が
世
話
人
代
表
と
な
り
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
会
」
が
発
足
し
た
の
は
、
平
成
元
年
（
一
九
八
六
）
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。

＊

と
も
あ
れ
西
洋
哲
学
は
、
人
文
や
社
会
、
自
然
系
の
多
く
の
学
問
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
外
国
か
ら
の
輸
入
品

―
“
移
入
哲
学
”
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
西

洋
哲
学
の
本
格
的
な
移
植
は
、
明
治
時
代
に
は
じ
ま
り
、
こ
れ
が
漸
次
大
正
・
昭
和
に
な
る
に
つ
れ
て
発
展
し
、
こ
ん
に
ち
に
い
た
っ
て
い
る
。

明
治
初
期
の
英
米
系
の
哲
学
紹
介
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
百
科
全
書
的
、
経
世
家
的
（
政
治
家
的
）
で
あ
っ
た
。
が
、
明
治
中
期
以
後
、
そ
れ
は
専
門
的
、
講
壇
的
に
な
っ

て
い
っ
た
（
家
永
三
郎
「
明
治
哲
学
史
の
一
考
察
」『
日
本
歴
史
』
第
三
二
号
所
収
、
昭
和
26
・
2
）。

明
治
十
年
代
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
哲
学
が
講
じ
ら
れ
て
以
来
、
そ
れ
が
や
が
て
英
仏
の
哲
学
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
二
十
八
、
九
年
（
一
八
九
五

〜
九
六
）
ご
ろ
を
境
と
し
て
、
ミ
ル
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
流
の
哲
学
は
、
ま
っ
た
く
ド
イ
ツ
哲
学
の
下
風
に
立
っ
た
（
大
塚
三
七
雄
著
『
明
治
維
新
と
独
逸
思
想
』

（
日
独
出
版
協
会
、
昭
和
18
・
2
、
二
〇
二
頁
）。

明
治
三
十
年
代
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
は
、
カ
ン
ト
哲
学
ほ
ど
注
目
さ
れ
ず
、
ま
た
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
翻
訳
刊
行
は
、
カ
ン
ト
よ
り
も
古
く
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
歴
史
哲
学
」
が
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
二
月
〜
三
月
に
か
け
て
、
渋
江
保
訳
述
『
歴
史
研
究
法

　
上
巻

　
下
巻
』（
博
文
館
）
と
し
て
出
版
さ
れ

た
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
英
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
哲
学
研
究
の
中
心
は
大
学
で
あ
り
、
一
般
大
衆
は
哲
学
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
年
代
に
入
る
ま
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
四
つ
に
組
ん
だ
真
の
研
究
は
、

中
島
力
造
の
小
論
「
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
弁
証
法
」（『
哲
学
会
雑
誌
』（
第
四
八
号
、
明
治
24
・
2
）
と
翌
年
に
発
表
さ
れ
た
園
田
宗
恵
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
（D

ialektik

）

ト
東
洋
哲
学
」（『
哲
学
会
雑
誌
』
第
六
九
号
、
明
治
25
・
11
）
を
の
ぞ
く
と
、
ま
だ
な
か
っ
た
。
後
者
の
論
文
は
、
精
神
主
義
的
な
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に

哲
学
（
と
く
に
弁
証
法
）
は
、
中
国
の
老
子
や
荘
子
ら
の
思
想
と
比
較
さ
れ
た
。

中
島
力
造
は
、
明
治
三
十
年
代
初
頭

―
『
列
伝
体
西
洋
哲
学
小
史
』（
冨
山
房
、
明
治
31
・
6
）
と
題
す
る
大
著
（
六
六
六
頁
）
を
著
わ
し
、「
第
五
編

　
独
逸
哲
学

者
」
の
章
節
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
伝
・
論
理
学
の
大
要
・
本
質
論
・
天
然
哲
学
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
関
す
る
統
合
的
な
研
究
の
嚆こ

う

矢し

と

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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明治・大正期のヘーゲル

つ
い
で
日
本
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
述
の
先
駆
的
な
訳
者
と
し
て
は
、
紀き

平ひ
ら

正た
だ

美よ
し

と
小
田
切
良
太
郎
が
い
る
。
両
人
は
「
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
哲
学
体
系
」（「
哲
学
的
諸
科
学

体
系
梗
概
」
俗
に
“
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
ヂ
”
と
い
う
）
を
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
二
月
か
ら
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
ま
で
『
哲
学
会
雑
誌
』
に
継
続
的
に
一
二

六
節
掲
載
し
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
純
粋
に
哲
学
的
な
態
度
で
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
は
じ
め
て
と
い
う
（
鳥
井
博
郎
『
明
治
思
想
史
』
河
出
書
房
、
昭
和
28
・
12
、
一
三

四
頁
）。

大
正
時
代
に
入
る
と
、
哲
学
研
究
が
さ
か
ん
と
な
り
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
デ
カ
ル
ト
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
中
心
と
す
る
古
典
研
究
が
進

め
ら
れ（

6
）、

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
唯
物
弁
証
法
の
研
究
が
さ
か
ん
に
な
っ
た（

7
）。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
研
究
書
・
評
伝
・
翻
訳
（
書
簡
・
伝
記
な
ど
）

の
刊
行
が
さ
か
ん
に
な
る
の
は
、
昭
和
初
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
で
あ
る
。
京
都
学
派
の
西
田
幾
太
郎
、
田
辺
元は

じ
め、

和
辻
哲
郎
ら
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
洗
礼
を
う
け
、
弁

証
法
か
ら
影
響
を
う
け
た
が
、
こ
れ
と
批
判
的
に
対
決
し
、
独
自
の
思
想
を
う
ち
た
て
た
（
沢
田
章
『
ヘ
ー
ゲ
ル
』）。

明
治
・
大
正
期
の
文
献
資
料
に
現
わ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
特
色
。

こ
こ
で
い
う
文
献
資
料
と
は
、
お
も
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
雑
誌
や
単
行
本
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
「
雑
誌
」
で
は

―
『
明
六
雑
誌
』『
東
京
大
学
第
二
年
報
』『
東
京
学

士
会
院
雑
誌
』『
明
六
雑
誌
』『
学
芸
志
林
』『
中
央
学
術
雑
誌
』『
国
民
之
友
』『
哲
学
会
雑
誌
』『
日
本
大
家
論
集
』『
日
本
人
』『
学
』『
学
林
』『
女
学
雑
誌
』『
日
本
之
文

華
』『
少
年
園
』『
志
か
ら
み
草
紙
』『
教
育
時
論
』『
城
南
評
論
』『
早
稲
田
文
学
』『
亜
細
亜
』『
青
山
評
論
』『
文
学
界
』『
日
本
評
論
』『
六
合
雑
誌
』『
同
志
社
文
学
』『
心

海
』『
九
州
評
論
』『
八
紘
』『
太
陽
』『
時
代
思
潮
』『
国
学
院
雑
誌
』『
宇
宙
神
教
』『
め
さ
ま
し
草
』『
新
著
月
刊
』『
帝
国
文
学
』『
世
界
之
日
本
』『
哲
学
叢
書
』『
東
洋
哲

学
』『
法
学
協
会
雑
誌
』『
国
家
学
雑
誌
』『
人
性
』『
警
世
新
報
』『
倫
理
講
演
集
』『
哲
学
研
究
』『
神
学
之
研
究
』『
思
潮
』『
我
等
』『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』『
講

座
』『
改
造
』『
外
交
時
報
』『
三
田
学
会
雑
誌
』『
神
学
研
究
』『
社
会
科
学
』『
国
民
雑
誌
』
な
ど
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
関
連
の
記
事
や
単
行
本
（
一
般
書
、
哲
学
概
論
、
哲

学
論
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
作
の
訳
書
、
哲
学
史
、
審
美
論
、
思
想
史
、
評
伝
の
訳
書
な
ど
）
に
み
ら
れ
る
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
す
る
言
及
な
ど
を
指
す
。
明
治
・
大
正
期
の
諸
雑

誌
に
み
ら
れ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
関
連
記
事
は
、
概
し
て
さ
り
げ
な
い
、
紹
介
的
な
も
の
が
多
い
。
ま
た
単
行
本
の
記
事
の
な
か
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
の
専
門

的
な
も
の
も
み
ら
れ
る
が
、
多
く
は
概
説
的
な
浅
薄
な
記
事
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
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注（
1
）　

下
村
寅
太
郎

粟
野
安
太
郎
編
『
哲
学
研
究
入
門
』（
魚
住
書
店
、
昭
和
三
十
年
六
月
）、
三
〇
七
頁
。

（
2
）　
鳥
井
博
郎
著
『
明
治
思
想
史
』（
河
出
書
房
、
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
）、
七
〇
頁
。

（
3
）　
大
塚
三
七
雄
著
『
明
治
維
新
と
独
逸
思
想
』（
日
独
出
版
協
会
、
昭
和
十
八
年
二
月
）、
二
〇
八
頁
。

（
4
）　
注
（
1
）
に
お
な
じ
。

（
5
）　
稲
毛
金
七
著
『
哲
学
教
科
書
』（
大
同
館
、
大
正
五
年
四
月
）、
三
九
九
頁
。

（
6
）　
小
松
攝
郎
「
ド
イ
ツ
観
念
論
の
移
植
と
発
展
」（
別
冊

　
哲
学
評
論
『
日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
系
譜
』
所
収
、
民
友
社
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
）

（
7
）　
沢
田
章
著
『
ヘ
ー
ゲ
ル
』（
清
水
書
院
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
）、
二
四
三
頁
。

［
参
考
文
献
］

 
 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
」（『
哲
学
雑
誌
』［
ヘ
ー
ゲ
ル
百
年
忌
記
念
号
］
第
四
六
巻
・
第
五
三
八
号
、
昭
6
・
12
）

注
・
こ
れ
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
か
ら
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
ま
で
の
大
ま
か
な
書
誌
。

清
水
幾
太
郎
編 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
」（『
思
想
』
特
輯
号
［
百
年
祭
記
念

　
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
］
岩
波
書
店
、
昭
和
6
・
10
）

注
・
こ
れ
は
諸
外
国
の
ヘ
ー
ゲ
ル
関
係
文
献
や
わ
が
国
の
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
（
明
治
二
十
三
年
［
一
八
九
〇
］
か
ら
昭
和
六
年
［
一
九
三
一
］
ご
ろ
ま
で
を

収
録
し
て
い
る
。
前
掲
「
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
」（『
哲
学
雑
誌
』
昭
和
6
・
12
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。

上
妻
精
編 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
目
録
」（『
思
想
』「
特
集

　
ヘ
ー
ゲ
ル
」
岩
波
書
店
、
昭
和
45
・
9
）

注
・
こ
の
リ
ス
ト
は
、
昭
和
四
十
四
年
［
一
九
六
九
］
ま
で
、
日
本
お
よ
び
主
要
な
欧
米
各
国
で
公
表
さ
れ
た
文
献
を
網
羅
し
た
も
の
と
い
う
。
日
本
の

も
の
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た
。

金
谷
佳
一
編 

「
明
治
期
ヘ
ー
ゲ
ル
言
及
書
誌
」（『
ヘ
ー
ゲ
ル
字
典
』
所
収
、
弘
文
堂
、
平
成
4
・
2
）

注
・
こ
れ
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
か
ら
同
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
ま
で
の
大
ま
か
な
書
誌
。
約
三
十
数
項
目
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

小
松
攝
郎 

「
ド
イ
ツ
概
念
論
の
移
植
と
発
展
」（『
別
冊

　
哲
学
評
論

　
日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
系
譜
』
所
収
、
民
友
社
、
昭
和
24
・
1
）

拙
稿  

「
西
洋
哲
学
伝
来
考

―
室
町
時
代
末
期
か
ら
明
治
期
ま
で
」（『
社
会
志
林
』
五
二
巻
・
第
一
号
所
収
、
平
成
17
・
7
）

拙
稿  

「
西
洋
哲
学
伝
来
小
史
」（『
社
会
志
林
』
第
五
七
巻
・
第
一
号
所
収
、
平
成
22
・
7
）

三
枝
博
音
著 

『
日
本
に
於
け
る
哲
学
的
観
念
論
の
発
達
史
』（
文
圃
堂
書
店
、
昭
和
9
・
2
）
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戸
弘
柯
三
著 

『
近
代
日
本
哲
学
史
』（
ナ
ウ
カ
社
、
昭
和
10
・
8
）

永
田
広
志
著 

『
日
本
哲
学
史
』（
三
笠
書
房
、
昭
和
12
・
8
）

佐
藤
慶
二
著 

『
哲
学
新
講
』（
同
文
館
、
昭
和
14
・
5
）

桑
木
厳
翼
著 

『
西
周
の
百
一
新
論
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
15
・
5
）

麻
生
義
輝
著 

『
近
代
日
本
哲
学
史
』（
近
藤
書
店
、
昭
和
17
・
7
）

大
塚
三
七
雄
著 
『
明
治
維
新
と
ド
イ
ツ
思
想
』（
日
独
出
版
協
会
、
昭
和
18
・
2
）

桑
木
厳
翼
著 

『
明
治
の
哲
学
界
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
18
・
3
）

大
久
保
利
謙
編 

『
西
周
全
集

　
第
一
巻
』（
日
本
評
論
社
、
昭
和
20
・
2
）

 
 

『
哲
学
小
辞
典
』（
岩
崎
書
店
、
昭
和
22
・
7
）

桑
木
厳
翼
著 

『
哲
学
四
十
年
』（
辰
野
書
店
、
昭
和
22
・
10
）

桑
木
厳
翼
著 

『
哲
学
的
教
養
』（
春
秋
社
、
昭
和
23
・
7
）

松
村
一
人

甘
粕
石
介
著 

『
ヘ
ー
ゲ
ル
』［
ア
テ
ネ
文
庫
］（
弘
文
堂
、
昭
和
27
・
4
）

鳥
井
博
郎
著 

『
明
治
思
想
史
』（
河
出
書
房
、
昭
和
28
・
12
）

船
山
信
一
著 

『
明
治
哲
学
史
研
究
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
和
34
・
10
）

船
山
信
一
著 

『
大
正
哲
学
史
研
究
』（
法
律
文
化
社
、
昭
和
40
・
11
）

沢
田
章

あ
き
ら

著 

『
ヘ
ー
ゲ
ル

　
人
と
思
想
17
』（
清
水
書
院
、
昭
和
45
・
7
）

シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
著

谷
川
徹
三
、
松
村
一
人
訳 

『
西
洋
哲
学
史

　
上
・
下
巻
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
46
・
10
）

Ｆ
・
ヴ
ィ
ー
ト
マ
ン
著

中
埜
肇

　
　
　
　
　

加
藤
耀
子
共
訳

　
　
　  

『
ヘ
ー
ゲ
ル
』［
評
伝
］（
理
想
社
、
昭
和
57
・
7
）
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